
質
問

票
（
JA

）
 

 
1

「
法

・
司

法
制

度
改

革
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

質
問

票
 

 
20

09
年

5
月

2
日

 
 20

09
年

5
月

13
日

か
ら

27
日

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

調
査

団
の

派
遣

に
先

立
ち

、
質

問
票

を
お

送
り

さ
せ

て
頂

き

ま
す

。
JI

C
A

で
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
を

、
JI

C
A

の
事

業
サ

イ
ク

ル
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

協
力

期
間

の
中

間
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
な

ど
の

実
績

や
効

率
性

、
妥

当
性

を
、

阻
害

、
貢

献
要

因
と

共
に

重
点

的
に

レ
ビ

ュ
ー

し
、

必
要

に

応
じ

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 JI

C
A

の
評

価
方

針
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
事

実
」
を

確
認

し
た

上
で

、
P

D
M

（
P

ro
je

ct
 D

es
ig

n 
M

at
rix

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

概
要

表
）
を

使
っ

て
「
評

価
5

項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
実

績
」
「
プ

ロ
セ

ス
」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
５

つ
の

視
点

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
か

ら
複

眼
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
判

断
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

発
現

・
阻

害
要

因
を

分
析

す
る

こ
と

を
目

的
に

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
P

D
M

と
評

価
5

項
目

の
関

係
は

別
添

1
参

照
）
 

 本
質

問
票

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
が

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
日

本
人

専
門

家
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
者

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

情
報

を
提

供
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

関
す

る
認

識
を

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

ご
回

答
さ

れ
る

に
当

た
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
P

D
M

（
別

添
2）

を
ご

確
認

願
い

ま
す

。
各

ご
担

当
専

門
分

野
以

外
の

こ
と

も
お

分
か

り
に

な
る

範
囲

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
本

事
業

の
み

な
ら

ず

JI
C

A
事

業
の

改
善

の
た

め
に

貴
重

な
ご

意
見

と
な

り
ま

す
の

で
、

忌
憚

の
無

い
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
に

存
じ

ま
す

。

ま
た

、
本

質
問

票
の

最
後

に
、

評
価

に
あ

た
り

ご
提

出
頂

き
た

き
統

計
資

料
、

報
告

書
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

 
 お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

現
地

訪
問

時
に

質
問

票
に

つ
い

て
書

面
で

の
ご

回
答

を
頂

け
れ

ば
と

存
じ

ま

す
。

ま
た

、
資

料
に

つ
き

ま
し

て
も

、
併

せ
て

訪
問

時
ご

提
出

頂
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。
な

お
、

ご
質

問
な

ど
は

、
下

記
の

メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

に
ご

返
送

頂
き

ま
す

よ
う

よ
ろ

し
く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
m

oc
hi

da
@

op
m

ac
.c

o.
jp

 
  そ

れ
で

は
、

ご
協

力
の

程
宜

し
く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 
JI

C
A

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
 

評
価

分
析

担
当

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

持
田

智
男

 

      質
問

票
記

入
上

の
留

意
点

：
 

記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

ご
説

明
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

事
項

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

き
、

回
答

に
関

す
る

設
問

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

沿
っ

て
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

質
問

票
（
JA

）
 

 
2

                 
１

．
実

績
 

1.
1 

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
１
及
び
２
の
活
動
に
、
貴
機
関
の
教
官
が
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

と
回

数
を

ご
説

明
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
報

告
書

の
コ

ピ
ー

を
本

回
答

と
と

も
に

、
ご

提

出
く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
１

、
２

に
参

加
し

て
い

な
い

の
は

招
待

を
受

け
て

い
な

い
か

ら
で

あ
る

。
招

待
さ

れ
た

ら
、

必
ず

適
材

を
派

遣
す

る
。

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

・
 

（
Ｊ

Ａ
）
参

加
し

て
い

な
い

理
由

は
知

ら
な

か
っ

た
た

め
で

あ
る

。
Ｓ

Ｐ
Ｃ

に
関

連
し

た
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

と
の

理
解

を
し

て
い

た
。

今
後

Ｊ
Ａ

が
参

加
す

る
に

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
か

ら
Ｊ

Ａ
に

伝
え

、
Ｊ

Ａ
が

参
加

者
を

選
任

す

る
と

い
う

流
れ

が
考

え
ら

れ
る

。
Ｊ

Ａ
は

裁
判

官
も

養
成

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
長

期
専

門
家

は
Ｓ

Ｐ
Ｃ

に
対

し
て

、

Ｊ
Ａ

の
参

加
を

勧
め

て
欲

し
い

。
Ｓ

Ｐ
Ｃ

は
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

１
と

２
に

関
し

て
Ｊ

Ａ
を

招
待

す
べ

き
と

考
え

る
。

な

お
、

Ｊ
Ａ

と
し

て
希

望
す

る
テ

ー
マ

は
、

法
改

正
、

裁
判

実
務

を
テ

ー
マ

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

あ

り
、

そ
の

結
果

を
法

曹
育

成
の

テ
キ

ス
ト

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

活
か

し
て

い
き

た
い

。
 

・
 

（
ＩＣ

Ｄ
）
階

級
な

ど
が

あ
り

管
理

が
難

し
い

た
め

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

を
分

離
、

独
立

し
た

も
の

に
し

た
方

が
よ

い
と

考
え

る
。

 

・
 

（
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
）
共

同
活

動
に

は
テ

ー
マ

の
設

定
、

タ
イ

ミ
ン

グ
な

ど
勘

案
す

べ
き

点
が

諸
点

有
り

、
1

年
目

、

2
年

目
で

テ
ー

マ
を

絞
り

、
3

年
目

、
4

年
目

で
共

同
活

動
に

取
り

組
む

予
定

で
あ

っ
た

。
ま

た
Ｊ
ＩＣ

Ａ
側

へ
の

要

望
と

し
て

、
要

請
を

踏
ま

え
て

計
画

を
策

定
し

て
い

る
が

、
共

同
活

動
の

た
め

の
予

算
は

別
途

必
要

に
な

る
。

 

 1.
2 

貴
機

関
で

作
成

さ
れ

て
い

る
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
、

バ
ク

ニ
ン

省
又

は
地

方
に

お

け
る

活
動

か
ら

得
ら

れ
た

経
験

・
教

訓
が

反
映

さ
れ

た
例

が
あ

り
ま

す
か

？
 

回
答

者
 

（
記

入
日

：
20

09
年

5
月

 
 

 
日

）

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 所
属

機
関

：
国

家
司

法
学

院
 

役
職

：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
（
例

：
C

/P
な

ど
）
：
 

連
絡

先
：
 

TE
L:

  
  

  
  

  
  

  
  

  
FA

X
: 

  
  

  
  

  
  

  
  

 E
-m

ai
l: 

－76－ 

５．質問票回答：ベトナムカウンターパート機関 



質
問

票
（
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）
 

 
3

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

ど
の

よ
う

な
経

験
・
教

訓
が

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
反

映
さ

れ
た

の
か

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

該
当

箇
所

の
コ

ピ
ー

を
本

回
答

と
と

も
に

、
ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 １
．

１
と

同
趣

旨
の

回
答

 

 

 1.
3 

貴
機

関
で

作
成

さ
れ

て
い

る
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
、

バ
ク

ニ
ン

省
又

は
地

方
に

お

け
る

活
動

か
ら

得
ら

れ
た

経
験

・
教

訓
を

踏
ま

え
た

中
央

機
関

の
取

組
み

（
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

２
）
の

内
容

が
反

映

さ
れ

た
例

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

中
央

機
関

の
ど

の
よ

う
な

取
組

み
が

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
反

映
さ

れ
た

の
か

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

該
当

箇
所

の
コ

ピ
ー

を
本

回
答

と
と

も
に

、
ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 １
．

１
と

同
趣

旨
の

回
答

 

 

 

1.
4 

貴
機

関
が

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
３

に
関

す
る

活
動

に
参

加
し

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

ど
の

よ
う

な
活

動
に

参
加

さ
れ

た
の

か
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

１
．

１
と

同
趣

旨
の

回
答

 

 

 1.
5 

 貴
機

関
で

作
成

さ
れ

て
い

る
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
３

に
記

載
さ

れ
て

い
る

新
し

い
法

令
の

内
容

（
及

び
そ

れ
に

含
ま

れ
る

考
え

方
）
が

反
映

さ
れ

た
例

が
あ

り
ま

す
か

？
 

質
問

票
（
JA

）
 

 
4

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

ど
の

法
令

の
ど

の
よ

う
な

内
容

（
考

え
方

）
が

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ

ッ
ク

等
に

反
映

さ
れ

た
の

か
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

該
当

箇
所

の
コ

ピ
ー

を
本

回
答

と
と

も
に

、
ご

提
出

く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

１
．

１
と

同
趣

旨
の

回
答

 

 1.
6 

セ
ミ

ナ
ー

及
び

デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

形
式

の
採
用

や
、

特
定
の

法
律

問
題
、

事
例

研
究
に

焦
点

を
あ
て
た
、

講
師
に
対
す
る
モ
デ
ル
授
業
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

と
内

容
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

法
曹

育
成

に
関

す
る

教
授

法
の

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

た
。

 

・
 

国
家

予
算

に
よ

り
20

08
年

9
月

N
gh

e 
A

n
で

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

 

・
 

Ｊ
Ｕ

Ｄ
Ｇ

Ｅ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
環

と
し

て
、

20
08

年
6

月
に

Q
ua

ng
 N

in
h

で
、

20
08

年
11

月
に

Vu
ng

 T
au

で
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
 

そ
の

ほ
か

、
各

学
科

に
お

い
て

、
常

に
専

門
班

（
お

そ
ら

く
各

分
野

の
講

師
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
た

グ
ル

ー
プ

）
の

会

合
を

開
催

し
て

い
る

。
 

 1.
7 

前
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

開
発

さ
れ

た
教

科
書

4
冊

の
改

訂
を

行
い

ま
し

た
か

？
 

 

a.
改

訂
し

た
 

 
 

b.
改

訂
し

て
い

な
い

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

ど
の

教
科

書
の

ど
の

よ
う

な
内

容
を

改
訂

し
た

の
か

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

該
当

箇
所

の
コ

ピ
ー

を
本

回
答

と
と

も
に

、
ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

未
実

施
。

20
09

年
に

実
施

す
る

予
定

。
20

09
年

の
対

象
は

4
巻

の
う

ち
2

巻
（
1

巻
は

刑
事

事
件

の
処

理
ス

キ

ル
、

2
巻

は
民

事
事

件
の

処
理

ス
キ

ル
）
で

あ
る

。
 

 1.
8 

研
修

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
起

草
、

編
集

、
編

纂
を

行
い

ま
し

た
か

？
 

－77－ 



質
問

票
（
JA

）
 

 
5

 

a.
行

っ
た

 
 

 
b.

行
っ

て
い

な
い

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

ど
の

研
修

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

を
起

草
、

編
集

、
編

纂
し

た
の

か
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

該
当

す
る

研
修

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
コ

ピ
ー

を
本

回
答

と
と

も
に

、
ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

20
07

年
に

第
１

巻
「
教

授
法

、
学

習
法

に
関

す
る

一
般

理
論

」
と

い
う

研
修

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

を
編

集
・
出

版
し

た
。

第
2

巻
「
弁

護
士

研
修

の
教

授
法

、
学

習
法

に
関

す
る

一
般

理
論

」
を

20
09

年
に

出
版

す
る

予
定

で
あ

る
。

 

 1.
9 

執
行

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
起

草
、

編
集

、
編

纂
を

行
い

ま
し

た
か

？
 

 

a.
行

っ
た

 
 

 
b.

行
っ

て
い

な
い

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

執
行

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
コ

ピ
ー

を
本

回
答

と
と

も
に

、
ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

執
行

官
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

編
纂

、
編

集
し

、
最

終
草

案
を

20
08

年
度

終
了

前
に

、
Ｊ
ＩＣ

Ａ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

に
送

付
し

た
。

現
在

、
コ

メ
ン

ト
待

ち
の

状
況

で
あ

る
。

 

  ２
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

 

 2.
1 

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
１
及
び
２
の
活
動
へ
の
参
加
及
び
／
又
は
報
告
書
の
作
成
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

 

参
加

し
て

い
な

い
の

で
意

見
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化
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 2.
2 

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
、

バ
ク

ニ
ン

省
又

は
地

方
に

お
け

る
活

動
か

ら
得

ら
れ

た
経

験
・
教

訓
を

反
映

す
る

こ
と

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 

参
加

し
て

い
な

い
の

で
意

見
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

 2.
3 

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
、

バ
ク

ニ
ン

省
又

は
地

方
に

お
け

る
活

動
か

ら
得

ら
れ

た
経

験
・
教

訓
を

踏
ま

え
た

中
央

機
関

の
取

組
み

（
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

２
）
の

内
容

を
反

映
す

る
こ

と
に

関
し

、
日

本
側

の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
参

加
し

て
い

な
い

の
で

意
見

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化
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 2.
4 

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
教

材
・
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
３

に
記

載
さ

れ
て

い
る

新
し

い
法

令
の

内

容
（
及

び
そ

れ
に

含
ま

れ
る

考
え

方
）
を

反
映

す
る

こ
と

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
参

加
し

て
い

な
い

の
で

意
見

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

 2.
5 

セ
ミ

ナ
ー

及
び

デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

形
式

の
採
用

や
、

特
定
の

法
律

問
題
、

事
例

研
究
に

焦
点

を
あ
て
た
、

講
師
に
対
す
る
モ
デ
ル
授
業
の
実
施
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
参

加
し

て
い

な
い

の
で

意
見

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

  2.
6 

前
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

開
発

さ
れ

た
教

科
書

4
冊

の
改

訂
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど

質
問

票
（
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）
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の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

未
実

施
な

の
で

意
見

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

具
体

的
な

コ
メ

ン
ト

 

 

改
訂

さ
れ

た
テ

キ
ス

ト
の

出
版

。
 

 2.
7 

研
修

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
起

草
、

編
集

、
編

纂
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

・
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

要
綱

の
ド

ラ

フ
ト

に
対

す
る

助
言

 

・
 

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
構

成
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
 

・
 

専
門

用
語

の
明

確
化

 

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

は
よ

り
合

理
的

な
構

成
と

内
容

を
有

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

 2.
8 

執
行

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
起

草
、

編
集

、
編

纂
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
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日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

・
 専

門
用

語
の

明
確

化
 

・
 法

律
が

ま
だ

規
定

し
て

い
な

い

諸
内

容
に

関
す

る
ア

ド
バ

イ

ス
。

（
例

え
ば

、
執

行
を

猶
予

す

る
理

由
と

し
て

出
張

に
よ

る
不

在
が

正
当

な
理

由
と

な
る

の
か

否
か

に
関

し
て

、
専

門
家

に
よ

る
判

断
を

仰
い

だ
こ

と
な

ど
）
 

 

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

入
れ

て
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

反
映

し
た

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

 ３
．

効
率

性
 

 3.
1 

 
貴

機
関

に
対

す
る

技
術

移
転

の
方

法
と

し
て

、
ワ

ー
キ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

コ
メ

ン
ト

な
ど

が
用

い
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
技

術
移

転
の

方
法

は
法

・
司

法
制

度
改

革
・
整

備
に

あ
た

り
適

切
で

す
か

、
改

善
の

余
地

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 

a.
 適

正
で

あ
る

 
 

 
b.

 改
善

の
余

地
が

あ
る

 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

そ
の

理
由

、
改

善
策

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

講
師

に
よ

れ
ば

、
今

の
技

術
支

援
方

法
に

よ
り

作
成

さ
れ

た
執

行
官

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

は
具

体
性

が
あ

る
と

評
価

し
て

い
る

。
 

 3.
2 

現
在

の
ワ

ー
キ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

コ
メ

ン
ト

の
実

施
の

方
法

、
回

数
に

つ
い

て
は

、
適

切
で

す
か

？
改

善
の

余
地

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 

a.
 適

正
で

あ
る

 
 

 
b.

 改
善

の
余

地
が

あ
る

 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

そ
の

理
由

、
改

善
策

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

質
問

票
（
JA

）
 

 
10

幾
つ

か
の

ケ
ー

ス
で

は
、

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

と
か

会
合

の
代

わ
り

に
、

書
面

に
よ

る
助

言
、

コ
メ

ン
ト

提
供

に
変

更
し

た
ほ

う
が

よ
い

。
 

  ４
. 

そ
の

他
 

 4.
1 

 
裁

判
官

候
補

者
、

検
察

官
候

補
者

及
び

弁
護

士
候

補
者

の
そ

れ
ぞ

れ
の

養
成

・
教

育
に

関
し

て
、

貴
機

関
の

今

後
の

役
割

と
方

針
に

つ
い

て
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 Ｊ
Ａ

の
役

割
：
裁

判
官

、
検

察
官

、
弁

護
士

、
執

行
官

、
公

証
人

、
そ

の
他

の
法

律
家

を
育

成
す

る
機

関
で

あ
る

。
 

Ｊ
Ａ

の
教

育
の

方
向

性
：
法

律
の

規
定

通
り

に
今

後
Ｊ
Ａ

は
法

曹
を

育
成

す
る

機
関

で
あ

る
。

こ
の

意
味

で
20

13
年

ま
で

法
曹

育
成

の
た

め
の

大
き

な
セ

ン
タ

ー
に

な
る

よ
う

に
努

力
し

て
い

る
。

基
本

的
な

基
準

（
ク

ラ
イ

テ
リ

ア
）
は

以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

・
 

JA
は

裁
判

官
、

検
察

官
、

弁
護

士
、

執
行

官
、

公
証

人
の

共
通

研
修

機
関

で
あ

る
。

 

・
 

JA
は

地
域

内
の

同
類

の
セ

ン
タ

ー
と

同
レ

ベ
ル

の
研

修
を

行
う

。
 

・
 

今
後

設
立

さ
れ

る
研

修
機

関
に

対
し

て
内

容
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
テ

キ
ス

ト
、

資
料

、
研

修
方

法
に

関
す

る
方

向

性
を

示
す

。
 

 4.
2 

 
貴

機
関

と
日

本
が

協
力

し
て

開
発

し
た

教
材

に
つ

い
て

、
最

高
人

民
裁

判
所
及

び
最

高
人
民

検
察

院
に
お

い
て

も
活
用
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？

 

 

a.
 賛

成
で

あ
る

 
 

b.
 賛

成
で

あ
る

が
条

件
が

あ
る

  
 

 
 

 
 

  
c.

 反
対

で
あ

る
 

 上
記

を
選

択
し

た
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

・
リ

ソ
ー

ス
の

節
約

と
な

る
こ

と
か

ら
。

（
新

た
に

同
類

の
も

の
を

作
成

す
る

よ
う

な
２

重
投

資
を

回
避

す
る

こ
と

が
で

き

る
で

あ
ろ

う
と

の
含

意
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

）
 

・
法

律
家

の
知

識
レ

ベ
ル

の
平

準
化

。
 

 4.
3 

司
法

関
連

職
員

の
養

成
・
教

育
に

関
し

て
、

貴
機

関
の

今
後

の
役

割
と

方
針

に
つ

い
て

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 ・
法

律
の

規
定

で
は

、
JA

は
公

証
人

、
執

行
官

の
唯

一
の

研
修

機
関

で
あ

る
。

 

・
 

JA
の

司
法

職
員

に
対

す
る

教
育

の
方

向
性

は
4.

1
と

同
様

。
ま

た
、

20
09

年
か

ら
20

11
年

ま
で

以
下

の
よ

う
な

研
修

を
実

施
予

定
。

公
証

人
：
年

間
20

0
人

に
て

研
修

期
間

6
カ

月
；
執

行
業

務
年

間
30

0
人

に
て

研
修

機
関

6
カ

月
；
M

O
J

下
の

法
律

家
の

能
力

向
上

研
修

、
研

修
１

～
2

週
間

、
研

修
生

延
べ

30
00

人
/年

。
 

   

－80－ 
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提
出

頂
き

た
い

資
料

 

 機
関

名
 

ご
提

出
を

お
願

い
し

た
い

資
料

名
 

国
家

司
法

学
院

（
JA

）
 

(1
)貴

機
関

の
講

義
で

使
用

さ
れ

て
い

る
資

料
リ

ス
ト

（
な

お
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所

で
ま

だ
入

手
し

て
い

な
い

資
料

は
、

ご
提

出
を

お
願

い
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
）
 

(2
)最

終
試

験
問

題
及

び
回

答
（
直

近
3

年
間

）
 

(3
)最

終
試

験
の

結
果

の
分

析
（
直

近
3

年
間

）
 

(4
)（

改
訂

が
あ

っ
た

場
合

）
改

訂
さ

れ
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

 

(5
) 

（
改

訂
が

あ
っ

た
場

合
）
改

訂
さ

れ
た

教
科

書
及

び
資

料
 

(6
)ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
 

(7
)民

事
執

行
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

       質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
や

ご
提

案
が

あ
れ

ば
、

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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質
問

票
（
M

O
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C

）
 

 
1

「
法

・
司

法
制

度
改

革
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

質
問

票
 

 
20

09
年

5
月

2
日

 
 20

09
年

5
月

13
日

か
ら

27
日

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

調
査

団
の

派
遣

に
先

立
ち

、
質

問
票

を
お

送
り

さ
せ

て
頂

き

ま
す

。
JI

C
A

で
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
を

、
JI

C
A

の
事

業
サ

イ
ク

ル
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

協
力

期
間

の
中

間
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
な

ど
の

実
績

や
効

率
性

、
妥

当
性

を
、

阻
害

、
貢

献
要

因
と

共
に

重
点

的
に

レ
ビ

ュ
ー

し
、

必
要

に

応
じ

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 JI

C
A

の
評

価
方

針
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
事

実
」
を

確
認

し
た

上
で

、
P

D
M

（
P

ro
je

ct
 D

es
ig

n 
M

at
rix

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

概
要

表
）
を

使
っ

て
「
評

価
5

項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
実

績
」
「
プ

ロ
セ

ス
」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
５

つ
の

視
点

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
か

ら
複

眼
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
判

断
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

発
現

・
阻

害
要

因
を

分
析

す
る

こ
と

を
目

的
に

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
P

D
M

と
評

価
5

項
目

の
関

係
は

別
添

1
参

照
）
 

 本
質

問
票

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
が

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
日

本
人

専
門

家
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
者

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

情
報

を
提

供
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

関
す

る
認

識
を

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

ご
回

答
さ

れ
る

に
当

た
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
P

D
M

（
別

添
2）

を
ご

確
認

願
い

ま
す

。
各

ご
担

当
専

門
分

野
以

外
の

こ
と

も
お

分
か

り
に

な
る

範
囲

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
本

事
業

の
み

な
ら

ず

JI
C

A
事

業
の

改
善

の
た

め
に

貴
重

な
ご

意
見

と
な

り
ま

す
の

で
、

忌
憚

の
無

い
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
に

存
じ

ま
す

。

ま
た

、
本

質
問

票
の

最
後

に
、

評
価

に
あ

た
り

ご
提

出
頂

き
た

き
統

計
資

料
、

報
告

書
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

 
 お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

現
地

訪
問

時
に

質
問

票
に

つ
い

て
書

面
で

の
ご

回
答

を
頂

け
れ

ば
と

存
じ

ま

す
。

ま
た

、
資

料
に

つ
き

ま
し

て
も

、
併

せ
て

訪
問

時
ご

提
出

頂
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。
な

お
、

ご
質

問
な

ど
は

、
下

記
の

メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

に
ご

返
送

頂
き

ま
す

よ
う

よ
ろ

し
く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
m

oc
hi

da
@

op
m

ac
.c

o.
jp

 
  そ

れ
で

は
、

ご
協

力
の

程
宜

し
く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 
JI

C
A

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
 

評
価

分
析

担
当

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

持
田

智
男

 

      質
問

票
記

入
上

の
留

意
点

：
 

記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

ご
説

明
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

事
項

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

き
、

回
答

に
関

す
る

設
問

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

沿
っ

て
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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１

．
実

績
 

 1.
1 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
し
て
、
バ
ク
ニ
ン
省
の
裁
判
所
、
検
察
院
、
弁
護
士
及

び
司
法
補
助
機
関
が
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 Ｍ
Ｏ

Ｊ
は

バ
ク

ニ
ン

に
お

け
る

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
モ

デ
ル

に
基

づ
く

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

計
画

を
念

頭
に

置
い

て
い

な

い
。

 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

・
 

ま
だ

実
施

し
て

い
な

い
が

、
今

後
実

施
の

可
能

性
は

あ
る

。
 

・
 

バ
ク

ニ
ン

省
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
と

し
て

の
位

置
づ

け
に

関
し

て
は

、
M

O
J

が
パ

イ
ロ

ッ
ト

と
し

て
位

置
づ

け
た

こ

と
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

形
成

さ
れ

た
と

理
解

し
て

い
る

（
→

こ
の

Ｍ
Ｏ

Ｊ
の

コ
メ

ン
ト

に
関

し
て

は
、

Ｍ
Ｏ

Ｊ
が

バ
ク

ニ
ン

省
を

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
と

し
て

認
め

た
と

い
う

こ
と

で
は

な
く
、

Ｓ
Ｐ

Ｃ
、

Ｓ
Ｐ

Ｐ
が

バ
ク

ニ
ン

省
を

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
と

し
て

位
置

づ
け

た
こ

と
を

Ｍ
Ｏ

Ｊ
が

認
め

た
と

の
解

釈
が

可
能

か
も

し
れ

な
い

）
。

 

・
 

（
こ

れ
ま

で
に

バ
ク

ニ
ン

省
で

は
一

定
の

結
果

を
得

て
い

る
が

）
バ

ク
ニ

ン
省

裁
判

実
務

に
関

す
る

内
容

を
抽

出
し

、
判

決
書

き
、

裁
判

官
の

技
能

を
テ

ー
マ

別
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
/セ

ミ
ナ

ー
で

報
告

さ
れ

る
と

、
レ

ポ
ー

ト
と

と
も

に
バ

ク
ニ

ン
省

で
の

進
捗

状
況

が
判

明
し

、
ま

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

/セ
ミ

ナ
ー

を
介

し
て

意
見

が
集

約
さ

れ

る
こ

と
に

な
る

（
→

こ
の

Ｍ
Ｏ

Ｊ
側

の
説

明
は

、
バ

ク
ニ

ン
省

で
合

同
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
す

る
と

い
う

意
味

で
は

な
く
、

中
央

レ
ベ

ル
で

開
催

し
内

容
を

共
有

す
る

と
の

解
釈

も
可

能
か

も
し

れ
な

い
。

ま
た

バ
ク

ニ
ン

省
で

合
同

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

す
る

場
合

に
つ

い
て

司
法

局
、

執
行

局
の

職
員

の
参

加
も

念
頭

に
置

か
れ

て
い

回
答

者
 

（
記

入
日

：
20

09
年

5
月

 
 

 
日

）

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 所
属

機
関

：
司

法
省

 
国

際
協

力
局

 

役
職

：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
（
例

：
C

/P
な

ど
）
：
 

連
絡

先
：
 

TE
L:

  
  

  
  

  
  

  
  

  
FA

X
: 

  
  

  
  

  
  

  
  

 E
-m

ai
l: 
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る
の

か
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
）
。

Ｊ
Ａ

の
テ

キ
ス

ト
に

も
そ

の
結

果
が

反
映

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

に
は

成
果

を
も

と
に

定
期

的
な

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
し

成
果

を
ま

と
め

て
い

く
こ

と
、

専
門

家
の

関
与

、

予
算

の
支

援
へ

の
期

待
が

あ
る

。
 

 1.
2 

最
高
人
民
裁
判
所
、
最
高
人
民
検
察
院
等
の
他
機
関
と
合
同
し
て
、
実
務
に
お
け
る
判
例
活
用
に
か
か
る
理

解
を
促
進
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 Ｍ
Ｏ

Ｊ
の

機
能

、
任

務
は

判
例

運
用

と
は

関
連

性
が

な
い

。
 

 1.
3 

不
動
産
登
記
に
携
わ
る
職
員
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
に
よ
る
実
務
改
善
に
対
 

す
る
効
果
に
つ
い
て
司
法
省
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 
 登

記
官

は
新

し
い

情
報

、
法

律
規

定
を

身
に

つ
け

、
登

記
業

務
の

諸
規

則
を

正
確

か
つ

円
滑

に
（
滞

り
な

く
）
適

用

す
る

。
 

 

 1.
4 

民
事
判
決
執
行
に
携
わ
る
職
員
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
に
よ
る
実
務
改
善
に

対
す
る
効
果
に
つ
い
て
司
法
省
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 
 ・
執

行
官

は
民

事
判

決
執

行
法

に
つ

い
て

共
通

認
識

・
理

解
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。
 

・
業

務
に

お
け

る
共

通
問

題
点

の
解

決
方

向
を

一
緒

に
探

す
機

会
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 
 

1.
5
公
証
人
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
実
施
の
計
画
と
期
待
す
る
効
果
を
お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 ・
民

法
典

そ
の

他
の

法
律

の
関

連
す

る
新

規
定

を
紹

介
す

る
た

め
に

、
公

証
人

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

開
催

し

た
。

 

・
公

証
人

は
公

証
業

務
を

規
定

す
る

法
律

規
定

に
関

し
、

同
じ

認
識

お
よ

び
理

解
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 1.
12

戸
籍
官
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
実
施
の
計
画
と
期
待
す
る
効
果
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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・
 

Ｍ
Ｏ

Ｊ
の

新
し

い
指

導
文

書
を

配
布

す
る

。
 

・
 

業
務

に
お

け
る

共
通

問
題

点
の

解
決

方
向

を
一

緒
に

探
す

機
会

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

 

 1.
13

 2
00

5
年

民
法

の
普

及
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
を

行
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 ・
国

民
を

対
象

と
す

る
民

法
典

の
普

及
活

動
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

範
囲

外
で

あ
る

か
ら

。
 

・
登

記
官

（
Ｄ

Ｋ
Ｖ

）
、

公
証

人
（
Ｃ

Ｃ
Ｖ

）
、

戸
籍

官
（
Ｈ

Ｔ
Ｖ

）
に

対
し

、
研

修
で

民
法

典
を

普
及

す
る

（
関

係
す

る
部

分
）
。

 

 1.
14

 最
高

人
民

裁
判

所
、

最
高

人
民

検
察

院
等

の
他

機
関

と
合

同
で

、
「

一
貫

性
の

あ
る

法
律

起
案

」
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 編
纂

委
員

会
な

ど
に

代
表

者
を

派
遣

す
る

。
 

  ２
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
 2.

1 
バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
す
る
、
裁
判
所
、
検
察
院

、
弁
護
士
及
び
司
法
補
助
機

関
と

の
合

同
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
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Ｓ
Ｐ

Ｐ
、

Ｓ
Ｐ

Ｃ
の

回
答

を
見

て
く
だ

さ
い

。
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

  
2.

2 不
動

産
登

記
に

携
わ

る
職

員
向

け
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

の
実

施
、

経
験

・
教

訓
の

蓄
積

・
活

用
に
関
し
、

日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
担

保
取

引
登

録
局

の
回

答
を

見
て

く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

 2.
3 

民
事

判
決

執
行

に
携

わ
る

職
員

向
け

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
の

実
施

、
経

験
・
教

訓
の

蓄
積

・
活

用
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
民

事
判

決
執

行
局

の
回

答
を

見
て

く
だ

さ
い

。
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化
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日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

 2.
4 

 
公

証
人

向
け

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
に

関
し

、
今

後
こ

の
活

動
を

行
う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を

期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 

  

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

・
法

律
情

報
の

提
供

 

・
業

務
経

験
の

提
供

 

 

・
 

必
要

な
法

律
文

書
の

編
纂

 

・
 

公
証

人
の

専
門

能
力

の
向

上
 

 2.
5

戸
籍

官
向

け
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

に
関

し
、

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期

待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く

だ
さ

い
。
 

  

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

・
法

律
情

報
の

提
供

 

・
業

務
経

験
の

提
供

 

・
 

戸
籍

法
お

よ
び

指
導

文
書

の
編

纂
 

・
 

戸
籍

官
の

専
門

能
力

の
向

上
 

 2.
6 

 2
00

5
年

民
法

普
及

セ
ミ

ナ
ー
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
1.

13
を
参
照
く
だ
さ
い

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

活
用

に
よ

る
変

化
 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化
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 2.
7 

最
高

人
民

裁
判

所
、

最
高

人
民

検
察

院
等

の
他

機
関

と
合

同
で

行
う

、
「

一
貫

性
の

あ
る

法
律

起
案

」
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
1.

14
を
参
照
く
だ
さ
い

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
内

容
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

活
用

に
よ

る
変

化
 

  

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

 3.
 妥

当
性

 
 3.

1
協

力
対

象
と

し
て

あ
げ

ら
れ

た
法

律
あ

る
い

は
対

象
と

し
て

検
討

さ
れ

た
法

律
が

ベ
ト

ナ
ム

国
の

計
画

に
沿

っ
た

も

の
で

あ
っ

た
か

を
確

認
し

た
い

と
考

え
ま

す
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

協
力

の
対

象
と

し
た

法
律

あ
る

い
は

対
象

が
検

討
さ

れ

た
法

律
（
国

家
賠

償
法

、
不

動
産

登
記

法
、

担
保

取
引

登
録

法
、

判
決

執
行

法
、

戸
籍

法
）
に

つ
い

て
、

国
会

で
の

成
立

予
定

年
月

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
国

会
の

立
法

計
画

に
ま

だ
折

り
込

ま
れ

て
い

な
い

場
合

は
、

現
時

点
で

予
想

さ
れ

る

成
立

予
定

年
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

法
律

 
起

草
担

当
部

局
 

成
立

予
定

年
月

 

国
家

賠
償

法
 

司
法

省
民

事
経

済
法

局
 

 

不
動

産
登

記
法

 
司

法
省

国
家

担
保

取
引

登
録

局
（
N

R
A

S
T）

 
 

担
保

取
引

登
録

法
 

司
法

省
国

家
担

保
取

引
登

録
局

（
N

R
A

S
T）

 
 

民
事

判
決

執
行

法
 

司
法

省
民

事
判

決
執

行
局

 
20

08
年

11
月

（
成

立
済

） 

戸
籍

法
 

司
法

省
民

事
経

済
法

局
 

 

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

・
 

国
家

賠
償

法
は

20
09

年
5

月
国

会
提

出
、

審
議

す
る

予
定

。
 

・
 

不
動

産
登

記
法

と
担

保
取

引
登

録
法

は
20

08
年

末
に

法
案

を
国

会
の

常
務

委
員

会
に

提
出

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
た

。
こ

の
た

め
、

20
08

年
8

月
～

9
月

に
審

議
会

を
開

催
し

た
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
、

国
会

の
法

律
委

員
会

を
巻

き
込

ん
だ

。
た

だ
、

統
一

的
な

見
解

に
至

ら
な

か
っ

た
。

20
09

年
に

も
提

出
し

て
い

な
く

、

質
問
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（
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20
10

年
の

立
法

計
画

に
も

盛
り

込
ま

れ
て

い
な

い
。

な
お

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
20

07
年

1
月

か
ら

20
08

年

11
月

の
間

に
11

回
実

施
し

て
い

る
が

、
不

動
産

登
記

法
に

関
し

て
7

回
、

担
保

取
引

登
録

法
に

関
し

て
4

回

で
あ

る
。

 

・
 

戸
籍

法
に

つ
い

て
は

、
必

要
性

を
評

価
し

、
20

10
年

の
立

法
計

画
に

盛
り

込
む

よ
う

に
考

え
た

が
、

現
在

は

20
11

年
の

立
法

計
画

に
組

み
入

れ
る

こ
と

を
努

力
し

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
制

定
に

向
け

た
準

備
と

し
て

20
09

年
、

20
10

年
に

調
査

研
究

が
必

要
で

あ
り

、
Ｊ
ＩＣ

Ａ
に

対
し

て
20

09
年

末
か

ら
20

10
年

に
か

け
て

支

援
を

期
待

し
た

い
。

 

 3.
2 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
事

前
評

価
（
現

地
調

査
期

間
：
20

07
年

1
月

～
2

月
）
以

後
、

司
法

分
野

の
改

革
な

ど
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境
に

変
化

は
見

ら
れ

ま
す

か
？

 

a.
 は

い
 

 
 

b.
 い

い
え

 

 a.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

変
化

の
内

容
を

具
体

的
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

・
民

事
判

決
執

行
法

は
、

迅
速

に
編

纂
さ

れ
20

08
年

11
月

に
成

立
し

た
。

本
法

は
執

行
業

務
を

保
障

す
る

重
要

な
法

的
根

拠
で

あ
る

。
 

・
 

国
家

賠
償

法
は

、
精

力
的

に
編

纂
さ

れ
、

20
09

年
5

月
に

国
会

で
成

立
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

以
上

の
事

柄

は
、

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

法
治

国
家

の
建

設
の

具
体

的
な

現
れ

で
あ

る
。

 

 3.
3 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
判

決
実

務
等

に
関

す
る

能
力

改
善

に
関

す
る

経
験

の
蓄

積
及

び
そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
中

央
に

お
け

る
実

務
支

援
の

体
制

を
改

善
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
地

方
組

織
に

対
す

る
指

導
、

助
言

及
び

支
援

能
力

を
改

善
す

る
と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ
が

採
ら

れ
て

い
ま

す
が

、

地
方

で
の

経
験

を
中

央
か

ら
の

支
援

体
制

に
反

映
さ

せ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
は

、
ベ

ト
ナ

ム
で

の
法

・
司

法
制

度
改

革
・
整

備

に
あ

た
り

適
切

と
思

い
ま

す
か

？
 

Ｓ
Ｐ

Ｐ
、

Ｓ
Ｐ

Ｃ
の

回
答

を
ご

覧
く
だ

さ
い

。
 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 適

切
で

あ
る

が
改

善
の

余
地

が
あ

る
 

 
c.

 適
切

で
は

な
い

 

上
記

を
選

択
し

た
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

賛
同

し
て

い
る

が
、

Ｓ
Ｐ

Ｃ
、

Ｓ
Ｐ

Ｐ
、

特
に

Ｓ
Ｐ

Ｃ
の

役
割

が
大

き
い

。
 

 

 3.
4 

手
段

の
適

切
性

の
検

討
に

あ
た

り
、

(1
)複

数
の

機
関

（
司

法
省

、
裁

判
所

、
検

察
院

、
設

立
予

定
で

あ
っ

た
統

一

弁
護

士
会

）
を

包
括

的
に

協
力

機
関

と
し

て
支

援
し

て
い

る
こ

と
、

(2
)県

級
人

民
裁

判
所

、
県

級
人

民
検

察
院

も
対

象
と

し
た

こ
と

）
は

適
切

と
考

え
ま

す
か

、
不

適
切

と
考

え
ま

す
か

？
 

 

(1
)司

法
省

、
裁

判
所

、
検

察
院

、
設

立
予

定
で

あ
っ

た
統

一
弁

護
士

会
と

い
う

複
数

の
機

関
を

包
括

的
に

協
力

機

関
と

し
た

こ
と

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 広

す
ぎ

る
 

 
c.

 狭
す

ぎ
る

 

そ
の

理
由

（
良

い
点

、
改

善
点

な
ど

）
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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同
レ

ベ
ル

で
は

な
い

機
関

間
の

調
整

シ
ス

テ
ム

の
利

便
性

は
高

く
な

い
。

 

 

 

(2
)県

級
人

民
裁

判
所

、
県

級
人

民
検

察
院

も
対

象
と

し
た

こ
と

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 広

す
ぎ

る
 

 
c.

 狭
す

ぎ
る

 

そ
の

理
由

（
良

い
点

、
改

善
点

な
ど

）
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

  

 3.
5 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
（
裨

益
者

）
は

司
法

省
内

担
当

部
局

、
最

高
人

民
裁

判
所

、
最

高
人

民
検

察
院

、
（
統

一
弁

護
士

会
）
、

バ
ク

ニ
ン

省
の

省
級

人
民

裁
判

所
及

び
県

級
人

民
裁

判
所

、
同

省
の

省
級

人
民

検

察
院

及
び

研
究

人
民

裁
判

所
、

国
家

司
法

学
院

と
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

対
象

（
対

象
機

関
数

の
広

が
り

）
、

規
模

（
対

象
人

数
）
は

適
切

と
考

え
ま

す
か

？
 

(1
)対

象
（
対

象
機

関
数

の
広

が
り

） 
 

 

a.
適

切
で

あ
る

 
 

b.
対

象
範

囲
が

広
す

ぎ
る

 
 

c.
対

象
範

囲
が

狭
す

ぎ
る

 

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

・
 

受
益

者
は

多
い

ほ
ど

良
い

が
、

対
象

範
囲

が
広

す
ぎ

る
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
調

整
と

管
理

が
難

し
い

。
組

織

上
、

Ｓ
Ｐ

Ｐ
と

Ｓ
Ｐ

Ｃ
は

国
会

に
直

属
す

る
が

、
Ｍ

Ｏ
Ｊ

は
国

会
の

執
行

機
関

で
あ

る
政

府
に

直
属

す
る

中
央

省

庁
の

一
つ

で
あ

る
（
→

国
家

機
関

組
織

上
、

Ｍ
Ｏ

Ｊ
は

Ｓ
Ｐ

Ｐ
と

Ｓ
Ｐ

Ｃ
と

同
列

に
は

な
く
、

一
階

級
下

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

）
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
各

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
は

そ
れ

ぞ
れ

独
立

性
を

有
し

て
い

る
。

そ
れ

な
り

に

相
乗

効
果

は
生

ま
れ

た
も

の
の

、
Ｍ

Ｏ
Ｊ

は
負

担
を

抱
え

つ
つ

調
整

し
て

お
り

、
実

際
各

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
を

分

離
し

て
別

々
に

実
施

し
て

欲
し

い
と

考
え

た
。

 

 (2
)規

模
（
対

象
人

数
） 

 

a.
適

切
で

あ
る

 
 

b.
規

模
が

大
き

す
ぎ

る
 

 
c.

規
模

が
狭

す
ぎ

る
 

 

3.
6 

不
動

産
登

記
、

民
事

判
決

執
行

の
実

務
に

関
し

て
、

日
本

が
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

ベ
ト

ナ
ム

国
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

学
ん

だ
又

は
学

べ
る

と
お

考
え

で
す

か
？

 

民
事

判
決

執
行

局
、

担
保

取
引

登
録

局
の

回
答

を
ご

覧
く
だ

さ
い

。
 

  

 4.
 

有
効

性
 

 4.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
つ

い
て

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
以

下
の

通
り

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

：
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問
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パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

あ
る

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
い

て
、

司
法

機
関

の
業

務
及

び
法

曹
の

能
力

の
改

善
に

関
す

る
経

験
を

蓄
積

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
の

司
法

機
関

、
及

び
統

一
弁

護
士

連
合

会
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
こ

れ
に

よ
り

、
中

央
司

法
機

関
や

統
一

弁
護

士
連

合
会

の
実

務
を

支
援

す
る

体
制

を
改

善
し

，
そ

れ
ら

の
地

方
組

織
に

対
す

る
指

導
、

助
言

及
び

支
援

能
力

が
改

善
さ

れ
る

。
 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
終

了
時

（
20

11
年

3
月

末
）
ま

で
に

達
成

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

投
入

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

該
当

す
る

も
の

を
選

び
、

対
応

す
る

番
号

を
選

択
肢

の
下

の
ボ

ッ
ク

ス
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 1：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
非

常
に

難
し

い
と

見
込

ま
れ

る
。

（
達

成
す

る
可

能
性

は
20

%
未

満
）
 

2：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
や

や
難

し
い

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
20

%
か

ら
40

%
未

満
）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
達

成
す

る
可

能
性

は
40

%
か

ら
60

%
未

満
）
 

4：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
あ

る
程

度
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
60

%
か

ら
80

%

未
満

）
。

 

5：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
80

%
か

ら
10

0%
）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  1、
2、

あ
る

い
は

3
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

そ
の

理
由

（
達

成
の

阻
害

と
な

っ
て

い
る

要
因

）
に

つ
い

て
お

教
え

く
だ

さ

い
。

 

     （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

な
ど

の
達

成
状

況
を

は
か

る
指

標
に

関
し

て
：
 

・
 

当
事

者
主

義
を

念
頭

に
お

い
た

判
決

執
行

法
は

20
09

年
7

月
1

日
か

ら
施

行
さ

れ
る

。
執

行
体

制
が

よ
く
な

り
、

執
行

段
階

の
課

題
が

処
理

さ
れ

る
と

希
望

す
る

。
た

だ
、

例
え

ば
、

執
行

ま
で

の
時

間
の

短
縮

効
果

な
ど

は
当

事
者

の
質

的
な

要
素

も
あ

り
、

体
制

づ
く
り

に
よ

っ
て

短
縮

さ
れ

る
も

の
と

は
い

え
な

い
。

 

・
 

法
律

の
制

定
を

支
援

し
て

い
る

の
で

、
法

律
の

制
定

が
一

つ
の

成
果

で
あ

り
、

イ
ン

パ
ク

ト
に

つ
い

て
は

因
果

関
係

を
考

え
て

限
定

的
に

捉
え

て
い

く
べ

き
で

は
な

い
か

？
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4.
2

そ
れ

ぞ
れ

の
成

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
が

相
互

に
関

連
し

て
い

ま
す

が
、

4
つ

の
成

果
の

中
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
へ

の
貢

献
の

程
度

は
ど

の
よ

う
に

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

 
 成

果
 

成
果

の
内

容
 

非
常

に
貢

献

し
て

い
る

 
貢

献
し

て
い

る
 

ほ
と

ん
ど

貢
献

し
て

い
な

い
 

現
状

で
は

不
明

 

成
果

1 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
あ

る
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

地
方

司
法

機
関

及
び

法
曹

の
裁

判
実

務
の

能
力

が
改

善
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
そ

の
よ

う
な

能
力

の
改

善
に

関
す

る

経
験

が
蓄

積
さ

れ
る

。
 

  

 
 

 

成
果

2 
成

果
1

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

と
考

え
方

を
も

と
に

、

中
央

司
法

機
関

及
び

統
一

弁
護

士
会

の
地

方
司

法
機

関

及
び

弁
護

士
に

対
す

る
監

督
及

び
（
あ

る
い

は
）
指

導
、

支

援
に

関
す

る
制

度
的

能
力

が
向

上
す

る
。

 

 
 

 
 

成
果

3 
必

要
か

つ
時

宜
に

応
じ

て
、

裁
判

及
び

執
行

実
務

の
改

善

に
役

立
つ

法
規

範
文

書
(L

N
D

s)
が

策
定

さ
れ

る
。

 
 

 
 

 

成
果

4 
成

果
1、

2
及

び
3

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

や
考

え

方
に

基
づ

き
、

法
曹

養
成

に
必

要
な

制
度

的
能

力
を

強
化

す
る

。
 

 
 

 
 

  
Ｊ
Ａ

の
回

答
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

“ほ
と

ん
ど

貢
献

し
て

い
な

い
”と

回
答

し
た

項
目

に
つ

い
て

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く
だ

さ
い

。
 

   

 4.
3

上
記

の
4

つ
の

成
果

以
外

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

状
況

に
影

響
を

与
え

る
と

考
え

ら
れ

る
要

因
（
プ

ラ
ス

・
マ

イ
ナ

ス
）
は

何
で

す
か

。
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

・
ベ

ト
ナ

ム
側

は
協

力
内

容
を

明
確

且
つ

具
体

的
に

特
定

し
、

期
限

を
設

定
し

て
作

業
計

画
に

取
り

組
む

。
 

・
 

日
本

の
専

門
家

は
優

秀
で

、
友

好
的

か
つ

厳
格

に
協

力
し

た
。

 

・
 

双
方

は
お

互
い

に
拘

束
さ

れ
ず

、
率

直
か

つ
開

放
的

な
精

神
で

協
力

し
た

。
 

 5．
効

率
性

 
5.

1 
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
 

5.
1.

1
貴

機
関

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

。
 

(1
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

責
任

者
：
 

 
Ｎ

ｇ
ｏ
ｃ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(2
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

頻
度

：
  

 
活

動
ご

と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(3
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
の

報
告

先
：
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
監

督
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(4
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

結
果

は
事

業
の

改
善

等
に

活
か

さ
れ

ま
し

た
か

。
 

a.
 は

い
 

 
 

 
b.

 い
い

え
 

 

 a.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

改
善

さ
れ

た
内

容
に

つ
い

て
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

・
現

実
と

マ
ッ

チ
す

る
よ

う
に

活
動

の
内

容
と

規
模

を
あ

ら
た

め
て

決
め

た
。
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・
得

ら
れ

た
経

験
、

結
果

は
次

期
の

活
動

に
活

か
す

。
 

 5.
1.

2
貴

機
関

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

計
画

策
定

や
運

営
管

理
に

関
す

る
意

思
決

定
は

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

  

(1
) 

活
動

内
容

に
関

す
る

事
項

：
 

日
本

専
門

家
の

専
門

能
力

と
マ

ッ
チ

し
、

Ｐ
Ｄ

Ｍ
と

適
合

し
、

ベ
ト

ナ
ム

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

て
策

定
さ

れ
る

。
 

(2
)運

営
管

理
(組

織
体

制
)に

関
す

る
事

項
：
 

関
係

の
専

門
部

署
と

ＩＣ
Ｄ

下
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

委
員

会
と

の
緊

密
な

連
携

 

(3
)資

金
計

画
に

関
す

る
事

項
：
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

の
職

責
で

あ
る

。
 

 5.
1.

3 
日

本
人

専
門

家
（
長

期
・
短

期
）
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 改

善
の

余
地

が
あ

る
 

 
 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

改
善

が
必

要
と

さ
れ

る
事

項
に

つ
い

て
具

体
的

に
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

  

 5.
1.

4
外

部
条

件
は

”司
法

省
（
M

O
J）

、
最

高
人

民
裁

判
所

（
S

P
C

）
、

最
高

人
民

検
察

院
（
S

P
P

）
、

そ
の

他
の

関
係

機

関
と

の
間

で
効

率
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
調

整
が

確
保

さ
れ

る
”と

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
計

画
、

実
施

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

あ
た

り
、

ベ
ト

ナ
ム

側
協

力
機

関
の

間
の

調
整

は
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
？

 

a.
 行

わ
れ

て
い

る
 

 
 

b.
 行

わ
れ

て
い

な
い

 

 a.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

係
る

機
関

の
間

で
の

調
整

、
定

期
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
内

容
と

方
法

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

Ｐ
Ｄ

Ｍ
に

基
づ

い
て

Ｍ
Ｏ

Ｊ
，

Ｓ
Ｐ

Ｃ
、

Ｓ
Ｐ

Ｐ
は

重
複

し
な

い
よ

う
に

各
機

関
の

計
画

を
立

案
し

、
全

体
計

画
に

統
一

性
が

生
ま

れ
る

よ
う

に
調

整
し

た
。

お
互

い
に

、
年

次
計

画
の

実
施

に
関

す
る

情
報

を
提

供
し

た
。

 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

各
関

係
機

関
別

に
Ｐ

Ｄ
Ｍ

に
従

い
計

画
を

つ
く
り

、
こ

れ
に

基
づ

き
全

体
計

画
を

策
定

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
と

連

携
し

て
、

実
施

し
て

い
る

。
情

報
を

共
有

し
、

各
機

関
か

ら
報

告
を

受
け

て
い

る
。

 

 5.
1.

5 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
中

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

問
題

へ
の

対
応

、
現

場
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

に
関

し
、

JI
C

A

本
部

と
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

の
連

携
は

円
滑

に
行

わ
れ

て
い

る
と

考
え

ま
す

か
？

 

a.
円

滑
に

行
わ

れ
て

い
る

。
 

 
b.

改
善

の
余

地
が

あ
る

。
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b.
と

お
答

え
の

場
合

、
ど

の
よ

う
な

課
題

と
改

善
の

余
地

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
 

  

 5.
1.

6 
ベ

ト
ナ

ム
国

内
で

の
技

術
移

転
の

方
法

と
し

て
、

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
、

ト
レ

ー

ニ
ン

グ
、

コ
メ

ン
ト

な
ど

が
用

い
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
技

術
移

転
の

方
法

は
法

・
司

法
制

度
改

革
・
整

備
に

あ

た
り

適
切

で
す

か
、

改
善

の
余

地
が

あ
り

ま
す

か
？

 

a.
 適

正
で

あ
る

 
 

 
b.

 改
善

の
余

地
が

あ
る

 

b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

そ
の

理
由

、
改

善
策

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

  

 5.
2 

成
果

の
達

成
度

か
ら

み
た

投
入

の
適

切
性

 
達

成
さ

れ
た

（
あ

る
い

は
今

後
達

成
さ

れ
る

見
通

し
の

）
成

果
か

ら
見

て
、

投
入

の
質

、
量

、
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
で

す

か
？

そ
れ

ぞ
れ

の
投

入
に

つ
い

て
、

不
適

切
と

思
わ

れ
る

も
の

が
あ

っ
た

場
合

、
該

当
す

る
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ

い
。

(複
数

回
答

可
) 

適
正

 

(1
)専

門
家

派
遣

（
日

本
側

）
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合
は

該
当

項
目

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

a.
 派

遣
人

数
 

 
b.

 専
門

分
野

 
 

 

c.
 派

遣
時

期
 

 
 

d.
 そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
由

 

   

 
(2

) 
日

本
側

か
ら

の
機

材
供

与
（
貸

与
に

よ
る

も
の

も
含

む
）
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

理
由

を
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

a.
 機

材
の

種
類

 
 

b.
 量

 
 

 
 

c.
品

質
 

d.
 設

置
時

期
 

  
 

e.
 そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
由

 

   

 
(3

) 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

本
邦

研
修

に
関

し
て

不
適

切
と

思
わ

れ
る

投
入

が
あ

っ
た

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ

ク
し

、
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
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a.
 研

修
員

の
人

数
 

  
b.

 研
修

員
の

専
門

分
野

 
 

 
c.

 対
象

者
の

選
定

 
 

 
d.

 研
修

実
施

時
期

 
 

e.
 研

修
期

間
 

 
 

f. 
研

修
内

容
 

 
g.

 資
料

の
翻

訳
 

 
h.

 通
訳

 
 

 
 

 
 

 
 

h.
 そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 理
由

 

   

 
(4

) 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

に
関

し
て

不
適

切
と

思
わ

れ
る

投
入

が
あ

っ
た

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

理
由

を
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

a.
 人

数
 

 
 

b.
 

専
門

分
野

 
 

c.
 配

置
の

時
期

 
 

 
d.

 そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 理
由

 

   

 
(5

) 
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

に
関

し
て

不
適

切
と

思
わ

れ
る

投
入

が
あ

っ
た

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

a.
 人

数
 

 
 

b.
 メ

ン
バ

ー
の

専
門

分
野

 
 

 

c.
 会

合
の

頻
度

 
 

d.
 メ

ン
バ

ー
の

構
成

 

e.
 メ

ン
バ

ー
の

能
力

  
f. 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 理
由

 

   

 
(6

) 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
ワ

ー
キ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

セ
ミ

ナ
ー

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

実
施

に
関

し
て

不
適

切
と

思
わ

れ
る

投
入

が
あ

っ
た

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

と
そ

の
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

a.
 参

加
者

数
 

 
b.

 参
加

者
の

専
門

分
野

 
 

c.
 参

加
者

の
能

力
 

 
d.

 参
加

者
の

構
成

（
出

身
機

関
の

組
み

合
わ

せ
） 

 
 

e 
.開

催
頻

度
 

 
f. 

開
催

時
期

 
 

g.
 開

催
期

間
 

 
 

h.
 講

師
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i. 
内

容
 

 
 

j. 
通

訳
 

 
 

 
k.

 資
料

の
翻

訳
 

 
l.そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 プ
ロ

グ
ラ

ム
名

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

名
な

ど
）
と

そ
の

理
由

 

   

 5.
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

費
 

貴
機

関
（
司

法
省

）
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
司

法
省

負
担

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
）
の

金
額

を
以

下
の

表

に
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
単

位
：
V

N
D

 

主
な

支
出

項
目

 
20

07
年

（
実

績
）
 

20
08

年
（
実

績
）
 

20
09

年
（
予

算
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

 
 

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
、

会
議

室
、

設
備

関
係

費
用

、
報

酬
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
が

、
後

日
概

算
額

を
提

供
し

た
い

。
 

 5.
4

活
動

の
状

況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

達
成

す
る

た
め

の
活

動
（
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

サ
ー

ベ
イ

、
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー

プ
な

ど
）
に

つ
い

て
ど

う
お

考
え

で
す

か
。

 

a.
 効

率
的

に
運

用
・
活

用
さ

れ
て

い
る

 
 

 

b.
 運

用
・
活

用
さ

れ
て

い
る

が
効

率
的

と
は

い
え

な
い

 

c.
 十

分
に

運
用

・
活

用
さ

れ
て

い
な

い
 

 

 b.
あ

る
い

は
c.

と
回

答
さ

れ
た

場
合

、
何

が
（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
）
、

ど
の

よ
う

な
点

で
効

率
的

で
な

い

の
か

、
あ

る
い

は
十

分
に

運
用

活
用

さ
れ

て
い

な
い

の
か

、
具

体
的

に
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

   そ
の

問
題

解
決

の
た

め
に

取
り

得
る

対
応

策
と

し
て

は
、

何
が

あ
る

で
し

ょ
う

か
？

具
体

的
に

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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  5.
5 

投
入

、
活

動
の

貢
献

度
 

投
入

に
よ

っ
て

実
施

さ
れ

た
活

動
は

各
成

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
の

達
成

に
貢

献
し

て
い

ま
す

か
? 

成
果

 
成

果
の

内
容

 
非

常
に

貢
献

し
て

い
る

 
貢

献
し

て
い

る
 

ほ
と

ん
ど

貢
献

し
て

い
な

い
 

現
状

で
は

不
明

 

成
果

1 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
あ

る
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

地
方

司
法

機
関

及
び

法
曹

の
裁

判
実

務
の

能
力

が
改

善
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
そ

の
よ

う
な

能
力

の
改

善
に

関
す

る

経
験

が
蓄

積
さ

れ
る

。
 

  

 
 

 

成
果

2 
成

果
1

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

と
考

え
方

を
も

と
に

、

中
央

司
法

機
関

及
び

統
一

弁
護

士
会

の
地

方
司

法
機

関

及
び

弁
護

士
に

対
す

る
監

督
及

び
（
あ

る
い

は
）
指

導
、

支

援
に

関
す

る
制

度
的

能
力

が
向

上
す

る
。

 

 
 

 
 

成
果

3 
必

要
か

つ
時

宜
に

応
じ

て
、

裁
判

及
び

執
行

実
務

の
改

善

に
役

立
つ

法
規

範
文

書
(L

N
D

s)
が

策
定

さ
れ

る
。

 
 

 
 

 

成
果

4 
成

果
1、

2
及

び
3

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

や
考

え

方
に

基
づ

き
、

法
曹

養
成

に
必

要
な

制
度

的
能

力
を

強
化

す
る

。
 

 
 

 
 

  
Ｊ
Ａ

の
回

答
を

ご
覧

く
だ

さ
い

 
 

“ほ
と

ん
ど

貢
献

し
て

い
な

い
”と

回
答

し
た

項
目

に
つ

い
て

、
活

動
が

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

理

由
(投

入
の

成
果

へ
の

結
び

つ
き

を
阻

害
す

る
要

因
)に

つ
い

て
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

  

 6.
 

イ
ン

パ
ク

ト
 

6.
1 

上
位

目
標

に
つ

い
て

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
終

了
後

3
年

か
ら

5
年

の
間

に
”ベ

ト
ナ

ム
全

土
で

、
裁

判
が

、
公

平
か

つ
説

得
力

が
あ

り
、

透
明

で

適
切

か
つ

一
貫

性
の

あ
る

も
の

と
な

る
。

”と
い

う
上

位
目

標
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

り
ま

す
か

。
以

下
の

選
択

肢

の
中

か
ら

該
当

す
る

も
の

を
選

び
、

対
応

す
る

番
号

を
選

択
肢

の
下

の
ボ

ッ
ク

ス
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

Ｓ
Ｐ

Ｃ
の

回
答

を
ご

覧
く
だ

さ
い

。
 

 1：
上

位
目

標
の

達
成

は
非

常
に

難
し

い
と

見
込

ま
れ

る
。

（
達

成
す

る
可

能
性

は
20

%
未

満
）
 

2：
上

位
目

標
の

達
成

は
や

や
難

し
い

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
20

%
か

ら
40

%
未

満
）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
達

成
す

る
可

能
性

は
40

%
か

ら
60

%
未

満
）
 

4：
上

位
目

標
の

達
成

は
あ

る
程

度
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
60

%
か

ら
80

%
未

満
）
。

 

5：
上

位
目

標
の

達
成

は
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
80

%
か

ら
10

0%
）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

 選
択

肢
の

う
ち

1、
2

或
い

は
3

を
選

択
さ

れ
た

場
合

、
そ

の
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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6.
2

達
成

の
見

込
み

が
あ

る
場

合
、

そ
れ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

も
た

ら
さ

れ
る

も
の

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

 

a.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

で
あ

る
  

b.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

で
は

な
い

 
 

c.
 ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 

b
と

c
と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

   

 6.
3

上
位

目
標

の
達

成
に

影
響

を
及

ぼ
す

要
因

は
あ

り
ま

す
か

。
そ

れ
は

何
で

す
か

。
具

体
的

に
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

な
し

   

 6.
4 

予
期

し
な

か
っ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ラ

ス
お

よ
び

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
り

ま
す

か
。

将
来

ど
の

よ
う

な
影

響
が

見

込
ま

れ
ま

す
か

。
ベ

ト
ナ

ム
に

お
け

る
政

治
、

経
済

、
社

会
、

文
化

、
技

術
、

環
境

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

等
へ

の
影

響
に

つ

い
て

、
具

体
的

に
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

良
い

イ
ン

パ
ク

ト
：
 

・
（
ベ

ト
ナ

ム
は

）
市

場
経

済
、

国
際

（
世

界
各

国
の

意
）
お

よ
び

地
域

（
近

隣
諸

国
の

意
）
と

調
和

す
る

基
準

に
対

応

す
る

法
体

制
を

持
つ

よ
う

に
な

る
。

 

・
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

な
ら

び
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

参
加

者
は

、
日

本
専

門
家

の
公

務
に

お
け

る
業

務
経

験
な

ら

び
に

業
務

処
理

方
法

、
規

律
を

学
ぶ

機
会

を
持

つ
。

 

 7.
 

自
立

発
展

性
 

7.
1 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
判

決
実

務
等

に
関

す
る

能
力

改
善

に
関

す
る

経
験

の
蓄

積
及

び
そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
中

央
に

お
け

る
実

務
支

援
の

体
制

を
改

善
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
地

方
組

織
に

対
す

る
指

導
、

助
言

及
び

支
援

能
力

を
改

善
す

る
と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ
が

採
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

改
善

が
期

待
さ

れ
る

地
方

組
織

に
対

す
る

指
導

、
助

言
お

よ
び

支
援

能
力

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終

了
後

も
維

持
さ

れ
、

さ
ら

に
向

上
す

る
と

考
え

ま
す

か
？

そ
の

見
込

み
は

低
い

と
考

え
ま

す
か

？
下

記
の

選
択

肢
か

ら

選
び

、
対

応
す

る
番

号
を

下
の

ボ
ッ

ク
ス

に
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
 

Ｓ
Ｐ

Ｃ
と

Ｓ
Ｐ

Ｐ
の

回
答

を
ご

覧
く
だ

さ
い

。
 

 1.
能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
低

い
(見

込
み

は
20

%
未

満
で

あ
る

)。
 

2.
能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

る
程

度
低

い
（
20

%
か

ら
40

％
未

満
で

あ
る

）
。

 

3.
ど

ち
ら

で
も

な
い

（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

40
%

か
ら

60
%

未
満

で
あ

る
）
 

4.
能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

る
程

度
高

い
が

、
さ

ら
な

る
向

上
は

難
し

い
（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

60
%

か

質
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ら
80

%
未

満
で

あ
る

）
 

5.
能

力
が

維
持

さ
れ

、
さ

ら
に

向
上

す
る

と
考

え
る

。
（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

80
%

以
上

か
ら

10
0%

で
あ

る
）
 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  

そ
の

理
由

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

  

 7.
2 

協
力

機
関

の
運

営
管

理
能

力
に

つ
い

て
 

実
施

機
関

の
運

営
管

理
能

力
に

関
し

、
改

善
が

必
要

と
思

わ
れ

る
事

項
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

そ
の

理
由

と
改

善
策

を
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
（
複

数
回

答
可

）
 

a.
組

織
体

制
 

 
 

 
b.

人
員

配
置

 
 

c.
財

務
・
資

金
計

画
 

 
 

 
d.

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 7.
3 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
の

持
続

性
に

影
響

を
及

ぼ
す

要
因

は
あ

り
ま

す
か

。
具

体
的

に
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

な
し

 

  

 提
出

頂
き

た
い

資
料

 
 機

関
名

 
ご

提
出

を
お

願
い

し
た

い
資

料
名

 

司
法

省
（
M

O
J）

 
(1

)プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

ＩＣ
Ｄ

作
成

の
報

告
書

（
あ

れ
ば

）
 

       質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
や

ご
提

案
が

あ
れ

ば
、

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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1

「
法

・
司

法
制

度
改

革
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

質
問

票
 

 
20

09
年

5
月

2
日

 
 20

09
年

5
月

13
日

か
ら

27
日

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

調
査

団
の

派
遣

に
先

立
ち

、
質

問
票

を
お

送
り

さ
せ

て
頂

き

ま
す

。
JI

C
A

で
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
を

、
JI

C
A

の
事

業
サ

イ
ク

ル
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

協
力

期
間

の
中

間
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
な

ど
の

実
績

や
効

率
性

、
妥

当
性

を
、

阻
害

、
貢

献
要

因
と

共
に

重
点

的
に

レ
ビ

ュ
ー

し
、

必
要

に

応
じ

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 JI

C
A

の
評

価
方

針
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
事

実
」
を

確
認

し
た

上
で

、
P

D
M

（
P

ro
je

ct
 D

es
ig

n 
M

at
rix

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

概
要

表
）
を

使
っ

て
「
評

価
5

項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
実

績
」
「
プ

ロ
セ

ス
」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
５

つ
の

視
点

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
か

ら
複

眼
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
判

断
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

発
現

・
阻

害
要

因
を

分
析

す
る

こ
と

を
目

的
に

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
P

D
M

と
評

価
5

項
目

の
関

係
は

別
添

1
参

照
）
 

 本
質

問
票

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
が

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
日

本
人

専
門

家
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
者

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

情
報

を
提

供
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

関
す

る
認

識
を

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

ご
回

答
さ

れ
る

に
当

た
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
P

D
M

（
別

添
2）

を
ご

確
認

願
い

ま
す

。
各

ご
担

当
専

門
分

野
以

外
の

こ
と

も
お

分
か

り
に

な
る

範
囲

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
本

事
業

の
み

な
ら

ず

JI
C

A
事

業
の

改
善

の
た

め
に

貴
重

な
ご

意
見

と
な

り
ま

す
の

で
、

忌
憚

の
無

い
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
に

存
じ

ま
す

。

ま
た

、
本

質
問

票
の

最
後

に
、

評
価

に
あ

た
り

ご
提

出
頂

き
た

き
統

計
資

料
、

報
告

書
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

 
 お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

現
地

訪
問

時
に

質
問

票
に

つ
い

て
書

面
で

の
ご

回
答

を
頂

け
れ

ば
と

存
じ

ま

す
が

、
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

、
評

価
分

析
担

当
者

の
訪

問
時

に
口

頭
に

て
ご

説
明

い
た

だ
い

て
も

結
構

で
す

。
ま

た
、

資
料

に
つ

き
ま

し
て

も
、

併
せ

て
訪

問
時

ご
提

出
頂

け
れ

ば
幸

甚
で

す
。

な
お

、
ご

質
問

な
ど

は
、

下
記

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ

ス
に

ご
返

送
頂

き
ま

す
よ

う
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
m

oc
hi

da
@

op
m

ac
.c

o.
jp

 
  そ

れ
で

は
、

ご
協

力
の

程
宜

し
く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 
JI

C
A

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
 

評
価

分
析

担
当

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

持
田

智
男

 

      質
問

票
記

入
上

の
留

意
点

：
 

記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

ご
説

明
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

事
項

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

き
、

回
答

に
関

す
る

設
問

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

沿
っ

て
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

質
問

票
（
S

P
C

）
 

 
2

                 
１

．
実

績
 

 1.
1 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
い
て
、
検
察
官
及
び
／
又
は
弁
護
士
と
の
共
同
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
関

す
る

ご
意

見
を

含
め

て
。

）
を

ご
説

明
く

だ
さ

い
。

 

 ２
０

０
８

年
：
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

裁
判

所
の

裁
判

官
能

力
向

上
に

集
中

し
、

２
０

０
９

年
か

ら
共

同
活

動
を

展
開

す
る

 

（
追

加
質

問
に

対
す

る
回

答
）
 

お
互

い
が

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
に

招
待

し
合

っ
た

こ
と

は
あ

る
が

、
合

同
で

開
催

し
た

こ
と

は
な

か
っ

た
。

合
同

で
開

催
す

る
に

あ
た

っ
て

の
支

障
と

な
る

阻
害

要
因

は
な

い
。

合
同

で
開

催
す

る
際

に
は

、
共

同
テ

ー
マ

を
設

定
し

た

い
。

例
え

ば
、

公
判

廷
に

お
け

る
弁

論
主

義
を

保
障

す
る

法
曹

3
者

の
関

係
、

民
事

事
件

に
お

け
る

検
察

院
と

裁

判
所

の
関

係
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。

 

 
1.

2 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

い
て

、
検

察
官

及
び

／
又

は
弁

護
士

と
共

同
し

た
模

擬
裁

判
の

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
関

す
る

ご
意

見
を

含
め

て
。

）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 バ
ク

ニ
ン

省
に

お
い

て
、

仮
定

さ
れ

た
事

件
の

模
擬

裁
判

は
非

現
実

的
で

あ
る

の
で

、
バ

ク
ニ

ン
省

裁
判

所

と
協

議
し

、
何

回
か

の
重

点
的

で
あ

る
公

判
廷

を
録

画
し

、
裁

判
進

行
に

関
す

る
共

同
討

論
、

意
見

交
換

、

経
験
累
積
に
用
い
る
。

 

   

回
答

者
 

（
記

入
日

：
20

09
年

5
月

 
 

 
日

）

氏
名

：
 

TR
A

N
 N

G
O

C
 T

H
A

N
H

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 所
属

機
関

：
最

高
人

民
裁

判
所

（
S

P
C

）
 

役
職

：
専

門
官

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
（
例

：
C

/P
な

ど
）
：
連

絡
員

 

連
絡

先
：
 

TE
L:

  
  

  
  

  
  

  
  

  
FA

X
: 

  
  

  
  

  
  

  
  

 E
-m

ai
l: 

－91－ 
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  1.
3 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
い
て
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
１
の
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か

？
 

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
か

ら
得

ら
れ

た
諸

結
果

は
Q

&
A

作
成

過
程

に
組

み
入

れ
ら

れ
、

民
事

訴
訟

、
刑

事
訴

訟
実

施
に

関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
講
演
者
を

派
遣

す
る

こ
と

を
介

し
て

普
及

す
る

。
 

 

 1.
4 

事
実
認
定
、
法
の
適
用
及
び
適
正
な
裁
判
手
続
の
実
施
に
関
す
る
実
務
的
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
解
決
策
を

共
通

認
識

し
見

出
す

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
、

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
い

て
開

催
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 ２
０

０
９

年
に

裁
判

所
、

検
察

院
の

共
同

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催
す

る
。

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
を

介
し

、
諸
課

題

に
関
す
る
統
一
見
解
を
得
、
よ
り
良
い
連
携
体
制
を
と
り
た
い
。

 

 （
追

加
質

問
に

対
す

る
回

答
）
 

全
く
無

か
っ

た
わ

け
で

は
な

い
。

共
同

で
と

い
う

こ
と

で
は

な
く
、

Ｓ
Ｐ

Ｃ
と

Ｂ
Ｎ

省
が

実
施

す
る

場
合

は
上

記
を

目
的

と
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

を
開

催
し

て
い

る
。

 

 1.
5 

バ
ク
ニ
ン
省
及
び
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
作
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た

か
？

 
 

質
問

票
（
S

P
C

）
 

 
4

バ
ク

ニ
ン

ン
省

に
お

け
る

活
動

内
容

：
 

Ｑ
＆
Ａ
作
成
に
関
し
、
バ
ク
ニ
ン
省
裁
判
所
の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
と

の
討

論
会

を
行

う
 

  

 
そ

の
他

の
地

域
に

お
け

る
活

動
内

容
：
 

Ｑ
＆
Ａ
草
案
作
成
に
関
し
、
省
級
裁
判
所
の
裁
判
官
が
参
加
す
る
意
見
提
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行

う
 

  

 1.
6 

Ｑ
＆
Ａ
作
成
の
前
後
を
比
較
し
て
、
実
務
的
問
題
に
関
す
る
理
解
が
進
み
、
実
務
的
問
題
の
処
理
が
改
善
さ

れ
ま
し
た
か
？

 
 

a.
は

い
 

 
 

b.
い

い
え

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 Ｑ
＆

Ａ
集

は
法

適
用

過
程

に
問

題
点

を
解

答
し

、
解

決
策

を
出

し
、

地
方

裁
判

官
に

対
し

、
法

適
用

、
訴

訟

行
為
の
法
的
根
拠
を
指
導
し
す
る

 

  

 1.
7 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
し
て
、
バ
ク
ニ
ン
省
の
裁
判
所
、
検
察
院
、
弁
護
士
及

び
司
法
補
助
機
関
が
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 ２
０

０
９

年
、

S
P

C
,S

P
P,

司
法

局
と

協
議

し
、

刑
事

訴
訟

活
動

に
お

け
る

諸
問

題
に

関
す

る
共

同
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ

プ
を
開
催
す
る
予
定

 

  

 1.
8 

最
高
人
民
検
察
院
等
の
他
機
関
と
合
同
で
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
１
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
蓄
積
さ
れ
た
情
報

－92－ 



質
問

票
（
S

P
C

）
 

 
5

の
他
地
域
へ
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 S
P

P,
S

P
C

と
の

共
同

活
動

は
ま

だ
な

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
情

報
提

供
は

非
公

式
的

な
も

の
だ

け
で

あ
る

。
 

  

 1.
9
最
高
人
民
検
察
院
等
の
他
機
関
が
参
加
す
る
、
実
務
に
お
け
る
判
例
活
用
に
か
か
る
理
解
を
促
進
す
る
セ
ミ
ナ

 
 
ー
に
つ
い
て
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
同

意
が

あ
れ

ば
、

２
０

０
９

年
に

、
セ
ミ
ナ
に
は

S
P

P
の

代
表

を
招

待
す

る
。

 

 （
追

加
質

問
に

対
す

る
回

答
）
 

Ｍ
Ｏ

Ｊ
を

巻
き

込
ん

だ
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
こ

れ
ま

で
Ｊ

Ａ
に

つ
い

て
は

セ
ミ

ナ
ー

に
招

待
し

た
こ

と
は

あ
る

。
判

例
シ

ス
テ

ム
の

役
割

、
運

用
の

方
法

な
ど

を
JA

、
ハ

ノ
イ

法
科

大
学

の
講

義
に

反
映

さ
せ

た
い

と
考

え
て

い
る

。
判

例
を

認
め

て
い

な
い

形
で

講
義

し
て

い
る

こ
と

か
ら

判
例

を
認

め
さ

せ
た

い
。

以
前

、
最

高
裁

で
事

前

に
あ

っ
た

事
件

を
も

と
に

判
決

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

マ
ス

コ
ミ

か
ら

「
裁

判
所

が
判

例
を

用
い

て
判

決
し

た
の

か
！

」
と

い
う

よ
う

な
批

判
を

受
け

た
こ

と
が

あ
る

ほ
ど

で
あ

る
。

 

 1.
10

 
最
高
人
民
裁
判
所
に
お
い
て
、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

１
に

よ
り

達
成

さ
れ

た
結

果
を

評
価

し
、
そ

の
結

果
を

地
方

の
裁

判
官

の
能

力
向

上
、

強
化

の
た

め
に

利
用

す
る

提
言

に
つ

い
て

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に

つ
い

て
の

ご
意

見
を

含
め

て
。

）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 20
08

年
、
報

告
書

で
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

１
に

よ
り

達
成

さ
れ

た
結

果
を

ま
だ

反
映

さ
せ

て
い

な
い

の
で

、

20
09

年
に

、
コ

ン
ポ

ー
ネ
ン

ト
１

に
よ
り

達
成

さ
れ
た

結
果

報
告
を

作
成

し
、
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

区
裁

判

官
の

能
力

向
上

に
つ

い
て

提
言

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 1.
11

 
最
高
人
民
裁
判
所
に
お
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
集
作
成
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す
か
？

 
 

全
員

高
く
評

価
し

て
い

る
 

 1.
12

 最
高
人
民
裁
判
所
に
お
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
集
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
得
た
、
問
題
分
析
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
知
見

質
問

票
（
S

P
C

）
 

 
6

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

 
 問

題
に

関
す

る
現

場
裁

判
官

の
意

見
を

集
約

す
る

こ
と

。
 

 

 1.
13

 最
高
人
民
裁
判
所
に
お
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
集
を
地

方
の

裁
判

官
の

能
力

向
上

、
強

化
の

た
め

に
ど

の
よ

う
に

利
用

す
る

計
画

で
す

か
？

 

 S
P

C
指

導
部

の
承

認
を

得
た

の
ち

印
刷

さ
れ

、
地

方
裁

判
官

に
配

布
す

る
 

   

 1.
14

 
 
「

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

普
及

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

に
つ

い
て

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い

て
の

ご
意

見
を

含
め

て
。

）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 印
刷

し
、

全
国

裁
判

官
に

配
布

す
る

 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
完

成
し

、
現

在
承

認
を

待
つ

状
況

に
あ

る
。

 

 1.
15

 
バ
ク
ニ
ン
省
及
び
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
、「

判
例
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
か
？

 
 

バ
ク

ニ
ン

ン
省

に
お

け
る

活
動

内
容

：
 

20
08

年
度

で
は

未
実

施
 

  

 
そ

の
他

の
地

域
に

お
け

る
活

動
内

容
：
 

20
08

年
度

に
、

地
方

裁
判

官
18

0
人

が
参

加
し

た
3

回
の

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
 

  

 1.
16

 
「
判
例
」
に
関
す
る
活
動
の
前
後
を
比
較
し
て
、「

判
例
」
に
関
す
る
理
解
が
進
み
実
務
的
問
題
の
処
理
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
 

a.
は

い
 

 
 

b.
い

い
え
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 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 公
式

的
デ

ー
タ

は
ま

だ
存

在
し

て
い

な
い

が
、

感
覚

的
に

は
そ

う
感

じ
て

い
る

。
 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

の
発

言
な

ど
で

そ
の

よ
う

に
感

じ
た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
 

  1.
17

 
判

例
集

の
編

纂
及

び
普

及
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
「

青
写

真
（

詳
細

な
計

画
）
」

に
つ

い
て

、
今

後
の

 
 

 

計
画

（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 指
導

部
が

検
討

す
る

た
め

の
情

報
提

供
と

し
て

、
判

例
の

制
定

及
び

普
及

プ
ロ

セ
ス

に
関

す
る

報
告

書
を

作
成

す

る
予

定
 

  

 1.
18

 「
判

決
書

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

の
改

訂
に

つ
い

て
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め

て
。

）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 印
刷

し
、

全
国

裁
判

官
に

配
布

す
る

。
試

用
期

間
を

終
え

、
そ

の
イ

ン
パ

ク
ト

を
評

価
し

、
修

正
、

補
充

す
る

 

  

 

1.
19

 最
高
人
民
検
察
院
等
の
他
機
関
と
合
同
で
、 「

一
貫

性
の

あ
る

法
律

起
案

」
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
つ

い
て

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 特
に

な
し

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

必
要

性
が

あ
れ

ば
実

施
可

能
で

あ
る

。
他

機
関

と
し

て
は

検
察

院
、

国
会

、
M

O
J

が
関

係
す

る
が

、
M

O
J

に
任

せ

た
こ

と
が

よ
い

と
考

え
る

。
法

律
の

適
正

な
編

纂
方

法
に

関
す

る
米

国
の

本
を

S
P

C
が

翻
訳

し
、

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催

し
た

こ
と

が
あ

る
。

D
A

N
ID

A
の

支
援

で
S

PC
が

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

こ
と

が
あ

る
。

こ
の

種
の

セ
ミ

ナ
ー

開
催

を
通

じ
て

、
重

複
を

避
け

、
法

律
の

統
一

性
を

は
か

る
こ

と
を

目
指

す
こ

と
に

な
る

が
、

難
し

い
問

題
と

い
え

る
。

 

 1.
20

 
日

本
の
行

政
訴

訟
手

続
制

度
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
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20
09

年
度

に
本

邦
研

修
を

実
施

す
る

 

  

 1.
21

 
改

正
民

事
訴

訟
法

の
仮

草
案

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
い

て
今

後
の

計
画

（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 白
紙

状
態

 

  

 1.
22

 
行

政
事

件
訴

訟
法

の
仮

草
案

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
い

て
、

今
後

の
計

画

（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 20
09

年
度

に
サ

ー
ベ

ー
を

実
施

す
る

。
草

案
が

で
き

た
後

、
そ

れ
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

JI
C

A
と

開
催

す
る

 

  

 ２
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
 2.

1 
バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
、
検
察
官
及
び
／
又
は
弁
護
士
と
の
共
同
活
動
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

20
08

年
度

：
未

実
施

 

   

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

日
本

の
経

験
を

提
供

し
て

ほ
し

い
 

  

訴
訟

機
関

間
の

連
携

体
制

が
よ

り
密

接
に

な
り

、
責

任
の

な
す

り
あ

い
の

回

避
に

な
る
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 2.
2 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
検
察
官
及
び
／
又
は
弁
護
士
と
共
同
し
た
模
擬
裁
判
に
関
し
、

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を

期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

20
08

年
度

：
未

実
施

 

  

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

質
問

1.
2

と
ほ

ぼ
同

趣
旨

の
回

答
 

 2.
3 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
１
の
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
報
告
書
の
作
成
に
関
し
、

日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

20
08

年
度

：
未

実
施

 

   

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

20
09

年
、
専

門
家

が
コ

ン
ポ

ー

ネ
ン

ト
１

に
よ

り
達

成
さ

れ
た

結
果

報
告

を
作

成
し

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

裁
判

官
の

能
力

向
上

に
つ

い
て

提
言

す
る

よ
う

、
支

援
し

て
ほ

し
い

 

報
告

は
全

国
裁

判
官

の
能

力
を

向
上

さ
せ

る
S

P
C

の
方

策
の

基
礎

と
な

る
 

 2.
4 

事
実
認
定
、
法
の
適
用
及
び
適
正
な
裁
判
手
続
の
実
施
に
関
す
る
実
務
的
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
解
決
策
を

共
通
認
識
し
見
出
す
た
め
の
バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
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今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

20
08

年
度

：
未

実
施

 

   

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

日
本

の
経

験
に

関
す

る
情

報
提

供
の

継
続

。
 

SP
C,

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
裁

判
所

と
連
携
し
、
事
実
認
定
、
法
の
適

用
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
開

催
の

方
法
を
検
討
す
る
こ
と

 

 

日
本

の
経

験
は

事
件

処
理

過
程

に
お

い
て

、
事
実
認
定
、
法
の
適
用
に
対
す

る
認
識
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

  2.
5 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
す
る
、
検
察
院
、
弁
護
士
及
び
司
法
補
助
機
関
と
の
合

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
し
、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ

い
。

 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

20
08

年
度

：
未

実
施

 

 

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

20
08

年
度

：
セ

ミ
ナ

ー
開

催
の

支
援

 

セ
ミ

ナ
ー

の
結

果
で

、
訴

訟
活

動
の

諸
問

題
を

解
決

し
、

適
切

な
法

改
正

に

関
す

る
提

言
が

で
き

る
。

 

 2.
6 

最
高

人
民

検
察
院

等
の

他
機
関

と
合

同
で
行

う
コ

ン
ポ
ー

ネ
ン

ト
１
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
及

び
蓄
積

さ
れ

た
情

－95－ 
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報
の

他
地

域
へ

の
提

供
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

    

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

支
援

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

法
改

正
に

活
か

す
な

ど
（
民

事
刑

事
訴

訟
法

の
改

正
に

向
け

て
）
 

  2.
7 

最
高

人
民

検
察
院

等
の

他
機
関

が
参

加
す
る

、
実

務
に
お

け
る

判
例
活

用
に

か
か
る

理
解

を
促
進

す
る

セ
ミ

ナ
ー

に
関

し
、

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら

の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

 
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

―
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

 

―
日

本
判

例
体

制
の

情
報

提
供

 

―
諸

外
国

の
判

例
ベ

ト
ナ

ム
語

翻

訳
の

技
術

支
援

 

指
導

部
に

対
す

る
判

例
発

展
の

方
向

に
関

す
る

報
告

書
を

作
成

す
る

こ
と

に

寄
与

す
る

 

 2.
8 

最
高
人
民
裁
判
所
に
お
い
て
行
う
、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

１
に

よ
り

達
成

さ
れ

た
結

果
を

評
価

し
、
そ

の
結

果
を

地
方

の
裁

判
官

の
能

力
向

上
、
強

化
の

た
め

に
利

用
す

る
提

言
の

作
成

に
関
し
、

今
後

こ
の

活
動

を

行
う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化

を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化
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20
08

年
度

：
未

実
施

 

  

20
09

年
、

専
門

家
が

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
１

に
よ

り
達

成
さ

れ
た

結
果

報
告

を
作

成
し

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

裁
判

官
の

能
力

向
上

に
つ

い
て

提

言
す

る
よ

う
、

長
期

専
門

家
に

支
援

し
て

ほ
し

い
 

 2.
9 

Ｑ
＆

Ａ
作

成
及

び
活

用
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ

い
。

 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

技
術

協
力

 

 

草
案

に
対

す
る

長
期

専
門

家
の

適
格

な
コ

メ
ン

ト
に

よ
っ

て
、

わ
か

り
や

す
く

な
る

 

  

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

印
刷

し
、

全
国

裁
判

官
に

配
布

す

る
よ

う
支

援
し

て
ほ

し
い

 

参
考

資
料

と
な

り
、

判
決

破
棄

に
な

る
よ

う
な

手
続

き
違

反
の

回
避

と
つ

な
が

る
 

 2.
10

 
「
判

決
書

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

普
及

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

に
関

し
、

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期
待

す
る

か
、
日

本
か

ら
の
支

援
に

よ
り
ど

の
よ

う
な
変

化
を

期
待
す

る
か

に
つ
い
て
、

ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

日
本

側
は

草
案

作
成

に
協

力
し

た
 

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

印
刷

し
、

全
裁

判
官

の
手

元
ま

で

配
布

し
、

研
修

も
行

う
 

よ
っ

て
、

判
決

書
き

の
技

能
向

上
、

品
質

改
善

と
な

り
、

裁
判

所
の

信
用

度
を

た
か

め
る

こ
と

に
な

る
。

 

 2.
11

 
「
判

例
」
に

関
す

る
活

動
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く

だ
さ

い
。

 

今
後

こ
れ

に
関

す
る

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支

援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
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日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

本
邦

研
修

の
実

施
、

長
期

専
門

家

か
ら

の
情

報
提

供
 

  

日
本

判
例

に
関

す
る

知
識

を
得

、
帰

国
後

、
地

方
裁

判
の

た
め

の
判

例
知

識

普
及

に
参

加
し

た
。

 

日
本

判
例

に
関

す
る

情
報

を
ま

と
め

て
、

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

判
例

発
展

の

方
向

性
を

確
認

す
る

よ
う

討
論

し
た

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

判
例

発
展

に
関

す
る

報
告

書
作

成
お

よ
び

世
界

各
国

の
判

例
に

関
す

る
資

料
翻

訳
、

情
報

発
掘

の

支
援

を
継

続
し

て
ほ

し
い

、
 

 

 2.
12

 
判

例
集

の
編

纂
及

び
普

及
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
「

青
写

真
（

詳
細

な
計

画
）
」
の

作
成

に
関
し
、

今
後

こ

の
活

動
を

行
う
場
合

は
、
日
本
か

ら
ど
の
よ
う

な
支
援
を
期

待
す
る
か
、

日
本
か
ら
の

支
援
に
よ
り

ど
の
よ

う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

ー
判

例
発

展
の

個
別

研
究

に
対

す
る

技
術

協
力

 

―
世

界
各

国
の

判
例

に
関

す
る

資
料

翻
訳

、
情

報
収

集
の

支
援

 

ー
ベ

ト
ナ

ム
に

お
け

る
判

例
発

展

に
関

る
総

合
報

告
作

成
に

支
援

 

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

判
例

発
展

に
関

る
総

合
報

告
が

作
成

さ
れ

る
 

 2.
13

 
「
判

決
書

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

改
訂
に
関
し
、

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期

待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く

だ
さ

い
。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

活
用

と
そ

の

不
備

に
関

し
て

、
評

価
す

る
こ

と
 

「
判

決
書

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

不
備

が
解

消
さ

れ
、

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

さ
れ

た
も

の
が

編
纂

さ
れ

、
裁

判
官

の
判

決
書

き
に

寄
与

す
る

 

 2.
14

 
最

高
人
民

検
察
院

等
の

他
機
関

と
合

同
で
行

う
、
「

一
貫

性
の
あ

る
法

律
起
案

」
に

関
す
る

セ
ミ

ナ
ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に
関
し
、

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、

質
問

票
（
S

P
C

）
 

 
14

日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
  

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

  

 

  2.
15

 
日

本
の
行

政
訴

訟
手

続
制

度
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
に

関
し

、
今

後
こ

の
活

動
を

行
う
場

合
は

、
日

本
か

ら

ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、

ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

本
邦

研
修

の
実

施
 

行
政

訴
訟

法
制

定
の

参
考

源
と

な
る

 

 2.
16

 
改

正
民

事
訴

訟
法

の
仮

草
案

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に
関
し
、
今

後
こ

の
活

動
を

行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を

期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

 

民
事

訴
訟

法
施

行
に

関
す

る
ま

と
め

の
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

、
改

正
草

案
に

対
す

る
意

見
提

供
と

日
本

専
門

家
の

コ
メ

ン
ト

提
供

の
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

 

日
本

側
の

経
験

、
コ

メ
ン

ト
は

、
ベ

ト
ナ

ム
の

民
事

法
の

さ
ら

な
る

整
備

と
国

際

通
例

と
の

齟
齬

に
寄

与
す

る
こ

と
に

な
る

 

 2.
17

 
行

政
事

件
訴

訟
法

の
仮

草
案

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に
関
し
、
今

後
こ

の
活

動
を

行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を

期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

草
案

に
対

す
る

意
見

提
供

の
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

と
日

本
専

門
家

ベ
ト

ナ
ム

裁
判

官
の

意
見

提
供

の
場

に
も

な
る
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の
日

々
の

コ
メ

ン
ト

提
供

 

  3.
 妥

当
性

 
 3.

1
協

力
対

象
と

し
て

あ
げ

ら
れ

た
法

律
あ

る
い

は
対

象
と

し
て

検
討

さ
れ

た
法

律
が

ベ
ト

ナ
ム

国
の

計
画

に
沿

っ
た

も

の
で

あ
っ

た
か

を
確

認
し

た
い

と
考

え
ま

す
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

協
力

の
対

象
と

し
た

法
律

あ
る

い
は

対
象

が
検

討
さ

れ

た
法

律
（
改

正
民

事
訴

訟
法

、
行

政
事

件
訴

訟
法

）
に

つ
い

て
、

国
会

で
の

成
立

予
定

年
月

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

国

会
の

立
法

計
画

に
ま

だ
折

り
込

ま
れ

て
い

な
い

場
合

は
、

現
時

点
で

予
想

さ
れ

る
成

立
予

定
年

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
 

法
律

 
起

草
担

当
部

局
 

成
立

予
定

年
月

 

改
正

民
事

訴
訟

法
 

最
高

人
民

裁
判

所
（
S

P
C

） 
 

行
政

事
件

訴
訟

法
 

最
高

人
民

裁
判

所
（
S

P
C

） 
 

  （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

改
正

民
事

訴
訟

法
に

つ
い

て
は

、
予

備
立

法
計

画
に

組
み

込
ま

れ
て

い
る

が
、

民
訴

法
編

纂
委

員
会

は
設

立
さ

れ

て
い

な
い

。
 

行
政

事
件

訴
訟

法
に

つ
い

て
は

、
編

纂
委

員
会

は
設

立
さ

れ
た

が
、

活
動

に
至

っ
て

い
な

い
。

20
10

年
を

目
処

に

動
く
方

向
に

あ
る

が
、

20
10

年
に

成
立

す
る

の
か

不
明

で
あ

る
。

 

 3.
2 

事
前

評
価

時
に

は
、

ベ
ト

ナ
ム

国
側

で
20

10
年

を
県

級
裁

判
所

へ
の

権
限

委
譲

、
検

察
院

の
機

構
変

更
等

の
制

度
改

革
目

標
の

節
目

の
年

と
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
県

級
裁

判
所

、
検

察
院

の
機

構
変

更
な

ど
の

機
構

変
更

の
内

容
な

ら

び
に

主
要

変
更

点
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 区
裁

判
所

、
控

訴
裁

判
所

、
上

審
裁

判
所

、
最

高
裁

判
所

の
組

織
機

構
へ

の
変

更
計

画
を

立
案

し
て

い
る

最
中

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

・
4

級
に

分
か

れ
る

。
 

・
20

09
年

5
月

20
日

か
ら

残
り

の
82

県
級

裁
判

所
も

管
轄

権
の

行
使

が
可

能
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
全

て
の

県
級

裁
判

所
に

拡
大

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
（
民

事
、

刑
事

訴
訟

法
に

規
定

さ
れ

て
い

る
管

轄
権

限
を

全
て

の
県

級
裁

判

所
が

持
つ

こ
と

に
な

っ
た

）
。

 

・
裁

判
所

全
体

の
組

織
変

更
は

検
討

中
で

あ
る

。
 

 3.
3 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
判

決
実

務
等

に
関

す
る

能
力

改
善

に
関

す
る

経
験

の
蓄

積
及

び
そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
中

央
に

お
け

る
実

務
支

援
の

体
制

を
改

善
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
地

方
組

織
に

対
す

る
指

導
、

助
言

及
び

支
援

能
力

を
改

善
す

る
と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ
が

採
ら

れ
て

い
ま

す
が

、

地
方

で
の

経
験

を
中

央
か

ら
の

支
援

体
制

に
反

映
さ

せ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
は

、
ベ

ト
ナ

ム
で

の
法

・
司

法
制

度
改

革
・
整

備

に
あ

た
り

適
切

と
思

い
ま

す
か

？
 

質
問

票
（
S

P
C

）
 

 
16

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 適

切
で

あ
る

が
改

善
の

余
地

が
あ

る
 

 
c.

 適
切

で
は

な
い

 

上
記

を
選

択
し

た
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

法
適

用
の

不
備

の
発

見
は

実
務

か
ら

始
ま

り
、

全
国

範
囲

で
の

検
討

が
不

可
能

で
あ

れ
場

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で

実
施

し
、

モ
デ

ル
を

作
り

、
他

の
地

方
に

波
及

さ
せ

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
法

施
行

は
S

P
C

の
解

決
策

策
定

、

適
時

な
支

援
の

基
礎

と
な

る
。

 

 3.
4 

手
段

の
適

切
性

の
検

討
に

あ
た

り
、

(1
)複

数
の

機
関

（
司

法
省

、
裁

判
所

、
検

察
院

、
設

立
予

定
で

あ
っ

た
統

一

弁
護

士
会

）
を

包
括

的
に

協
力

機
関

と
し

て
支

援
し

て
い

る
こ

と
、

(2
)県

級
人

民
裁

判
所

、
県

級
人

民
検

察
院

も
対

象
と

し
た

こ
と

）
は

適
切

と
考

え
ま

す
か

、
不

適
切

と
考

え
ま

す
か

？
 

 

(1
)司

法
省

、
裁

判
所

、
検

察
院

、
設

立
予

定
で

あ
っ

た
統

一
弁

護
士

会
と

い
う

複
数

の
機

関
を

包
括

的
に

協
力

機

関
と

し
た

こ
と

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 広

す
ぎ

る
 

 
c.

 狭
す

ぎ
る

 

そ
の

理
由

（
良

い
点

、
改

善
点

な
ど

）
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

プ
ロ

目
標

は
訴

訟
機

関
間

の
連

携
体

制
を

強
化

す
る

こ
と

で
あ

る
か

ｒ。
 

 

(2
)県

級
人

民
裁

判
所

、
県

級
人

民
検

察
院

も
対

象
と

し
た

こ
と

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 広

す
ぎ

る
 

 
c.

 狭
す

ぎ
る

 

そ
の

理
由

（
良

い
点

、
改

善
点

な
ど

）
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

 

 3.
5 

手
段

の
適

切
性

に
つ

い
て

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

（
バ

ク
ニ

ン
省

）
の

選
定

は
適

切
で

あ
っ

た
と

考
え

ま
す

か
、

不
適

切

で
あ

っ
た

と
考

え
ま

す
か

？
 

a.
適

切
で

あ
っ

た
 

 
b.

 適
切

で
な

か
っ

た
  

c.
 ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 

(1
) 

そ
の

理
由

を
“
バ

ク
ニ

ン
省

が
、

他
省

で
も

必
要

と
さ

れ
る

裁
判

実
務

等
改

善
の

た
め

に
、

共
通

の
問

題
点

の

把
握

・
抽

出
が

行
い

や
す

い
地

区
で

あ
っ

た
の

か
”と

の
観

点
か

ら
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

バ
ク

ニ
ン

省
に

は
優

秀
か

つ
レ

ベ
ル

の
あ

る
職

員
が

い
て

、
ハ

ノ
イ

に
近

い
し

、
往

来
、

活
動

も
し

や
す

い
。

 

 

(2
)そ

の
理

由
を

“
ベ

ト
ナ

ム
側

、
日

本
側

双
方

の
投

入
の

制
約

さ
れ

て
い

た
”
こ

と
を

踏
ま

え
て

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

 

3.
6 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
（
裨

益
者

）
は

司
法

省
内

担
当

部
局

、
最

高
人

民
裁

判
所

、
最

高
人

民
検

察
院

、
（
統

一
弁

護
士

会
）
、

バ
ク

ニ
ン

省
の

省
級

人
民

裁
判

所
及

び
県

級
人

民
裁

判
所

、
同

省
の

省
級

人
民

検

察
院

及
び

研
究

人
民

裁
判

所
、

国
家

司
法

学
院

と
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

対
象

（
対

象
機

関
数

の
広

が
り

）
、

規
模

（
対

象
人

数
）
は

適
切

と
考

え
ま

す
か

？
 

(1
)対

象
（
対

象
機

関
数

の
広

が
り

） 
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a.
適

切
で

あ
る

 
 

b.
対

象
範

囲
が

広
す

ぎ
る

 
 

c.
対

象
範

囲
が

狭
す

ぎ
る

 

 (2
)規

模
（
対

象
人

数
） 

 

a.
適

切
で

あ
る

 
 

b.
規

模
が

大
き

す
ぎ

る
 

 
c.

規
模

が
狭

す
ぎ

る
 

 

3.
7 

裁
判

実
務

に
関

し
て

、
日

本
が

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
ベ

ト
ナ

ム
国

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
学

ん
だ

又
は

学
べ

る

と
お

考
え

で
す

か
？

 

日
本

の
裁

判
官

、
専

門
家

の
問

題
認

識
、

問
題

の
解

決
方

法
を

知
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ベ

ト
ナ

ム
裁

判
官

に
よ

り
厳

密
な

裁
判

技
能

、
考

え
方

、
事

件
処

理
の

方
法

の
構

築
の

一
助

と
な

る
。

 

 
 

 4.
 

有
効

性
 

4.
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
つ

い
て

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
以

下
の

通
り

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

：
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

あ
る

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
い

て
、

司
法

機
関

の
業

務
及

び
法

曹
の

能
力

の
改

善
に

関
す

る
経

験
を

蓄
積

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
の

司
法

機
関

、
及

び
統

一
弁

護
士

連
合

会
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
こ

れ
に

よ
り

、
中

央
司

法
機

関
や

統
一

弁
護

士
連

合
会

の
実

務
を

支
援

す
る

体
制

を
改

善
し

，
そ

れ
ら

の
地

方
組

織
に

対
す

る
指

導
、

助
言

及
び

支
援

能
力

が
改

善
さ

れ
る

。
 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
終

了
時

（
20

11
年

3
月

末
）
ま

で
に

達
成

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

投
入

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

該
当

す
る

も
の

を
選

び
、

対
応

す
る

番
号

を
選

択
肢

の
下

の
ボ

ッ
ク

ス
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 1：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
非

常
に

難
し

い
と

見
込

ま
れ

る
。

（
達

成
す

る
可

能
性

は
20

%
未

満
）
 

2：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
や

や
難

し
い

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
20

%
か

ら
40

%
未

満
）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
達

成
す

る
可

能
性

は
40

%
か

ら
60

%
未

満
）
 

4：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
あ

る
程

度
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
60

%
か

ら
80

%

未
満

）
。

 

5：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
80

%
か

ら
10

0%
）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  1、
2、

あ
る

い
は

3
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

そ
の

理
由

（
達

成
の

阻
害

と
な

っ
て

い
る

要
因

）
に

つ
い

て
お

教
え

く
だ

さ

い
。
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4.
2

そ
れ

ぞ
れ

の
成

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
が

相
互

に
関

連
し

て
い

ま
す

が
、

4
つ

の
成

果
の

中
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
へ

の
貢

献
の

程
度

は
ど

の
よ

う
に

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

 
 成

果
 

成
果

の
内

容
 

非
常

に
貢

献

し
て

い
る

 
貢

献
し

て
い

る
 

ほ
と

ん
ど

貢
献

し
て

い
な

い
 

現
状

で
は

不
明

 

成
果

1 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
あ

る
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

地
方

司
法

機
関

及
び

法
曹

の
裁

判
実

務
の

能
力

が
改

善
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
そ

の
よ

う
な

能
力

の
改

善
に

関
す

る

経
験

が
蓄

積
さ

れ
る

。
 

  

 
 

 

成
果

2 
成

果
1

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

と
考

え
方

を
も

と
に

、

中
央

司
法

機
関

及
び

統
一

弁
護

士
会

の
地

方
司

法
機

関

及
び

弁
護

士
に

対
す

る
監

督
及

び
（
あ

る
い

は
）
指

導
、

支

援
に

関
す

る
制

度
的

能
力

が
向

上
す

る
。

 

 
 

 
 

成
果

3 
必

要
か

つ
時

宜
に

応
じ

て
、

裁
判

及
び

執
行

実
務

の
改

善

に
役

立
つ

法
規

範
文

書
(L

N
D

s)
が

策
定

さ
れ

る
。

 
 

 
 

 

成
果

4 
成

果
1、

2
及

び
3

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

や
考

え

方
に

基
づ

き
、

法
曹

養
成

に
必

要
な

制
度

的
能

力
を

強
化

す
る

。
 

 
 

 
 

 
“ほ

と
ん

ど
貢

献
し

て
い

な
い

”と
回

答
し

た
項

目
に

つ
い

て
そ

の
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

 

 4.
3

上
記

の
4

つ
の

成
果

以
外

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

状
況

に
影

響
を

与
え

る
と

考
え

ら
れ

る
要

因
（
プ

ラ
ス

・
マ

イ
ナ

ス
）
は

何
で

す
か

。
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

 5．
効

率
性

 
5.

1 
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
 

5.
1.

1
貴

機
関

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

。
 

(1
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

責
任

者
：
 

 
TR

A
N

 
N

G
O

C
 

TH
A

N
H

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(2
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

頻
度

：
  

 
各

々
の

活
動

に
沿

っ
て

毎
月

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(3
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
の

報
告

先
：
 

 
 

S
P

C
の

指
導

部
と

国
際

協
力

局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(4
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

結
果

は
事

業
の

改
善

等
に

活
か

さ
れ

ま
し

た
か

。
 

a.
 は

い
 

 
 

 
b.

 い
い

え
 

 

 a.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

改
善

さ
れ

た
内

容
に

つ
い

て
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

―
マ

ッ
チ

し
な

く
な

っ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
方

法
を

変
更

す
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

得
た

結
果

は
、

経
験

、
情

報
で

あ
り

、
そ

れ
ら

を
S

P
C

の
指

導
部

報
告

し
、

法
適

用
、

裁
判

実
務

の
研

修
な

ど
迅

速
な

措
置

を
講

じ
る

。
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5.
1.

2
貴

機
関

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

計
画

策
定

や
運

営
管

理
に

関
す

る
意

思
決

定
は

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

  

(1
) 

活
動

内
容

に
関

す
る

事
項

：
 

S
P

C
,パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

裁
判

所
の

ニ
ー

ズ
と

情
報

を
国

際
協

力
局

長
が

集
約

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
に

提
出

し
、

コ
ン

セ
ン

サ
ス

を
得

て
か

ら
、

実
施

伺
の

た
め

に
、

S
P

C
指

導
部

に
提

出
す

る
。

 

(2
)運

営
管

理
(組

織
体

制
)に

関
す

る
事

項
：
 

S
P

C
副

長
官

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

管
理

し
、

国
際

協
力

局
長

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

調
整

し
、

国
際

協
力

局
専

門
官

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

実
施

す
る

。
 

  (3
)資

金
計

画
に

関
す

る
事

項
：
 

 国
際

協
力

局
専

門
官

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
局

と
連

携
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

局
の

提
示

し
た

定
額

に
基

づ
い

て

資
金

計
画

を
立

案
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
及

び
国

際
協

力
局

長
が

承
認

す
る

。
 

 

 5.
1.

3 
日

本
人

専
門

家
（
長

期
・
短

期
）
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 改

善
の

余
地

が
あ

る
 

 
 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

改
善

が
必

要
と

さ
れ

る
事

項
に

つ
い

て
具

体
的

に
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

  

 5.
1.

4
外

部
条

件
は

”司
法

省
（
M

O
J）

、
最

高
人

民
裁

判
所

（
S

P
C

）
、

最
高

人
民

検
察

院
（
S

P
P

）
、

そ
の

他
の

関
係

機

関
と

の
間

で
効

率
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
調

整
が

確
保

さ
れ

る
”と

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
計

画
、

実
施

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

あ
た

り
、

ベ
ト

ナ
ム

側
協

力
機

関
の

間
の

調
整

は
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
？

 

a.
 行

わ
れ

て
い

る
 

 
 

b.
 行

わ
れ

て
い

な
い

 

 a.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

係
る

機
関

の
間

で
の

調
整

、
定

期
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
内

容
と

方
法

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

調
整

関
係

は
P

D
M

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
定

期
的

の
活

動
報

告
で

意
見

を
交

換
す

る
 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

計
画

を
M

O
J

に
通

知
す

る
。

電
話

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

採
っ

て
い

る
が

、
会

合
な

ど
は

想
定

さ
れ

て
い

な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
を

介
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

に
沿

っ
て

、
各

機
関

が
活

動
を

調
整

し
て

い
る

と
い

う
こ

と

質
問

票
（
S

P
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）
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で
あ

る
。

 

 5.
1.

5 
ベ

ト
ナ

ム
国

内
で

の
技

術
移

転
の

方
法

と
し

て
、

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
、

コ
メ

ン

ト
な

ど
が

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

技
術

移
転

の
方

法
は

法
・
司

法
制

度
改

革
・
整

備
に

あ
た

り
適

切
で

す

か
、

改
善

の
余

地
が

あ
り

ま
す

か
？

 

a.
 適

正
で

あ
る

 
 

 
b.

 改
善

の
余

地
が

あ
る

 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

そ
の

理
由

、
改

善
策

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

  

 5.
1.

6 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
中

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

問
題

へ
の

対
応

、
現

場
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

に
関

し
、

JI
C

A

本
部

と
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

の
連

携
は

円
滑

に
行

わ
れ

て
い

る
と

考
え

ま
す

か
？

 

a.
円

滑
に

行
わ

れ
て

い
る

。
 

 
b.

改
善

の
余

地
が

あ
る

。
 

 

b.
と

お
答

え
の

場
合

、
ど

の
よ

う
な

課
題

と
改

善
の

余
地

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
 

  

 5.
2 

成
果

の
達

成
度

か
ら

み
た

投
入

の
適

切
性

 
達

成
さ

れ
た

（
あ

る
い

は
今

後
達

成
さ

れ
る

見
通

し
の

）
成

果
か

ら
見

て
、

投
入

の
質

、
量

、
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
で

す

か
？

そ
れ

ぞ
れ

の
投

入
に

つ
い

て
、

不
適

切
と

思
わ

れ
る

も
の

が
あ

っ
た

場
合

、
該

当
す

る
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ

い
。

(複
数

回
答

可
) 

(1
)専

門
家

派
遣

（
日

本
側

）
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合
は

該
当

項
目

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

a.
 派

遣
人

数
 

 
b.

 専
門

分
野

 
 

 

c.
 派

遣
時

期
 

 
 

d.
 そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 理
由

 

  
(2

) 
日

本
側

か
ら

の
機

材
供

与
（
貸

与
に

よ
る

も
の

も
含

む
）
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

理
由

を
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

a.
 機

材
の

種
類

 
 

b.
 量

 
 

 
 

c.
品

質
 

d.
 設

置
時

期
 

  
 

e.
 そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 理
由
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（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

量
が

少
な

く
、

手
続

き
が

遅
い

。
 

 
(3

) 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

本
邦

研
修

に
関

し
て

不
適

切
と

思
わ

れ
る

投
入

が
あ

っ
た

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ

ク
し

、
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

a.
 研

修
員

の
人

数
 

  
b.

 研
修

員
の

専
門

分
野

 
 

 
c.

 対
象

者
の

選
定

 
 

 
d.

 研
修

実
施

時
期

 
 

e.
 研

修
期

間
 

 
 

f. 
研

修
内

容
 

 
g.

 資
料

の
翻

訳
 

 
h.

 通
訳

 
 

 
 

 
 

 
 

h.
 そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 理
由

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

人
数

に
つ

い
て

は
、

10
人

で
は

な
く

15
人

の
受

け
入

れ
を

希
望

す
る

が
、

研
修

期
間

に
つ

い
て

は
2

週
間

は
短

い

と
考

え
る

も
の

の
、

個
人

的
に

は
適

当
と

考
え

て
い

る
。

以
前

は
1

カ
月

に
亘

っ
て

い
た

が
、

こ
れ

は
長

す
ぎ

る
。

 

 

 
(4

) 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

に
関

し
て

不
適

切
と

思
わ

れ
る

投
入

が
あ

っ
た

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

理
由

を
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

a.
 人

数
 

 
 

b.
 

専
門

分
野

 
 

c.
 配

置
の

時
期

 
 

 
d.

 そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 理
由

 

  
(5

) 
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

に
関

し
て

不
適

切
と

思
わ

れ
る

投
入

が
あ

っ
た

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

a.
 人

数
 

 
 

b.
 メ

ン
バ

ー
の

専
門

分
野

 
 

 

c.
 会

合
の

頻
度

 
 

d.
 メ

ン
バ

ー
の

構
成

 

e.
 メ

ン
バ

ー
の

能
力

  
f. 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 理
由

 

   

 
(6

) 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
ワ

ー
キ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た

質
問

票
（
S

P
C

）
 

 
22

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

と
そ

の
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

a.
 参

加
者

数
 

 
b.

 参
加

者
の

専
門

分
野

 
 

c.
 参

加
者

の
能

力
 

 
d.

 参
加

者
の

構
成

（
出

身
機

関
の

組
み

合
わ

せ
） 

 
 

e 
.開

催
頻

度
 

 
f. 

開
催

時
期

 
 

g.
 開

催
期

間
 

 
 

h.
 講

師
 

i. 
内

容
 

 
 

j. 
通

訳
 

 
 

 
k.

 資
料

の
翻

訳
 

 
l.そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 プ
ロ

グ
ラ

ム
名

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

名
な

ど
）
と

そ
の

理
由

 

   

 5.
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

費
 

貴
機

関
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
費

の
金

額
を

以
下

の
表

に
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
単

位
：
V

N
D

 

主
な

支
出

項
目

 
20

07
年

（
実

績
）
 

20
08

年
（
実

績
）
 

20
09

年
（
予

算
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

 
 

 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

・
裁

判
所

に
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

費
と

し
て

対
応

す
る

予
算

は
計

上
し

て
い

な
い

。
S

P
C

全
体

の
活

動
の

中
で

行

っ
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
費

と
し

て
手

当
て

す
る

場
合

は
両

国
間

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

M
M

で
は

「
検

討

す
る

」
と

し
て

曖
昧

に
し

て
お

り
、

金
額

が
明

示
さ

れ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
 

・
裁

判
所

で
は

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
講

師
の

派
遣

費
用

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

側
で

負
担

し
な

か
っ

た
部

分
な

ど
を

負
担

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

形
で

S
P

C
が

負
担

す
る

こ
と

は
よ

く
あ

る
こ

と
で

、
JI

C
A

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

な
い

が
、

E
U

の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

講
師

派
遣

に
関

す
る

金
額

が
大

き
い

。
 

  

5.
4

活
動

の
状

況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

達
成

す
る

た
め

の
活

動
（
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

サ
ー

ベ
イ

、
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー

プ
な

ど
）
に

つ
い

て
ど

う
お

考
え

で
す

か
。

 

a.
 効

率
的

に
運

用
・
活

用
さ

れ
て

い
る

 
 

 

b.
 運

用
・
活

用
さ

れ
て

い
る

が
効

率
的

と
は

い
え

な
い
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c.
 十

分
に

運
用

・
活

用
さ

れ
て

い
な

い
 

 

b.
あ

る
い

は
c.

と
回

答
さ

れ
た

場
合

、
何

が
（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
）
、

ど
の

よ
う

な
点

で
効

率
的

で
な

い

の
か

、
あ

る
い

は
十

分
に

運
用

活
用

さ
れ

て
い

な
い

の
か

、
具

体
的

に
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

   そ
の

問
題

解
決

の
た

め
に

取
り

得
る

対
応

策
と

し
て

は
、

何
が

あ
る

で
し

ょ
う

か
？

具
体

的
に

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

   
  5.

5 
投

入
、

活
動

の
貢

献
度

 
投

入
に

よ
っ

て
実

施
さ

れ
た

活
動

は
各

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
の

達
成

に
貢

献
し

て
い

ま
す

か
? 

成
果

 
成

果
の

内
容

 
非

常
に

貢
献

し
て

い
る

 
貢

献
し

て
い

る
 

ほ
と

ん
ど

貢
献

し
て

い
な

い
 

現
状

で
は

不
明

 

成
果

1 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
あ

る
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

地
方

司
法

機
関

及
び

法
曹

の
裁

判
実

務
の

能
力

が
改

善
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
そ

の
よ

う
な

能
力

の
改

善
に

関
す

る

経
験

が
蓄

積
さ

れ
る

。
 

  

 
 

 

成
果

2 
成

果
1

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

と
考

え
方

を
も

と
に

、

中
央

司
法

機
関

及
び

統
一

弁
護

士
会

の
地

方
司

法
機

関

及
び

弁
護

士
に

対
す

る
監

督
及

び
（
あ

る
い

は
）
指

導
、

支

援
に

関
す

る
制

度
的

能
力

が
向

上
す

る
。

 

 
 

 
 

成
果

3 
必

要
か

つ
時

宜
に

応
じ

て
、

裁
判

及
び

執
行

実
務

の
改

善

に
役

立
つ

法
規

範
文

書
(L

N
D

s)
が

策
定

さ
れ

る
。

 
 

 
 

 

成
果

4 
成

果
1、

2
及

び
3

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

や
考

え

方
に

基
づ

き
、

法
曹

養
成

に
必

要
な

制
度

的
能

力
を

強
化

す
る

。
 

 
 

 
 

 
“ほ

と
ん

ど
貢

献
し

て
い

な
い

”と
回

答
し

た
項

目
に

つ
い

て
、

活
動

が
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

に
結

び
つ

い
て

い
な

い
理

由
(投

入
の

成
果

へ
の

結
び

つ
き

を
阻

害
す

る
要

因
)に

つ
い

て
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

  

 6.
 

イ
ン

パ
ク

ト
 

6.
1 

上
位

目
標

に
つ

い
て

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
終

了
後

3
年

か
ら

5
年

の
間

に
”ベ

ト
ナ

ム
全

土
で

、
裁

判
が

、
公

平
か

つ
説

得
力

が
あ

り
、

透
明

で
適

切
か

つ
一

貫
性

の
あ

る
も

の
と

な
る

。
”と

い
う

上
位

目
標

の
達

成
の

見
込

み
は

あ
り

ま
す

か
。

以
下

の
選

択

肢
の

中
か

ら
該

当
す

る
も

の
を

選
び

、
対

応
す

る
番

号
を

選
択

肢
の

下
の

ボ
ッ

ク
ス

に
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 1：
上

位
目

標
の

達
成

は
非

常
に

難
し

い
と

見
込

ま
れ

る
。

（
達

成
す

る
可

能
性

は
20

%
未

満
）
 

2：
上

位
目

標
の

達
成

は
や

や
難

し
い

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
20

%
か

ら
40

%
未

満
）
。
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3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
達

成
す

る
可

能
性

は
40

%
か

ら
60

%
未

満
）
 

4：
上

位
目

標
の

達
成

は
あ

る
程

度
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
60

%
か

ら
80

%
未

満
）
。

 

5：
上

位
目

標
の

達
成

は
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
80

%
か

ら
10

0%
）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  選
択

肢
の

う
ち

1、
2

或
い

は
3

を
選

択
さ

れ
た

場
合

、
そ

の
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

   

6.
2

達
成

の
見

込
み

が
あ

る
場

合
、

そ
れ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

も
た

ら
さ

れ
る

も
の

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

 

a.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

で
あ

る
  

b.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

で
は

な
い

 
 

c.
 ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

 

b
と

c
と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

  

 6.
3

上
位

目
標

の
達

成
に

影
響

を
及

ぼ
す

要
因

は
あ

り
ま

す
か

。
そ

れ
は

何
で

す
か

。
具

体
的

に
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

  

 6.
4 

予
期

し
な

か
っ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ラ

ス
お

よ
び

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
り

ま
す

か
。

将
来

ど
の

よ
う

な
影

響
が

見

込
ま

れ
ま

す
か

。
ベ

ト
ナ

ム
に

お
け

る
政

治
、

経
済

、
社

会
、

文
化

、
技

術
、

環
境

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

等
へ

の
影

響
に

つ

い
て

、
具

体
的

に
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

プ
ロ

目
標

の
達

成
に

よ
っ

て
、

裁
判

所
の

国
民

に
対

す
る

信
用

度
が

改
善

さ
れ

、
国

民
は

訴
訟

進
行

期
間

の
活

動

に
対

し
て

よ
り

信
用

し
、

訴
訟

活
動

は
日

増
し

に
、

透
明

化
、

効
率

化
に

な
っ

て
い

く
。

 

 

 ７
. 

自
立

発
展

性
 

7.
1 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
け

る
判

決
実

務
等

に
関

す
る

能
力

改
善

に
関

す
る

経
験

の
蓄

積
及

び
そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
中

央
に

お
け

る
実

務
支

援
の

体
制

を
改

善
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
地

方
組

織
に

対
す

る
指

導
、

助
言

及
び

支
援

能
力

を
改

善
す

る
と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ
が

採
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

改
善

が
期

待
さ

れ
る

地
方

組
織

に
対

す
る

指
導

、
助

言
お

よ
び

支
援

能
力

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終

了
後

も
維

持
さ

れ
、

さ
ら

に
向

上
す

る
と

考
え

ま
す

か
？

そ
の

見
込

み
は

低
い

と
考

え
ま

す
か

？
下

記
の

選
択

肢
か

ら

選
び

、
対

応
す

る
番

号
を

下
の

ボ
ッ

ク
ス

に
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 

－102－ 



質
問

票
（
S

P
C

）
 

 
25

1.
能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
低

い
(見

込
み

は
20

%
未

満
で

あ
る

)。
 

2.
能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

る
程

度
低

い
（
20

%
か

ら
40

％
未

満
で

あ
る

）
。

 

3.
ど

ち
ら

で
も

な
い

（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

40
%

か
ら

60
%

未
満

で
あ

る
）
 

4.
能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

る
程

度
高

い
が

、
さ

ら
な

る
向

上
は

難
し

い
（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

60
%

か

ら
80

%
未

満
で

あ
る

）
 

5.
能

力
が

維
持

さ
れ

、
さ

ら
に

向
上

す
る

と
考

え
る

。
（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

80
%

以
上

か
ら

10
0%

で
あ

る
）
 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  

そ
の

理
由

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
ベ

ト
ナ

ム
の

裁
判

官
、

職
員

の
自

ら
に

よ
る

活
動

実
施

、
法

規
定

改
善

、
事

件
に

対
す

る
ア

プ
ロ

ー

チ
方

法
及

び
処

理
方

法
の

修
正

の
た

め
に

支
援

し
て

い
る

の
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
そ

の
結

果
維

持
は

保
障

さ
れ

る
。

 

 7.
2 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
の

持
続

性
に

影
響

を
及

ぼ
す

要
因

は
あ

り
ま

す
か

。
具

体
的

に
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

世
界

の
専

門
家

の
支

援
は

ベ
ト

ナ
ム

専
門

家
に

対
す

る
活

動
支

援
の

寄
与

に
限

ら
れ

、
そ

の
代

替
す

る
も

の
で

は

な
い

の
で

、
外

国
専

門
家

の
経

験
、

技
術

を
吸

収
す

る
こ

と
は

、
ベ

ト
ナ

ム
専

門
家

の
諸

活
動

の
影

響
お

よ
び

持
続

性
の

維
持

を
継

続
す

る
こ

と
の

一
助

と
な

る
。

 

 

 提
出

頂
き

た
い

資
料

 
 機

関
名

 
ご

提
出

を
お

願
い

し
た

い
資

料
名

 

最
高

人
民

裁
判

所
（
S

P
C

） 
(1

)プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
レ

ポ
ー

ト
（
m

on
ito

rin
g 

re
po

rt 
pr

ep
ar

ed
 b

y 

co
un

te
rp

ar
ts

）
 

(2
)地

方
組

織
へ

の
指

導
、

助
言

及
び

支
援

用
の

た
め

に
作

成
さ

れ
た

資
料

リ
ス

ト

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

(1
)に

つ
い

て
は

依
頼

中
、

(2
)に

つ
い

て
は

、
Q

&
A

が
あ

る
の

み
で

あ
る

。
 

ま
た

、
上

位
目

標
を

は
か

る
指

標
と

な
る

統
計

資
料

は
、

後
日

提
供

を
受

け
る

予

定
。

 

   質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
や

ご
提

案
が

あ
れ

ば
、

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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1

「
法

・
司

法
制

度
改

革
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

質
問

票
 

 
20

09
年

5
月

2
日

 
 20

09
年

5
月

13
日

か
ら

27
日

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

調
査

団
の

派
遣

に
先

立
ち

、
質

問
票

を
お

送
り

さ
せ

て
頂

き

ま
す

。
JI

C
A

で
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
を

、
JI

C
A

の
事

業
サ

イ
ク

ル
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

協
力

期
間

の
中

間
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
な

ど
の

実
績

や
効

率
性

、
妥

当
性

を
、

阻
害

、
貢

献
要

因
と

共
に

重
点

的
に

レ
ビ

ュ
ー

し
、

必
要

に

応
じ

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 JI

C
A

の
評

価
方

針
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
事

実
」
を

確
認

し
た

上
で

、
P

D
M

（
P

ro
je

ct
 D

es
ig

n 
M

at
rix

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

概
要

表
）
を

使
っ

て
「
評

価
5

項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
実

績
」
「
プ

ロ
セ

ス
」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
５

つ
の

視
点

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
か

ら
複

眼
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
判

断
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

発
現

・
阻

害
要

因
を

分
析

す
る

こ
と

を
目

的
に

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
P

D
M

と
評

価
5

項
目

の
関

係
は

別
添

1
参

照
）
 

 本
質

問
票

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
が

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
日

本
人

専
門

家
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
者

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

情
報

を
提

供
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

関
す

る
認

識
を

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

ご
回

答
さ

れ
る

に
当

た
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
P

D
M

（
別

添
2）

を
ご

確
認

願
い

ま
す

。
各

ご
担

当
専

門
分

野
以

外
の

こ
と

も
お

分
か

り
に

な
る

範
囲

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
本

事
業

の
み

な
ら

ず

JI
C

A
事

業
の

改
善

の
た

め
に

貴
重

な
ご

意
見

と
な

り
ま

す
の

で
、

忌
憚

の
無

い
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
に

存
じ

ま
す

。

ま
た

、
本

質
問

票
の

最
後

に
、

評
価

に
あ

た
り

ご
提

出
頂

き
た

き
統

計
資

料
、

報
告

書
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

 
 お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

現
地

訪
問

時
に

質
問

票
に

つ
い

て
書

面
で

の
ご

回
答

を
頂

け
れ

ば
と

存
じ

ま

す
。

ま
た

、
資

料
に

つ
き

ま
し

て
も

、
併

せ
て

訪
問

時
ご

提
出

頂
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。
な

お
、

ご
質

問
な

ど
は

、
下

記
の

メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

に
ご

返
送

頂
き

ま
す

よ
う

よ
ろ

し
く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
m

oc
hi

da
@

op
m

ac
.c

o.
jp

 
  そ

れ
で

は
、

ご
協

力
の

程
宜

し
く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 
JI

C
A

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
 

評
価

分
析

担
当

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

持
田

智
男

 

      質
問

票
記

入
上

の
留

意
点

：
 

記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

ご
説

明
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

事
項

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

き
、

回
答

に
関

す
る

設
問

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

沿
っ

て
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

質
問

票
（
B

N
省

省
級

人
民

検
察

院
）
 

 
2

                
１

．
実

績
 

 1.
1 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
い
て
、
裁
判
官
及
び
／
又
は
弁
護
士
と
の
共
同
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
関

す
る

ご
意

見
を

含
め

て
。

）
を

ご
説

明
く

だ
さ

い
。

 

 20
08

年
１

２
月

８
日

３
者

が
あ

つ
ま

っ
た

、
タ

イ
ト

ル
は

、
第

１
審

刑
事

事
件

に
於

け
る

検
察

官
の

弁
論

の
質

の
強

化
 

 1.
2 

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
い

て
、
裁

判
官

及
び
／

又
は

弁
護
士

と
共

同
し
て

行
う

模
擬
裁

判
に

つ
い
て

今
後

の
計

画

（
実

施
の

意
義

に
関

す
る

ご
意

見
を

含
め

て
。

）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 ま
だ

。
今

後
も

計
画

の
予

定
無

し
。

 

  

 1.
3 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
い
て
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
１
の
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か

？
 

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

回
答

者
 

（
記

入
日

：
20

09
年

5
月

 
 

 
日

）

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 所
属

機
関

：
バ

ク
ニ

ン
省

省
級

人
民

検
察

院
 

役
職

：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
（
例

：
C

/P
な

ど
）
：
 

連
絡

先
：
 

TE
L:

  
  

  
  

  
  

  
  

  
FA

X
: 

  
  

  
  

  
  

  
  

 E
-m

ai
l: 
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質
問

票
（
B

N
省

省
級

人
民

検
察

院
）
 

 
3

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 計
画

無
し

 

  

 1.
4 

証
拠
収
集
、
立
証
活
動
、
訴
追
及
び
公
判
手
続
に
お
け
る
実
務
的
問
題
に
つ
い
て
，
そ
の
解
決
策
を
共
通
認

識
し
見
出
す
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
バ
ク
ニ
ン
省
に
お
い
て
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 B
N

省
裁

判
所

の
代

表
、

そ
の

ほ
か

B
N

省
検

察
院

の
県

級
、

省
級

の
指

導
部

が
参

加
し

、
証

拠
・
証

明
に

関
す

る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
 

 1.
5 

1.
4
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前
後
を
比
較
し
て
、
実
務
的
問
題
及
び
解
決
策
に
関
す
る
理
解
が
進
み
ま
し
た

か
？

 
 

a.
進

ん
だ

 
 

 
b.

進
ま

な
か

っ
た

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 よ
く
な

っ
た

。
経

験
と

知
識

を
学

べ
た

し
、

起
訴

、
裁

判
が

円
滑

か
つ

正
確

に
行

わ
れ

、
犯

罪
人

の
処

分
が

適
法

で

か
つ

、
全

て
の

国
民

の
た

め
の

自
由

民
主

的
権

利
を

保
障

す
る

こ
と

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
 

 1.
6 

1.
4
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前
後
を
比
較
し
て
、
実
務
的
問
題
の
処
理
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
 

a.
改

善
さ

れ
た

  
 

b.
改

善
さ

れ
な

か
っ

た
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 知
識

が
高

め
ら

れ
た

。
 

質
問

票
（
B

N
省

省
級

人
民

検
察

院
）
 

 
4

   

 1.
7 

起
訴
状
、
告
訴
状
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 起
訴

状
、

論
告

書
き

が
良

く
な

っ
た

（
送

付
済

み
）
 

  

 1.
8 

1.
７
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前
後
を
比
較
し
て
、
実
務
的
問
題
に
関
す
る
理
解
が
進
み
ま
し
た
か
？

 
 

a.
進

ん
だ

 
 

 
b.

進
ま

な
か

っ
た

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 一
連

の
セ

ミ
ナ

ー
の

の
ち

、
優

秀
検

察
官

の
コ

ン
テ

ス
ト

を
行

っ
た

の
で

、
明

ら
か

に
進

歩
し

た
。

 

  

 1.
9 

1.
7
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前
後
を
比
較
し
て
、
実
務
的
問
題
の
処
理
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
 

a.
改

善
さ

れ
た

  
 

b.
改

善
さ

れ
な

か
っ

た
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 （
1.

8
に

同
じ

）
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質
問

票
（
B

N
省

省
級

人
民

検
察

院
）
 

 
5

1.
10

 バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
し
て
、
裁
判
所
、
弁
護
士
及
び
司
法
補
助
機
関
と
の
合

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 す
べ

て
の

Ｗ
Ｓ

、
セ

ミ
ナ

ー
、

弁
護

士
、

裁
判

所
、

捜
査

機
関

が
参

加
し

、
報

告
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

 

  

 ２
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
 2.

1 
裁
判
官
及
び
／
又
は
弁
護
士
と
の
共
同
活
動
に
関
し
、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

非
常

に
重

点
的

で
法

曹
3

者
の

活

動
と

関
連

が
あ

る
。

 

 

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

日
本

に
於

け
る

刑
事

公
判

廷
に

直
接

参
加

 

も
っ

と
予

算
を

増
や

し
て

欲
し

い
。

 

 2.
2 

裁
判

官
及

び
／

又
は

弁
護

士
と

共
同

し
た

模
擬

裁
判

に
関

し
、

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か
ら

ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、

ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

質
問

票
（
B

N
省

省
級

人
民

検
察

院
）
 

 
6

能
力

の
あ

る
検

察
官

と
弁

護
士

が

参
加

す
る

公
判

を
開

く
。

 

   

そ
れ

を
行

う
予

算
を

く
だ

さ
い

。
 

  

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 2.
3 

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
１

の
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

報
告

書
の

作
成

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

パ
イ

ロ
ッ

ト
エ

リ
ア

へ
の

投
資

は
司

法
改

革
に

マ
ッ

チ
し

て
い

る
。

 

バ
ク

ニ
ン

の
あ

と
、

山
間

地
な

ど
ほ

か
の

地
域

に
も

パ
イ

ロ
ッ

ト
エ

リ
ア

と
し

て

継
続

し
て

欲
し

い
。

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

Ｂ
Ｎ

省
と

同
じ

よ
う

に
他

の
地

方
に

も
同

じ
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

 

左
と

同
様

 

 2.
4 

証
拠
収
集
、
立
証
活
動
、
訴
追
及
び
公
判
手
続
に
お
け
る
実
務
的
問
題
に
つ
い
て
，
そ
の
解
決
策
を
共
通
認

識
し
見
出
す
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
れ

に
関

連
す

る
活

動
を

行
う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化
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コ
ス

ト
（
予

算
）
は

あ
る

程
度

セ
ミ

ナ

ー
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

た
。

専
門

家

の
経

験
は

豊
か

で
あ

る
。

 

現
場

の
た

め
に

も
っ

と
時

間
を

設
け

て
欲

し
い

。
（
実

務
に

も
っ

と
時

間
を

！
）
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

日
本

法
に

関
す

る
資

料
と

経
費

 

 

ベ
ト

ナ
ム

の
刑

事
事

件
の

実
態

調
査

を
強

化
し

て
欲

し
い

。
 

 2.
5 

起
訴
状
、
告
訴
状
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
れ

に
関

連
す

る
活

動
を

行
う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

機
材

の
供

与
と

関
係

資
料

の
供

与
 

も
っ

と
欲

し
い

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

さ
ら

に
（
上

記
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

よ
う

な
も

の
を

し
て

欲
し

い
）
 

 

Ａ
Ｖ

設
備

の
供

与
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

 2.
6 

 バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
す
る
、
裁
判
所
、
弁
護
士
及
び
司
法
補
助
機
関
と
の
合

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
し
、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ

い
。

 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

検
察

院
、

裁
判

所
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

対
す

る
イ

ン
プ

ッ
ト

 

検
察

、
裁

判
所

、
弁

護
士

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
対

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト
日

本
側

か
ら

の
イ

ン
プ

ッ
ト

に
よ

り
期

待
す

る
変

化
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の
内

容
 

Ｊ
ＩＣ

Ａ
専

門
家

と
法

曹
３

者
が

参

加
す

る
セ

ミ
ナ

ー
、

裁
判

傍
聴

 

そ
の

た
め

の
予

算
を

く
だ

さ
い

 

 2.
7 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
供

与
し

た
パ

ー
ソ

ナ
ル

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
及

び
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

の
使

用
状

況
を

記
入

し
て

く
だ

さ

い
。

 

 Ｐ
Ｃ

は
よ

く
使

わ
れ

、
質

も
高

く
、

セ
ミ

ナ
ー

、
Ｗ

Ｓ
の

た
め

に
効

率
よ

く
貢

献
し

て
い

る
。

 

   

  ３
．

効
率

性
 

 3.
1 

成
果

の
達

成
状

況
 

成
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

よ
っ

て
達

成
さ

れ
る

中
間

目
標

で
す

。
成

果

の
達

成
度

を
測

る
た

め
に

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

幾
つ

か
の

指
標

が
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

以
下

は
成

果
1

に
関

連
す

る
指

標
の

中
で

、
現

段
階

の
進

捗
状

況
を

確
認

で
き

る
と

思
わ

れ
る

指
標

を
P

D
M

か
ら

抜
粋

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
の

指
標

で
表

さ
れ

て
い

る
目

標
水

準
は

す
で

に
達

成
さ

れ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

？
現

状
は

同
水

準
の

達
成

か
ら

遠
い

状

況
で

し
ょ

う
か

？
各

指
標

で
表

さ
れ

て
い

る
目

標
水

準
が

達
成

さ
れ

た
状

況
を

10
0%

と
し

、
現

段
階

の
進

捗
状

況
を

以

下
の

5
段

階
で

評
価

し
て

く
だ

さ
い

。
そ

し
て

、
対

応
す

る
番

号
を

選
択

肢
の

下
の

ボ
ッ

ク
ス

に
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 3.
1.

1
成

果
1

に
関

連
す

る
指

標
 

成
果

1：
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
あ

る
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

地
方

司
法

機
関

及
び

法
曹

の
裁

判
実

務
の

能
力

が
改

善
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
そ

の
よ

う
な

能
力

の
改

善
に

関
す

る
経

験
が

蓄
積

さ
れ

る
。

 

 （
１

）
裁

判
長

の
手

続
き

や
処

理
が

迅
速

か
つ

効
率

的
に

行
わ

れ
る

。
（
P

ro
ce

du
ra

l 
ac

tio
ns

 a
nd

 d
is

po
si

tio
ns

 b
y 

pr
es

id
in

g 
ju

dg
es

 a
re

 q
ui

ck
 a

nd
 e

ffi
ci

en
t）

 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
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(2
) 

裁
判

官
に

よ
る

尋
問

が
正

確
且

つ
効

率
的

に
行

わ
れ

る
。

（
Q

ue
st

io
ni

ng
 b

y 
ju

dg
es

 a
re

 a
cc

ur
at

e 
an

d 

ef
fic

ie
nt

）
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

    (3
)事

実
認

定
が

合
理

的
に

行
わ

れ
論

理
的

、
納

得
の

い
く
も

の
と

な
る

。
（
Fa

ct
 fi

nd
in

gs
 a

re
 s

tre
am

lin
ed

, l
og

ic
al

 

an
d 

co
nv

in
ci

ng
）
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

   (4
)法

の
適

用
が

正
確

、
論

理
的

、
か

つ
透

明
で

あ
る

。
（
A

pp
lic

at
io

n 
of

 la
w

 is
 p

re
ci

se
, l

og
ic

al
 a

nd
 

tra
ns

pa
re

nt
）
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

   (5
)判

決
、

決
定

が
適

切
な

法
的

三
段

論
法

に
則

り
、

明
確

且
つ

納
得

の
い

く
方

法
で

記
載

さ
れ

る
。

（
Ju

dg
m

en
ts

 a
nd

 

de
ci

si
on

s 
ar

e 
w

rit
te

n 
in

 a
 c

le
ar

 a
nd

 c
on

vi
nc

in
g 

m
an

ne
r u

si
ng

 a
n 

ap
pr

op
ria

te
 le

ga
l s

yl
lo

gi
sm

）
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。
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3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

   (6
)判

決
、

決
定

内
容

を
巡

り
解

釈
が

分
か

れ
な

い
。

（
Ju

dg
m

en
ts

 a
nd

 d
ec

is
io

ns
 d

o 
no

t a
llo

w
 m

ul
tip

le
 

in
te

rp
re

ta
tio

ns
）
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

   (7
)検

察
官

の
立

証
活

動
が

十
分

で
か

つ
ポ

イ
ン

ト
を

得
て

い
る

。
（
P

ro
cu

ra
to

rs
’
 p

ro
vi

ng
 a

ct
iv

iti
es

 a
re

 

su
ffi

ci
en

t a
nd

 to
 th

e 
po

in
t）

 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

   (8
)起

訴
状

が
う

ま
く
整

理
さ

れ
、

明
確

で
あ

る
。

（
In

di
ct

m
en

ts
 a

re
 w

el
l-s

tre
am

lin
ed

 a
nd

 c
le

ar
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
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質
問

票
（
B

N
省

省
級

人
民

検
察

院
）
 

 
11

  (9
)検

察
官

の
尋

問
が

明
確

で
効

率
的

で
あ

る
。

（
P

ro
cu

ra
to

rs
’
 q

ue
st

io
ni

ng
s 

ar
e 

cl
ea

r a
nd

 e
ffi

ci
en

t）
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

 

  

(1
0)

検
察

官
の

弁
論

が
明

確
、

論
理

的
か

つ
納

得
の

い
く
も

の
で

あ
る

。
（
P

ro
cu

ra
to

rs
’
 a

rg
um

en
ts

 a
re

 c
le

ar
, 

lo
gi

ca
l a

nd
 c

on
vi

nc
in

g）
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  (1
1)

日
常

的
な

諸
手

続
に

関
す

る
裁

判
所

、
検

察
院

間
の

調
整

方
法

が
確

立
す

る
。

（
A

rra
ng

em
en

ts
 b

et
w

ee
n 

th
e 

co
ur

t a
nd

 th
e 

pr
oc

ur
ac

y 
as

 to
 ro

ut
in

e 
an

d 
m

is
ce

lla
ne

ou
s 

pr
oc

ed
ur

al
 m

at
te

rs
 a

re
 e

st
ab

lis
he

d）
 

1：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

大
き

な
隔

た
り

が
あ

る
(2

0%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

)。
 

2：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

か
ら

あ
る

程
度

隔
た

り
が

あ
る

（
40

%
以

下
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

3：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。
（
40

%
か

ら
59

%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

4：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

に
あ

る
程

度
達

成
し

て
い

る
（
60

%
か

ら
79

％
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

5：
指

標
で

表
さ

れ
て

い
る

水
準

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
（
80

%
か

ら
10

0%
の

達
成

率
と

思
わ

れ
る

）
。

 

0：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

   提
出

頂
き

た
い

資
料

 
 機

関
名

 
ご

提
出

を
お

願
い

し
た

い
資

料
名

 

バ
ク

ニ
ン

省
級

人
民

検
察

院
 

(1
)2

00
7、

20
08

年
の

バ
ク

ニ
ン

省
の

検
察

統
計

（
P

ro
cu

ra
cy

 s
ta

tis
tic

s）
 

(2
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

（
m

on
ito

rin
g 

re
po

rt 
pr

ep
ar

ed
 b

y 

co
un

te
rp

ar
ts

）
 

質
問

票
（
B

N
省

省
級

人
民

検
察

院
）
 

 
12

                質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
や

ご
提

案
が

あ
れ

ば
、

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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質
問

票
（
S

P
P

）
 

 
1

「
法

・
司

法
制

度
改

革
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

質
問

票
 

 
20

09
年

5
月

2
日

 
 20

09
年

5
月

13
日

か
ら

27
日

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

調
査

団
の

派
遣

に
先

立
ち

、
質

問
票

を
お

送
り

さ
せ

て
頂

き

ま
す

。
JI

C
A

で
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
を

、
JI

C
A

の
事

業
サ

イ
ク

ル
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

協
力

期
間

の
中

間
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
な

ど
の

実
績

や
効

率
性

、
妥

当
性

を
、

阻
害

、
貢

献
要

因
と

共
に

重
点

的
に

レ
ビ

ュ
ー

し
、

必
要

に

応
じ

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 JI

C
A

の
評

価
方

針
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
事

実
」
を

確
認

し
た

上
で

、
P

D
M

（
P

ro
je

ct
 D

es
ig

n 
M

at
rix

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

概
要

表
）
を

使
っ

て
「
評

価
5

項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
実

績
」
「
プ

ロ
セ

ス
」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
５

つ
の

視
点

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
か

ら
複

眼
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
判

断
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

発
現

・
阻

害
要

因
を

分
析

す
る

こ
と

を
目

的
に

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
P

D
M

と
評

価
5

項
目

の
関

係
は

別
添

1
参

照
）
 

 本
質

問
票

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
が

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
日

本
人

専
門

家
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
者

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

情
報

を
提

供
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

関
す

る
認

識
を

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

ご
回

答
さ

れ
る

に
当

た
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
P

D
M

（
別

添
2）

を
ご

確
認

願
い

ま
す

。
各

ご
担

当
専

門
分

野
以

外
の

こ
と

も
お

分
か

り
に

な
る

範
囲

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
本

事
業

の
み

な
ら

ず

JI
C

A
事

業
の

改
善

の
た

め
に

貴
重

な
ご

意
見

と
な

り
ま

す
の

で
、

忌
憚

の
無

い
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
に

存
じ

ま
す

。

ま
た

、
本

質
問

票
の

最
後

に
、

評
価

に
あ

た
り

ご
提

出
頂

き
た

き
統

計
資

料
、

報
告

書
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

 
 お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

現
地

訪
問

時
に

質
問

票
に

つ
い

て
書

面
で

の
ご

回
答

を
頂

け
れ

ば
と

存
じ

ま

す
が

、
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

、
評

価
分

析
担

当
者

が
訪

問
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
際

に
口

頭
で

ご
説

明
い

た
だ

い
て

も
結

構
で

す
。

ま
た

、
資

料
に

つ
き

ま
し

て
も

、
併

せ
て

訪
問

時
ご

提
出

頂
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。
な

お
、

ご
質

問
な

ど
は

、
下

記

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

に
ご

返
送

頂
き

ま
す

よ
う

よ
ろ

し
く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
m

oc
hi

da
@

op
m

ac
.c

o.
jp

 
  そ

れ
で

は
、

ご
協

力
の

程
宜

し
く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 
JI

C
A

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
 

評
価

分
析

担
当

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

持
田

智
男

 

      質
問

票
記

入
上

の
留

意
点

：
 

記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

ご
説

明
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

事
項

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

き
、

回
答

に
関

す
る

設
問

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

沿
っ

て
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

質
問

票
（
S

P
P

）
 

 
2

               会
議

の
冒

頭
で

、
M

r. 
M

oc
よ

り
20

07
年

か
ら

20
08

年
の

活
動

に
関

す
る

総
括

的
な

報
告

を
受

け
る

。
要

旨
は

以
下

の
通

り
。

 
・
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
JI

C
A

の
新

し
い

試
み

の
中

で
地

方
の

検
察

院
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

 
・
 

20
07

年
に

S
P

P
の

M
r. 

M
oc

、
JI

C
A

長
期

専
門

家
、

バ
ク

ニ
ン

省
検

察
院

が
協

力
の

下
、

8
人

か
ら

な
る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
が

設
立

さ
れ

、
検

事
正

が
W

G
の

委
員

長
を

務
め

て
い

る
。

 
・
 

20
07

年
～

20
08

年
は

、
バ

ク
ニ

ン
省

検
察

院
、

公
訴

院
の

強
化

を
目

指
し

、
計

画
の

作
成

を
行

い
、

ワ
ー

ク

シ
ョ

ッ
プ

や
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
て

き
て

い
る

。
20

07
年

に
実

施
し

た
3

回
の

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
刑

事
事

件
の

証

拠
・
証

明
、

起
訴

状
・
論

告
書

き
、

刑
事

事
件

の
書

類
の

作
成

を
扱

っ
た

。
20

08
年

の
セ

ミ
ナ

ー
で

は
公

訴
権

行
使

、
控

訴
審

/監
督

審
で

の
公

訴
権

監
督

、
20

03
年

刑
訴

法
に

基
づ

く
セ

ミ
ナ

ー
と

し
て

公
訴

権
行

使
の

際

に
生

じ
る

問
題

を
扱

っ
た

。
 

・
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
と

活
動

計
画

に
関

し
て

協
議

し
て

い
る

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
高

く
評

価
し

て
い

る
。

パ
イ

ロ

ッ
ト

地
域

の
選

定
、

計
画

に
照

ら
し

活
動

の
円

滑
な

進
捗

、
質

的
に

も
良

好
な

点
、

省
級

だ
け

で
な

く
県

級
も

参
加

し
意

見
・
経

験
を

交
換

し
て

い
る

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

。
 

・
 

S
P

P
で

は
監

督
班

を
設

立
し

て
い

る
が

、
N

ga
副

長
官

が
S

P
P

の
責

任
者

で
あ

り
、

実
施

は
M

oc
氏

、
会

計
は

H
oa

氏
が

担
当

し
て

い
る

。
ま

た
検

察
理

論
研

究
所

職
員

も
支

援
を

行
う

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
 

・
 

S
P

P
の

20
07

年
度

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

公
訴

権
行

使
の

機
能

強
化

、
犯

罪
学

セ
ン

タ
ー

を
扱

っ
た

。
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

第
2

巻
は

20
07

～
20

08
年

か
ら

編
纂

、
20

09
年

に
終

了
し

、
20

10
年

6
月

に
印

刷
、

20
10

年
末

～
20

11
年

初
に

県
レ

ベ
ル

ま
で

検
察

官
1

人
あ

た
り

1
冊

を
配

布
す

る
予

定
。

検
察

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

第
1

巻
は

80
00

冊
印

刷
し

配
布

し
た

。
第

１
巻

の
改

正
は

開
始

し
て

い
な

い
が

、
20

09
年

上
半

期
で

も
ま

だ
改

正
に

至
っ

て
い

な
い

。
20

10
年

に
入

っ
て

、
第

1
巻

の
改

正
を

行
う

予
定

で
あ

る
。

国

会
令

な
ど

と
の

改
正

と
併

行
し

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

正
を

考
え

て
い

る
。

 
・
 

S
P

P
犯

罪
学

セ
ン

タ
ー

の
設

立
支

援
に

関
し

て
は

、
D

A
N

ID
A

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

組
み

合
わ

せ
て

検
察

理
論

研
究

所
が

犯
罪

学
研

究
セ

ン
タ

ー
の

F/
S

を
行

い
、

海
外

に
も

調
査

団
を

派
遣

し
て

い
る

（
本

邦
研

修
は

こ
の

一
環

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

）
。

犯
罪

学
研

究
セ

ン
タ

ー
は

現
在

も
規

模
は

大
き

く
な

い

が
存

在
し

て
お

り
、

20
10

年
度

以
降

、
全

国
レ

ベ
ル

の
犯

罪
学

研
究

セ
ン

タ
ー

に
な

る
こ

と
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

20
04

年
検

察
組

織
法

で
は

、
犯

罪
学

研
究

は
S

P
P

が
主

管
す

る
分

野
と

し
て

位
置

づ
け

て
お

り
、

今
後

犯
罪

学
研

究
セ

ン
タ

ー
が

検
察

理
論

研
究

所
か

ら
分

離
し

、
検

察
職

員
研

修
セ

ン
タ

ー
と

合
併

し
て

検
察

学

院
と

な
る

と
い

う
計

画
が

あ
る

。
 

・
 

日
本

で
は

毎
年

犯
罪

白
書

を
発

行
し

て
い

る
の

で
、

犯
罪

学
研

究
セ

ン
タ

ー
か

ら
も

同
種

の
も

の
を

発
行

で
き

れ
ば

よ
い

と
考

え
て

い
る

。
 

・
 

刑
事

訴
訟

法
に

関
し

て
は

6
回

の
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
て

き
た

。
検

察
組

織
、

活
動

方
法

の
改

革
は

刑
訴

改

正
も

視
野

に
入

れ
ら

れ
て

い
る

。
日

本
も

職
権

主
義

か
ら

当
事

者
主

義
に

変
わ

っ
て

お
り

、
今

回
の

改
正

も
念

頭
に

、
人

民
検

察
院

組
織

法
（
20

10
年

以
降

に
成

立
予

定
）
、

検
察

官
に

関
す

る
国

会
令

（
20

09
年

末
～

20
10

年
初

に
国

会
の

常
務

委
員

会
に

よ
り

成
立

す
る

予
定

）
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

3
回

実
施

し
て

き
た

。
刑

訴
改

正
は

20
11

年
以

降
に

成
立

予
定

で
あ

る
。

改
正

に
は

憲
法

の
改

正
が

必
要

で
あ

る
が

、
20

11
年

ま
で

憲
法

は
改

正
さ

れ
な

い
予

定
で

あ
る

。
 

・
 

M
O

C
氏

自
身

と
長

期
専

門
家

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

非
常

に
良

い
。
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１

．
実

績
 

1
.1

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

い
て

、
裁

判
官

及
び

／
又

は
弁

護
士

と
の

共
同

活
動

を
行

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
関

す
る

ご
意

見
を

含
め

て
。

）
を

ご
説

明
く

だ
さ

い
。

 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

セ
ミ

ナ
ー

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
捜

査
機

関
の

参
加

も
含

ま
れ

る
）
。

毎
週

、
毎

月
、

お
互

い
の

問
題

が
提

示
さ

れ
て

い

る
。

共
同

作
業

は
行

っ
て

い
な

い
が

共
同

協
議

は
あ

る
。

 

 1
.2

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

い
て

、
裁

判
官

及
び

／
又

は
弁

護
士

と
共

同
し

て
実

施
す

る
模

擬
裁

判
に

つ
い

て
、

今
後

の

計
画

（
実

施
の

意
義

に
関

す
る

ご
意

見
を

含
め

て
。

）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 検
察

官
の

経
験

に
つ

い
て

裁
判

官
と

弁
護

士
が

一
緒

に
会

議
し

た
。

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

模
擬

裁
判

は
、

バ
ク

ニ
ン

省
で

何
回

も
実

施
し

て
い

る
と

理
解

し
て

い
る

。
検

察
官

が
自

主
性

を
も

っ
て

尋
問

を
行

う

モ
デ

ル
と

な
る

模
擬

裁
判

と
な

る
と

思
う

。
セ

ミ
ナ

ー
形

式
で

意
義

は
高

い
と

考
え

、
模

擬
裁

判
が

多
け

れ
ば

良
い

と

考
え

る
。

県
級

レ
ベ

ル
の

検
察

院
も

懲
役

1
5

年
ま

で
の

犯
罪

を
扱

え
る

た
め

、
県

レ
ベ

ル
の

検
察

官
の

技
能

を
高

め
た

い
。

 

 
 

 1
.3

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

い
て

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

１
の

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
す

る
報

告
書

を
作

成
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 
 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 B
N

省
に

回
答

さ
せ

た
方

が
よ

い
。

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
が

あ
る

た
め

提
出

す
る

（
受

領
済

み
）
。

な
お

、
年

次
計

画
は

Ｂ
Ｎ

省
レ

ベ
ル

と
Ｓ

Ｐ
Ｐ

レ
ベ

ル

質
問

票
（
S

P
P

）
 

 
4

で
2

種
類

を
作

成
し

て
い

る
。

 

 1
.4

 
証

拠
収

集
、

立
証

活
動

、
訴

追
及

び
公

判
手

続
に

お
け

る
実

務
的

問
題

に
つ

い
て

，
そ

の
解

決
策

を
検

察
官

相

互
で

共
通

認
識

し
見

出
す

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
、

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
い

て
開

催
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 

a.
は

い
 

 
 

b.
い

い
え

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

    

  1
.5

 
1.

3
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

前
後

を
比

較
し

て
、

実
務

的
問

題
及

び
解

決
策

に
関

す
る

理
解

が
進

み
、

実
務

的
問

題

の
処

理
が

改
善

さ
れ

ま
し

た
か

？
 

 

a.
は

い
 

 
 

b.
い

い
え

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

検
察

官
が

明
確

な
結

果
を

得
た

こ
と

に
つ

い
て

（
知

識
、

経
験

の
取

得
な

ど
）
、

意
見

交
換

を
通

じ
て

感
じ

て
い

る
。

 

 

 1
.6

 
起

訴
状

、
告

訴
状

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
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 1
.7

 
1
.６

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
前

後
を

比
較

し
て

、
実

務
的

問
題

に
関

す
る

理
解

が
進

み
ま

し
た

か
？

 

 

a.
進

ん
だ

 
 

 
b.

進
ま

な
か

っ
た

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

    

 1
.8

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

相
互

調
整

，
相

互
協

力
に

関
し

て
、

裁
判

所
、

弁
護

士
及

び
司

法
補

助
機

関
と

の
合

同
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

（
共

同
活

動
を

共
催

す
る

こ
と

に
つ

い
て

）
主

催
者

が
多

く
な

る
と

運
営

が
複

雑
に

な
り

難
し

く
な

る
。

共
同

主
催

方

式
で

は
、

共
通

の
テ

ー
マ

が
見

つ
か

ら
な

い
と

考
え

る
。

一
度

に
全

て
の

機
関

を
満

足
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ

の
よ

う
な

意
味

で
の

共
同

活
動

は
計

画
に

入
れ

て
お

ら
ず

、
こ

れ
ま

で
の

や
り

方
（
1

機
関

が
主

催
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
他

の
機

関
を

招
く
形

態
の

共
同

活
動

）
で

よ
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

S
P

P
関

係
機

関
で

は
、

刑
事

訴
訟

に
関

す
る

事
項

な
ど

に
つ

い
て

テ
ー

マ
が

あ
る

が
、

S
P

P
が

主
催

し
て

共
通

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
で

き
る

。
 

 1
.9

 
最

高
人

民
裁

判
所

等
の

他
機

関
と

合
同

で
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
１

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

蓄
積

さ
れ

た
情

報
の

他
地

域
へ

の
提

供
を

行
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

裁
判

官
評

議
会

の
決

議
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

質
問

票
（
S

P
P

）
 

 
6

明
く
だ

さ
い

。
 

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

S
P

C
の

裁
判

に
関

す
る

議
決

（
裁

判
官

評
議

会
の

決
議

と
考

え
ら

れ
る

）
は

S
P

C
か

ら
提

供
さ

れ
て

い
る

。
 

  

1
.1

0 
最

高
人

民
裁

判
所

等
の

他
機

関
と

合
同

で
、

実
務

に
お

け
る

判
例

活
用

に
か

か
る

理
解

を
促

進
す

る
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
今

後
の

計
画

（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 ま
だ

。
 

  

 1
.1

1 
 

最
高

人
民

検
察

院
に

お
い

て
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
１

に
よ

り
達

成
さ

れ
た

結
果

を
評

価
し

、
そ

の
結

果
を

地
方

の
検

察
官

の
能

力
向

上
、

強
化

の
た

め
に

利
用

す
る

提
言

に
つ

い
て

、
今

後
の

計
画

（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 知
識

を
広

げ
る

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。
 

検
察

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
印

刷
し

、
県

レ
ベ

ル
ま

で
配

布
す

る
。

 

 

 1
.1

2 
最

高
人

民
検

察
院

の
ア

ド
バ

イ
ス

機
能

及
び

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
機

能
の

実
務

的
問

題
に

つ
い

て
，

そ
の

解
決

策
を

検
察

官
相

互
で

共
通

認
識

し
見

出
す

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

ツ
ー

ル
と

し
て

、
S
P

P
長

官
の

指
示

、
地

方
検

察
官

か
ら

の
意

見
伺

い
に

対
す

る
S
P

P
の

回

答
、

月
間

雑
誌

「
検

察
」
、

週
間

の
新

聞
な

ど
が

あ
る

。
 

 1
.1

3 
最

高
人

民
検

察
院

の
ア

ド
バ

イ
ス

機
能

及
び

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
機

能
の

改
善

に
関

す
る

「
青

写
真

（
詳

細

な
計

画
）
」
に

つ
い

て
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
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常
に

業
務

指
導

を
行

う
。

 

 1
.1

4 
「
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
（
捜

査
及

び
第

一
審

）
の

修
正

/
「
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
（
控

訴
審

、
監

督
審

、
再

審

及
び

刑
事

判
決

の
執

行
手

続
の

監
督

）
の

起
草

、
校

正
及

び
編

集
の

進
捗

と
今

後
の

予
定

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

 

決
め

ら
れ

た
計

画
に

基
づ

く
。

 

  

 1
.1

5
 

「
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

普
及

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

第
1

巻
普

及
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
は

実
施

し
て

い
な

い
。

第
2

巻
作

成
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
て

い
る

。
 

 1
.1

6
 

犯
罪

学
セ

ン
タ

ー
設

立
の

予
備

研
究

の
た

め
の

本
邦

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

必
要

な
文

書
の

作
成

を
行

い
ま

し

た
か

？
 

 

a.
し

た
 

 
 

b.
し

て
い

な
い

 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
及

び
作

成
し

た
文

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と

も
に

、
ご

提
出

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

     

質
問

票
（
S

P
P

）
 

 
8

1
.1

7 
 

最
高

人
民

裁
判

所
等

の
他

機
関

と
合

同
で

、
「
一

貫
性

の
あ

る
法

律
起

案
」
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
今

後
の

計
画

（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 各
分

野
に

関
す

る
全

て
の

法
規

文
書

は
、

会
議

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

を
介

し
、

各
分

野
か

ら
の

コ
メ

ン
ト

を
聞

き
、

統
一

的

な
施

行
を

保
障

す
る

。
 

 

 1
.1

8
 

最
高

人
民

検
察

院
の

組
織

・
機

能
の

モ
デ

ル
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

行
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

    

 1
.1

9
 

人
民

検
察

院
法

の
仮

草
案

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 ・
 

検
察

官
に

関
す

る
国

会
令

 

・
 

改
正

検
察

院
組

織
法

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

ハ
イ

フ
ォ

ン
で

実
施

し
て

い
る

。
こ

れ
は

ド
ラ

フ
ト

組
織

法
改

正
に

向
け

た
検

討
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
あ

る
。

 

 1
.2

0
 

改
正

刑
事

訴
訟

法
の

仮
草

案
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
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ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 ・
 

問
題

を
発

見
す

る
 

・
 

改
正

の
た

め
の

申
し

出
を

す
る

。
 

  ２
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

 

 2
.1

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

、
裁

判
官

及
び

／
又

は
弁

護
士

と
の

共
同

活
動

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

・
犯

罪
学

 

・
刑

訴
法

 

・
検

察
官

に
関

す
る

国
会

令
 

・
検

察
組

織
法

の
改

正
法

 

・
 

犯
罪

学
の

知
識

が
広

が
っ

た
 

・
 

犯
罪

学
に

関
す

る
白

書
 

・
 

弁
論

、
略

式
起

訴
、

書
面

審
理

、
 

・
 

検
察

官
の

任
命

と
期

間
 

・
 

検
察

院
の

組
織

機
構

の
モ

デ
ル

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

・
 

弁
論

、
略

式
裁

判
、

書
面

審
理

 

・
 

検
察

官
の

任
命

と
期

間
 

・
 

検
察

院
の

組
織

機
構

の
モ

デ
ル

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

に
関

し
て

、
刑

事
訴

訟
法

、
犯

罪
学

研
究

、
検

察
官

の
任

命
・
任

期
、

育

成
に

関
す

る
部

分
が

あ
げ

ら
れ

る
。

 

 訴
訟

モ
デ

ル
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
な

モ
デ

ル
を

使
う

か
迷

っ
て

い
る

。
世

界
各

国
か

ら
訴

訟
モ

デ
ル

を
検

討
し

、
独

自
の

モ
デ

ル
、

す
な

わ
ち

ベ
ト

ナ
ム

の
環

境
に

マ
ッ

チ
し

た
も

の
を

考
え

た
い

。
検

察
院

組
織

の
改

革
で

は
、

3
階

級

か
ら

4
階

級
へ

の
変

更
と

こ
れ

に
伴

っ
て

機
能

が
ど

の
よ

う
に

変
わ

る
か

？
そ

の
中

で
の

検
察

権
、

公
訴

権
、

捜
査

権
の

関
係

は
？

そ
し

て
検

察
官

の
勤

務
体

制
に

つ
い

て
も

迷
っ

て
い

る
（
現

在
任

期
制

を
採

っ
て

い
る

の
で

改
善

す

る
余

地
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

）
。

公
訴

権
行

使
に

関
す

る
技

術
、

ま
た

当
事

者
主

義
、

職
権

主
義

を
ミ

ッ
ク

ス
す

る

質
問

票
（
S

P
P

）
 

 
10

と
、

検
察

官
の

認
識

を
抜

本
的

に
改

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

 2
.2

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

裁
判

官
及

び
／

又
は

弁
護

士
と

共
同

し
た

模
擬

裁
判

に
関

し
今

後
こ

の
活

動
を

行
う

場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の
よ

う
な

変
化

を
期

待
す

る
か

に
つ

い
て

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

Ｂ
Ｎ

省
が

回
答

し
た

方
が

よ
い

 

   

検
察

官
の

弁
論

能
力

を
高

め
る

 

 2
.3

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

１
の

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
報

告
書

の
作

成
に

関
し

、
日

本
側

の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

    

・
 

弁
論

能
力

が
良

く
な

っ
た

。
 

・
 

尋
問

に
お

い
て

検
察

官
は

よ
り

自
主

的
に

な
っ

た
。

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 2
.4

 
証

拠
収

集
、

立
証

活
動

、
訴

追
及

び
公

判
手

続
に

お
け

る
実

務
的

問
題

に
つ

い
て

，
そ

の
解

決
策

を
検

察
官

相

互
に

共
通

認
識

し
見

出
す

た
め

の
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
れ

に
関

連
す

る
活

動
を

行
う

場
合

は
、

日
本

か
ら

ど
の

よ
う

な
支

援
を

期
待

す
る

か
、

日
本

か
ら

の
支

援
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に
よ

り
ど

の
よ

う
な

変
化

を
期

待
す

る
か

に
つ

い
て

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
以

下
2
.4

～
2
.6

は
バ

ク
ニ

ン
省

が
回

答
し

た
ほ

う
が

よ
い

た
め

記
載

し
て

い
な

い
。

 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

    

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 2
.5

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

起
訴

状
、

告
訴

状
作

成
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
れ

に
関

連
す

る
活

動
を

行
う

場
合

は
、

日
本

か
ら

ど
の

よ
う

な
支

援
を

期
待

す
る

か
、

日
本

か
ら

の
支

援

に
よ

り
ど

の
よ

う
な

変
化

を
期

待
す

る
か

に
つ

い
て

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

    

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 2
.6

 
バ

ク
ニ

ン
省

に
お

け
る

相
互

調
整

，
相

互
協

力
に

関
す

る
、

裁
判

所
、

弁
護

士
及

び
司

法
補

助
機

関
と

の
合

同

質
問

票
（
S

P
P

）
 

 
12

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

    

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 2
.7

 
最

高
人

民
裁

判
所

等
の

他
機

関
と

合
同

で
行

う
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

１
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

や
蓄

積
さ

れ
情

報
の

他
地

域

へ
の

提
供

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

    

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
場

で
日

本
の

経
験

を
常

に
伝

達
す

る
こ

と
。

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化
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（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

と
し

て
、

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
を

引
き

つ
づ

き
実

施
す

る
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
。

 

 意
見

交
換

を
常

に
行

い
、

共
通

認
識

を
持

っ
て

き
た

。
S
P

P
、

S
P

C
の

指
導

文
書

の
中

に
反

映
さ

せ
て

、
下

部
機

関

に
伝

え
る

。
現

在
は

職
権

主
義

が
強

い
が

、
S
P

P
の

指
導

部
は

実
習

的
に

尋
問

を
行

う
こ

と
と

公
判

廷
で

の
弁

論

も
積

極
的

に
行

っ
て

い
る

（
S
P

P
の

指
導

部
の

指
導

の
方

向
性

を
説

明
し

た
も

の
と

理
解

さ
れ

る
）
。

 

 2
.8

 
最

高
人

民
裁

判
所

等
の

他
機

関
と

合
同

で
行

う
、

実
務

に
お

け
る

判
例

活
用

に
か

か
る

理
解

を
促

進
す

る
セ

ミ
ナ

ー
に

関
し

、
今

後
こ

の
活

動
を

行
う

場
合

は
、

日
本

か
ら

ど
の

よ
う

な
支

援
を

期
待

す
る

か
、

日
本

か
ら

の
支

援
に

よ
り

ど
の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 
 

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

刑
事

訴
訟

法
に

対
す

る
支

援
の

継
続

 

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

判
例

は
模

範
と

な
る

判
決

で
あ

る
。

ベ
ト

ナ
ム

で
は

現
在

、
判

例
に

従
っ

て
裁

判
す

る
義

務
は

な
く

、
裁

判
官

が
自

分
の

事
件

を
処

理
す

る
た

め
に

参
照

し
て

い
る

に
過

ぎ
な

い
。

「
判

例
」
は

法
律

の
規

定
と

同
様

で
あ

り
、

拘
束

力
を

持
つ

こ
と

か
ら

、
司

法
改

革
の

中
で

、
判

例
の

活
用

に
向

か
っ

て
改

革
を

続
け

、
具

体
的

事
案

に
お

け
る

法
律

の
解

釈
に

適
用

す
る

。
 

 2
.9

 
 

最
高

人
民

検
察

院
に

お
い

て
行

う
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
１

に
よ

り
達

成
さ

れ
た

結
果

を
評

価
し

、
そ

の
結

果
を

地

方
の

検
察

官
の

能
力

向
上

、
強

化
の

た
め

に
利

用
す

る
提

言
の

作
成

に
関

し
、

日
今

後
こ

の
活

動
を

行
う

場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の
よ

う
な

変
化

を
期

待
す

る
か

に
つ

い
て

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

地
方

検
察

官
が

日
本

の
弁

論
の

経
験

を
習

得
す

る
こ

と
。
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（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

と
し

て
、

セ
ミ

ナ
ー

、
印

刷
物

、
雑

誌
、

検
察

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
挙

げ
ら

れ

る
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

完
成

に
よ

り
技

術
力

の
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

っ
た

。
セ

ミ
ナ

ー
の

場
や

雑
誌

に
本

邦
研

修
結

果
な

ど
を

掲
載

し
て

い
る

。
 

 2
.1

0
 

最
高

人
民

検
察

院
の

ア
ド

バ
イ

ス
機

能
及

び
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

機
能

の
実

務
的

問
題

に
つ

い
て

，
そ

の
解

決

策
を

共
通

認
識

し
見

出
す

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

継
続

 

   

・
 

検
察

官
育

成
の

問
題

 

・
 

刑
事

訴
訟

に
関

す
る

問
題

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

継
続

 

   

 

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

上
記

の
「
継

続
」
と

は
、

こ
れ

ま
で

の
支

援
の

継
続

を
意

味
し

て
い

る
。

 

   2
.1

1
 

最
高

人
民

検
察

院
の

ア
ド

バ
イ

ス
機

能
及

び
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

機
能

の
改

善
に

関
す

る
「
青

写
真

（
詳

細
な

計

画
）
」
に

関
し

、
今

後
こ

の
活

動
を

行
う

場
合

は
、

日
本

か
ら

ど
の

よ
う

な
支

援
を

期
待

す
る

か
、

日
本

か
ら

の
支

援
に

よ
り

ど
の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

継
続
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 2
.1

2
 

「
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
（
捜

査
及

び
第

一
審

）
の

修
正

や
「
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
（
控

訴
審

、
監

督
審

、
再

審

及
び

刑
事

判
決

の
執

行
手

続
の

監
督

）
の

起
草

、
校

正
及

び
編

集
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

直
接

参
加

 

   

・
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

要
綱

 

・
 

内
容

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

継
続

 

   

 

  2
.1

3
 

「
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

普
及

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

直
接

 

   

内
容

 

 

質
問

票
（
S

P
P

）
 

 
16

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

上
記

「
直

接
」
と

は
、

長
期

専
門

家
が

講
演

（
発

表
）
者

と
し

て
参

加
す

る
こ

と
や

、
本

邦
研

修
へ

の
（
C

P
の

）
直

接
参

加
を

意
味

し
て

い
る

。
 

  2
.1

4
 

犯
罪

学
セ

ン
タ

ー
設

立
の

予
備

研
究

の
た

め
の

本
邦

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

必
要

な
文

書
の

作
成

に
関

し
、

日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

・
 

犯
罪

学
セ

ン
タ

ー
の

形
態

 

・
 

研
究

の
内

容
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

継
続

 

   

 

 2
.1

5
 

最
高

人
民

裁
判

所
等

の
他

機
関

と
合

同
で

、
「
一

貫
性

の
あ

る
法

律
起

案
」
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ
プ

を
今

後
行

う
場

合
、

日
本

か
ら

ど
の

よ
う

な
支

援
を

期
待

す
る

か
、

日
本

か
ら

の
支

援
に

よ
り

ど
の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

継
続
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2
.1

6
最

高
人

民
検

察
院

の
組

織
・
機

能
の

モ
デ

ル
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の
よ

う
な

変
化

を
期

待
す

る
か

に
つ

い
て

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

 
4

階
級

の
モ

デ
ル

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

継
続

 
 

 2
.1

7
 

人
民

検
察

院
法

の
仮

草
案

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

 
技

能
、

業
務

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

継
続

 

 

 

 2
.1

8
 

改
正

刑
事

訴
訟

法
の

仮
草

案
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り
ど

の

よ
う

な
変

化
を

期
待

す
る

か
に

つ
い

て
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

  

・
 

弁
論

 

・
 

公
訴
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日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

継
続

 
 

 3
. 

妥
当

性
 

3
.1

協
力

対
象

と
し

て
あ

げ
ら

れ
た

法
律

あ
る

い
は

対
象

と
し

て
検

討
さ

れ
た

法
律

が
ベ

ト
ナ

ム
国

の
計

画
に

沿
っ

た
も

の
で

あ
っ

た
か

を
確

認
し

た
い

と
考

え
ま

す
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

協
力

の
対

象
と

し
た

法
律

あ
る

い
は

対
象

が
検

討
さ

れ

た
法

律
（
改

正
刑

事
訴

訟
法

、
刑

事
判

決
執

行
法

）
に

つ
い

て
、

国
会

で
の

成
立

予
定

年
月

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

国

会
の

立
法

計
画

に
ま

だ
折

り
込

ま
れ

て
い

な
い

場
合

は
、

現
時

点
で

予
想

さ
れ

る
成

立
予

定
年

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
 

法
律

 
起

草
担

当
部

局
 

成
立

予
定

年
月

 

改
正

刑
事

訴
訟

法
 

最
高

人
民

検
察

院
（
S
P

P
）
 

2
0
1
1

年
意

見
伺

い
（
素

案
に

つ
い

て
国

会
で

意
見

を
言

う
）
。

 

次
の

会
期

で
成

立
さ

せ
る

。
 

人
民

検
察

院
法

 
最

高
人

民
検

察
院

（
S
P

P
）
 

次
の

会
期

 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

改
正

刑
事

訴
訟

法
は

2
01

1
年

に
成

立
さ

せ
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

未
だ

実
施

は
不

可
能

な
状

況
。

人
民

検
察

院

法
（
検

察
院

組
織

法
）
の

成
立

は
2
0
1
1

年
以

降
で

あ
る

。
国

会
で

は
ま

だ
曖

昧
で

あ
り

、
立

法
計

画
も

変
更

さ
れ

る

か
も

し
れ

な
い

。
 

  

3
.2

 
事

前
評

価
時

に
は

、
ベ

ト
ナ

ム
国

側
で

2
0
1
0

年
を

県
級

裁
判

所
へ

の
権

限
委

譲
、

検
察

院
の

機
構

変
更

等
の

制

度
改

革
目

標
の

節
目

の
年

と
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
県

級
裁

判
所

、
検

察
院

の
機

構
変

更
な

ど
の

機
構

変
更

の
内

容
な

ら

び
に

主
要

変
更

点
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 2
0
1
0

年
以

降
 

県
レ

ベ
ル

が
第

1
審

を
管

轄
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
検

察
院

が
公

訴
院

と
な

る
 

 3
.3

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

実
務

等
に

関
す

る
能

力
改

善
に

関
す

る
経

験
の

蓄
積

及
び

そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
中

央
に

お
け

る
実

務
支

援
の

体
制

を
改

善
す

る
こ

と
に

よ
り

、

そ
の

地
方

組
織

に
対

す
る

指
導

、
助

言
及

び
支

援
能

力
を

改
善

す
る

と
い

う
ア

プ
ロ

ー
チ

が
採

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

地
方

で
の

経
験

を
中

央
か

ら
の

支
援

体
制

に
反

映
さ

せ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
は

、
ベ

ト
ナ

ム
で

の
法

・
司

法
制

度
改

革
・
整

備
に

あ

た
り

適
切

と
思

い
ま

す
か

？
 

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 適

切
で

あ
る

が
改

善
の

余
地

が
あ

る
 

 
c
. 

適
切

で
は

な
い

 

上
記

を
選

択
し

た
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

こ
れ

ま
で

は
中

央
で

主
導

し
て

き
た

が
、

地
方

で
の

経
験

な
ど

を
蓄

積
し

て
全

国
に

波
及

し
て

い
く
と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ
で

あ
る

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

で
の

良
い

成
果

を
増

や
し

て
い

き
た

い
と

考
え

る
。

 

 3
.4

 
手

段
の

適
切

性
の

検
討

に
あ

た
り

、
(1

)複
数

の
機

関
（
司

法
省

、
裁

判
所

、
検

察
院

、
設

立
予

定
で

あ
っ

た
統

一
弁

護
士

会
）
を

包
括

的
に

協
力

機
関

と
し

て
支

援
し

て
い

る
こ

と
、

(2
)県

級
人

民
裁

判
所

、
県

級
人

民
検

察
院

も
対

象
と

し

た
こ

と
）
は

適
切

と
考

え
ま

す
か

、
不

適
切

と
考

え
ま

す
か

？
 

 

(1
)司

法
省

、
裁

判
所

、
検

察
院

、
設

立
予

定
で

あ
っ

た
統

一
弁

護
士

会
と

い
う

複
数

の
機

関
を

包
括

的
に

協
力

機

関
と

し
た

こ
と

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 広

す
ぎ

る
 

 
c
. 

狭
す

ぎ
る

 

そ
の

理
由

（
良

い
点

、
改

善
点

な
ど

）
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

   

 

(2
)県

級
人

民
裁

判
所

、
県

級
人

民
検

察
院

も
対

象
と

し
た

こ
と

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 広

す
ぎ

る
 

 
c
. 

狭
す

ぎ
る

 

そ
の

理
由

（
良

い
点

、
改

善
点

な
ど

）
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

    

 3
.5

 
手

段
の

適
切

性
に

つ
い

て
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
（
バ

ク
ニ

ン
省

）
の

選
定

は
適

切
で

あ
っ

た
と

考
え

ま
す

か
、

不
適

切

で
あ

っ
た

と
考

え
ま

す
か

？
 

a.
適

切
で

あ
っ

た
 

 
b.

 適
切

で
な

か
っ

た
  

c
. 

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

(1
) 

そ
の

理
由

を
“
バ

ク
ニ

ン
省

が
、

他
省

で
も

必
要

と
さ

れ
る

裁
判

実
務

等
改

善
の

た
め

に
、

共
通

の
問

題
点

の

把
握

・
抽

出
が

行
い

や
す

い
地

区
で

あ
っ

た
の

か
”
と

の
観

点
か

ら
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

バ
ク

ニ
ン

省
検

察
院

は
、

大
き

な
検

察
院

で
は

な
く
、

か
と

い
っ

て
小

さ
く
は

な
い

。
デ

ル
タ

地
帯

に
位

置
す

る
で

も
な

く
、

山
間

地
に

属
す

る
省

で
も

な
く
、

平
均

的
な

省
で

あ
り

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

と
し

て
の

選
定

は
的

確
で

あ
っ

た
。

（
次

は
山

間
地

を
選

択
し

、
指

導
の

向
上

に
経

験
を

累
積

す
る

こ
と

も
一

案
と

の
発

言
が

あ
っ

た
が

、
ア

ク
セ

ス
面

の
こ

と

も
考

え
る

と
、

や
や

冗
談

と
い

う
よ

う
な

意
味

を
込

め
て

先
方

は
苦

笑
い

を
し

て
い

た
）
 

 

(2
)そ

の
理

由
を

“
ベ

ト
ナ

ム
側

、
日

本
側

双
方

の
投

入
の

制
約

さ
れ

て
い

た
”
こ

と
を

踏
ま

え
て

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
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3
.6

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

（
裨

益
者

）
は

司
法

省
内

担
当

部
局

、
最

高
人

民
裁

判
所

、
最

高
人

民
検

察
院

、
バ

ク
ニ

ン
省

の
省

級
人

民
裁

判
所

及
び

県
級

人
民

裁
判

所
、

同
省

の
省

級
人

民
検

察
院

及
び

研
究

人
民

裁
判

所
、

国
家

司
法

学
院

と
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

対
象

（
対

象
機

関
数

の
広

が
り

）
、

規

模
（
対

象
人

数
）
は

適
切

と
考

え
ま

す
か

？
 

(1
)対

象
（
対

象
機

関
数

の
広

が
り

）
 

 
 

a.
適

切
で

あ
る

 
 

b.
対

象
範

囲
が

広
す

ぎ
る

 
 

c
.対

象
範

囲
が

狭
す

ぎ
る

 

 (2
)規

模
（
対

象
人

数
）
 

 

a.
適

切
で

あ
る

 
 

b.
規

模
が

大
き

す
ぎ

る
 

 
c
.規

模
が

狭
す

ぎ
る

 

 

3
.7

 
検

察
実

務
に

関
し

て
、

日
本

が
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

ベ
ト

ナ
ム

国
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

学
ん

だ
又

は
学

べ
る

と
お

考
え

で
す

か
？

 

    

 4
. 

有
効

性
 

4
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
つ

い
て

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
以

下
の

通
り

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

：
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

あ
る

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
い

て
、

司
法

機
関

の
業

務
及

び
法

曹
の

能
力

の
改

善
に

関
す

る
経

験
を

蓄
積

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
の

司
法

機
関

、
及

び
統

一
弁

護
士

連
合

会
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
こ

れ
に

よ
り

、
中

央
司

法
機

関
や

統
一

弁
護

士
連

合
会

の
実

務
を

支
援

す
る

体
制

を
改

善
し

，
そ

れ
ら

の
地

方
組

織
に

対
す

る
指

導
、

助
言

及
び

支
援

能
力

が
改

善
さ

れ
る

。
 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
終

了
時

（
2
0
1
1

年
3

月
末

）
ま

で
に

達
成

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

投
入

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

以
下

の
選

択
肢

の
中

か
ら

該
当

す
る

も
の

を
選

び
、

対
応

す
る

番
号

を
選

択
肢

の
下

の
ボ

ッ
ク

ス
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 1
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
非

常
に

難
し

い
と

見
込

ま
れ

る
。

（
達

成
す

る
可

能
性

は
2
0
%
未

満
）
 

2
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
や

や
難

し
い

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
2
0
%
か

ら
4
0
%
未

満
）
。

 

3
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
達

成
す

る
可

能
性

は
4
0
%
か

ら
6
0
%
未

満
）
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4
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
あ

る
程

度
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
6
0%

か
ら

80
%
未

満
）
。

 

5
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
8
0
%
か

ら
1
0
0
%
）
。

 

0
：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  1
、

2
、

あ
る

い
は

3
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

そ
の

理
由

（
達

成
の

阻
害

と
な

っ
て

い
る

要
因

）
に

つ
い

て
お

教
え

く
だ

さ

い
。

 

    

4
.2

そ
れ

ぞ
れ

の
成

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
が

相
互

に
関

連
し

て
い

ま
す

が
、

4
つ

の
成

果
の

中
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成

へ
の

貢
献

の
程

度
は

ど
の

よ
う

に
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
 

 

成
果

 
成

果
の

内
容

 
非

常
に

貢
献

し
て

い
る

 

貢
献

し
て

い

る
 

ほ
と

ん
ど

貢
献

し
て

い
な

い
 

現
状

で
は

不
明

 

成
果

1
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

あ
る

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
け

る
地

方
司

法

機
関

及
び

法
曹

の
裁

判
実

務
の

能
力

が
改

善
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
そ

の
よ

う
な

能
力

の
改

善
に

関
す

る

経
験

が
蓄

積
さ

れ
る

。
 

  

 
 

 

成
果

2
 

成
果

1
の

活
動

に
よ

り
得

ら
れ

た
教

訓
と

考
え

方
を

も
と

に
、

中
央

司
法

機
関

及
び

統
一

弁
護

士
会

の
地

方
司

法
機

関

及
び

弁
護

士
に

対
す

る
監

督
及

び
（
あ

る
い

は
）
指

導
、

支

援
に

関
す

る
制

度
的

能
力

が
向

上
す

る
。

 

 
 

 
 

成
果

3
 

必
要

か
つ

時
宜

に
応

じ
て

、
裁

判
及

び
執

行
実

務
の

改
善

に
役

立
つ

法
規

範
文

書
(L

N
D

s)
が

策
定

さ
れ

る
。

 
 

 
 

 

成
果

4
 

成
果

1
、

2
及

び
3

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

や
考

え

方
に

基
づ

き
、

法
曹

養
成

に
必

要
な

制
度

的
能

力
を

強
化

す
る

。
 

 
 

 
 

 

“
ほ

と
ん

ど
貢

献
し

て
い

な
い

”
と

回
答

し
た

項
目

に
つ

い
て

そ
の

理
由

を
お

聞
か

せ
く
だ

さ
い

。
 

   

 4
.3

上
記

の
4

つ
の

成
果

以
外

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

状
況

に
影

響
を

与
え

る
と

考
え

ら
れ

る
要

因
（
プ

ラ
ス

・
マ

イ

ナ
ス

）
は

何
で

す
か

。
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

積
極
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 5
．

効
率

性
 

5
.1

 
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
 

5
.1

.1
貴

機
関

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

。
 

(1
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

責
任

者
：
 

Ｓ
Ｐ

Ｐ
副

長
官

1
人

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
一

人
 

(2
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

頻
度

：
 
 

頻
度

は
計

画
に

沿
っ

て
 

(3
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
の

報
告

先
：
 

バ
ク

ニ
ン

省
検

察
院

、
Ｊ
ＩＣ

Ａ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

、
Ｓ

Ｐ
Ｐ

 

(4
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

結
果

は
事

業
の

改
善

等
に

活
か

さ
れ

ま
し

た
か

。
 

a.
 は

い
 

 
 

 
b.

 い
い

え
 

 

 a.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

改
善

さ
れ

た
内

容
に

つ
い

て
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

    

 5
.1

.2
貴

機
関

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

計
画

策
定

や
運

営
管

理
に

関
す

る
意

志
決

定
は

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

  

(1
) 

活
動

内
容

に
関

す
る

事
項

：
 

計
画

に
沿

っ
て

実
施

す
る

。
 

（
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

①
検

察
分

野
の

目
標

と
任

務
に

沿
っ

て
行

う
こ

と
と

②
司

法
改

革
の

考
え

方
に

マ
ッ

チ
す

る
こ

と
を

前
提

に
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

は
こ

の
方

向
性

に
マ

ッ
チ

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

活
動

は
S
P

P
長

官
が

設
定

す

る
年

次
計

画
に

基
づ

き
、

S
P

P
の

指
導

部
が

実
施

期
間

を
承

認
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

の
承

認
を

得
て

実
施

し

て
い

る
。

 

(2
)運

営
管

理
(組

織
体

制
)に

関
す

る
事

項
：
 

決
め

ら
れ

た
進

捗
に

沿
っ

て
管

理
す

る
。

 

  (3
)資

金
計

画
に

関
す

る
事

項
：
 

計
画

に
基

づ
く
。

 

  

 5
.1

.3
 日

本
人

専
門

家
（
長

期
・
短

期
）
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 

a.
 適

切
で

あ
る

 
 

b.
 改

善
の

余
地

が
あ

る
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 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

改
善

が
必

要
と

さ
れ

る
事

項
に

つ
い

て
具

体
的

に
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

   

 5
.1

.4
外

部
条

件
は

”
司

法
省

（
M

O
J
）
、

最
高

人
民

裁
判

所
（
S
P

C
）
、

最
高

人
民

検
察

院
（
S
P

P
）
、

そ
の

他
の

関
係

機
関

と
の

間
で

効
率

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

調
整

が
確

保
さ

れ
る

”
と

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

、
実

施
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
あ

た
り

、
ベ

ト
ナ

ム
側

協
力

機
関

の
間

の
調

整
は

行
わ

れ
て

い
ま

す
か

？
 

a.
 行

わ
れ

て
い

る
 

 
 

b.
 行

わ
れ

て
い

な
い

 

 a.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

係
る

機
関

の
間

で
の

調
整

、
定

期
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
内

容
と

方
法

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

M
O

J
に

活
動

結
果

を
報

告
し

て
い

る
。

 

当
初

は
（
ベ

ト
ナ

ム
協

力
機

関
間

の
調

整
の

場
は

）
あ

っ
た

が
、

現
在

は
必

要
に

応
じ

て
会

議
を

も
っ

て
い

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
を

通
じ

て
活

動
の

調
整

を
行

っ
て

い
る

。
 

 5
.1

.5
 
ベ

ト
ナ

ム
国

内
で

の
技

術
移

転
の

方
法

と
し

て
、

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
、

ト
レ

ー

ニ
ン

グ
、

コ
メ

ン
ト

な
ど

が
用

い
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
技

術
移

転
の

方
法

は
法

・
司

法
制

度
改

革
・
整

備
に

あ

た
り

適
切

で
す

か
、

改
善

の
余

地
が

あ
り

ま
す

か
？

 

a.
 適

正
で

あ
る

 
 

 
b.

 改
善

の
余

地
が

あ
る

 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

そ
の

理
由

、
改

善
策

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

    

 5
.1

.6
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

中
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
問

題
へ

の
対

応
、

現
場

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
に

関
し

、
J
IC

A

本
部

と
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

の
連

携
は

円
滑

に
行

わ
れ

て
い

る
と

考
え

ま
す

か
？

 

a.
円

滑
に

行
わ

れ
て

い
る

。
 

 
b.

改
善

の
余

地
が

あ
る

。
 

 

b.
と

お
答

え
の

場
合

、
ど

の
よ

う
な

課
題

と
改

善
の

余
地

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
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 5
.2

 
成

果
の

達
成

度
か

ら
み

た
投

入
の

適
切

性
 

達
成

さ
れ

た
（
あ

る
い

は
今

後
達

成
さ

れ
る

見
通

し
の

）
成

果
か

ら
見

て
、

投
入

の
質

、
量

、
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
で

す

か
？

そ
れ

ぞ
れ

の
投

入
に

つ
い

て
、

不
適

切
と

思
わ

れ
る

も
の

が
あ

っ
た

場
合

、
該

当
す

る
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ

い
。

(複
数

回
答

可
) 

(1
)専

門
家

派
遣

（
日

本
側

）
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合
は

該
当

項
目

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

a.
 派

遣
人

数
 

 
b.

 専
門

分
野

 
 

 

c
. 

派
遣

時
期

 
 

 
d.

 そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 理
由

 

   

 

(2
) 

日
本

側
か

ら
の

機
材

供
与

（
貸

与
に

よ
る

も
の

も
含

む
）
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

理
由

を
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

a.
 機

材
の

種
類

 
 

b.
 量

 
 

 
 

c
.品

質
 

d.
 設

置
時

期
 

  
 

e
. 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 理
由

 

   

 

(3
) 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
本

邦
研

修
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合
は

該
当

項
目

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

a.
 研

修
員

の
人

数
 

  
b.

 研
修

員
の

専
門

分
野

 
 

 
c
. 

対
象

者
の

選
定

 
 

 
d.

 研
修

実
施

時
期

 
 

e
. 

研
修

期
間

 
 

 
f.
 研

修
内

容
 

 
g.

 資
料

の
翻

訳
 

 
h
. 

通
訳

 
 

 
 

 
 

 
 

h
. 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 理
由
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(4
) 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
配

置
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合
は

該
当

項
目

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

理
由

を
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

a.
 人

数
 

 
 

b.
 

専
門

分
野

 
 

c
. 

配
置

の
時

期
 

 
 

d.
 そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 理
由

 

   

 

(5
) 

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る
投

入
が

あ
っ

た
場

合
は

該
当

項
目

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

a.
 人

数
 

  
 

b.
 メ

ン
バ

ー
の

専
門

分
野

 
 

 

c
. 

会
合

の
頻

度
 

 
d.

 メ
ン

バ
ー

の
構

成
 

e
. 

メ
ン

バ
ー

の
能

力
  

f.
 そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 理
由

 

   

 

(6
) 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

、
セ

ミ
ナ

ー
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
実

施
に

関
し

て
不

適
切

と
思

わ
れ

る

投
入

が
あ

っ
た

場
合

は
該

当
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

し
、

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

と
そ

の
理

由
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

a.
 参

加
者

数
 

 
b.

 参
加

者
の

専
門

分
野

 
 

c
. 

参
加

者
の

能
力

 

 
d.

 参
加

者
の

構
成

（
出

身
機

関
の

組
み

合
わ

せ
）
 

 
 

e
 .
開

催
頻

度
 

 
f.
 開

催
時

期
 

 
g.

 開
催

期
間

 
 

 
h
. 

講
師

 

i. 
内

容
 

 
 

j. 
通

訳
 

 
 

 
k.

 
資

料
の

翻
訳

 

 
l.そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 プ
ロ

グ
ラ

ム
名

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

名
な

ど
）
と

そ
の

理
由
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5
.3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

費
 

貴
機

関
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
費

（
Ｓ

Ｐ
Ｐ

負
担

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
）
の

金
額

を
以

下
の

表
に

記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
単

位
：
V

N
D

 

主
な

支
出

項
目

 
2
0
0
7

年
（
実

績
）
 

2
0
0
8

年
（
実

績
）
 

2
0
0
9

年
（
予

算
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

 
 

 （
追

加
コ

メ
ン

ト
）
 

後
日

提
出

予
定

。
た

だ
、

バ
ク

ニ
ン

省
に

関
す

る
活

動
費

は
バ

ク
ニ

ン
省

で
確

認
し

て
欲

し
い

。
 

   

5
.4

活
動

の
状

況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

達
成

す
る

た
め

の
活

動
（
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

サ
ー

ベ
イ

、
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

な
ど

）
に

つ
い

て
ど

う
お

考
え

で
す

か
。

 

a.
 効

率
的

に
運

用
・
活

用
さ

れ
て

い
る

 
 

 

b.
 運

用
・
活

用
さ

れ
て

い
る

が
効

率
的

と
は

い
え

な
い

 

c
. 

十
分

に
運

用
・
活

用
さ

れ
て

い
な

い
 

 

b.
あ

る
い

は
c
.と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

何
が

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
）
、

ど
の

よ
う

な
点

で
効

率
的

で
な

い

の
か

、
あ

る
い

は
十

分
に

運
用

活
用

さ
れ

て
い

な
い

の
か

、
具

体
的

に
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

     そ
の

問
題

解
決

の
た

め
に

取
り

得
る

対
応

策
と

し
て

は
、

何
が

あ
る

で
し

ょ
う

か
？

具
体

的
に

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

   

  5
.5

 
投

入
、

活
動

の
貢

献
度

 

投
入

に
よ

っ
て

実
施

さ
れ

た
活

動
は

各
成

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
の

達
成

に
貢

献
し

て
い

ま
す

か
? 
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成
果

 
成

果
の

内
容

 
非

常
に

貢
献

し
て

い
る

 

貢
献

し
て

い

る
 

ほ
と

ん
ど

貢
献

し
て

い
な

い
 

現
状

で
は

不
明

 

成
果

1
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

あ
る

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
け

る
地

方
司

法

機
関

及
び

法
曹

の
裁

判
実

務
の

能
力

が
改

善
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
そ

の
よ

う
な

能
力

の
改

善
に

関
す

る

経
験

が
蓄

積
さ

れ
る

。
 

  

 
 

 

成
果

2
 

成
果

1
の

活
動

に
よ

り
得

ら
れ

た
教

訓
と

考
え

方
を

も
と

に
、

中
央

司
法

機
関

及
び

統
一

弁
護

士
会

の
地

方
司

法
機

関

及
び

弁
護

士
に

対
す

る
監

督
及

び
（
あ

る
い

は
）
指

導
、

支

援
に

関
す

る
制

度
的

能
力

が
向

上
す

る
。

 

 
 

 
 

成
果

3
 

必
要

か
つ

時
宜

に
応

じ
て

、
裁

判
及

び
執

行
実

務
の

改
善

に
役

立
つ

法
規

範
文

書
(L

N
D

s)
が

策
定

さ
れ

る
。

 
 

 
 

 

成
果

4
 

成
果

1
、

2
及

び
3

の
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

教
訓

や
考

え

方
に

基
づ

き
、

法
曹

養
成

に
必

要
な

制
度

的
能

力
を

強
化

す
る

。
 

 
 

 
 

 

“
ほ

と
ん

ど
貢

献
し

て
い

な
い

”
と

回
答

し
た

項
目

に
つ

い
て

、
活

動
が

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

理

由
(投

入
の

成
果

へ
の

結
び

つ
き

を
阻

害
す

る
要

因
)に

つ
い

て
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

    

 6
. 

イ
ン

パ
ク

ト
 

6
.1

 上
位

目
標

に
つ

い
て

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
終

了
後

3
年

か
ら

5
年

の
間

に
”
ベ

ト
ナ

ム
全

土
で

、
裁

判
が

、
公

平
か

つ
説

得
力

が
あ

り
、

透
明

で
適

切
か

つ
一

貫
性

の
あ

る
も

の
と

な
る

。
”
と

い
う

上
位

目
標

の
達

成
の

見
込

み
は

あ
り

ま
す

か
。

以
下

の
選

択

肢
の

中
か

ら
該

当
す

る
も

の
を

選
び

、
対

応
す

る
番

号
を

選
択

肢
の

下
の

ボ
ッ

ク
ス

に
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 1
：
上

位
目

標
の

達
成

は
非

常
に

難
し

い
と

見
込

ま
れ

る
。

（
達

成
す

る
可

能
性

は
2
0
%
未

満
）
 

2
：
上

位
目

標
の

達
成

は
や

や
難

し
い

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
2
0
%
か

ら
4
0
%
未

満
）
。

 

3
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
達

成
す

る
可

能
性

は
4
0
%
か

ら
6
0
%
未

満
）
 

4
：
上

位
目

標
の

達
成

は
あ

る
程

度
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
6
0
%
か

ら
8
0
%
未

満
）
。

 

5
：
上

位
目

標
の

達
成

は
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
る

と
見

込
ま

れ
る

（
達

成
す

る
可

能
性

は
8
0
%
か

ら
1
0
0
%
）
。

 

0
：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  選
択

肢
の

う
ち

1
、

2
或

い
は

3
を

選
択

さ
れ

た
場

合
、

そ
の

理
由

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
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6
.2

達
成

の
見

込
み

が
あ

る
場

合
、

そ
れ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

も
た

ら
さ

れ
る

も
の

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

 

a.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

で
あ

る
  

b.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

結
果

で
は

な
い

 
 

c
. 

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
 

b
と

c
と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

   

 6
.3

上
位

目
標

の
達

成
に

影
響

を
及

ぼ
す

要
因

は
あ

り
ま

す
か

。
そ

れ
は

何
で

す
か

。
具

体
的

に
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

       

 6
.4

 
予

期
し

な
か

っ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
プ

ラ
ス

お
よ

び
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

は
あ

り
ま

す
か

。
将

来
ど

の
よ

う
な

影
響

が
見

込
ま

れ
ま

す
か

。
ベ

ト
ナ

ム
に

お
け

る
政

治
、

経
済

、
社

会
、

文
化

、
技

術
、

環
境

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

等
へ

の
影

響
に

つ

い
て

、
具

体
的

に
記

述
し

て
く
だ

さ
い

。
 

      

 7
. 

自
立

発
展

性
 

7
.1

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

け
る

判
決

実
務

等
に

関
す

る
能

力
改

善
に

関
す

る
経

験
の

蓄
積

及

び
そ

の
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
中

央
が

吸
収

、
分

析
し

て
活

用
し

、
中

央
に

お
け

る
実

務
支

援
の

体
制

を
改

善
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
地

方
組

織
に

対
す

る
指

導
、

助
言

及
び

支
援

能
力

を
改

善
す

る
と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ
が

採
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

改
善

が
期

待
さ

れ
る

地
方

組
織

に
対

す
る

指
導

、
助

言
お

よ
び

支
援

能
力

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終

了
後

も
維

持
さ

れ
、

さ
ら

に
向

上
す

る
と

考
え

ま
す

か
？

そ
の

見
込

み
は

低
い

と
考

え
ま

す
か

？
下

記
の

選
択

肢
か

ら

選
び

、
対

応
す

る
番

号
を

下
の

ボ
ッ

ク
ス

に
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
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1
.能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
低

い
(見

込
み

は
2
0
%
未

満
で

あ
る

)。
 

2
.能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

る
程

度
低

い
（
2
0
%
か

ら
40

％
未

満
で

あ
る

）
。

 

3
.ど

ち
ら

で
も

な
い

（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

4
0
%
か

ら
6
0
%
未

満
で

あ
る

）
 

4
.能

力
が

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

る
程

度
高

い
が

、
さ

ら
な

る
向

上
は

難
し

い
（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

6
0
%
か

ら
8
0
%
未

満
で

あ
る

）
 

5
.能

力
が

維
持

さ
れ

、
さ

ら
に

向
上

す
る

と
考

え
る

。
（
維

持
さ

れ
る

見
込

み
は

8
0
%
以

上
か

ら
1
0
0
%
で

あ
る

）
 

0
：
現

段
階

で
は

判
断

で
き

な
い

。
 

  

そ
の

理
由

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

    

 7
.2

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

の
持

続
性

に
影

響
を

及
ぼ

す
要

因
は

あ
り

ま
す

か
。

具
体

的
に

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

    

 提
出

頂
き

た
い

資
料

 

 機
関

名
 

ご
提

出
を

お
願

い
し

た
い

資
料

名
 

最
高

人
民

裁
判

所
（
S
P

C
）
 

(1
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

（
m

o
n
it
o
ri
n
g 

re
po

rt
 
pr

e
pa

re
d 

by
 

c
o
u
n
te

rp
ar

ts
）
 

           

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
や

ご
提

案
が

あ
れ

ば
、

お
教

え
く
だ

さ
い

。
 

 

質
問

票
（
S

P
P

）
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 質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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M
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担
保

取
引

登
録

局
）
 

 
1

「
法

・
司

法
制

度
改

革
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

質
問

票
 

 
20

09
年

5
月

2
日

 
 20

09
年

5
月

13
日

か
ら

27
日

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

調
査

団
の

派
遣

に
先

立
ち

、
質

問
票

を
お

送
り

さ
せ

て
頂

き

ま
す

。
JI

C
A

で
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
を

、
JI

C
A

の
事

業
サ

イ
ク

ル
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

協
力

期
間

の
中

間
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
な

ど
の

実
績

や
効

率
性

、
妥

当
性

を
、

阻
害

、
貢

献
要

因
と

共
に

重
点

的
に

レ
ビ

ュ
ー

し
、

必
要

に

応
じ

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 JI

C
A

の
評

価
方

針
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
事

実
」
を

確
認

し
た

上
で

、
P

D
M

（
P

ro
je

ct
 D

es
ig

n 
M

at
rix

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

概
要

表
）
を

使
っ

て
「
評

価
5

項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
実

績
」
「
プ

ロ
セ

ス
」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
５

つ
の

視
点

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
か

ら
複

眼
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
判

断
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

発
現

・
阻

害
要

因
を

分
析

す
る

こ
と

を
目

的
に

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
P

D
M

と
評

価
5

項
目

の
関

係
は

別
添

1
参

照
）
 

 本
質

問
票

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
が

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
日

本
人

専
門

家
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
者

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

情
報

を
提

供
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

関
す

る
認

識
を

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

ご
回

答
さ

れ
る

に
当

た
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
P

D
M

（
別

添
2）

を
ご

確
認

願
い

ま
す

。
各

ご
担

当
専

門
分

野
以

外
の

こ
と

も
お

分
か

り
に

な
る

範
囲

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
本

事
業

の
み

な
ら

ず

JI
C

A
事

業
の

改
善

の
た

め
に

貴
重

な
ご

意
見

と
な

り
ま

す
の

で
、

忌
憚

の
無

い
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
に

存
じ

ま
す

。

ま
た

、
本

質
問

票
の

最
後

に
、

評
価

に
あ

た
り

ご
提

出
頂

き
た

き
統

計
資

料
、

報
告

書
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

 
 お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

現
地

訪
問

時
に

質
問

票
に

つ
い

て
書

面
で

の
ご

回
答

を
頂

け
れ

ば
と

存
じ

ま

す
。

ま
た

、
資

料
に

つ
き

ま
し

て
も

、
併

せ
て

訪
問

時
ご

提
出

頂
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。
な

お
、

ご
質

問
な

ど
は

、
下

記
の

メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

に
ご

返
送

頂
き

ま
す

よ
う

よ
ろ

し
く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
m

oc
hi

da
@

op
m

ac
.c

o.
jp

 
  そ

れ
で

は
、

ご
協

力
の

程
宜

し
く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 
JI

C
A

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
 

評
価

分
析

担
当

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

持
田

智
男

 

      質
問

票
記

入
上

の
留

意
点

：
 

記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

ご
説

明
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

事
項

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

き
、

回
答

に
関

す
る

設
問

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

沿
っ

て
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

質
問

票
（
M

O
J：

担
保

取
引

登
録

局
）
 

 
2

                 

１
．

実
績

 

 1.
1 

不
動

産
登

記
法

の
起

草
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
き

、
そ

の
回

数
、

時
期

、
参

加
者

及
び
内

容
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 

 セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

合
計

８
回

。
不

動
産

登
記

法
の

分
野

。
 

    

 1.
2 

不
動

産
登

記
法

の
起

草
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
に

つ
き

、
そ
の
回
数
、
時
期

、
参
加
者
及
び
内
容
を
ご
説
明
く
だ

さ
い
。

 

 ２
回

の
サ

ー
ベ

イ
を

実
施

。
 

①
6

市
と

省
で

、
ベ

ト
ナ

ム
調

査
団

5
人

で
実

施
。

法
律

の
実

施
の

実
態

調
査

。
 

②
ハ

ノ
イ

、
ダ

ナ
ン

、
Ｈ

Ｃ
Ｍ

に
て

７
人

で
調

査
。

不
動

産
の

集
中

的
登

録
。

 

 

 1.
3 

不
動

産
登

記
法

の
起

草
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
の

結
果

は
、

不
動

産
登

記
法

の
起

草
に

ど
の

よ
う

に
反

映
さ

れ
ま

し
た

か
？

 

 集
中

登
録

モ
デ

ル
の

効
率

性
と

利
便

性
を

評
価

す
る

た
め

。
こ

の
結

果
を

Ｒ
ＩＡ

の
報

告
に

反
映

。
 

 1.
4 

担
保

取
引

登
録

法
の

起
草

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
つ

き
、
そ

の
回

数
、

時
期

、
参

加
者

及
び

回
答

者
 

（
記

入
日

：
20

09
年

5
月

 
 

 
日

）

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 所
属

機
関

：
司

法
省

担
保

取
引

登
録

局
 

役
職

：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
（
例

：
C

/P
な

ど
）
：
 

連
絡

先
：
 

TE
L:

  
  

  
  

  
  

  
  

  
FA

X
: 

  
  

  
  

  
  

  
  

 E
-m

ai
l: 
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質
問

票
（
M

O
J：

担
保

取
引

登
録

局
）
 

 
3

内
容
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 

 20
07

年
～

20
08

年
に

3
回

（
ハ

ノ
イ

、
カ

イ
ン

ホ
ア

、
Ｈ

Ｃ
Ｍ

）
で

開
催

。
７

次
、

８
次

草
案

の
コ

メ
ン

ト
収

集
の

た
め

。
 

    

 1.
5 

担
保
取
引
登
録
法

の
起

草
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
に

つ
き

、
そ
の
回
数
、
時
期

、
参
加
者
及
び
内
容
を
ご
説
明
く

だ
さ
い
。

 

 未
実

施
 

    

 1.
6 

担
保

取
引

登
録

法
の

起
草

の
た

め
の

サ
ー

ベ
イ

の
結

果
は

、
不

動
産

登
記

法
の

起
草

に
ど

の
よ

う
に

反
映

さ
れ

ま
し

た
か

？
 

 未
実

施
 

    

 1.
7 

不
動
産
登
記
に
携
わ
る
職
員
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
回
数
、
時
期
、
参
加
者
及
び

内
容
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 未

実
施

 

   

 1.
8 

不
動
産
登
記
に
携
わ
る
職
員
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
能
力
向
上
は
見
ら
れ
ま

し
た
か
？
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
ま
す
か
？

 
 

質
問

票
（
M

O
J：

担
保

取
引

登
録

局
）
 

 
4

    

 1.
9 

不
動
産
登
記
に
携
わ
る
職
員
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
か
ら
得
ら
れ
た
経
験
・

教
訓
を
、
司
法
省
と
し
て
ど
の
よ
う
に
蓄
積
・
活
用
し
て
い
ま
す
か
？

 
     

 1.
10

 不
動
産
登
記
に
携
わ
る
職
員
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施

か
ら

得
ら

れ
た

経
験

・

教
訓
を
、
地
方
の
職
員
に
対
す
る
指
導
実
務
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
か
？

 
     

 1.
11

 バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
し
て
、
バ
ク
ニ
ン
省
の
裁
判
所
、
検
察
院
、
弁
護
士
及

び
司
法
補
助
機
関
が
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 こ
の

2
つ

の
法

案
は

、
裁

判
所

、
検

察
院

、
弁

護
士

会
と

は
協

力
す

る
分

野
が

な
い

の
で

未
実

施
。

 

  

  ２
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
 

－126－ 



質
問

票
（
M

O
J：

担
保

取
引

登
録

局
）
 

 
5

2.
1 

不
動

産
登

記
法

の
起

草
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

更
に

こ
れ

に
関

す
る

活
動

を
行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の

支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

主
催

支
援

 

起
草

班
は

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

っ
て

ま
と

め
た

。
ド

ラ
フ

ト
に

反
映

し
た

。
ド

ラ
フ

ト
作

成
過

程
で

、
日

本
の

経
験

を
学

ん
だ

。
 

基
本

的
な

方
向

性
に

統
一

的
見

解
が

得
ら

れ
た

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

上
記

の
継

続
 

 

適
切

な
時

期
に

法
案

を
提

出
す

る
の

で
、

今
後

の
イ

ン
プ

ッ
ト

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
 

 2.
2 

 不
動

産
登

記
法

起
草

の
た

め
の

サ
ー

ベ
イ

実
施

、
サ

ー
ベ

イ
結

果
の

競
う

作
業

へ
の

反
映

に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

サ
ー

べ
ー

の
支

援
 

  

サ
ー

ベ
イ

を
終

え
て

各
地

方
の

実
情

を
反

映
し

た
デ

ー
タ

、
活

動
な

ど
に

関
す

る
情

報
を

収
集

で
き

た
。

そ
れ

を
ま

と
め

て
優

れ
た

モ
デ

ル
（
新

し
い

手
順

な

ど
）
を

ド
ラ

フ
ト

に
反

映
し

た
。

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

支
援

の
継

続
 

   

ま
す

ま
す

変
わ

り
つ

つ
あ

る
登

記
機

関
の

モ
デ

ル
登

記
の

手
続

き
、

基
準

も

で
て

く
る

の
で

、
今

後
の

支
援

も
お

願
い

し
ま

す
。

 

 2.
3 

担
保

取
引

登
録

法
の

起
草

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
関

し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

質
問

票
（
M

O
J：

担
保

取
引

登
録

局
）
 

 
6

今
後

更
に

こ
れ

に
関

す
る

活
動

を
行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の

支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

セ
ミ

ナ
ー

、
Ｗ

Ｓ
主

催
の

支
援

 

   

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

支
援

の
継

続
 

   

 

 2.
4 

 担
保

取
引

登
録

法
起

草
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
実

施
、

サ
ー

ベ
イ

結
果

の
起

草
作

業
へ

の
反

映
に
関
し
、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供
参

考
資

料
は

ど
の

よ
う

に
活

用
、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

セ
ミ

ナ
ー

、
Ｗ

Ｓ
主

催
の

支
援

 

   

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

支
援

の
継

続
 

   

 

 2.
5 

不
動

産
登

記
に

携
わ

る
職

員
向

け
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

の
実

施
、

経
験

・
教

訓
の

蓄
積

・
活

用
に

関
し

、
日

本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結

－127－ 
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果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

開
催

の
支

援
 

   

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

支
援

の
継

続
 

   

 

 2.
6 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
す
る
、
裁
判
所
、
検
察
院

、
弁
護
士
及
び
司
法
補
助
機

関
と

の
合

同
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

未
実

施
 

   

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化
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   ３
．

効
率

性
 

 3.
1 

ベ
ト

ナ
ム

国
内

で
の

技
術

移
転

の
方

法
と

し
て

、
ワ

ー
キ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

、
ト

レ
ー

ニ

ン
グ

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
が

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

技
術

移
転

の
方

法
は

法
・
司

法
制

度
改

革
・
整

備
に

あ
た

り
適

切
で

す
か

、
改

善
の

余
地

が
あ

り
ま

す
か

？
 

a.
 適

正
で

あ
る

 
 

 
b.

 改
善

の
余

地
が

あ
る

 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

そ
の

理
由

、
改

善
策

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

    

 ４
．

そ
の

他
 

 4.
1 

不
動

産
登

記
法

の
成

立
の

見
通

し
に

つ
い

て
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 国
会

常
任

委
員

会
の

第
11

回
と

第
13

回
の

会
議

に
お

い
て

、
不

動
産

登
記

法
に

関
し

て
審

査
し

、
意

見
を

出
し

た
。

本
草

案
に

於
け

る
、

意
見

が
出

さ
れ

る
中

で
、

本
草

案
の

必
要

性
に

つ
い

て
審

査
機

関
（
国

会
の

法
律

委
員

会

と
思

わ
れ

る
）
と

編
纂

を
担

当
す

る
機

関
（
Ｍ

Ｏ
Ｊ
の

起
草

班
と

お
も

わ
れ

る
）
の

間
に

意
見

の
食

い
違

い
が

あ
っ

た
。

そ
の

た
め

、
本

草
案

は
、

立
法

計
画

に
入

れ
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
20

08
年

10
月

17
日

付
け

の
国

会
に

対
す

る
常

任
委

員
会

の
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

と
、

本
法

案
は

、
立

法
計

画
に

組
み

入
れ

ら
れ

て
い

な
い

。
20

09
年

3
月

25
日

の

政
府

の
国

会
の

常
任

委
員

会
へ

の
レ

ポ
ー

ト
で

は
、

不
動

産
登

記
法

が
立

法
計

画
の

中
に

組
み

入
れ

ら
れ

て
い

る

こ
と

が
わ

か
る

。
し

か
し

、
20

09
年

4
月

15
日

の
審

査
に

関
す

る
法

律
委

員
会

の
報

告
書

に
よ

る
と

、
本

法
案

の

規
定

範
囲

お
よ

び
内

容
が

複
数

の
法

律
と

重
複

し
て

い
る

と
い

う
理

由
で

、
20

10
年

の
立

法
計

画
に

取
り

込
ま

な

い
よ

う
に

提
案

し
た

。
 

起
草

班
は

実
務

家
、

編
纂

機
関

は
監

理
者

的
で

大
臣

な
ど

が
就

任
す

る
。

 

 4.
2 

担
保

取
引

登
録

法
の

成
立

の
見

通
し

に
つ

い
て

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
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  提
出

頂
き

た
い

資
料

 
 機

関
名

 
ご

提
出

を
お

願
い

し
た

い
資

料
名

 

司
法

省
（
M

O
J）

 
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

に
関

す
る

資
料

 

                  質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
や

ご
提

案
が

あ
れ

ば
、

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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1

「
法

・
司

法
制

度
改

革
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

質
問

票
 

 
20

09
年

5
月

2
日

 
 20

09
年

5
月

13
日

か
ら

27
日

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

調
査

団
の

派
遣

に
先

立
ち

、
質

問
票

を
お

送
り

さ
せ

て
頂

き

ま
す

。
JI

C
A

で
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
を

、
JI

C
A

の
事

業
サ

イ
ク

ル
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

協
力

期
間

の
中

間
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
な

ど
の

実
績

や
効

率
性

、
妥

当
性

を
、

阻
害

、
貢

献
要

因
と

共
に

重
点

的
に

レ
ビ

ュ
ー

し
、

必
要

に

応
じ

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 JI

C
A

の
評

価
方

針
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
事

実
」
を

確
認

し
た

上
で

、
P

D
M

（
P

ro
je

ct
 D

es
ig

n 
M

at
rix

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

概
要

表
）
を

使
っ

て
「
評

価
5

項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
実

績
」
「
プ

ロ
セ

ス
」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
５

つ
の

視
点

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
か

ら
複

眼
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
判

断
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

発
現

・
阻

害
要

因
を

分
析

す
る

こ
と

を
目

的
に

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
P

D
M

と
評

価
5

項
目

の
関

係
は

別
添

1
参

照
）
 

 本
質

問
票

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
が

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
日

本
人

専
門

家
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
者

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

情
報

を
提

供
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

関
す

る
認

識
を

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

ご
回

答
さ

れ
る

に
当

た
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
P

D
M

（
別

添
2）

を
ご

確
認

願
い

ま
す

。
各

ご
担

当
専

門
分

野
以

外
の

こ
と

も
お

分
か

り
に

な
る

範
囲

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
本

事
業

の
み

な
ら

ず

JI
C

A
事

業
の

改
善

の
た

め
に

貴
重

な
ご

意
見

と
な

り
ま

す
の

で
、

忌
憚

の
無

い
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
に

存
じ

ま
す

。

ま
た

、
本

質
問

票
の

最
後

に
、

評
価

に
あ

た
り

ご
提

出
頂

き
た

き
統

計
資

料
、

報
告

書
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

 
 お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

現
地

訪
問

時
に

質
問

票
に

つ
い

て
書

面
で

の
ご

回
答

を
頂

け
れ

ば
と

存
じ

ま

す
。

ま
た

、
資

料
に

つ
き

ま
し

て
も

、
併

せ
て

訪
問

時
ご

提
出

頂
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。
な

お
、

ご
質

問
な

ど
は

、
下

記
の

メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

に
ご

返
送

頂
き

ま
す

よ
う

よ
ろ

し
く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
m

oc
hi

da
@

op
m

ac
.c

o.
jp

 
  そ

れ
で

は
、

ご
協

力
の

程
宜

し
く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 
JI

C
A

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
 

評
価

分
析

担
当

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

持
田

智
男

 

      質
問

票
記

入
上

の
留

意
点

：
 

記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

ご
説

明
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

事
項

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

き
、

回
答

に
関

す
る

設
問

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

沿
っ

て
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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１
．

実
績

 

 1.
1 

国
家

賠
償

法
の

起
草

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
つ

き
、
そ

の
回

数
、

時
期

、
参

加
者

及
び

内
容

を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 

 ①
国

家
賠

償
法

草
案

に
対

す
る

コ
メ

ン
ト

に
関

し
て

20
07

年
6

月
17

日
ハ

ノ
イ

で
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
。

 

以
下

⑱
ま

で
開

催
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
列

挙
。

H
C

M
な

ど
、

国
倍

関
連

で
開

催
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
列

挙
。

但
し

、
参

加
者

数
は

掲
載

せ
ず

。
 

 1.
2 

20
05

年
民

法
の

普
及

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

を
行

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

報
告

書
の

コ
ピ

ー
を

本
回

答
と

と
も

に
、

ご
提

出
く
だ

さ

い
。

 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 民
法

典
改

正
の

回
答

欄
を

参
照

。
 

  

 1.
3 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
し
て
、
バ
ク
ニ
ン
省
の
裁
判
所
、
検
察
院
、
弁
護
士
及

び
司
法
補
助
機
関
が
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

回
答

者
 

（
記

入
日

：
20

09
年

5
月

 
 

 
日

）

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 所
属

機
関

：
司

法
省

民
事

経
済

法
局

 

役
職

：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
（
例

：
C

/P
な

ど
）
：
 

連
絡

先
：
 

TE
L:

  
  

  
  

  
  

  
  

  
FA

X
: 

  
  

  
  

  
  

  
  

 E
-m

ai
l: 
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質
問

票
（
M

O
J：

民
事

経
済

法
局

）
 

 
3

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 国
際

協
力

局
の

回
答

参
照

。
 

  

   ２
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
 2.

1 
国

家
賠

償
法

の
起

草
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、
提

供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

更
に

こ
れ

に
関

す
る

活
動

を
行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の

支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

・
 

日
本

の
国

賠
法

の
提

供
 

・
 

日
本

の
国

賠
法

の
実

施
に

関

す
る

情
報

の
提

供
 

・
 

R
IA

報
告

書
の

素
案

に
対

す

る
提

供
 

・
 

20
07

年
か

ら
の

国
賠

法
草

案
に

対
す

る
直

接
的

な
コ

メ

ン
ト

 

・
 

国
賠

法
の

本
邦

研
修

 

・
 

国
家

賠
償

責
任

は
、

特
殊

な
不

法
行

為
に

よ
る

損
害

賠
償

責
任

で
あ

る

こ
と

の
統

一
的

見
解

が
得

ら
れ

た
。

 

・
 

国
家

賠
償

責
任

を
発

生
さ

せ
る

根
拠

は
4

つ
の

要
素

を
含

ま
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

こ
と

の
根

拠
を

特
定

し
、

そ
の

中
で

、
過

失
は

強
制

的
要

素

（
国

に
過

失
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
意

）
で

あ
る

。
 

・
 

裁
判

所
で

の
賠

償
処

理
の

手
続

き
は

民
事

事
件

の
処

理
手

続
き

を
適

用
す

る
。

 

・
 

管
轄

国
家

機
関

の
要

求
に

基
づ

い
て

、
損

害
を

与
え

た
公

務
員

が
賠

償

金
を

国
に

支
払

う
こ

と
（
返

還
・
償

還
）
す

る
こ

と
を

柔
軟

（
Fl

ex
ib

le
）
に

規

定
す

る
。

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

質
問

票
（
M

O
J：

民
事

経
済

法
局

）
 

 
4

 2.
2 

 2
00

5
年

民
法

普
及

セ
ミ

ナ
ー
に
関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

民
法

典
改

正
の

回
答

の
部

分
を

見
て

く
だ

さ
い

。
 

 

同
左

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

同
上

 

   

同
上

 

 2.
3 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
す
る
、
裁
判
所
、
検
察
院

、
弁
護
士
及
び
司
法
補
助
機

関
と

の
合

同
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

国
際

協
力

局
の

回
答

を
参

照
 

   

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化
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３
．

効
率

性
 

 3.
1 

技
術

移
転

の
方

法
と

し
て

、
ワ

ー
キ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
が

用
い

ら
れ

て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
技

術
移

転
の

方
法

は
法

・
司

法
制

度
改

革
・
整

備
に

あ
た

り
適

切
で

す
か

、
改

善
の

余
地

が

あ
り

ま
す

か
？

 

a.
 適

正
で

あ
る

 
 

 
b.

 改
善

の
余

地
が

あ
る

 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

そ
の

理
由

、
改

善
策

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

    

 ４
．

そ
の

他
 

 4.
1 

国
家

賠
償

法
の

成
立

の
見

通
し

に
つ

い
て

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 20
09

年
5

月
に

国
会

で
成

立
の

見
込

み
。

 

   

 4.
2 

国
家

賠
償

法
の

下
位

法
規

の
整

備
計

画
に

つ
い

て
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 

国
賠

法
の

実
施

を
指

導
す

る
政

令
 

・
 

政
令

の
草

案
作

成
の

準
備

 

・
 

20
09

年
8

月
関

係
機

関
の

コ
メ

ン
ト

（
意

見
伺

い
の

）
の

た
め

に
草

案
を

完
成

す
る

。
 

・
 

20
09

年
11

月
政

府
に

提
出

す
る

た
め

に
司

法
省

指
導

部
に

対
し

て
報

告
す

る
。

 

 4.
3 

国
家

賠
償

法
の

運
用

に
携

わ
る

職
員

に
対

す
る

普
及

・
指

導
の

計
画

に
つ

い
て

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

 国
家

賠
償

の
処

理
業

務
を

指
導

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

。
20

09
年

6
月

か
ら

作
成

を
開

始
し

、
同

年
11

月

に
完

成
す

る
見

込
み

（
予

定
）
。

 

 4.
4 

改
正

民
法

の
起

草
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 

質
問

票
（
M

O
J：

民
事

経
済

法
局

）
 

 
6

民
法

典
改

正
の

回
答

の
部

分
を

見
て

く
だ

さ
い

。
 

   

                質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
や

ご
提

案
が

あ
れ

ば
、

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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質
問

票
（
M

O
J：

民
事

判
決

執
行

局
）
 

 
1

「
法

・
司

法
制

度
改

革
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

質
問

票
 

 
20

09
年

5
月

2
日

 
 20

09
年

5
月

13
日

か
ら

27
日

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
 

調
査

団
の

派
遣

に
先

立
ち

、
質

問
票

を
お

送
り

さ
せ

て
頂

き

ま
す

。
JI

C
A

で
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
を

、
JI

C
A

の
事

業
サ

イ
ク

ル
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
、

協
力

期
間

の
中

間
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
な

ど
の

実
績

や
効

率
性

、
妥

当
性

を
、

阻
害

、
貢

献
要

因
と

共
に

重
点

的
に

レ
ビ

ュ
ー

し
、

必
要

に

応
じ

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 
 JI

C
A

の
評

価
方

針
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
事

実
」
を

確
認

し
た

上
で

、
P

D
M

（
P

ro
je

ct
 D

es
ig

n 
M

at
rix

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

概
要

表
）
を

使
っ

て
「
評

価
5

項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
す

な
わ

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「
実

績
」
「
プ

ロ
セ

ス
」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
５

つ
の

視
点

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
か

ら
複

眼
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
判

断
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

発
現

・
阻

害
要

因
を

分
析

す
る

こ
と

を
目

的
に

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
P

D
M

と
評

価
5

項
目

の
関

係
は

別
添

1
参

照
）
 

 本
質

問
票

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
が

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
日

本
人

専
門

家
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
者

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

情
報

を
提

供
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

関
す

る
認

識
を

確
認

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

ご
回

答
さ

れ
る

に
当

た
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
P

D
M

（
別

添
2）

を
ご

確
認

願
い

ま
す

。
各

ご
担

当
専

門
分

野
以

外
の

こ
と

も
お

分
か

り
に

な
る

範
囲

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
本

事
業

の
み

な
ら

ず

JI
C

A
事

業
の

改
善

の
た

め
に

貴
重

な
ご

意
見

と
な

り
ま

す
の

で
、

忌
憚

の
無

い
ご

意
見

を
頂

け
ま

す
と

幸
に

存
じ

ま
す

。

ま
た

、
本

質
問

票
の

最
後

に
、

評
価

に
あ

た
り

ご
提

出
頂

き
た

き
統

計
資

料
、

報
告

書
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

 
 お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ

入
り

ま
す

が
、

現
地

訪
問

時
に

質
問

票
に

つ
い

て
書

面
で

の
ご

回
答

を
頂

け
れ

ば
と

存
じ

ま

す
。

ま
た

、
資

料
に

つ
き

ま
し

て
も

、
併

せ
て

訪
問

時
ご

提
出

頂
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。
な

お
、

ご
質

問
な

ど
は

、
下

記
の

メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

に
ご

返
送

頂
き

ま
す

よ
う

よ
ろ

し
く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
m

oc
hi

da
@

op
m

ac
.c

o.
jp

 
  そ

れ
で

は
、

ご
協

力
の

程
宜

し
く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 
JI

C
A

中
間

レ
ビ

ュ
ー

調
査

団
 

評
価

分
析

担
当

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

持
田

智
男

 

      質
問

票
記

入
上

の
留

意
点

：
 

記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

ご
説

明
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

事
項

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
い

た
だ

き
、

回
答

に
関

す
る

設
問

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

沿
っ

て
ご

回
答

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

質
問

票
（
M

O
J：

民
事

判
決

執
行

局
）
 

 
2

                 
１

．
実

績
 

 1.
1 

民
事

判
決

執
行

法
の

起
草

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
つ

き
、
そ

の
回

数
、

時
期

、
参

加
者

及
び

内
容
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 

 20
08

年
4

月
、

8
月

、
9

月
、

11
月

に
亘

っ
て

4
回

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

。
参

加
し

た
人

員
、

約

25
0

人
。

内
容

は
執

行
の

手
続

き
の

事
項

、
執

行
機

関
の

組
織

機
構

の
モ

デ
ル

、
執

行
官

の
地

位
。

 

 1.
2 

民
事
判
決
執
行
に
携
わ
る
職
員
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
回
数
、
時
期

、
参
加
者
及

び
内
容
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 20

07
年

11
月

ド
ン

ナ
イ

で
執

行
官

の
研

修
を

一
回

実
施

し
た

。
参

加
者

30
人

。
内

容
は

動
産

、
不

動
産

で
あ

る

財
産

の
差

し
押

さ
え

処
分

、
執

行
の

ス
キ

ル
。

 

 1.
3 

民
事
判
決
執
行
に
携
わ
る
職
員
向
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
能
力
向
上
は
見
ら
れ

ま
し
た
か
？
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
ま
す
か
？

 
 研

修
後

、
執

行
官

の
執

行
に

関
す

る
法

律
認

識
、

経
験

お
よ

び
ス

キ
ル

が
高

め
ら

れ
、

同
時

に
日

本
及

び
諸

外
国

の
民

事
判

決
執

行
分

野
に

関
す

る
法

律
お

よ
び

経
験

に
関

す
る

情
報

も
得

ら
れ

た
。

ま
た

、
研

修
を

受
け

た
執

行

官
は

他
の

執
行

官
に

技
術

移
転

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 1.
4 

民
事

判
決

執
行

に
携

わ
る

職
員

向
け

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

に
つ

い
て

、
そ

の
実

施
か

ら
得

ら
れ

た
経

験
・
教
訓
を
、
司
法
省
と
し
て
ど
の
よ
う
に
蓄
積
・
活
用
し
て
い
ま
す
か
？

 
 常

に
執

行
官

の
研

修
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 回
答

者
 

（
記

入
日

：
20

09
年

5
月

 
 

 
日

）

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 所
属

機
関

：
司

法
省

民
事

判
決

執
行

局
 

役
職

：
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
（
例

：
C

/P
な

ど
）
：
 

連
絡

先
：
 

TE
L:

  
  

  
  

  
  

  
  

  
FA

X
: 

  
  

  
  

  
  

  
  

 E
-m

ai
l: 
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質
問

票
（
M

O
J：

民
事

判
決

執
行

局
）
 

 
3

1.
5 

民
事

判
決

執
行

に
携

わ
る

職
員

向
け

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

に
つ

い
て

、
そ

の
実

施
か

ら
得

ら
れ

た
経

験
・
教
訓
を
、
地
方
の
職
員
に
対
す
る
指
導
実
務
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
か
？

 
 執

行
機

関
と

司
法

省
民

事
判

決
執

行
局

と
の

間
の

情
報

交
換

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
迅

速
に

反
映

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
各

関
係

機
関

間
の

円
滑

な
連

携
体

制
に

も
反

映
さ

れ
て

い
る

。
 

   

 1.
6 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
し
て
、
バ
ク
ニ
ン
省
の
裁
判
所
、
検
察
院
、
弁
護
士
及

び
司
法
補
助
機
関
が
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？
（
回

答
無

し
）
 

 

a.
あ

る
 

 
 

b.
な

い
 

 a.
と

お
答

え
の

場
合

は
、

時
期

及
び

内
容

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

ｂ
.と

お
答

え
の

場
合

は
、

そ
の

理
由

と
、

今
後

の
計

画
（
実

施
の

意
義

に
つ

い
て

の
ご

意
見

を
含

め
て

。
）
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
 

    

  ２
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

 
 2.

1 
民

事
判

決
執

行
法

の
起

草
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

関
し

、
日

本
側

の
コ

メ
ン

ト
、

助
言

、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結
果

、
何

が
ど

の
よ

う
に

変
化

し
た

の
か

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
 

今
後

更
に

こ
れ

に
関

す
る

活
動

を
行

う
場
合
は
、
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
期
待
す
る
か
、
日
本
か
ら
の

支
援
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
追

加
コ

メ
ン

ト
 

多
く
の

コ
メ

ン
ト

は
、

民
事

判
決

執
行

法
の

複
数

の
条

文
に

反
映

さ
れ

て
い

る
。

 

例
え

ば
、

効
率

的
な

判
決

執
行

を
保

障
す

る
諸

原
則

、
執

行
対

象
の

財
産

を
確

認
す

る
た

め
の

実
行

可
能

性
（
確

認
で

き
る

か
否

か
）
、

強
制

措
置

適
用

の
効

果
（
例

え
ば

、
銀

行
口

座
の

凍
結

）
、

民
事

執
行

活
動

の
透

明
性

、
知

財
資

産
の

差
し

押
さ

え
・
処

分
に

関
す

る
事

項
な

ど
。

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

資
料

の
編

集
（
民

事
判

決
執

行
に

本
資

料
は

全
国

の
省

級
、

県
級

の
民

事
判

決
執

行
機

関
に

配
布

し
た

。
本

資

質
問

票
（
M

O
J：

民
事

判
決

執
行

局
）
 

 
4

関
す

る
法

規
文

書
）
 

   

料
は

、
執

行
官

の
日

常
業

務
の

便
利

な
法

律
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
で

あ
る

。
 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 2.
2 

不
動

産
登

記
に

携
わ

る
職

員
向

け
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

の
実

施
、

経
験

・
教

訓
の

蓄
積

・
活

用
に

関
し

、
日

本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、
利

用
、

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

イ
ン

プ
ッ

ト
の

結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

 
 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

    

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 2.
3 

バ
ク
ニ
ン
省
に
お
け
る
相
互
調
整
，
相
互
協
力
に
関
す
る
、
裁
判
所
、
検
察
院

、
弁
護
士
及
び
司
法
補
助
機

関
と

の
合

同
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

関
し
、

日
本

側
の

コ
メ

ン
ト

、
助

言
、

提
供

参
考

資
料

は
ど

の
よ

う
に

活
用

、

利
用

、
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
イ

ン
プ

ッ
ト

の
結

果
、

何
が

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
の

か
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。
 

今
後

こ
の

活
動

を
行

う
場

合
は

、
日

本
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

を
期

待
す

る
か

、
日

本
か

ら
の

支
援

に
よ

り

ど
の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
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質
問

票
（
M

O
J：

民
事

判
決

執
行

局
）
 

 
5

 

日
本

側
の

イ
ン

プ
ッ

ト
の

内
容

 
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

の
活

用
に

よ
る

変
化

 

    

 

 

日
本

側
に

期
待

す
る

イ
ン

プ
ッ

ト

の
内

容
 

日
本

側
か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

よ
り

期
待

す
る

変
化

 

    

 

 2.
4 

 

 ３
．

効
率

性
 

 3.
1 

ベ
ト

ナ
ム

国
内

で
の

技
術

移
転

の
方

法
と

し
て

、
ワ

ー
キ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

、
ト

レ
ー

ニ

ン
グ

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
が

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

技
術

移
転

の
方

法
は

法
・
司

法
制

度
改

革
・
整

備
に

あ
た

り
適

切
で

す
か

、
改

善
の

余
地

が
あ

り
ま

す
か

？
 

a.
 適

正
で

あ
る

 
 

 
b.

 改
善

の
余

地
が

あ
る

 

 b.
と

回
答

さ
れ

た
場

合
、

具
体

的
に

そ
の

理
由

、
改

善
策

を
お

教
え

く
だ

さ
い

。
 

    

  ４
．

そ
の

他
 

 4.
1 

民
事

判
決

執
行

法
の

下
位

法
規

の
整

備
計

画
に

つ
い

て
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
 

 20
09

年
1

月
1

日
法

律
が

発
効

し
た

の
で

、
そ

の
た

め
の

3
つ

の
政

令
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

う
ち

、
20

09
年

6

月
に

2
つ

の
政

令
の

草
案

を
意

見
伺

い
の

た
め

に
政

府
に

提
出

す
る

予
定

。
2

つ
の

政
令

は
、

①
民

事
判

決
執

行

手
続

き
を

規
定

す
る

政
令

、
②

判
決

執
行

組
織

機
構

お
よ

び
執

行
業

務
を

行
う

公
務

員
に

関
す

る
政

令
。

 

質
問

票
（
M

O
J：

民
事

判
決

執
行

局
）
 

 
6

   

 

               質
問

は
以

上
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
や

ご
提

案
が

あ
れ

ば
、

お
教

え
く
だ

さ
い

。
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６．日本・ベトナム両国からの投入実績  
 

Ⅰ．ベトナム側投入  
１．カウンターパート配置  

（1）プロジェクトディレクター 
   Mr. Nguyen Huy Ngat〔司法省（MOJ）国際協力局長〕 
（2）プロジェクトマネジャー 
   Dr. Vu Moc〔最高人民検察院（SPP）検察理論研究所副所長〕 
   Mr. Ngo Cuong〔討議議事録（R/D）締結当時：最高人民裁判所（SPC）裁判理論

研究所副所長、現職：SPC国際協力部部長〕 
   Mrs. Dinh Thi Bich Ngoc（MOJ国際協力部職員） 
（3）コンポーネント1と2（裁判実務改善）担当カウンターパート：下表参照 
（4）コンポーネント3（民法に関連する基本法令）担当カウンターパート：下表参照 
（5）コンポーネント4〔国家司法学院（JA）〕担当カウンターパート：下表参照 

 
＜コンポーネント1と2関連のカウンターパート＞ 
①SPC関係 
番号 氏 名 役 職 出身母体（機関） 本邦研修

1 Mr. Ngo Cuong Deputy Director Institute for Judicial Science of the SPC   
2 Ms. Dang Thi Thanh Deputy Chief Judge Criminal Department of the SPC   
3 Ms. Bui Thi Hai Deputy Chief Judge Economic Department of the SPC 本邦③ 
4 Ms. Hoang Thi Bac Judge Labor Department of the SPC 本邦③ 

5 Ms. Nguyen Thi Thanh 
Tu 

Judge Civil Department of the SPC 
  

6 Ms. Dao Thi Xuan Lan Judge Aministrative Department of the SPC 本邦③ 
7 Mr. Nguyen Tri Tue Chief Judge The People’s Court of Bac Ninh Province 本邦③ 

8 Mr. Pham Minh Tuyen Chief of Criminal 
Section 

The People’s Court of Bac Ninh Province 
本邦③ 

9 Mr. Nguyen Van Vu Chief of Civil Section The People’s Court of Bac Ninh Province 本邦③ 

10 Mr. Nguyen Huu Xuong Deputy Chief Officer of 
Administrative Office 

The People’s Court of Bac Ninh Province 
本邦③ 

11 Mr. Tran Van Chinh Legal Expert The People’s Court of Bac Ninh Province   

12 Mr. Ngo Xuan Hai Chief Judge The People’s Court of Tu Son District, Bac 
Ninh Province   

13 Ms. Pham Thi Phuong Deputy Chief Judge The People’s Court of Bac Ninh city, Bac Ninh 
Province   

14 Mr. Tran Ngoc Thanh Deputy Chief Officer International Cooperation Section – Institute 
for Judicial Science of the SPC   
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②SPP関係 

番号 氏 名 役 職 出身母体（機関） 備考 本邦研修

1 Mr. Vu Moc Deputy Director Procuratorial Science Institute of 
SPP   

  
2 Mr. Le Tien Director International Cooperation Dept. 

of SPP   
  

3 Ms. Hoang Thuy Hoa Project Accountant Procuratorial Science Institute of 
SPP     

4 Mr. Nguyen Van Hoat Chief-Procurator  The People's Procuracy of Bac 
Ninh Province 

WG 
Chairman 

④ 

5 Mr. Nguyen Dinh Vu Vice Chief-Procurator The People's Procuracy of Bac 
Ninh Province 

WG Vice 
Chairman 
（検察、捜

査、刑事）   
6 Mr. Nguyen Tien Long Vice Chief-Procurator The People's Procuracy of Bac 

Ninh Province （民事、執行） ④ 

7 Mr. Nguyen Van Thanh Manager of A1 
Department 

The People's Procuracy of Bac 
Ninh Province （K 麻薬） ④ 

8 Mr. Nguyen Minh Dong Manager of Department 
1 

The People's Procuracy of Bac 
Ninh Province （経済犯罪） 

  
9 Ms. Chu Nguyet Anh Vice Manager of 

Department 3 
The People's Procuracy of Bac 
Ninh Province （再審） 

  
10 Mr. Phung Duc Khiem Expert The People's Procuracy of Bac 

Ninh Province 
WG 
Secretary P. 

④ 

11 Mr. Nguyen Thien Nhan Chief Accountant The People's Procuracy of Bac 
Ninh Province （経理） 

  

 
＜コンポーネント 3 関連のカウンターパート＞ 

①アウトプット 3（民法に関連する基本法令）担当カウンターパート 
番号 氏 名 役 職 出身母体（機関） 備考 本邦研修

不動産登記法 
1 Dr. Nguyen Thuy Hien Vice-minister and 

Director of NRAST 
(MOJ) 

MOJ 
  

  
2 Mr. Tran Dong Tung Deputy Director of 

NRAST 
MOJ 

  
  

担保取引登録令 
3 Dr. Nguyen Thuy Hien Vice-minister and 

Director of NRAST 
(MOJ) 

MOJ 不動産登記

法と同一人

物   
4 Mr. Tran Dong Tung Deputy Director of 

NRAST 
MOJ 不動産登記

法と同一人

物   
国家賠償法 

5 Dr. Duong Dang Hue Director of the Civil and 
Economic Law 
Department (MOJ) 

MOJ 
  

① 
6 Mr. Nguyen Thanh Tinh Deputy Director of CED       

判決執行法 
7 Mr. Nguyen Thanh Thuy Deputy Director of Civil 

and Economic 
Department (MOJ) 

MOJ 
  

  
8 Mr. Le Tuan Son Legal expert of CJED       
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②アウトプット 3（行政訴訟法）担当カウンターパート 
番号 起草支援グループ 氏名 役 職 出身母体（機関） 備考 

1 Comrade Tran Van Tu Deputy Chief Justice  Supreme People’s Court Leader 
2 Comrade Ngo Hong Phuc Director  of Institute for Judicial 

Science  
Supreme People's Court Vice Leader 

3 Comrade Dao Thi Xuan 
Lan 

 Deputy Chief Judge of 
Administrative Court 

Supreme People’s Court  Vice Leader 

4 Comrade Nguyen Hop Pho Deputy Director of Department 12  Supreme People’s 
Procuracy  

Member 

5 Comrade Nguyen Phuoc 
Tho 

Deputy Director of Legal Department the Government Office  Member 

6 Comrade Dang Thanh Son Deputy Director of Criminal – 
Administrative Law Department 

Ministry of Justice Member 

7 Comrade Tran The Quan Vice Director of Legislative 
Department 

Ministry of Public 
Security 

Member 

8 Comrade Pham Ngoc Son Director of Legislative Department Ministry of Natural 
Resources and 
Environment  

Member 

9 Comrade Vu Nhu Thang Vice Director of Legislative 
Department 

Ministry of Finance Member 

10 Comrade Nguyen Duc Pho Vice Chairman of Inspection 
Committee 

Supreme People’s Court Member 

11 Comrade Do Van Cuong Vice Head of Economic – 
Administrative Law Division, 
Legislative Department 

Ministry of Public 
Security 

Member 

12 Comrade Nguyen Van 
Tuan 

Inspector of Legislative Department the Government 
Inspection Agency  

Member 

13 Comrade Truong Khanh 
Hoan 

Senior expert of Criminal – 
Administrative Law Department 

Ministry of Justice  Member 

14 Comrade Hoang Thi Quynh 
Chi 

Senior examiner of Institute for 
procuratorial science 

Supreme People’s 
Procuracy  

Member 

15 Comrade Nguyen Thi Expert of Legislative Department Ministry of Natural 
Resources and 
Environment  

Member 

16 Comrade Hoang Thanh 
Huong 

Expert of Legislative Department Ministry of Finance  Member 

17 Comrade Nguyen Chau 
Hoan 

Head of Expert Bureau of 
Administrative Court 

Supreme People’s Court  Member 

18 Comrade Chu Thanh 
Quang 

Head of Criminal – Administrative 
Law Research Bureau of Institute for 
Judicial Science 

Supreme People’s Court  Member 

19 Comrade Tran Van Tang Head of Administrative, 
Informational, Documentary Division 
of Institute for Judicial Science 

Supreme People’s Court  Member 

20 Comrade Bui Thi Dung 
Huyen 

Head of Civil – Economic and 
Commercial Law Research Bureau of 
Institute for Judicial Science 

Supreme People’s Court  Member 

21 Comrade Ngo Van Nhac Vice head of Criminal – 
Administrative Law Research Bureau 
of Institute for Judicial Science 

Supreme People’s Court Member 

22 Comrade Hoang Thi Thuy 
Vinh 

Vice Head of Administrative, 
Informational, Documentary Division 
of Institute for Judicial Science 

Supreme People’s Court Member 

23 Comrade Tran Huy Loc Expert of Institute for Judicial Science Supreme People’s Court  Member 
24 Comrade Do Thi Phuong Expert of Institute for Judicial Science Supreme People’s Court  Member 
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③アウトプット 3（刑事訴訟法）担当カウンターパート 
番号 氏 名 役 職 出身母体（機関） 備考 

1 Le Huu The  Director, Procuratorial Science Institute SPP Chief 
Editor 

2 Do Van Duong 
(undecided) 

Deputy Director, Procuratorial Science Institute 
(Le Vinh Tuan had been appointed to be the 
vice chief before, but he passed away) 

SPP  
Vice Chief

3 Vu Van Moc Deputy Director, Procuratorial Science Institute SPP Vice Chief
4 Dang Thi Thanh Deputy Chief Judge of Criminal Division SPC Vice Chief
5 Nguyen Cong Hong Deputy Director of Department for 

Administrative and Criminal Laws 
MOJ Vice Chief

6 Nguyen Ngoc Anh Director of Legislative Department MPS Vice Chief
7 Le Thanh Trung Deputy Director of Legislative Department Ministry of National 

Defense  Vice Chief

8 Tran Ngoc Nhan Chairman of the Committee for Democracy and 
Laws 

Member of the Central 
Committee of Vietnam 
Fatherland Front 

Vice Chief

9 Ngo Van Nhac expert of Judicial Science Institute SPC Member 
10 Nguyen Van Hoan expert of  Department for Administrative and 

Criminal Laws 
MOJ Member 

11 Tran Vi Dan Deputy Director of Legislative Department MPS Member 
12 Nguyen Duc Hung  expert of Director of Legislative Department Ministry of National 

Defense  Member 

13 Pham Thu Huong expert of Committee for Democracy and Laws  Central Committee of 
Vietnam Fatherland Front Member 

14 Nguyen Ngoc 
Khanh 

Deputy General Editor of the Procuracy 
Magazine 

SPP Member 

15 Nong Xuan Truong expert of Procuratorial Science Institute SPP  Member 
16 Nguyen Xuan Ha expert of Procuratorial Science Institute SPP  Member 
17 Hoang Thi Quynh 

Chi 
expert of Procuratorial Science Institute SPP  Member 

18 Nguyen Thi Thuy expert of Procuratorial Science Institute SPP  Secretary 

 
＜コンポーネント 4 国家司法学院（JA）担当カウンターパート＞ 
番号 氏 名 役 職 出身母体（機関） 備 考 

1 Dr. Phan Huu 
Thu 

Director Judicial Academy 
トレーニングマニュアル 

2 Dr. Nguyen 
Thanh Tri 

Head of Training 
Department 

Judicial Academy 
トレーニングマニュアル 

3 Dr. Nguyen 
Van Huyen 

Vice Director Judicial Academy 
トレーニングマニュアル/執行官マニュアル

4 Chu Ha Thanh Vice Director Judicial Academy 執行官マニュアル 
5 Dr. Le Thu Ha Head of Executor 

Training Department 
Judicial Academy 

トレーニングマニュアル/執行官マニュアル

 
２．資機材・施設・事務室 

ハノイの司法省内に以前のフェーズからプロジェクト事務所が維持されている。また、バ

クニン省省級人民裁判所ならびに省級人民検察院に、JICA供与機材が設置されるとともに、

同裁判所、検察院にてワーキングセッション用の会議室など活動の場が確保されている。 
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３．現地業務負担 
2007年4月から2009年3月までのベトナム側の本プロジェクトに係る実績並びに予算につ

いて、以下のとおり提示を受けた。ただし、本活動費は、各協力機関がプロジェクト活動費

として特定できたもので、全体活動費の一部を示しているにすぎない。 
 
＜司法省（MOJ）＞  （単位：百万 VND） 

 2007 年度実績 2008 年度実績 2009 年度予算 

専門家との活動経費 20 25 45 

報 酬 45 80 120 

会議室 NA NA NA 

設 備 NA NA NA 

 
 
＜最高人民検察院（SPP）＞  （単位：百万 VND） 

 2007 年度実績 2008 年度実績 2009 年度予算 

人件費 148 148 148 

運営経費 168 168 168 

機材費    

合 計 316 316 316 

出所：質問票回答 
注：SPP の回答には実績と予算の明示はないが、実績と予算はほぼ同水準と考えられる。 
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Ⅱ．日本側投入  
１．長期専門家、短期専門家、調査団派遣 

中間レビュー調査時（2009 年 5 月）現在、7 人の長期専門家（チーフアドバイザー1 人、

裁判官支援 2 人、弁護士支援 2 人、業務調整 2 人）と 2 人の短期専門家〔国家賠償法 1 人、

判例（運営指導調査団）1 人〕が派遣された。 
 
＜長期・短期専門家並びに調査団派遣実績・予定＞ 

番号 専 門 氏 名 派遣期間 派遣期間

（人月）

長期専門家 
1 チーフアドバイザー/ 

検察官支援 
伊藤 文規 2007 年 4 月 1 日～2010 年 3 月 31 日（予定） 36

2 裁判官支援 中島 朋宏 2007 年 4 月 1 日～2009 年 3 月 31 日 24
3 裁判官支援 西村  修 2009 年 4 月 1 日～2010 年 3 月 31 日（予定） 12
4 弁護士支援 石那田 隆之 2007 年 5 月 13 日～2009 年 3 月 31 日 23
5 弁護士支援 小幡 葉子 2009 年 5 月 9 日～2011 年 3 月 31 日（予定） 23
6 業務調整 勝俣 祐二 2006 年 7 月 20 日～2007 年 10 月 31 日 15
7 業務調整 山本  泉 2007 年 10 月 12 日～2009 年 10 月 11 日（予定） 24

短期専門家 
1  裁判実務向上   
2  民事訴訟法改正   
3  行政訴訟法起草   
4  国家賠償法 森嶌 昭夫 2008 年 8 月 3 日～2008 年 8 月 13 日 0.3
5  戸籍法   
6  判決執行法   
7  法曹養成   

調査団 
8  運営指導（判例） 村上 敬一 2009 年 3 月 1 日～2009 年 3 月 8 日 0.3

出所：プロジェクト事務所 
 

２．カウンターパート研修本邦受入実績 
これまで 46 人のカウンターパートが日本で技術研修を受けた。研修内容は、各カウンタ

ーパートの専門性を考慮して、以下（1）国家賠償法起草、（2）犯罪学研究、（3）裁判実務の

改善及び判例情報などの提供のための方策、（4）刑事訴訟法、と 4 回実施されている。 
 

（1）国家賠償法起草 
受入期間：2007 年 11 月 19 日～2007 年 11 月 30 日（12 日間） 
研修期間：2007 年 11 月 20 日～2007 年 11 月 29 日（10 日間） 
主な研修機関：法務省法務総合研究所 
定員：10 名 
番号 氏 名 カウンターパート機関 役職（専門分野） 

1 Mr. Duong Dang Hue 司法省民事経済法局 局長 
2 Ms. Duong Thi Thanh Mai 司法省司法科学研究所 所長 
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3 Mr. Mai Anh Thong 最高人民検察院第一局（経済捜査監督） 副局長 
4 Mr. Ngo Huu Loi 財務省法務局 副局長 
5 Mr. Ngo Trung Thanh 国会事務局法務部 法律専門官 
6 Ms. Hoang Thi Thuy Hang 司法省民事経済法局 上席法律専門官 
7 Mr. Luong Duc Tuan 司法省民事経済法局 法律専門官 
8 Mr. Vu Huy Khanh 公安省法律局 法律専門官 
9 Mr. Cao Xuan Thuy 司法省人事局 法律専門官 

10 Ms. Nguyen Thi Ngoc Bich 司法省民事経済法局 法律専門官 

 
（2）犯罪学研究 

受入期間：2008 年 6 月 23 日～2008 年 7 月 5 日（13 日間） 
研修期間：2008 年 6 月 24 日～2008 年 7 月 4 日（11 日間） 
主な研修機関：法務省法務総合研修所 
定員：10 名 
番号 氏名 カウンターパート機関 役職（専門分野） 

1 Mr. Duong Thanh Bieu 最高人民検察院 次長検事 
2 Mr. Vu Xuan Truong ナム・ディン省人民検察院 検事正 
3 Mr. Nguyen Van Tien ハ・ティン省人民検察院 次席検事 
4 Mr. Nguyen Tien Nghiep ロン・アン省人民検察院 次席検事 
5 Mr. Dinh Van Hien 最高人民検察院犯罪学・犯罪統計部 副部長 
6 Mr. Truong Minh Manh 最高人民検察院汚職事件訴追・捜査監督部 検事 
7 Mr. Nguyen Cong Dong 最高人民検察院ハノイ控訴審訴追・監督部 検事 
8 Mr. Nguyen Ngoc Khanh 最高人民検察院検察理論研究所調査・法制課 課長 
9 Ms. Vu Thi Hai Yen 最高人民検察院国際協力部 法律専門官 

10 Mr. Nguyen Xuan Ha 最高人民検察院検察理論研究所 法律専門官 

 
（3）裁判実務の改善及び判例情報等の提供のための方策 

受入期間：2008 年 8 月 17 日～2008 年 8 月 30 日（14 日間） 
研修期間：2008 年 8 月 18 日～2008 年 8 月 29 日（12 日間） 
主な研修機関：法務省法務総合研究所 
定員：10 名 
番号 氏 名 カウンターパート機関 役職（専門分野） 

1 Mr. Nguyen Tri Tue バクニン省級人民裁判所 所長 
2 Ms. Hoang Thi Kim Oanh 最高人民裁判所刑事裁判所 副所長 
3 Ms. Bui Thi Hai 最高人民裁判所経済裁判所 副所長 
4 Ms. Hoang Thi Bac 最高人民裁判所労働裁判所 裁判官 
5 Ms. Dao Thi Xuan Lan 最高人民裁判所行政裁判所 副所長 
6 Mr. Pham Minh Tuyen バクニン省級人民裁判所 副所長 
7 Mr. Nguyen Van Cuong 最高人民裁判所裁判理論研究所 副所長 
8 Mr. Nguyen Thanh Man ダナン市人民裁判所 副所長 
9 Mr. Nguyen Van Vu バクニン省級人民裁判所民事裁判所 所長 

10 Mr. Nguyen Huu Xuong バクニン省級人民裁判所事務局 副局長 
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（4）刑事訴訟法  
受入期間： 
研修期間：2009 年 3 月 9 日～2009 年 3 月 19 日（11 日間） 
主な研修機関：法務省法務総合研究所 
定員：16 名 

 
番号 氏 名 カウンターパート機関 役職（専門分野） 

1 Mr. Bui Duc Long 最高人民検察院 勾留・留置・受刑者管理及び再教育監督局長

2 Mr. Nguyen Duy Hong 最高人民検察院 社会秩序関連刑事事件訴追・捜査監督局長 
3 Mr. Duong Van Tiu 最高人民検察院 監察局長 
4 Mr. Nguyen Viet Hung バク・ザン省人民検察院 検事正 
5 Mr. Nguyen Van Hoat バク・ニン省人民検察院 検事正 
6 Mr. Huynh Dung Tien ティエン・ザン省人民検察院 検事正 
7 Mr. Nguyen Tien Long バク・ニン省人民検察院 次席検事 
8 Mr. Cao Van Phuc 最高人民検察院麻薬関連事件訴追・捜査監督部 副局長 
9 Mr. Nguyen Cong Thi ゲ・アン省人民検察院 次席検事 

10 Ms. Bui Thi Hong Van ハ・ナム省人民検察院 次席検事 
11 Mr. Dinh Van Dan 最高人民検察院 人事組織局 課長 
12 Mr. Nguyen Van Thanh バク・ニン省人民検察院 捜査公判監督課長 
13 Mr. Nong Xuan Truong 最高人民検察院検察理論研究所 法律専門官 
14 Mr. Phung Duc Khiem バク・ニン省人民検察院 検事 
15 Mr. Nguyen Ngoc Tam 最高人民検察院 検事 
16 Mr. Lai Cao Binh 最高人民検察院汚職事件訴追・捜査監督部 検事 

 
３．機材供与  

これまでの（2007 年 4 月～2009 年 5 月）の供与機材総額は、82 万円である。その内訳並

びに配置先は以下のとおりである。 
 

供与場所（単位：台） 
項目 価格

（US$） 
価格（円）

 
合計供与 

台数 バクニン省 
人民裁判所 

バクニン省 
人民検察院 

コンピュータ（デスクトップ） 1,870 204,447 2 1 1 

コンピュータ（ラップトップ） 3,020 330,177 2 1 1 

プロジェクター 1,470 160,715 2 1 1 

ソフトウェア一式（Office, 
Anti-Virus） 

 
1,164 

 
127,260 

 
4 

 
2 

 
2 

合 計 7,524 822,599    

出所：プロジェクト事務所 
注：円貨換算レート：109.33 円/US$ 
 
４．現地業務費 

2007 年度、2008 年度の日本側運営経費は総額 52.8 万米ドルである。 
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  （単位：US$）
内 訳 

在外事業強化費 合 計 
2007 年度 2008 年度 

ワーキングセッション、ワークショップ、現地セ

ミナーの開催費、サーベイ活動の費用（注） 278,495 99,486 179,009 
マニュアル等印刷 40,825 14,675 26,150 
プロジェクト事務所経費（注）など 208,949 99,165 109,784 
合 計 528,269 213,326 314,943 

出所：プロジェクト事務所 
注：SPC、SPP へのアクセスが良い場所に、専門家用のプロジェクト事務所が、以前のフェーズ

から維持されている。 
 

上記のうち、ワーキングセッション、ワークショップ、現地セミナーの開催費、サーベイ

活動の費用は以下のとおりである。 
 

単位：US$ 
内 訳 

項 目 合 計 
2007 年度 2008 年度 

ワーキングセッション 9,840 5,418 4,422 
ワークショップ 204,128 54,357 149,771 
現地セミナー 20,515 1,468 19,047 
サーベイ活動 44,012 38,243 5,769 
合 計 278,495 99,486 179,009 

出所：プロジェクト事務所 
 

５．研究会活動  
民法改正共同研究会と裁判実務改善研究会のメンバー及び、2007 年度と 2008 年度の開催

日は以下のとおりである。 
 
＜民法改正共同研究会と裁判実務改善研究会のメンバー＞ 
番号 氏 名 所 属 2007 年度 2008 年度 2009 年度 

部会名 ： ベトナム民法改正共同研究会 11 名 10 名 10 名 

1 森嶌 昭夫  （部会長）特定非営利活動法人日本気候政策

センター理事長 ○ ○ ○ 

2 新美 育文  明治大学法学部教授 ○ ○ ○ 

3 内田 勝一  
早稲田大学常任理事 /国際教養学部教授

（H19/20）/早稲田大学常任理事/副学長/国際

教養学術院教授（H21） 
○ ○ ○ 

4 野村 豊弘  学習院大学法学部教授/学習院常務理事 ○ ○ ○ 
5 松本 恒雄  一橋大学大学院法学研究科教授 ○ ○ ○ 
6 角 紀代恵  立教大学法学部教授 ○ ○ ○ 

7 佐藤 恵太  中央大学大学院法務研究科教授（H19）/法科

大学院教授（H20/H21） ○ ○ ○ 

8 神前 禎   学習院大学法学部教授（H19）/法科大学院教 ○ ○ ○ 
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番号 氏 名 所 属 2007 年度 2008 年度 2009 年度 
授（H20/H21） 

9 田中 嘉寿

子 法務省法務総合研究所国際協力部教官 ○     

10 亀卦川 健

一  法務省法務総合研究所国際協力部教官 ○     

11 横山 幸俊 法務省法務総合研究所国際協力部教官   ○   
12 西岡 剛 法務省法務総合研究所国際協力部教官     ○ 

13 森永 太郎 
東京地方検察庁刑事部風紀係 検事（H19）/
法務省法務総合研究所国際協力部教官（Ｈ

20/21） 
○ ○ ○ 

部会名 ： ベトナム裁判実務改善研究会 5 名 5 名 3 名 
1 村上 敬一 （委員長）同志社大学大学院司法研究科教授 ○ ○ ○ 

2 井関 正裕 関西大学法科大学院特任教授､弁護士（H20
参与委員） ○ ○   

3 塚原 長秋  日本弁護士連合会弁護士 ○ ○   

4 亀卦川 健

一 法務省法務総合研究所国際協力部教官 ○     

5 横山 幸俊 法務省法務総合研究所国際協力部教官   ○   
6 宮﨑 朋紀  法務省法務総合研究所国際協力部教官 ○ ○ ○ 
7 西岡 剛 法務省法務総合研究所国際協力部教官     ○ 

 
＜研究会の開催日（2007 改正・2008 年度）＞ 

部会名 ： ベトナム民法共同研究会 
第 1 回 2007 年 4 月 23 日 
第 2 回 2007 年 6 月 4 日 
第 3 回 2007 年 8 月 29 日 
第 4 回 2007 年 10 月 31 日 
第 5 回 2008 年 1 月 30 日 
第 6 回 2008 年 4 月 8 日 
第 7 回 2008 年 6 月 2 日 
第 8 回 2008 年 7 月 22 日 
第 9 回 2008 年 9 月 1 日 
第 10 回 2008 年 12 月 15 日 
第 11 回 2009 年 2 月 12 日 
部会名 ： ベトナム裁判実務改善研究会 
第 1 回 2007 年 4 月 24 日 
第 2 回 2007 年 5 月 15 日 
第 3 回 2007 年 6 月 5 日 
第 4 回 2007 年 7 月 31 日 
第 5 回 2007 年 9 月 12 日 
第 6 回 2007 年 11 月 12 日 
第 7 回 2008 年 2 月 1 日 
第 8 回 2008 年 6 月 13 日 
第 9 回 2008 年 7 月 29 日 
第 10 回 2008 年 10 月 27 日 
第 11 回 2009 年 1 月 7 日 
第 12 回 2009 年 3 月 19 日 
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表
7
：
ワ

ー
キ

ン
グ

・
セ

ッ
シ

ョ
ン

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
セ

ミ
ナ

ー
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
な

ど
の

開
催

と
出

席
情

報

種
別

目
的

（
或

い
は

タ
イ

ト
ル

）
開

催
日

程
開

催
期

間
期

間
開

催
回

数
開

催
場

所
参

加
者

数
（
人

）
1
日

目
2
日

目
3
日

目
延

べ
出

席
者

数
(人

・
日

)

参
加

者
の

主
な

出
身

機
関

備
考

平
成

1
9
年

度

1
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
 第

2
次

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
7
年

7
月

1
8
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

4
0

4
0

4
0

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

2
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
 第

2
次

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
7
年

8
月

1
6
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

3
4

3
4

3
4

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

3
司

法
省

民
事

経
済

法
局

行
政

活
動

と
国

家
賠

償
2
0
0
7
年

9
月

6
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

3
7

3
7

3
7

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

4
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
R

IA
調

査
票

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ検

討
2
0
0
7
年

1
2
月

2
6
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

6
6

6
起

草
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

5
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
ﾜ
ｰ

ｸ
ｼ
ｮｯ

ﾌ
ﾟ開

催
準

備
2
0
0
8
年

2
月

1
8
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
3

1
3

1
3

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

8
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
R

IA
調

査
結

果
分

析
・
報

告
書

作
成

方
針

2
0
0
8
年

3
月

5
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

3
0

3
0

3
0

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

9
司

法
省

民
事

判
決

執
行

局
国

賠
法

R
IA

調
査

結
果

分
析

・
報

告
書

案
の

検
討

2
0
0
8
年

3
月

1
0
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
5

1
5

1
5

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1
0

司
法

省
民

事
判

決
執

行
局

国
賠

法
R

IA
調

査
結

報
告

書
内

容
の

協
議

2
0
0
8
年

3
月

2
4
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
5

1
5

1
5

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1
1

司
法

省
民

事
経

済
法

局
判

決
執

行
法

起
草

2
0
0
7
年

9
月

2
7
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
6

1
6

1
6

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

所
管

局
移

管
前

1
2

司
法

省
国

家
司

法
学

院
訓

練
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
1
概

要
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
7
年

7
月

1
2
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
7

1
7

1
7

J
A

編
纂

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1
3

司
法

省
国

家
司

法
学

院
訓

練
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
１

概
要

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ2

2
0
0
7
年

8
月

1
7
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
8

1
8

1
8

J
A

編
纂

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1
4

司
法

省
国

家
司

法
学

院
執

行
官

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
作

成
指

針
2
0
0
7
年

8
月

2
4
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
9

1
9

1
9

J
A

編
纂

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1
5

司
法

省
国

家
司

法
学

院
執

行
官

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
概

要
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
7
年

9
月

2
6
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
0

1
0

1
0

J
A

編
纂

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1
6

司
法

省
国

家
司

法
学

院
執

行
官

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
概

要
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾅ

ﾙ
2
0
0
7
年

1
1
月

2
8
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
0

1
0

1
0

J
A

編
纂

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1
7

最
高

人
民

裁
判

所
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

ﾜ
ｰ

ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾊ

ﾞｰ
初

会
合

2
0
0
7
年

6
月

1
5
日

１
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

8
8

8
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

裁
判

所

1
8

最
高

人
民

裁
判

所
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

民
事

訴
訟

手
続

き
概

要
2
0
0
7
年

1
0
月

5
日

1
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

3
2

3
2

3
2

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
、

県
級

裁
判

所

1
9

最
高

人
民

裁
判

所
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

刑
事

訴
訟

手
続

き
概

要
2
0
0
7
年

1
0
月

2
9
日

1
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

1
5

1
5

1
5

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

2
0

最
高

人
民

裁
判

所
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

日
越

裁
判

手
続

き
の

紹
介

2
0
0
7
年

1
1
月

3
0
日

1
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

8
8

8
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

2
1

最
高

人
民

裁
判

所
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

民
・
刑

時
訴

訟
法

Q
&
A

2
0
0
8
年

1
月

2
8
日

1
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

9
9

9
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

2
2

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
検

察
官

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
概

要
（
刑

事
）

2
0
0
7
年

1
1
月

2
7
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

2
5

2
5

2
5

S
P

P

2
3

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
検

察
官

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
ＩＩ
詳

細
概

要
2
0
0
8
年

3
月

6
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

3
0

3
0

3
0

編
纂

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

司
法

省
民

事
経

済
法

局
9

9
1
7
6

司
法

省
民

事
判

決
執

行
局

2
2

3
0

司
法

省
国

家
司

法
学

院
5

5
7
4

最
高

人
民

裁
判

所
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

5
5

7
2

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
2

2
5
5

合
計

2
3

2
3

4
0
7

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

７．現地セミナー、ワーキングセッション実績
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1
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
草

案
起

草
　

現
地

ｾ
ﾐﾅ

ｰ
2
0
0
7
年

9
月

1
7
日

～
1
8
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

7
2
, 
5
8

7
2

5
8

1
3
0

起
草

Ｇ
, 
S

P
C

,
S
P

P
新

美
短

期
専

門
家

2
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
本

邦
研

修
成

果
発

表
、

刑
事

補
償

2
0
0
8
年

3
月

1
9
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

4
5

4
5

4
5

関
係

国
家

機
関

3
司

法
省

民
事

経
済

法
局

判
決

執
行

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
7
年

7
月

2
4
日

～
2
6
日

3
日

3
ｸ
ｱ

ﾝ
ﾆ
ﾝ

3
2
, 
3
2
,

3
2

3
2

3
2

3
2

9
6

北
部

地
方

司
法

局
執

行
官

所
管

局
移

管
前

4
司

法
省

民
事

判
決

執
行

局
判

決
執

行
法

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
7
年

1
2
月

6
日

～
7
日

2
日

2
ﾌ
ﾞﾝ

ﾀ
ｵ

2
4
, 
1
8

2
4

1
8

4
2

南
部

地
方

司
法

局
執

行
官

5
司

法
省

民
事

判
決

執
行

局
判

決
執

行
法

2
0
0
8
年

3
月

4
日

午
前

0
.5

ﾊ
ﾉ
ｲ

4
3

4
3

2
1
.5

天
然

資
源

環
境

省
、

銀
行

6
司

法
省

民
事

判
決

執
行

局
判

決
執

行
法

2
0
0
8
年

3
月

4
日

午
後

0
.5

ﾊ
ﾉ
ｲ

3
5

3
5

1
7
.5

関
係

国
家

機
関

7
司

法
省

民
事

判
決

執
行

局
判

決
執

行
法

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

3
月

1
8
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

5
0

5
0

5
0

民
事

判
決

執
行

局

8
司

法
省

民
事

判
決

執
行

局
執

行
官

訓
練

ｺ
ｰ

ｽ
2
0
0
7
年

1
1
月

2
0
日

～
2
1
日

2
日

2
ﾄﾞ

ﾝ
ﾅ

ｲ
2
9
, 
2
8

2
9

2
8

5
7

南
部

判
決

執
行

局

9
司

法
省

担
保

取
引

登
録

局
不

動
産

登
記

法
2
0
0
8
年

3
月

2
5
日

～
2
6
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

6
2
, 
4
6

6
2

4
6

1
0
8

関
係

国
家

機
関

、
国

会
議

員

1
0

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

登
記

官
訓

練
ｺ
ｰ

ｽ
2
0
0
７

年
1
2
月

3
日

～
4
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

3
4
, 
3
5

3
4

3
5

6
9

担
保

登
記

官

1
1

司
法

省
司

法
扶

助
局

統
一

弁
護

士
会

設
立

に
向

け
2
0
0
7
年

6
月

2
8
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

8
6

8
6

8
6

地
方

省
弁

護
士

（
5
3
名

）
L
u
u
大

臣

1
2

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
新

民
訴

2
0
0
７

年
5
月

1
4
日

～
1
5
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

8
0

8
0

8
0

北
部

裁
判

官
D

A
N

ID
A

共
催

1
3

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
新

民
訴

2
0
0
７

年
5
月

2
2
日

～
2
3
日

2
日

2
H

C
M

市
8
0

8
0

8
0

南
部

裁
判

官
D

A
N

ID
A

共
催

1
4

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
判

決
書

き
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

（
ﾊ

ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄｴ

ﾘ
ｱ

向
け

）
2
0
0
8
年

3
月

2
1
日

1
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

6
0

6
0

6
0

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
、

県
級

裁
判

所

1
5

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
刑

事
・
民

事
訴

訟
法

の
運

用
実

態
2
0
0
8
年

3
月

2
7
日

～
2
8
日

2
日

2
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

7
0
, 
7
0

7
0

7
0

1
4
0

S
P

C
, 
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

1
6

最
高

人
民

検
察

院
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

刑
事

事
件

に
お

け
る

証
拠

と
立

証
2
0
0
7
年

8
月

3
0
日

～
3
1
日

2
日

2
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

5
8
, 
5
8

5
8

5
8

1
1
6

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

1
7

最
高

人
民

検
察

院
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

起
訴

状
と

論
告

の
作

成
2
0
0
7
年

1
0
月

1
1
日

～
1
2
日

2
日

2
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

6
0
, 
5
7

6
0

5
7

1
1
7

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

1
8

最
高

人
民

検
察

院
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

刑
事

捜
査

書
類

作
成

2
0
0
7
年

1
1
月

1
4
日

～
1
5
日

2
日

2
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

6
0
, 
6
0

6
0

6
0

1
2
0

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

1
9

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
犯

罪
捜

査
に

関
す

る
訓

練
ｶ
ﾘ
ｷ

ｭ
ﾗ

ﾑ
2
0
0
7
年

1
0
月

2
2
日

～
2
3
日

2
日

2
ｸ
ｱ

ﾝ
ﾆ
ﾝ

0
S
P

P
、

県
級

検
察

院
D

A
N

ID
A

共
催

2
0

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
司

法
改

革
に

お
け

る
検

察
組

織
の

将
来

像
2
0
0
8
年

3
月

1
3
日

～
1
4
日

2
日

2
ﾊ

ｲ
ﾌ
ｫ
ﾝ

6
1
, 
6
1

6
1

6
1

1
2
2

S
P

P
、

党
関

係
者

司
法

省
民

事
経

済
法

局
6

3
2
7
1

司
法

省
民

事
判

決
執

行
局

6
5

1
8
8

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

4
2

1
7
7

司
法

省
司

法
扶

助
局

1
1

8
6

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
7

4
3
6
0

最
高

人
民

検
察

院
バ

ク
ニ

ン
省

級
検

察
院

6
3

3
5
3

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
4

2
1
2
2

合
計

3
4

2
0

1
5
5
7

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
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平
成

2
0
年

度

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

1
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
　

9
.3

 ﾄ
ﾞﾗ

ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

7
月

1
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
2

1
2

1
2

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

2
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
　

1
0
.4

　
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

8
月

4
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

3
0

3
0

3
0

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

森
嶌

短
期

専
門

家

3
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
　

1
0
.4

　
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ後

半
2
0
0
8
年

8
月

2
8
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
2

1
2

1
2

起
草

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

4
司

法
省

担
保

取
引

登
録

局
不

動
産

登
記

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

4
月

1
6
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

7
7

7
起

草
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

日
本

司
法

書
士

連
合

会

5
司

法
省

国
家

司
法

学
院

訓
練

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
II内

容
2
0
0
8
年

5
月

1
9
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
6

1
6

1
6

J
A

編
纂

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

6
司

法
省

国
家

司
法

学
院

訓
練

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
II 

(弁
護

士
教

育
用

)
概

要
2
0
0
8
年

9
月

5
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
1

1
1

1
1

J
A

編
纂

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

7
最

高
人

民
裁

判
所

S
P

C
民

・
刑

訴
法

Q
&
A

ﾜ
ｰ

ｸ
ｼ
ｮｯ

ﾌ
ﾟ事

前
打

合
せ

2
0
0
9
年

2
月

1
5
日

１
日

1
ｻ

ﾞｰ
ﾗ
ｲ

9
9

9
S

P
C

, 
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

8
最

高
人

民
裁

判
所

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

民
・
刑

訴
法

Q
&
A

 (
Q

の
検

討
）

2
0
0
8
年

7
月

1
6
日

1
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

1
5

1
5

1
5

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

9
最

高
人

民
裁

判
所

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

民
・
刑

訴
法

Q
&
A

 ｾ
ﾐﾅ

ｰ
打

合
せ

2
0
0
8
年

1
2
月

2
4
日

1
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

1
0

1
0

1
0

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
裁

判
所

1
0

最
高

人
民

検
察

院
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

現
場

検
証

と
検

視
に

関
す

る
捜

査
実

務
2
0
0
8
年

7
月

3
0
日

1
日

1
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

3
0

3
0

3
0

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

司
法

省
民

事
経

済
法

局
3

3
5
4

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

1
1

7

司
法

省
国

家
司

法
学

院
2

2
2
7

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
1

1
9

最
高

人
民

裁
判

所
バ

ク
ニ

ン
省

級
裁

判
所

2
2

2
5

最
高

人
民

検
察

院
バ

ク
ニ

ン
省

級
検

察
院

1
1

3
0

合
計

1
0

1
0

1
5
2

1
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ・

刑
事

補
償

2
0
0
8
年

4
月

1
7
日

～
1
8
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

6
0
, 
5
3

6
0

5
3

1
1
3

公
安

省

2
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ意

見
聴

取
2
0
0
8
年

6
月

1
2
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

4
2

4
2

4
2

関
係

国
家

機
関

3
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ意

見
聴

取
2
0
0
8
年

6
月

1
7
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
1
4

1
1
4

1
1
4

ﾊ
ﾉ
ｲ
商

工
会

議
所

4
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ意

見
聴

取
2
0
0
8
年

6
月

2
0
日

１
日

1
ﾆ
ｬ
ﾁ
ｬ
ﾝ

6
2

6
2

6
2

中
部

関
係

機
関

5
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ意

見
聴

取
2
0
0
8
年

6
月

2
3
日

～
2
4
日

1
日

1
H

C
M

市
5
8
, 
4
4

5
8

4
4

1
0
2

南
部

関
係

期
間

6
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
　

1
0
.4

　
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ　

現
地

ｾ
ﾐ

ﾅ
ｰ

2
0
0
8
年

8
月

5
日

～
6
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

4
4
, 
4
4

4
4

4
4

8
8

起
草

G
、

国
会

法
律

委
員

会
森

嶌
短

期
専

門
家

7
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
　

最
終

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ意

見
聴

取
2
0
0
8
年

1
2
月

3
日

～
5
日

3
日

3
ﾊ

ｲ
ﾌ
ｫ
ﾝ

3
1

3
1

3
1

起
草

G
、

国
会

法
律

委
員

会

8
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
　

最
終

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ意

見
聴

取
2
0
0
9
年

3
月

1
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

4
5

4
5

4
5

北
部

各
省

国
会

議
員

9
司

法
省

民
事

経
済

法
局

国
賠

法
　

最
終

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ意

見
聴

取
2
0
0
9
年

3
月

3
0
日

１
日

1
ｸ
ｱ

ﾝ
ﾋ
ﾞﾝ

4
9

4
9

4
9

中
部

各
省

国
会

議
員

1
0

司
法

省
民

事
経

済
法

局
国

賠
法

　
最

終
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ意

見
聴

取
2
0
0
9
年

4
月

1
日

1
日

1
H

C
M

市
6
5

6
5

6
5

南
部

各
省

国
会

議
員

1
1

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

不
動

産
登

記
法

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

4
月

1
4
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

4
6

4
6

4
6

起
草

G
、

関
係

政
府

機
関

日
本

司
法

書
士

連
合

会

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
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1
2

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

不
動

産
登

記
法

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ・

担
保

取
引

登
録

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

5
月

2
8
日

１
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

4
1

4
1

4
1

大
学

、
関

係
機

関

1
3

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

不
動

産
登

記
法

　
第

7
次

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

現
地

ｾ
ﾐﾅ

ｰ
2
0
0
8
年

8
月

8
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

4
0

4
0

4
0

起
草

G
、

関
係

政
府

機
関

森
嶌

短
期

専
門

家

1
4

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

不
動

産
登

記
法

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ・

担
保

取
引

登
録

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

9
月

2
5
日

～
2
6
日

2
日

2
ﾆ
ｬ
ﾁ
ｬ
ﾝ

3
9
, 
3
9

3
9

3
9

7
8

起
草

G
、

関
係

政
府

機
関

1
5

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

不
動

産
登

記
法

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ・

担
保

取
引

登
録

法
ﾄﾞ

ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

9
月

2
9
日

～
3
0
日

2
日

2
H

C
M

市
5
5
, 
5
5

5
5

5
5

1
1
0

起
草

G
、

関
係

政
府

機
関

1
6

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

不
動

産
登

記
法

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

1
1
月

2
5
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

5
1

5
1

5
1

起
草

G
、

関
係

政
府

機
関

日
本

司
法

書
士

連
合

会

1
7

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

担
保

取
引

登
録

法
　

第
7
次

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ

ﾄ、
意

見
聴

取
　

現
地

ｾ
ﾐﾅ

ｰ
2
0
0
8
年

8
月

1
1
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

3
9

3
9

3
9

起
草

G
、

関
係

政
府

機
関

森
嶌

短
期

専
門

家

1
8

司
法

省
担

保
取

引
登

録
局

不
動

産
登

記
法

・
担

保
取

引
登

録
法

：
R

IA
調

査
ﾄﾚ

ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ

2
0
0
9
年

2
月

1
6
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
3

1
3

1
3

起
草

G
、

関
係

政
府

機
関

1
9

司
法

省
民

事
判

決
執

行
局

判
決

執
行

法
　

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
8
年

9
月

4
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

3
6

3
6

3
6

民
事

判
決

執
行

局

2
0

司
法

省
民

事
判

決
執

行
局

執
行

官
ﾄﾚ

ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ　

下
位

法
令

の
意

見
聴

取
2
0
0
8
年

1
2
月

1
8
日

～
1
9
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

6
6
, 
6
6

6
6

6
6

1
3
2

全
国

民
事

判
決

執
行

機
関

2
1

司
法

省
民

事
判

決
執

行
局

判
決

執
行

法
の

政
令

ﾄﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾄ

2
0
0
9
年

2
月

2
6
日

～
2
7
日

2
日

2
ﾆ
ｬ
ﾁ
ｬ
ﾝ

4
0
, 
4
0

4
0

4
0

8
0

中
部

地
方

省
執

行
局

2
2

司
法

省
司

法
扶

助
局

統
一

弁
護

士
会

設
立

準
備

2
0
0
8
年

6
月

5
日

1
日

1
ﾊ

ﾉ
ｲ

1
0
4

1
0
4

1
0
4

地
方

省
弁

護
士

(3
8
名

)

2
3

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
判

例
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

2
0
0
8
年

1
2
月

2
5
日

～
2
6
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

7
8
, 
6
3

7
8

6
3

1
4
1

北
部

地
方

省
級

裁
判

所

2
4

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
訴

訟
実

務
Q

&
A

ｾ
ﾐﾅ

ー
2
0
0
9
年

2
月

1
6
日

～
1
7
日

2
日

2
ｻ

ﾞｰ
ﾗ
ｲ

5
6
、

５
２

5
6

5
2

1
0
8

中
部

地
方

省
級

裁
判

所

2
5

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
訴

訟
実

務
Q

&
A

ｾ
ﾐﾅ

ー
2
0
0
9
年

2
月

1
9
日

～
2
0
日

2
日

2
ｶ
ﾏ
ｳ

7
4
, 
7
0

7
4

7
0

1
4
4

南
部

地
方

省
級

裁
判

所

2
6

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
訴

訟
実

務
Q

&
A

ｾ
ﾐﾅ

ー
2
0
0
9
年

2
月

2
3
日

～
2
4
日

2
日

2
ﾊ

ﾉ
ｲ

6
8
, 
6
2

6
8

6
2

1
3
0

北
部

地
方

省
級

裁
判

所

2
7

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
判

例
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

2
0
0
9
年

3
月

3
日

～
4
日

2
日

2
ﾀ
ﾞﾅ

ﾝ
3
6
, 
3
8

3
6

3
8

7
4

中
部

地
方

省
級

裁
判

所
村

上
短

期
専

門
家

2
8

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
判

例
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

2
0
0
9
年

3
月

5
日

～
6
日

2
日

2
H

C
M

市
5
6
, 
5
1

5
6

5
1

1
0
7

南
部

地
方

省
級

裁
判

所
村

上
短

期
専

門
家

2
9

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
検

察
官

の
養

成
ｶ
ﾘ
ｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ

2
0
0
8
年

5
月

1
5
日

～
1
6
日

2
日

2
ﾊ

ｲ
ﾌ
ｫ
ﾝ

5
8
, 
5
8

5
8

5
8

1
1
6

S
P

P
, 
地

方
省

級
検

察
院

3
0

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
司

法
改

革
を

踏
ま

え
た

検
察

組
織

及
び

検
察

官
の

権
限

と
責

任
2
0
0
8
年

6
月

1
4
日

～
1
5
日

2
日

2
ﾀ
ｲ
ﾋ
ﾞﾝ

5
4
, 
5
4

5
4

5
4

1
0
8

S
P

P
, 
地

方
省

級
検

察
院

3
1

最
高

人
民

検
察

院
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

日
越

刑
事

訴
訟

手
続

き
の

比
較

2
0
0
8
年

9
月

8
日

～
9
日

2
日

2
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

4
3
, 
4
3

4
3

4
3

8
6

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

3
2

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
日

本
の

刑
訴

改
正

の
動

向
＆

越
国

で
の

当
事

者
主

義
の

導
入

2
0
0
8
年

1
2
月

2
日

1
日

1
ﾊ

ﾄﾞ
ﾝ

2
0
0

2
0
0

2
0
0

検
察

業
務

研
修

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

3
3

最
高

人
民

検
察

院
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

刑
事

訴
訟

法
改

正
及

び
刑

事
実

務
の

改
善

2
0
0
8
年

1
2
月

8
日

～
9
日

2
日

2
ﾊ

ﾞｸ
ﾆ
ﾝ

5
0
, 
5
0

5
0

5
0

1
0
0

ﾊ
ﾞｸ

ﾆ
ﾝ
省

級
検

察
院

3
4

最
高

人
民

検
察

院
S
P

P
2
0
0
3
年

刑
訴

法
の

運
用

実
務

に
お

け
る

障
害

と
解

決
策

の
提

案
2
0
0
9
年

2
月

2
4
日

～
2
5
日

2
日

2
ﾌ
ｰ

ﾄ
7
0
, 
7
0

7
0

7
0

1
4
0

S
P

P
, 
地

方
省

級
検

察
院

司
法

省
民

事
経

済
法

局
1
4

1
0

7
1
1

担
保

取
引

登
録

局
1
1

8
4
1
8

民
事

判
決

執
行

局
5

3
2
4
8

司
法

扶
助

局
1

1
1
0
4

最
高

人
民

裁
判

所
S
P

C
1
2

6
7
0
4

最
高

人
民

検
察

院
バ

ク
ニ

ン
省

級
検

察
院

4
2

1
8
6

S
P

P
7

4
5
6
4

合
計

5
4

3
4

2
9
3
5

－149－ 



ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

司
法

省
民

事
経

済
法

局
1
2

1
2

2
3
0

担
保

取
引

登
録

局
1

1
7

民
事

判
決

執
行

局
2

2
3
0

司
法

扶
助

局

国
家

司
法

学
院

7
7

1
0
1

最
高

人
民

裁
判

所
バ

ク
ニ

ン
省

裁
判

所
7

7
9
7

S
P

C
1

1
9

最
高

人
民

検
察

院
バ

ク
ニ

ン
省

級
検

察
院

1
1

3
0

S
P

P
2

2
5
5

合
計

3
3

3
3

5
5
9

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

司
法

省
民

事
経

済
法

局
2
0

1
3

9
8
2

担
保

取
引

登
録

局
1
5

1
0

5
9
5

民
事

判
決

執
行

局
1
1

8
4
3
6

司
法

扶
助

局
2

2
1
9
0

国
家

司
法

学
院

最
高

人
民

裁
判

所
バ

ク
ニ

ン
省

裁
判

所

S
P

C
1
9

1
0

1
0
6
4

最
高

人
民

検
察

院
バ

ク
ニ

ン
省

級
検

察
院

1
0

5
5
3
9

S
P

P
1
1

6
6
8
6

合
計

8
8

5
4

4
4
9
2
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1

８
．

面
談

記
録

 

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

18
日

（
月

）
15

:0
0～

16
:0

0 
２

．
場

所
：

司
法

省
（

M
O

J）
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
：

面
談

者
リ

ス
ト

の
と

お
り

 
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
：

伊
藤

リ
ー

ダ
ー

、
西

村
専

門
家

、
小

幡
専

門
家

、
山

本
調

整
員

、
JI

C
A

ベ
ト

ナ
ム

事
務

所
：

小
林

所
員

も
同

席
）

 
４

．
件

名
：

司
法

省
 

民
事

経
済

局
（

国
家

賠
償

法
、

民
法

改
正

）
に

関
す

る
協

議
 

５
．

内
容

：
 

鳥
居

課
長

よ
り

調
査

趣
旨

を
説

明
。

以
下

ア
ジ

ェ
ン

ダ
に

沿
い

質
問

を
実

施
。

 
 国

家
賠

償
法

 
佐

藤
専

門
員

：
国

家
賠

償
法

は
今

後
施

行
規

則
な

ど
を

策
定

す
る

予
定

と
聞

い
て

い
る

。
施

行
規

則
な

ど
に

つ
い

て
、

M
O

J
と

の
協

議
を

踏
ま

え
て

協
力

支
援

を
検

討
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
他

方
、

長
期

専
門

家
の

リ
ソ

ー
ス

も
限

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
日

本
に

対
し

て
ど

の
部

分
に

ど
の

よ
う

な
協

力
が

必
要

か
、

そ
の

優

先
順

位
づ

け
を

確
認

し
た

い
。

 
 H

ue
局

長
：

本
日

の
会

議
は

2
つ

の
議

題
が

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

る
。

今
回

成
立

す
る

国
家

賠
償

法
（

以
下

国
賠

法
）

の
施

行
に

関
す

る
日

本
の

支
援

並
び

に
民

法
典

の
幾

つ
か

の
条

文
の

改
正

に
関

す
る

支
援

に
つ

い

て
で

あ
る

。
 

国
賠

法
制

定
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
日

本
か

ら
の

支
援

に
感

謝
す

る
。

先
週

土
曜

日
に

大
臣

と
お

会
い

し
た

際
に

も
、

日
本

の
協

力
が

な
け

れ
ば

今
回

の
成

立
は

な
か

っ
た

と
話

し
た

。
国

賠
法

案
は

国
会

に
提

出
し

、

非
常

に
評

価
さ

れ
て

い
る

。
5
月

20
日

国
会

が
開

会
し

、
5
月

21
日

に
審

議
に

入
る

予
定

で
あ

る
。

同
法

成

立
後

の
支

援
と

し
て

は
、

い
ろ

い
ろ

な
希

望
が

あ
る

が
、

な
か

で
も

3
つ

の
事

項
に

つ
い

て
協

力
を

お
願

い

し
た

い
。

①
運

用
の

た
め

の
指

導
に

関
す

る
政

令
の

制
定

支
援

、
②

M
O

J
と

財
政

省
と

の
合

同
通

達
（

国
家

予
算

の
手

当
て

、
収

支
、

賠
償

関
係

）
。

国
賠

法
に

は
、

賠
償

の
経

費
と

支
払

い
の

手
続

き
を

規
定

し
て

い
る

１
章

が
あ

る
が

、
経

費
の

手
当

て
な

ど
に

関
し

て
は

具
体

的
な

規
定

は
入

っ
て

い
な

い
。

予
算

手
当

て
、

決

算
な

ど
に

関
し

て
は

指
導

す
る

通
達

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

③
実

務
を

指
導

す
る

合
同

通
達

が
必

要
。

国

賠
法

で
は

、
損

害
を

与
え

た
公

務
員

が
属

す
る

国
の

機
関

が
賠

償
責

任
を

負
担

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。

ベ
ト

ナ
ム

で
は

賠
償

責
任

を
代

表
し

て
負

う
機

関
は

な
い

。
過

失
、

無
過

失
、

要
件

な
ど

に
つ

い
て

、
M

O
J

で
あ

れ
ば

分
か

っ
て

い
る

が
、

他
機

関
で

、
賠

償
義

務
が

発
生

す
る

可
能

性
の

あ
る

機
関

は
M

O
J
の

よ
う

に

詳
し

く
は

な
い

。
こ

の
よ

う
な

諸
機

関
が

賠
償

の
実

務
部

分
を

実
施

す
る

た
め

に
は

具
体

的
な

通
達

が
必

要

と
考

え
て

い
る

。
国

賠
法

は
JI

C
A

が
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
き

た
。

今
後

も
運

用
に

向
け

た
支

援
が

続
く

と
あ

り
が

た
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

上
記

②
の

予
算

、
経

費
、

支
払

い
な

ど
の

国
の

内
部

手
続

き
的

な
分

野
で

は
、

日
本

か
ら

ど
の

よ

う
な

支
援

が
で

き
る

の
か

？
  

 H
ue

局
長

：
法

律
的

、
専

門
的

に
は

難
し

い
問

題
で

は
な

い
。

国
家

予
算

の
収

支
業

務
、

給
付

が
挙

げ
ら

れ
る

。
 

 

 
2

佐
藤

専
門

員
：

日
本

の
経

験
を

シ
ェ

ア
で

き
る

が
、

ベ
ト

ナ
ム

が
こ

の
よ

う
に

す
べ

き
と

い
う

こ
と

は
で

き
な

い
。

 
 H

ue
局

長
：

日
本

の
経

験
を

知
り

た
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
例

え
ば

、
ベ

ト
ナ

ム
も

日
本

の
よ

う
に

国
賠

法
の

た
め

の
フ

ァ
ン

ド
を

つ
く

ら
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
予

算
を

ど
の

よ
う

に
確

保
す

る
か

が
問

題
で

あ
る

。
不

祥

事
の

回
避

に
つ

い
て

日
本

の
経

験
（

国
家

予
算

で
あ

り
、

賠
償

す
る

側
、

賠
償

さ
れ

る
側

の
癒

着
防

止
）

を

シ
ェ

ア
し

て
ほ

し
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

で
き

る
こ

と
と

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る
が

、
長

期
専

門
家

と
詳

細
を

詰
め

て
ほ

し
い

。
M

O
J
以

外
の

各
機

関
に

対
し

て
は

実
務

指
導

の
合

同
通

達
を

発
令

す
る

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
周

知
の

た
め

の
セ

ミ

ナ
ー

も
計

画
し

て
い

る
か

？
 

 H
ue

局
長

：
2
点

お
願

い
し

た
い

。
国

賠
法

に
関

し
て

、
で

き
れ

ば
包

括
的

な
研

修
支

援
を

期
待

す
る

。
ベ

ト
ナ

ム
に

は
20

省
庁

、
中

央
直

轄
の

市
と

63
の

地
方

省
が

あ
る

が
、

国
賠

法
を

実
施

す
る

た
め

に
は

そ
の

内
容

を
よ

く
理

解
し

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

各
関

係
省

庁
に

対
し

て
、

本
法

周
知

の
た

め
の

研
修

を
お

願
い

し
た

い
。

2
番

目
の

点
は

、
法

律
施

行
後

は
法

律
に

関
す

る
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

作
成

を
検

討
し

て
い

る
。

各
条

文
を

解
説

、

論
評

す
る

内
容

と
な

る
。

そ
の

な
か

で
、

ベ
ト

ナ
ム

の
法

律
の

中
味

、
日

本
の

法
律

と
の

対
比

を
行

っ
て

い

き
た

い
。

非
常

に
重

要
な

活
動

と
考

え
て

い
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

国
賠

法
の

目
的

で
あ

る
国

民
の

利
益

に
つ

な
が

る
の

で
非

常
に

重
要

と
考

え
る

。
 

 鳥
居

課
長

：
作

成
し

て
国

民
の

利
益

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
は

重
要

で
あ

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

20
11

年
3

月
ま

で
と

時
間

的
に

限
ら

れ
て

お
り

、
優

先
順

位
を

つ
け

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 
 民

法
改

正
 

佐
藤

専
門

員
：

民
法

改
正

に
関

し
て

、
立

法
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

改
正

の
内

容
を

教
え

て
ほ

し
い

。
 

 H
ue

局
長

：
改

正
民

法
典

は
20

05
年

に
制

定
さ

れ
て

い
る

。
実

施
し

て
4
年

を
経

過
し

て
い

る
が

、
社

会
の

実

情
に

照
ら

し
、

遅
れ

て
い

る
内

容
が

分
か

っ
た

た
め

、
改

正
を

国
会

の
立

法
作

業
計

画
に

組
み

入
れ

た
。

今

回
考

え
て

い
る

改
正

の
主

な
点

は
2

つ
の

部
分

で
あ

る
。

ま
ず

、
所

有
に

関
す

る
部

分
に

関
し

、
時

代
遅

れ

の
部

分
が

た
く

さ
ん

出
て

き
て

い
る

。
不

正
確

さ
、

法
律

間
の

矛
盾

に
対

処
し

て
い

き
た

い
。

例
え

ば
憲

法
、

土
地

法
で

は
土

地
は

全
民

所
有

で
あ

る
が

、
民

法
で

は
国

家
所

有
と

い
う

よ
う

に
国

の
所

有
と

し
て

い
る

。

ま
た

集
団

所
有

に
関

し
て

も
同

様
で

あ
る

。
20

05
年

改
正

は
大

き
な

改
正

で
あ

っ
た

が
時

代
遅

れ
の

点
な

ど

改
正

し
き

れ
な

か
っ

た
箇

所
が

あ
る

。
今

回
は

、
抜

本
的

な
改

正
を

考
え

て
い

る
 

2
つ

目
は

契
約

の
分

野
で

あ
り

、
契

約
と

承
認

に
関

係
す

る
。

ベ
ト

ナ
ム

の
契

約
の

諸
規

定
で

も
時

代
遅

れ

の
規

定
も

あ
る

。
契

約
規

定
が

不
備

で
あ

る
こ

と
か

ら
経

済
取

引
に

も
損

害
を

与
え

る
こ

と
に

な
る

。
契

約

の
束

縛
性

が
強

く
、

国
家

が
あ

ま
り

に
も

私
的

取
引

に
干

渉
し

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

抜
本

的
に

改
正

し
、

法
律

が
束

縛
せ

ず
、

経
済

活
動

の
促

進
に

寄
与

す
る

こ
と

に
な

れ
ば

よ
い

と
考

え
る

。
こ

れ
が

国
の

指
導

方

針
で

あ
り

、
我

々
実

務
側

は
、

こ
の

方
針

に
沿

っ
て

ど
の

よ
う

に
こ

れ
を

改
正

し
て

い
く

の
か

考
え

て
い

る
。

日
本

の
民

法
典

は
進

ん
で

い
る

の
で

期
待

し
て

お
り

、
協

力
な

し
に

は
こ

の
よ

う
な

作
業

の
展

開
は

難
し

い

と
考

え
る

。
 

８．面談記録

－151－ 



 
3

4
つ

の
協

力
を

お
願

い
し

た
い

。
①

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

W
S）

：
法

律
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト
に

関
す

る
W

S、
現

行
法

の
施

行
に

あ
た

る
諸

問
題

点
と

現
状

、
現

行
民

法
典

の
弱

点
、

非
科

学
的

な
点

、
法

律
が

う
ま

く
実

施
で

き
な

い
よ

う
な

原
因

の
特

定
の

た
め

の
か

な
り

大
き

な
1
回

の
W

S
を

ハ
ノ

イ
で

7
月

か
8
月

に
開

催
す

る
こ

と
を

考
え

て
い

る
。

省
庁

、
最

高
人

民
裁

判
所

（
SP

C
）
、

最
高

人
民

検
察

院
（

SP
P）

、
企

業
、

弁
護

士

会
な

ど
が

参
加

し
、

補
充

、
改

正
す

る
問

題
点

を
見

い
だ

す
。

②
2
回

目
の

W
S
で

は
、

1
次

ド
ラ

フ
ト

が
存

在
し

な
い

の
で

、
改

正
が

必
要

と
さ

れ
る

諸
問

題
を

特
定

す
る

。
M

O
J
が

取
り

ま
と

め
、

改
正

を
め

ざ
す

諸

問
題

点
に

関
す

る
2
回

目
の

W
S、

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
。

改
正

を
め

ざ
す

問
題

点
は

網
羅

さ
れ

た
か

、
そ

の
方

向
性

を
議

論
す

る
。

③
2
回

目
の

W
S
を

踏
ま

え
て

起
草

グ
ル

ー
プ

が
1
次

ド
ラ

フ
ト

を
起

草
す

る
が

、

こ
の

時
と

き
初

め
て

ド
ラ

フ
ト

へ
の

検
討

が
開

始
さ

れ
る

。
④

20
09

年
の

最
後

の
W

S
で

は
1
次

ド
ラ

フ
ト

へ
の

批
判

を
行

う
た

め
の

W
S
を

開
催

す
る

。
③

は
ワ

ー
キ

ン
グ

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
検

討
す

る
。

20
09

年
に

は
4
つ

の
W

S
の

開
催

を
考

え
て

い
る

。
す

な
わ

ち
、

1
回

目
が

6
月

、
2
回

目
が

7
月

、
3
回

目

が
9～

10
月

、
4

回
目

が
年

末
（

？
）

で
あ

る
。

改
正

民
法

の
起

草
グ

ル
ー

プ
は

既
に

設
立

さ
れ

て
い

る
。

M
O

J
を

中
心

に
、

さ
ま

ざ
ま

な
機

関
か

ら
代

表
者

が
参

加
し

て
い

る
。

ま
た

編
纂

委
員

会
も

設
立

済
み

で
あ

る
。

最
終

的
な

改
正

民
法

は
、

12
回

国
会

と
13

回
国

会
（

20
12

年
11

月
ご

ろ
）

の
2
国

会
を

経
て

成
立

す

る
予

定
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
所

有
形

態
の

整
理

と
契

約
の

方
向

性
に

つ
い

て
重

要
と

考
え

る
が

、
契

約
自

由
の

原
則

を
推

進
さ

せ
よ

う
と

す
る

う
え

で
の

問
題

点
は

何
か

？
 

 H
ue

局
長

：
無

効
契

約
の

要
件

で
あ

り
、

今
も

契
約

無
効

を
宣

言
さ

れ
る

こ
と

が
非

常
に

多
い

。
今

後
の

改
正

作

業
の

際
に

、
報

告
し

た
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

重
要

な
点

で
あ

る
こ

と
は

間
違

い
な

い
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

こ
と

は
多

い
。

民
事

経
済

法
局

以
外

の
部

局
と

も
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

具
体

的
に

は
長

期
専

門
家

を
通

じ

て
調

整
し

た
い

。
 

 伊
藤

リ
ー

ダ
ー

：
所

有
と

契
約

と
の

こ
と

だ
っ

た
が

、
以

前
は

契
約

と
知

的
所

有
権

と
聞

い
て

い
た

。
所

有
全

体

に
関

す
る

改
正

と
考

え
て

い
い

の
か

？
 

 H
ue

局
長

：
20

05
年

の
民

法
改

正
に

お
い

て
、

知
財

（
IP
）

関
係

に
つ

い
て

は
民

法
か

ら
分

離
し

、
別

途
成

立

さ
せ

た
。

当
該

IP
に

関
す

る
法

律
の

改
正

を
現

在
国

会
で

審
議

し
て

い
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

所
有

に
関

し
て

は
、

共
同

所
有

を
整

理
す

る
と

い
う

理
解

で
よ

い
か

？
 

 H
ue

局
長

：
そ

う
で

あ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

20
05

年
民

法
で

協
力

し
て

い
る

と
き

の
日

本
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
が

そ
の

ま
ま

生
か

せ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
そ

の
よ

う
な

も
の

を
生

か
し

な
が

ら
、

よ
り

効
率

的
に

協
力

し
て

い
き

た
い

。
 

 
以

 
上

 

 
1

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

18
日

（
月

）
13

:3
0～

15
:0

0、
16

:0
0～

16
:3

0 
２

．
場

所
：

M
O

J
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

：
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
、

西
村

専
門

家
、

小
幡

専
門

家
、

山
本

調
整

員
、

JI
C

A
事

務

所
：

小
林

所
員

も
同

席
）

 
４

．
件

名
：

司
法

省
国

際
協

力
局

（
IC

D
）

と
の

協
議

 
５

．
内

容
：

 
鳥

居
課

長
よ

り
調

査
趣

旨
を

説
明

。
日

程
確

認
後

、
N

g
局

長
よ

り
総

括
説

明
あ

り
。

 
 N

g
局

長
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

に
係

る
事

前
調

査
の

結
果

、
詳

し
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ザ
イ

ン
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

（
PD

M
）

が
準

備
さ

れ
4

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
（

そ
れ

ぞ
れ

個
別

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

）
か

ら
成

る
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
形

成
さ

れ
た

が
、

活
動

計
画

（
PO

）
、

こ
れ

ま
で

の
進

捗
状

況
を

勘
案

す
る

に
、

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
こ

れ
ま

で
自

分
た

ち
が

考
え

て
い

た
目

標
と

合
致

し
て

い
た

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
新

し
い

特
徴

と
し

て
バ

ク
ニ

ン
省

の
活

動
を

挙
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

各
関

連
機

関
は

、

精
力

的
、

並
行

的
に

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
国

家
司

法
学

院
（

JA
）

の
活

動
は

遅
れ

て
い

る
も

の
の

、
お

お

む
ね

当
初

計
画

に
合

致
し

て
い

る
。

た
だ

、
各

機
関

の
連

携
は

よ
い

と
は

考
え

て
い

な
い

。
そ

れ
ぞ

れ
の

コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

は
各

機
関

が
独

立
し

て
行

っ
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

互
い

の
経

験
を

共
有

す
る

よ
う

な
活

動
、

互
い

の
協

力
は

十
分

と
は

い
え

な
い

。
残

り
2

年
間

は
で

き
る

だ
け

経
験

を
共

有
す

る
な

ど
し

て
、

共
同

活

動
を

推
進

し
た

い
。

各
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
密

着
度

（
関

連
性

）
を

高
め

て
い

き
た

い
と

考
え

る
。

 
M

O
J
に

関
連

す
る

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
の

進
捗

は
、

達
成

で
き

る
と

考
え

る
。

な
か

で
も

、
民

事
判

決
執

行

法
は

20
09

年
7
月

1
日

よ
り

発
効

す
る

。
国

家
賠

償
法

は
既

に
国

会
に

提
出

し
20

09
年

5
月

に
成

立
予

定

で
あ

る
。

 
ま

た
、

執
行

官
に

対
す

る
能

力
強

化
を

ベ
ト

ナ
ム

の
3

カ
所

で
実

施
し

た
。

能
力

強
化

の
具

体
的

内
容

は
、

法
律

下
位

規
範

に
関

す
る

普
及

活
動

で
あ

る
。

同
時

に
、

ベ
ト

ナ
ム

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

、
補

充
的

な
活

動

も
実

施
し

て
き

た
。

例
え

ば
、

国
会

議
員

、
地

方
議

員
の

意
見

伺
い

の
た

め
に

3
回

の
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

そ
れ

を
踏

ま
え

て
国

賠
法

が
今

国
会

で
成

立
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

不
動

産
登

記
法

に
つ

い
て

は
、

ベ
ト

ナ

ム
の

3
カ

所
で

関
連

す
る

法
律

を
提

出
す

る
た

め
の

情
報

収
集

の
た

め
に

サ
ー

ベ
イ

を
実

施
し

た
。

 
す

べ
て

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
が

計
画

ど
お

り
進

捗
し

て
い

る
と

は
い

え
な

い
も

の
の

、
上

記
の

活
動

状

況
か

ら
こ

れ
ま

で
の

活
動

は
達

成
で

き
た

と
い

え
る

。
20

09
年

の
活

動
に

関
し

て
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所

側
と

協
議

し
て

そ
の

内
容

を
確

定
し

た
。

な
か

で
も

立
法

関
係

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
継

続
的

な
支

援
、

成

立
し

た
民

事
判

決
執

行
法

と
成

立
予

定
の

国
家

賠
償

法
の

下
位

法
規

、
職

員
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
期

待
し

て

い
る

。
20

09
年

に
本

邦
研

修
を

2
回

（
不

動
産

登
記

法
、

民
事

判
決

執
行

法
関

係
）

予
定

し
て

い
る

。
JA

に

つ
い

て
は

20
08

年
に

お
い

て
ま

だ
完

成
し

て
い

な
い

2
活

動
が

あ
る

。
2
冊

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

/ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
執

行
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
並

び
に

弁
護

士
育

成
に

関
す

る
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
）

で
あ

る
。

遅
れ

て
い

な
が

ら

も
執

行
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

編
纂

は
完

成
し

た
。

研
修

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
1
次

ド
ラ

フ
ト

は
完

成
し

、
5
月

末
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

専
門

家
の

意
見

伺
い

の
た

め
に

送
付

を
予

定
し

て
い

る
。

 
 こ

の
後

、
佐

藤
専

門
員

よ
り

以
下

ア
ジ

ェ
ン

ダ
に

沿
い

質
問

を
実

施
。

 
2.

 C
om

po
ne

nt
 1
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2

- 
Jo

in
t 

ac
tiv

iti
es

 w
ith

 t
he

 p
eo

pl
e’

s 
co

ur
t 

an
d/

or
 t

he
 p

eo
pl

e’
s 

pr
oc

ur
ac

y 
of

fic
e 

in
 B

ac
 N

in
h 

pr
ov

in
ce

 
[A

ct
iv

ity
 1

-5
]…

SP
C
と

執
行

官
と

の
活

動
 

- 
A

ct
iv

iti
es

 w
ith

 la
w

ye
rs

 in
 B

ac
 N

in
h 

pr
ov

in
ce

 [A
ct

iv
iti

es
 1

-1
,1

-4
,1

-5
] 

 佐
藤

専
門

員
：

実
務

改
善

に
つ

い
て

、
M

O
J
と

の
関

係
で

は
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

を
バ

ク
ニ

ン
省

に
限

定
せ

ず
に

実
施

し
て

き
た

が
、

残
り

2
年

に
関

し
、

バ
ク

ニ
ン

省
に

お
い

て
も

執
行

官
、

裁
判

所
と

の
共

同
活

動

を
実

施
す

る
可

能
性

に
つ

い
て

ど
う

考
え

る
か

？
 

 N
g

局
長

：
い

ろ
い

ろ
な

側
面

が
あ

る
が

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

の
形

成
に

つ
い

て
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

当
初

議

論
を

行
い

、
限

ら
れ

た
リ

ソ
ー

ス
の

有
効

利
用

を
考

え
る

と
、

す
べ

て
の

地
域

に
は

実
施

で
き

な
い

の
で

、

特
定

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

に
限

定
し

、
そ

こ
で

の
経

験
を

拡
大

し
て

い
く

と
い

う
ア

プ
ロ

ー
チ

を
と

っ
た

。

こ
の

点
に

関
し

、
バ

ク
ニ

ン
省

で
は

、
裁

判
所

が
検

察
院

、
弁

護
士

と
連

携
し

一
定

の
結

果
が

得
ら

れ
た

が
、

全
国

レ
ベ

ル
で

の
結

果
は

ま
だ

得
ら

れ
て

い
な

い
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
で

の
活

動
の

実
施

に
は

時
間

を
要

す

る
。

活
動

を
ま

と
め

る
段

階
で

（
他

地
域

に
）

拡
大

す
る

部
分

と
そ

う
で

な
い

部
分

を
明

確
に

す
る

必
要

が

あ
る

。
M

O
J
の

活
動

の
な

か
で

は
、

民
事

判
決

執
行

を
パ

イ
ロ

ッ
ト

に
特

定
し

て
実

施
で

き
な

い
。

多
く

の

民
事

執
行

の
人

員
を

育
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

全
国

で
展

開
し

た
い

活
動

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
的

に
で

は
な

く
、

全
国

展
開

を
図

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
る

。
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

優
れ

て
い

る
と

こ
ろ

は
柔

軟
性

で
、

パ

イ
ロ

ッ
ト

と
包

括
的

な
実

施
の

双
方

で
対

応
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
や

り
方

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
率

性

を
高

め
た

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

た
い

。
バ

ク
ニ

ン
省

の
裁

判
所

の
活

動
に

参

加
す

る
こ

と
で

M
O

J
は

得
る

も
の

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
？

 
バ

ク
ニ

ン
省

裁
判

所
の

セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
M

O
J
で

も
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
が

得
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

？
 

 N
g

局
長

：
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
は

き
っ

と
あ

る
。

た
だ

、
直

接
の

便
益

は
裁

判
業

務
の

改
善

、
裁

判
官

の
能

力
向

上

な
ど

に
も

た
ら

さ
れ

る
。

も
ち

ろ
ん

そ
の

な
か

で
M

O
J
も

イ
ン

パ
ク

ト
を

受
け

、
民

法
、

刑
法

等
の

改
正

の

際
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

可
能

と
な

る
。

法
・

司
法

改
革

に
は

2
つ

の
有

形
・

無
形

の
成

果
が

あ
る

。
遠

い

世
代

に
発

生
す

る
効

果
も

あ
る

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
得

ら
れ

た
結

果
を

近
隣

の
県

に
共

有
し

た
い

と
い

う

こ
と

で
、

バ
ク

ニ
ン

省
の

近
隣

の
県

か
ら

は
職

員
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
全

国
か

ら
職

員
を

呼
ぶ

こ

と
は

で
き

な
い

。
ベ

ト
ナ

ム
は

そ
れ

ぞ
れ

特
徴

を
有

す
る

3
地

域
か

ら
成

っ
て

お
り

、
事

前
調

査
の

際
に

パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

も
3
地

域
と

す
る

こ
と

も
協

議
さ

れ
た

。
3
地

域
と

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

そ
の

地
域

の
特

殊
性

に
合

っ
た

解
決

を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
る

と
意

見
を

述
べ

た
が

認
め

ら
れ

ず
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
は

バ
ク

ニ

ン
省

に
限

定
さ

れ
た

。
そ

の
結

果
に

つ
い

て
は

、
終

了
時

に
総

括
し

た
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

日
本

側
の

リ
ソ

ー
ス

の
限

定
に

よ
り

対
応

で
き

な
か

っ
た

点
も

あ
る

。
バ

ク
ニ

ン
省

で
経

験
を

得

る
と

い
う

よ
り

も
、

各
地

域
で

ま
ん

べ
ん

な
く

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

行
う

と
い

う
考

え
方

を
と

る
の

か
？

 
 鳥

居
課

長
：

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
全

体
像

を
教

え
て

ほ
し

い
。

特
に

、
地

方
の

ニ
ー

ズ
を

ど
の

よ
う

に
吸

い
上

げ
て

い
る

の
か

？
 

 
3

N
g
局

長
：

地
域

ご
と

に
、

5～
7
省

か
ら

研
修

生
を

受
け

入
れ

て
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

。
対

象
者

は
、

執
行

官
（

民
事

判
決

執
行

法
に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

）
で

あ
る

。
内

容
は

、
新

執
行

法
に

関
す

る

内
容

、
日

本
と

ベ
ト

ナ
ム

の
専

門
家

に
よ

る
詳

細
な

内
容

、
質

問
に

対
す

る
討

論
で

あ
る

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

コ
ー

ス
の

の
ち

、
研

修
生

の
職

業
的

な
ス

キ
ル

は
向

上
す

る
と

い
え

る
。

参
加

者
か

ら
の

意
見

、
コ

メ
ン

ト

を
聴

取
し

て
い

る
が

、
下

位
文

書
な

ど
も

政
令

な
ど

11
あ

り
、

こ
れ

を
紹

介
し

、
彼

ら
の

意
見

を
集

約
す

る
。

ベ
ト

ナ
ム

の
弱

点
は

、
法

律
の

施
行

で
あ

り
、

そ
の

な
か

で
も

、
地

方
に

お
け

る
執

行
の

問
題

の
能

力
強

化

が
重

要
で

あ
る

。
多

く
の

法
律

が
あ

る
も

の
の

、
厳

格
に

実
施

で
き

な
い

と
い

う
状

況
で

あ
り

、
こ

こ
に

ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ニ

ー
ズ

と
そ

の
緊

急
性

を
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
立

法
者

に
と

っ
て

も
、

法
律

は
地

方
で

ど
の

よ
う

に
施

行
さ

れ
て

い
る

の
か

、
地

方
の

関
係

者
が

何
を

知

り
た

い
と

考
え

て
い

る
か

を
知

る
機

会
と

な
り

、
法

律
の

運
用

面
に

関
し

て
知

る
機

会
と

な
る

。
他

の
セ

ミ

ナ
ー

も
同

様
で

あ
る

。
研

修
に

は
専

門
家

が
参

加
し

て
い

る
が

、
日

本
の

協
力

で
は

多
く

の
省

を
カ

バ
ー

す

る
こ

と
は

で
き

な
い

た
め

、
他

国
か

ら
協

力
を

受
け

た
り

、
ベ

ト
ナ

ム
M

O
J
独

自
の

協
力

を
行

っ
て

い
る

。

そ
の

な
か

に
は

専
門

家
の

参
加

し
な

い
セ

ミ
ナ

ー
も

あ
る

。
ベ

ト
ナ

ム
独

自
の

研
修

で
は

、
集

中
的

に
ベ

ト

ナ
ム

の
実

務
に

関
し

て
、

海
外

の
専

門
家

の
参

加
す

る
セ

ミ
ナ

ー
で

は
他

国
の

経
験

が
共

有
さ

れ
る

と
い

う

特
徴

が
あ

る
。

 
 鳥

居
課

長
：

地
方

省
の

抱
え

て
い

る
問

題
な

ど
を

中
央

が
吸

い
上

げ
て

い
る

と
考

え
て

よ
い

か
。

他
の

ド
ナ

ー
と

は
ど

の
ド

ナ
ー

か
？

 
 N

g
局

長
：

世
界

各
国

の
何

十
カ

国
で

あ
る

。
ど

の
よ

う
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

も
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

不
可

欠
で

あ
り

、

能
力

強
化

を
行

っ
て

い
る

。
執

行
官

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

は
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
が

実
施

し
た

。
今

は
フ

ラ

ン
ス

、
国

連
開

発
計

画
（

U
N

D
P）

が
関

与
し

て
い

る
。

た
だ

、
そ

れ
ぞ

れ
量

と
し

て
は

多
く

は
な

い
。

い
ろ

い
ろ

な
地

方
で

協
力

を
要

望
し

て
い

る
が

、
対

応
が

難
し

い
状

況
で

あ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

C
om

po
ne

nt
2
の

文
脈

に
お

け
る

、
M

O
J
に

よ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
JI

C
A

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

違
い

は
？

 
も

と
も

と
M

O
J
は

地
方

省
の

職
員

の
問

題
を

吸
い

上
げ

た
り

、
あ

る
い

は
地

方
に

情
報

を
提

供

す
る

機
能

は
あ

っ
た

が
、

今
回

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
の

M
O

J
の

機
能

が
改

善
し

た
の

か
？

 

専
門

家
の

関
与

に
よ

り
、

も
と

も
と

司
法

省
に

あ
っ

た
機

能
は

改
善

し
た

の
か

？
 

 N
g

局
長

：
も

ち
ろ

ん
そ

の
よ

う
な

機
能

は
存

在
し

て
い

る
。

た
だ

、
も

っ
と

向
上

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
体

制
づ

く
り

に
大

き
な

貢
献

を
し

て
き

た
。

ベ
ト

ナ
ム

の
民

法
典

制
定

の
時

代
か

ら
、

現

在
の

民
事

判
決

執
行

法
、

国
家

賠
償

法
、

不
動

産
登

記
法

、
担

保
取

引
登

録
法

な
ど

、
生

活
の

実
態

に
マ

ッ

チ
し

な
け

れ
ば

成
功

と
は

い
え

な
い

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
も

情
報

提
供

に
含

ま
れ

る
が

、
こ

の
よ

う
に

（
M

O
J

か
ら

参
加

者
へ

、
参

加
者

か
ら

M
O

J
へ

の
）

2
方

向
の

情
報

提
供

が
な

け
れ

ば
難

し
い

。
（

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に

は
）

政
策

実
現

の
た

め
に

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
る

。
 

 西
岡

教
官

：
バ

ク
ニ

ン
省

裁
判

所
が

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
場

合
、

執
行

関
係

に
関

連
す

る
内

容
に

、
周

辺
地

域

の
執

行
官

を
派

遣
す

る
こ

と
は

可
能

か
？
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N
g
局

長
：

原
則

的
に

は
可

能
で

あ
る

。
 

民
事

判
決

執
行

法
の

運
用

は
裁

判
所

の
仕

事
で

は
な

く
M

O
J
の

仕
事

で
あ

る
。

ベ
ト

ナ
ム

の
法

律
は

こ
の

よ
う

に
規

定
し

て
い

る
。

裁
判

所
と

し
て

は
執

行
関

係
に

関
し

て
は

何
も

機
能

が
な

い
。

 
た

だ
、

民
事

判
決

施
行

業
務

に
関

し
て

は
M

O
J
と

裁
判

所
の

連
携

は
必

要
で

あ
る

。
判

決
に

関
し

て
執

行

が
不

可
能

な
も

の
も

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

事
項

を
解

決
す

る
た

め
に

は
そ

れ
ぞ

れ
連

携
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
こ

と
も

あ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

弁
護

士
連

合
会

に
関

し
て

、
弁

護
士

と
の

活
動

も
重

要
な

活
動

で
あ

る
が

、
率

直
に

、
弁

護
士

連

合
会

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

間
で

、
ど

の
よ

う
な

共
通

の
活

動
を

実
施

し
、

ど
の

よ
う

な
手

続
き

で
進

め
る

べ

き
か

？
 

今
後

、
弁

護
士

連
合

会
憲

章
が

司
法

大
臣

の
承

認
を

受
け

る
と

理
解

し
て

い
る

が
、

ど
の

タ
イ

ミ

ン
グ

で
だ

れ
と

話
を

進
め

て
い

く
べ

き
か

？
 

 N
g

局
長

：
憲

章
は

先
の

設
立

総
会

で
成

立
し

た
も

の
で

あ
る

。
IC

D
の

N
go

c
さ

ん
を

通
じ

て
ま

ず
コ

ン
タ

ク

ト
し

、
そ

の
後

は
直

接
弁

護
士

会
と

コ
ン

タ
ク

ト
し

て
ほ

し
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

弁
護

士
連

合
会

に
つ

い
て

、
N

go
c
さ

ん
に

紹
介

頂
い

た
の

ち
、

直
接

コ
ン

タ
ク

ト
し

て
よ

い
と

う
か

が
っ

た
が

、
こ

の
際

、
M

O
J
と

ど
の

よ
う

に
情

報
を

共
有

す
れ

ば
よ

い
の

か
？

 
例

え
ば

、
弁

護
士

連

合
会

と
JI

C
A
側

と
で

書
面

を
交

わ
す

場
合

、
M

O
J
の

承
認

は
必

要
か

？
 

 N
g
局

長
：

N
go

c
さ

ん
を

介
し

て
弁

護
士

連
合

会
と

コ
ン

タ
ク

ト
す

る
際

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ス
タ

ッ
フ

も
同

席

し
た

方
が

よ
い

。
弁

護
士

連
合

会
の

活
動

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
部

に
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
。

弁
護

士

連
合

会
と

の
活

動
は

PD
M

の
な

か
で

規
定

さ
れ

て
い

る
の

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
新

た
に

弁
護

士
連

合

会
と

協
力

関
係

を
結

ぶ
場

合
は

別
で

あ
る

が
、

現
在

の
枠

組
み

の
な

か
で

新
た

に
弁

護
士

連
合

会
と

書
面

を

交
わ

す
必

要
は

特
に

な
い

と
考

え
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

事
前

評
価

段
階

で
は

JA
が

裁
判

官
、

検
察

官
、

司
法

関
連

職
員

の
養

成
を

担
っ

て
い

た
。

現
在

は
、

SP
P

が
検

察
官

の
候

補
生

を
JA

に
送

っ
て

い
な

い
と

理
解

し
て

い
る

。
検

察
官

の
養

成
が

JA
の

活
動

か
ら

除
外

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

と
、

JA
の

活
動

は
縮

小
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
の

か
？

 
今

後
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
活

動
に

つ
い

て
、

ベ
ト

ナ
ム

の
法

曹
養

成
の

政
策

に
沿

っ
た

形
で

活
動

を
調

整
す

る
こ

と
に

な
る

と
考

え

る
が

、
こ

の
点

に
つ

い
て

助
言

な
ど

あ
れ

ば
頂

き
た

い
。

 
 N

g
局

長
：

JA
か

ら
検

察
官

養
成

の
機

能
を

除
外

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
現

段
階

で
は

決
定

さ
れ

て
い

な
い

。
首

相
の

指
示

を
受

け
、

JA
が

法
曹

育
成

の
機

関
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

枠
組

み
か

ら
特

定
の

機
関

が
個

別
に

抜

け
出

る
よ

う
な

こ
と

は
な

い
と

考
え

る
。

将
来

的
に

そ
の

よ
う

な
分

離
が

あ
れ

ば
、

日
本

が
こ

の
た

め
に

JA
へ

の
支

援
を

縮
小

す
る

と
し

て
も

何
の

問
題

も
な

い
。

い
ず

れ
に

お
い

て
も

、
ベ

ト
ナ

ム
へ

の
協

力
で

あ
る

こ
と

に
は

変
わ

り
は

な
い

か
ら

で
あ

る
。

 
 鳥

居
課

長
：

質
問

票
の

回
答

に
は

20
13

年
に

JA
が

大
き

な
組

織
と

な
る

と
あ

る
が

。
 

 N
g
局

長
：

20
13

年
の

根
拠

は
不

明
だ

が
、

大
き

な
組

織
に

な
る

た
め

の
建

設
の

案
は

今
年

中
に

首
相

に
提

出
す

 
5

る
予

定
で

あ
り

、
承

認
さ

れ
れ

ば
首

相
決

定
と

な
り

、
JA

は
大

き
な

組
織

に
な

る
。

 
 鳥

居
課

長
：

Pr
oj

ec
t 

D
ire

ct
or

の
立

場
と

し
て

、
知

識
の

共
有

に
関

し
て

、
具

体
的

な
実

施
方

法
や

実
施

の
た

め

の
障

害
を

教
え

て
ほ

し
い

。
 

 N
g

局
長

：
PD

M
の

内
容

は
互

い
に

独
立

し
て

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

の
性

質
も

異
な

っ
た

も
の

で
あ

る
。

SP
P、

SP
C
、

M
O

J
と

互
い

の
仕

事
の

関
係

は
あ

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

業
務

は
相

対
的

に
独

立
性

が
あ

り
、

こ

の
た

め
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
始

前
に

は
SP

C
、

SP
P、

M
O

J
を

独
立

と
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

考
え

る
こ

と
を

提
案

し
た

。
し

か
し

日
本

側
の

了
解

を
得

ら
れ

な
か

っ
た

た
め

、
前

の
フ

ェ
ー

ズ
と

同
様

に
ス

タ
ー

ト

し
た

と
い

う
経

緯
が

あ
る

。
 

 N
g
局

長
：

こ
れ

ま
で

の
2
年

間
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
の

活
動

に
慣

れ
る

た
め

に
時

間
を

要

し
た

。
セ

ミ
ナ

ー
で

情
報

共
有

を
行

う
こ

と
は

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

今
後

2
年

間
に

状
況

は
良

く

な
る

と
考

え
る

。
 

 鳥
居

課
長

：
合

同
調

整
委

員
会

（
JC

C
）

に
つ

い
て

年
1～

2
回

な
り

開
催

し
、

進
捗

状
況

を
共

有
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
た

め
、

そ
の

点
検

討
願

い
た

い
。

 
 N

g
局

長
：

JC
C

は
実

施
し

た
こ

と
は

な
く

、
こ

れ
は

ベ
ト

ナ
ム

側
の

責
任

で
あ

る
が

、
今

後
は

JC
C

を
開

催
す

る
予

定
で

あ
る

。
さ

し
あ

た
っ

て
、

今
年

度
末

に
1

回
開

催
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
自

分
た

ち
独

自
の

作

業
を

行
い

つ
つ

各
機

関
の

調
整

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
正

直
言

っ
て

負
担

が
大

き
い

。
 

 鳥
居

課
長

：
負

担
が

大
き

い
と

い
う

こ
と

は
分

か
る

た
め

、
各

機
関

に
無

理
の

な
い

協
調

を
行

っ
て

い
く

こ
と

、

ど
の

よ
う

に
ベ

ト
ナ

ム
側

に
根

づ
い

た
も

の
に

し
て

い
く

か
と

い
う

こ
と

を
一

緒
に

検
討

し
て

い
き

た
い

。
 

 
N

g
局

長
：

多
く

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

担
当

し
て

い
る

の
で

大
臣

に
も

1
人

で
呼

ば
れ

る
。

定
員

増
が

な
い

た
め

大
変

で
あ

る
。

断
言

で
き

る
こ

と
は

、
今

後
の

JC
C

の
開

催
、

情
報

共
有

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
、

あ

る
機

関
が

主
催

者
に

な
り

他
の

機
関

が
参

加
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

で
あ

る
。

 
以

 
上
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1

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

19
日

（
火

）
15

:0
0～

16
:3

0 
２

．
場

所
：

M
O

J
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

：
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
、

西
村

専
門

家
、

小
幡

専
門

家
、

山
本

調
整

員
、

JI
C

A
ベ

ト

ナ
ム

事
務

所
：

小
林

所
員

も
同

席
）

 
４

．
件

名
：

国
家

司
法

学
院

（
JA

）
 

５
．

内
容

：
 

鳥
居

課
長

よ
り

調
査

趣
旨

を
説

明
。

以
下

ア
ジ

ェ
ン

ダ
に

沿
い

質
問

を
実

施
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
20

07
年

か
ら

の
成

果
品

と
し

て
研

修
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
（

2
冊

：
教

授
法

・
学

習
法

一
般

理
論

、
弁

護
士

研
修

の
教

授
法

・
学

習
法

）
が

あ
る

。
具

体
的

に
日

本
側

の
ど

の
点

を
評

価
し

て
い

る
の

か
？

 
 Li

en
氏

：
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、

教
授

法
、

学
習

法
に

係
る

一
般

理
論

は
新

し
い

考
え

方
で

あ

っ
た

。
執

筆
に

あ
た

っ
て

は
、

執
筆

者
は

ど
の

よ
う

に
執

筆
す

べ
き

か
を

迷
っ

て
い

た
。

そ
こ

で
執

筆
の

担

当
者

た
ち

は
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

要
綱

部
分

で
作

業
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

専
門

家
と

協
議

し
、

執
筆

の
方

法
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
構

成
に

つ
い

て
方

向
性

を
明

ら
か

に
し

た
。

章
を

短
く

し
た

り
、

重
複

を
な

く
し

、
教

え

る
側

に
も

利
便

性
の

あ
る

も
の

に
な

っ
た

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

執
行

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
20

08
年

3
月

に
最

終
草

案
を

作
成

し
、

現
在

コ
メ

ン
ト

待
ち

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
現

状
は

？
 

 Li
en

氏
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
か

ら
の

要
望

に
基

づ
き

、
各

専
門

家
の

コ
メ

ン
ト

を
踏

ま
え

、
執

行
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

完
成

し
た

。
そ

の
後

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
の

提
案

に
よ

り
、

総
括

的
な

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
に

よ

る
、

基
本

的
な

部
分

と
相

対
的

な
部

分
が

分
か

る
よ

う
な

も
の

を
作

成
し

、
そ

の
コ

メ
ン

ト
を

待
っ

て
い

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
執

行
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

し
て

も
日

本
側

の
イ

ン
プ

ッ
ト

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。
成

果
に

つ
い

て
追

加
す

る
コ

メ
ン

ト
は

あ
る

か
？

 
 Li

en
氏

：
執

行
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

つ
い

て
の

補
足

を
挙

げ
る

。
民

事
執

行
法

が
制

定
さ

れ
た

が
、

同
法

律
の

な

か
で

規
定

さ
れ

て
い

る
条

文
に

つ
い

て
執

筆
者

は
迷

っ
て

い
た

。
執

筆
担

当
者

は
、

日
本

の
専

門
家

に
よ

り

具
体

的
な

助
言

を
得

て
、

ま
だ

法
律

に
て

十
分

に
説

明
さ

れ
て

い
な

い
部

分
、

明
白

に
説

明
さ

れ
て

い
な

い

条
文

に
つ

い
て

、
明

確
な

説
明

が
得

ら
れ

た
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
。

今
ひ

と
つ

は
執

行
官

コ
ー

ス
の

担
当

講

師
陣

か
ら

の
要

望
で

あ
る

が
、

で
き

れ
ば

次
の

執
行

官
コ

ー
ス

に
執

行
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

活
用

し
た

い
と

し

て
お

り
、

迅
速

に
コ

メ
ン

ト
を

頂
き

、
印

刷
に

間
に

合
う

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

民
事

判
決

執
行

法
は

新
し

く
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

起
草

支
援

も
行

っ
て

お
り

、
起

草
支

援
と

JA
の

法
曹

養
成

を
連

携
さ

せ
る

と
い

う
新

し
い

コ
ン

セ
プ

ト
で

実
施

し
て

き
て

い
る

。
新

し
い

法
律

に
関

す

る
助

言
が

生
き

た
こ

と
は

こ
の

意
味

で
も

う
れ

し
く

感
じ

る
。

そ
れ

に
加

え
て

、
助

言
だ

け
で

は
な

く
、

判

決
執

行
法

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
JA

を
呼

ん
だ

こ
と

が
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
経

験
は

役

 
2

に
立

っ
た

の
か

？
 

 Li
en

氏
：

以
前

は
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

3
に

、
JA

の
執

行
官

担
当

講
師

H
a
先

生
が

個
人

的
に

参
加

し
た

経
験

が

あ
る

。
H

a
先

生
と

し
て

は
、

セ
ミ

ナ
ー

参
加

に
よ

っ
て

得
た

知
識

を
基

本
的

な
情

報
に

反
映

、
更

新
し

、
新

法
に

合
わ

せ
て

知
識

を
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
し

た
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
今

後
の

活
動

と
し

て
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

1
と

2
に

つ
い

て
も

JA
が

参
加

し
、

そ
の

教
育

活
動

に

生
か

し
て

ほ
し

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
後

半
の

活
動

と
し

て
勘

案
し

て
ほ

し
い

。
20

09
年

に
教

科
書

の
改

訂

を
実

施
す

る
と

予
定

さ
れ

て
い

る
。

他
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
か

ら
得

ら
れ

た
教

訓
な

ど
を

JA
の

教
育

に
反

映

さ
せ

て
い

く
。

こ
れ

ら
の

活
動

を
行

っ
て

い
く

こ
と

に
対

す
る

コ
メ

ン
ト

は
？

 
 Li

en
氏

：
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

1
と

2
に

参
加

し
た

い
と

い
う

希
望

を
述

べ
た

と
お

り
、

新
し

い
法

律
に

関
す

る

情
報

を
収

集
し

、
新

し
い

教
育

に
反

映
し

た
り

、
テ

キ
ス

ト
の

改
訂

に
情

報
を

反
映

し
た

い
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
実

務
か

ら
得

ら
れ

た
情

報
を

法
曹

養
成

に
生

か
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

。
 

現
在

SP
P
が

検
察

官
を

JA
に

送
っ

て
い

な
い

と
聞

い
て

い
る

が
？

 
今

後
こ

れ
は

ど
の

よ
う

な
流

れ
に

な

っ
て

い
く

の
か

？
 

政
策

の
変

更
が

あ
れ

ば
、

日
本

側
も

政
策

に
合

わ
せ

て
取

り
組

み
を

変
え

て
行

か
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 Li
en

氏
：

JA
の

校
長

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

回
答

し
た

と
お

り
、

現
行

の
法

律
で

は
JA

は
裁

判
官

、
検

察
官

な

ど
の

養
成

を
行

う
と

い
う

枠
組

み
は

変
わ

ら
な

い
。

SP
P
は

検
察

官
の

数
が

そ
の

定
員

に
達

し
た

の
で

、
20

08
年

に
は

SP
P
で

は
JA

で
検

察
官

を
育

成
す

る
必

要
が

な
く

な
っ

た
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
4

つ
の

テ
キ

ス
ト

と
し

て
民

法
、

民
事

訴
訟

法
が

あ
る

が
、

民
法

の
改

正
の

プ
ロ

セ
ス

が
始

ま
り

、

ま
た

民
事

訴
訟

法
も

改
正

す
る

予
定

が
あ

る
。

そ
の

な
か

で
、

PD
M

上
で

は
民

法
、

民
訴

の
テ

キ
ス

ト
を

改

訂
す

る
予

定
と

さ
れ

て
い

る
が

、
JA

と
し

て
は

改
訂

が
必

要
か

？
 

 Li
en

氏
：

テ
キ

ス
ト

を
改

訂
す

る
必

要
性

は
高

い
。

教
育

に
最

大
限

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
使

用
し

て
み

る
と

い
ろ

い
ろ

不
合

理
な

と
こ

ろ
も

あ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

20
11

年
3
月

ま
で

に
ど

う
し

て
も

改
訂

が
必

要
な

も
の

で
は

な
い

の
か

？
 

 Li
en

氏
：

残
り

の
2
つ

の
テ

キ
ス

ト
も

完
成

（
改

訂
）

し
た

い
が

、
20

11
年

3
月

ご
ろ

に
は

新
し

く
改

正
し

た

内
容

を
盛

り
込

ん
で

い
き

た
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

2
冊

の
ス

キ
ル

の
教

科
書

は
ど

の
コ

ー
ス

で
使

用
さ

れ
て

い
る

の
か

？
 

 Li
en

氏
：

裁
判

官
、

検
察

官
、

弁
護

士
で

あ
る

が
、

20
08

年
に

は
検

察
官

の
研

修
生

は
い

な
か

っ
た

の
で

、
そ

れ
以

降
は

裁
判

官
と

弁
護

士
コ

ー
ス

で
使

用
さ

れ
て

い
る

。
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3

佐
藤

専
門

員
：

長
期

専
門

家
に

リ
ク

エ
ス

ト
頂

い
て

い
る

も
の

と
し

て
、

公
証

人
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

あ
る

。
公

証

人
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
、

ど
の

よ
う

に
利

用
さ

れ
る

の
か

？
 

 Li
en

氏
：

公
証

人
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
、

一
連

の
教

授
法

学
習

法
に

関
す

る
一

般
理

論
で

あ
り

3
冊

目
で

あ
る

（
2
冊

目
は

弁
護

士
）
。

学
習

・
指

導
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

な
る

。
研

修
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
シ

リ
ー

ズ
の

1
つ

と
な

る
。

ま

た
、

公
証

人
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
弁

護
士

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

構
成

は
似

て
い

る
が

内
容

は
異

な
る

。
弁

護
士

の
育

成

と
公

証
人

の
育

成
は

だ
い

ぶ
異

な
る

。
弁

護
士

と
異

な
り

、
公

証
人

育
成

に
関

す
る

、
学

習
・

育
成

に
関

す

る
ス

キ
ル

が
養

成
さ

れ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

ベ
ト

ナ
ム

の
公

証
実

務
と

日
本

の
公

証
実

務
は

大
変

異
な

る
が

、
こ

の
場

合
、

日
本

が
支

援
す

る

こ
と

に
意

義
が

あ
る

の
か

？
 

日
本

で
は

公
証

人
の

育
成

機
関

は
な

い
。

日
本

で
は

、
裁

判
官

や
検

事
を

退

官
し

て
か

ら
公

証
人

と
な

る
場

合
が

多
い

。
そ

れ
ま

で
の

実
務

経
験

に
基

づ
き

、
公

証
業

務
を

行
う

。
長

期

専
門

家
、

日
本

国
内

の
公

証
人

養
成

ノ
ウ

ハ
ウ

は
な

い
。

こ
の

た
め

ど
の

程
度

意
義

の
あ

る
支

援
が

で
き

る

の
か

疑
問

に
感

じ
て

い
る

。
 

 Li
en

氏
：

公
証

人
関

係
の

研
修

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
純

粋
な

公
証

業
務

で
は

な
く

、
例

え
ば

遺
言

で
ど

の
よ

う
な

手
順

を
踏

む
べ

き
か

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
、

遺
言

を
公

証
す

る
場

合
は

教
え

る
側

は
ど

の
よ

う
な

準
備

を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
か

と
い

う
こ

と
を

記
載

し
た

い
。

今
後

考
慮

さ
れ

る
な

か
で

決
定

す
る

こ
と

に
な

る

と
思

う
が

、
あ

く
ま

で
も

教
え

方
、

学
び

方
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

あ
る

の
で

、
支

援
を

依
頼

し
た

い
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
日

本
だ

か
ら

で
き

る
支

援
と

い
う

観
点

で
支

援
内

容
を

検
討

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

PD
M

の

な
か

の
活

動
と

し
て

モ
デ

ル
講

義
が

あ
る

が
、

こ
の

点
に

つ
い

て
は

、
JU

D
G

E
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
な

ど
で

も
行

わ
れ

て
い

る
が

、
日

本
と

し
て

行
う

こ
と

の
意

義
は

ど
こ

に
あ

る
の

か
。

 
 Li

en
氏

：
JU

D
G

E
は

カ
ナ

ダ
の

行
っ

た
セ

ミ
ナ

ー
で

あ
る

。
JA

で
行

っ
て

い
る

講
義

を
見

本
に

し
て

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

で
実

際
講

義
を

行
っ

た
。

JA
の

講
義

の
方

法
を

セ
ミ

ナ
ー

で
示

し
た

。
カ

ナ
ダ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

JA
の

講
師

と
カ

ナ
ダ

の
専

門
家

が
共

同
で

準
備

を
し

た
が

、
そ

の
セ

ミ
ナ

ー
限

り
の

も
の

で
あ

っ
た

。
非

常
勤

講
師

、
常

勤
講

師
も

同
様

に
統

一
的

な
内

容
で

講
義

が
行

え
る

よ
う

に
見

本
と

な
る

講
義

を
つ

く
る

こ
と

を

め
ざ

し
た

が
、

こ
れ

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
引

き
続

き
実

施
す

る
意

義
が

あ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

加
し

て
い

る
講

師
が

JI
C

A
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
も

参
加

す
る

と
い

う

こ
と

は
、

JA
の

講
師

の
時

間
的

な
余

裕
を

考
え

る
と

困
難

を
伴

う
。

ま
た

、
JI

C
A

で
も

、
そ

の
セ

ミ
ナ

ー
限

り
で

あ
り

、
ビ

デ
オ

に
残

す
な

ど
を

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

同
じ

よ
う

な
こ

と
を

す
る

こ
と

の
意

味

を
疑

問
視

し
て

い
る

。
 

 Li
en

氏
：

JU
D

G
E

と
は

異
な

っ
た

内
容

と
な

る
。

JU
D

G
E

は
教

え
る

方
法

に
つ

い
て

重
点

を
置

い
て

い
る

。

JU
D

G
E

で
は

あ
る

事
例

を
使

っ
て

、
グ

ル
ー

プ
協

議
な

ど
教

え
方

を
指

導
す

る
も

の
で

、
異

な
っ

て
い

る
。

JI
C

A
の

支
援

は
、

教
材

に
な

る
も

の
を

考
え

て
い

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
特

定
の

事
例

問
題

を
扱

っ
て

実
施

す
る

こ
と

を
考

え
て

い
た

の
で

、
JU

D
G

E
の

支
援

に
近

い
。

 
4

も
し

重
な

っ
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
、

モ
デ

ル
授

業
は

JU
D

G
E

に
任

せ
、

JI
C

A
は

教
科

書
な

ど
に

集
中

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

？
 

 Li
en

氏
：

ド
ナ

ー
間

で
調

整
す

る
こ

と
も

ひ
と

つ
で

あ
る

。
カ

ナ
ダ

に
要

請
し

て
い

る
が

、
カ

ナ
ダ

は
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
を

審
査

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

 
 N

go
c
氏

：
20

07
年

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
始

さ
れ

た
の

ち
に

JA
と

専
門

家
間

で
協

議
の

場
が

設
け

ら
れ

た
。

そ
の

協
議

の
結

果
と

し
て

お
互

い
に

日
本

か
ら

の
協

議
の

範
囲

に
つ

い
て

統
一

的
な

見
解

が
得

ら
れ

な
か

っ

た
。

Th
u
校

長
が

考
え

て
い

る
日

本
と

の
協

力
範

囲
は

と
て

も
大

き
く

、
専

門
家

は
、

こ
れ

は
PD

M
の

範
囲

を
超

え
て

い
る

と
考

え
て

い
た

。
C

D
-R

O
M

を
作

っ
た

り
す

る
こ

と
を

Th
u

校
長

は
考

え
て

い
た

。
そ

の
際

、

伊
藤

リ
ー

ダ
ー

は
JA

の
ニ

ー
ズ

は
PD

M
の

範
囲

を
超

え
て

い
る

と
伝

え
て

い
る

。
こ

れ
が

、
こ

の
活

動
が

実
施

さ
れ

な
か

っ
た

1
つ

の
理

由
で

あ
る

。
 

ニ
ー

ズ
は

存
在

し
て

い
る

が
、

能
力

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

Li
en

さ
ん

か
ら

の
発

言
か

ら
は

、
JA

は
引

き
続

き
膨

大
な

講
義

を
行

お
う

と
考

え
て

い
る

が
、

こ
の

点
に

つ
い

て
皆

か
ら

率
直

な
意

見

が
出

さ
れ

た
。

公
証

人
関

係
の

研
修

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

1
年

目
終

了
後

初
め

て
言

及
さ

れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
意

味
で

、
日

本
側

か
ら

協
力

で
き

る
か

ど
う

か
を

示
し

て
ほ

し
い

。
IC

D
と

し
て

支
援

す
る

側
に

も
協

力
す

る
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
、

能
力

が
あ

る
の

か
ど

う
か

を
確

認
し

た
い

 
 佐

藤
専

門
員

：
公

証
人

は
や

や
ミ

ス
マ

ッ
チ

か
も

し
れ

な
い

。
 

 鳥
居

課
長

：
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
関

連
に

つ
い

て
意

識
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
は

理
解

し
て

頂
き

あ
り

が
た

か

っ
た

が
、

実
務

を
踏

ま
え

た
能

力
強

化
と

い
う

一
本

の
筋

を
念

頭
に

置
い

て
優

先
順

位
づ

け
を

行
っ

て
い

き

た
い

。
JA

の
ニ

ー
ズ

と
し

て
高

い
と

理
解

し
た

い
が

、
PD

M
を

シ
ェ

ア
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
向

か

っ
て

協
力

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
ほ

し
い

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

文
脈

の
な

か
で

JA
の

位
置

づ
け

役
割

を

考
え

て
い

き
た

い
こ

と
を

理
解

頂
き

た
い

。
ま

た
、

JA
の

研
修

生
が

卒
業

で
き

な
か

っ
た

場
合

は
ど

う
な

る

の
か

？
 

 Li
en

氏
：

今
の

考
え

方
に

は
同

感
で

あ
る

。
受

益
者

と
し

て
は

最
大

限
の

利
益

を
得

た
い

と
い

う
こ

と
が

本
音

。

受
益

者
側

、
支

援
側

の
両

者
の

ニ
ー

ズ
と

能
力

を
考

え
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

。
 

卒
業

で
き

な
か

っ
た

場
合

は
今

一
度

研
修

を
受

け
、

試
験

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

が
、

2
回

目
に

合
格

で

き
な

か
っ

た
場

合
は

、
失

格
す

る
。

 
以

 
上
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1

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

19
日

（
火

）
9:

00
～

10
:3

0 
２

．
場

所
：

M
O

J
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

：
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
、

西
村

専
門

家
、

小
幡

専
門

家
、

山
本

調
整

員
、

JI
C

A
ベ

ト
ナ

ム

事
務

所
：

小
林

所
員

も
同

席
）

 
４

．
件

名
：

M
O

J：
戸

籍
法

、
公

証
業

務
、

統
一

弁
護

士
連

合
会

、
担

保
取

引
法

/不
動

産
登

記
法

に
つ

い
て

 
５

．
内

容
：

鳥
居

課
長

よ
り

調
査

趣
旨

を
説

明
。

以
下

ア
ジ

ェ
ン

ダ
に

沿
っ

て
質

問
を

実
施

。
 

 戸
籍

法
と

戸
籍

シ
ス

テ
ム

 
佐

藤
専

門
員

：
事

前
調

査
時

に
、

戸
籍

法
に

関
し

て
起

草
計

画
が

あ
る

と
聞

い
て

い
た

が
、

具
体

的
な

協
力

は
そ

の
優

先
度

に
よ

る
と

し
て

い
た

。
こ

の
た

び
、

司
法

行
政

管
理

局
か

ら
戸

籍
法

の
要

望
を

受
け

た
が

、
戸

籍

法
の

必
要

性
、

緊
急

度
、

優
先

度
の

高
さ

に
つ

い
て

ご
説

明
を

頂
き

た
い

。
現

在
ベ

ト
ナ

ム
で

戸
籍

制
度

が

あ
る

が
、

現
在

の
問

題
点

、
新

シ
ス

テ
ム

で
の

改
善

の
方

向
性

に
つ

い
て

説
明

お
願

い
し

た
い

。
 

 C
uo

ng
次

長
：

司
法

行
政

管
理

局
で

は
4
つ

の
分

野
を

管
理

・
調

整
し

て
い

る
、

す
な

わ
ち

①
戸

籍
、

②
国

籍
、

③
公

証
、

④
司

法
履

歴
（

犯
罪

歴
？

）
で

あ
る

。
認

証
、

公
証

、
司

法
履

歴
（

近
い

う
ち

に
国

会
で

成
立

）

と
異

な
り

、
戸

籍
分

野
に

つ
い

て
は

ま
だ

政
令

レ
ベ

ル
の

規
定

に
と

ど
ま

っ
て

お
り

、
よ

り
上

位
の

法
的

文

書
を

制
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

戸
籍

制
度

は
、

一
人

ひ
と

り
の

国
民

の
身

分
と

密
接

に
関

連
し

て
お

り
重

要

で
あ

る
が

、
制

度
が

整
っ

て
お

ら
ず

、
戸

籍
関

係
に

は
不

備
が

生
じ

て
い

る
。

政
令

の
レ

ベ
ル

の
法

令
で

あ

る
の

で
、

国
民

に
と

っ
て

の
認

識
も

高
く

な
い

。
国

民
に

対
す

る
（

順
守

の
）

圧
力

も
高

い
も

の
で

は
な

い
。

戸
籍

官
な

ど
の

担
当

官
に

つ
い

て
も

不
備

が
生

じ
て

い
る

。
行

政
の

末
端

レ
ベ

ル
で

も
戸

籍
実

務
を

担
当

し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が
、

戸
籍

関
係

を
専

門
と

す
る

職
員

は
不

在
で

あ
り

、
管

理
の

効
率

性
か

ら
み

る
と

高

く
な

い
と

い
え

る
。

こ
の

よ
う

な
状

況
下

で
、

法
規

文
書

が
法

律
に

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、

コ
ミ

ュ
ー

ン
レ

ベ
ル

の
職

員
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

に
も

つ
な

が
る

と
考

え
て

い
る

。
国

際
化

を
推

進
す

る
た

め

に
も

、
戸

籍
を

制
定

す
る

段
階

に
来

て
い

る
が

、
今

の
段

階
で

生
じ

て
い

る
戸

籍
問

題
に

十
分

対
応

で
き

な

い
状

況
に

あ
る

。
と

き
ど

き
、

政
令

か
ら

外
れ

た
観

点
か

ら
指

導
せ

ざ
る

を
得

な
い

こ
と

も
あ

り
、

法
治

国

家
の

運
営

の
観

点
か

ら
も

現
状

を
放

任
で

き
な

い
。

 
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
本

国
会

の
立

法
計

画
に

取
り

込
む

よ
う

に
指

示
し

て
い

る
。

国
会

の
立

法

計
画

に
追

加
的

に
立

法
を

補
充

で
き

る
よ

う
に

試
み

て
い

る
が

、
う

ま
く

組
み

入
れ

ら
れ

る
状

況
に

は
な

い
。

国
会

の
13

会
期

の
最

初
（

20
11

年
）

の
成

立
を

め
ざ

し
て

努
力

し
た

い
。

実
践

の
サ

ー
ベ

イ
、

こ
れ

ま
で

の

政
令

レ
ベ

ル
の

ま
と

め
の

評
価

な
ど

を
準

備
段

階
と

し
て

行
っ

て
い

る
。

20
09

年
～

20
10

年
に

作
業

を
、

20
10

年
後

半
に

第
2

次
草

案
の

作
成

を
め

ざ
す

。
政

令
実

施
の

評
価

と
今

後
の

草
案

作
成

に
向

け
て

支
援

を

お
願

い
し

た
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

日
本

か
ら

ど
の

よ
う

な
支

援
が

可
能

な
の

か
？

 
政

令
か

ら
法

律
へ

の
格

上
げ

に
つ

い
て

は
日

本

か
ら

の
支

援
と

い
う

よ
り

も
政

策
の

問
題

と
考

え
る

。
戸

籍
法

の
内

容
で

、
現

在
日

本
か

ら
学

び
た

い
そ

の

内
容

を
指

摘
し

て
ほ

し
い

。
 

 C
uo

ng
次

長
：

日
本

へ
の

期
待

は
た

く
さ

ん
あ

り
、

す
べ

て
の

期
待

が
か

な
う

と
は

考
え

て
い

な
い

。
す

べ
て

法

 
2

律
と

関
連

性
の

あ
る

内
容

で
あ

る
。

ま
ず

①
日

本
の

戸
籍

関
係

の
法

律
の

実
情

に
つ

い
て

勉
強

し
た

い
。

諸

外
国

の
戸

籍
の

法
制

に
つ

い
て

、
同

じ
地

域
に

位
置

す
る

国
と

し
て

日
本

の
関

連
法

令
を

勉
強

し
た

い
。

②

日
本

の
戸

籍
の

管
理

機
関

、
管

理
モ

デ
ル

に
つ

い
て

の
支

援
を

受
け

た
い

。
③

法
律

を
規

定
す

る
第

1
条

の

立
法

趣
旨

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

？
④

で
き

れ
ば

地
域

内
の

戸
籍

管
理

の
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

支
援

も
お

願

い
し

た
い

。
さ

ら
に

、
⑤

ベ
ト

ナ
ム

国
内

に
お

け
る

戸
籍

管
理

の
実

態
の

サ
ー

ベ
イ

、
戸

籍
法

起
草

の
際

に
、

同
分

野
で

の
専

門
家

の
支

援
も

受
け

た
い

。
⑥

国
家

管
理

、
戸

籍
管

理
に

お
け

る
IT

の
応

用
に

つ
い

て
も

支

援
し

て
も

ら
い

た
い

。
63

省
に

お
い

て
も

IT
の

応
用

は
十

分
に

な
さ

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
可

能
で

あ
れ

ば
、

⑦
日

本
の

戸
籍

の
管

理
に

つ
い

て
見

学
で

き
れ

ば
よ

い
（

本
邦

研
修

）
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
JI

C
A

で
は

M
O

J
か

ら
さ

ま
ざ

ま
な

支
援

要
望

を
受

け
て

お
り

、
日

本
が

支
援

す
る

意
義

の
あ

る

分
野

を
見

い
だ

し
て

い
き

た
い

。
日

本
の

戸
籍

制
度

の
な

か
で

ど
こ

が
ベ

ト
ナ

ム
で

役
に

立
つ

の
か

、
適

切

な
制

度
は

何
か

と
い

っ
た

視
点

も
重

要
で

あ
る

。
こ

の
観

点
か

ら
考

え
る

と
、

日
本

の
IT

分
野

が
世

界
に

誇

れ
る

戸
籍

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

て
い

る
の

か
は

分
か

ら
な

い
。

 
 鳥

居
課

長
：

20
11

年
3
月

ま
で

の
間

に
何

が
で

き
る

の
か

と
い

う
観

点
か

ら
対

象
を

考
え

て
い

き
た

い
。

 
 C

uo
ng

次
長

：
説

明
を

十
分

理
解

し
た

。
当

方
の

要
望

が
す

べ
て

支
援

の
対

象
に

は
な

る
と

は
考

え
て

い
な

い
。

今
後

草
案

の
準

備
を

行
っ

て
い

く
予

定
で

あ
り

、
重

要
な

点
に

対
す

る
支

援
を

願
っ

て
い

る
。

支
援

が
な

け

れ
ば

自
ら

行
っ

て
い

こ
う

と
考

え
て

い
る

。
日

本
か

ら
の

支
援

が
あ

れ
ば

、
時

間
的

に
も

短
縮

さ
れ

、
質

的

に
も

向
上

す
る

と
考

え
る

。
 

 公
証

業
務

 
鳥

居
課

長
：

設
立

後
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
業

務
の

内
容

な
ど

を
知

ら
せ

て
ほ

し
い

。
 

 Li
n

司
法

扶
助

局
局

長
（

日
本

留
学

経
験

あ
り

）
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

の
弁

護
士

連
合

会
設

立
に

関
す

る
セ

ミ

ナ
ー

な
ど

の
支

援
に

感
謝

す
る

。
司

法
扶

助
局

の
業

務
は

弁
護

士
と

弁
護

士
業

、
競

売
、

商
業

の
仲

裁
公

証

（
行

政
管

理
局

か
ら

20
09

年
2
月

に
移

管
）

な
ど

で
あ

り
、

今
後

社
会

化
（

So
ci

al
iz

at
io

n）
さ

れ
る

分
野

で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

分
野

に
お

け
る

社
会

管
理

並
び

に
行

政
管

理
も

重
要

と
な

る
。

他
の

ド
ナ

ー
か

ら
も

支

援
を

得
て

い
る

が
、

日
本

は
民

事
経

済
の

分
野

で
進

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
日

本
か

ら
の

支
援

を
重

要
視

し

て
い

き
た

い
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
司

法
扶

助
局

の
業

務
分

野
で

は
弁

護
士

会
の

組
織

改
善

を
弁

護
士

連
合

会
と

の
作

業
を

通
じ

て
行

う
こ

と
を

事
前

調
査

の
段

階
で

決
め

て
い

た
。

今
後

弁
護

士
連

合
会

に
つ

い
て

、
そ

の
C

ha
rte

r
の

承
認

な
ど

、

ど
の

よ
う

に
進

む
の

か
、

弁
護

士
連

合
会

の
な

か
で

ど
の

部
局

が
弁

護
士

業
務

の
改

善
を

担
っ

て
い

く
の

か

を
協

議
し

た
い

。
 

 N
go

c
氏

：
ま

だ
弁

護
士

連
合

会
が

設
立

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

段
階

で
は

司
法

扶
助

局
で

作
業

を
し

て
き

た
。

弁

護
士

連
合

会
は

既
に

設
立

さ
れ

て
い

る
の

で
、

協
力

に
関

し
て

は
直

接
弁

護
士

連
合

会
に

話
し

て
も

ら
う

。

本
日

司
法

扶
助

局
が

出
席

し
た

理
由

は
、

公
証

人
関

係
で

協
力

の
要

請
が

あ
る

か
ら

で
あ

る
。
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Li
n

局
長

：
公

証
人

に
関

す
る

扶
助

局
の

要
望

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
法

律
が

で
き

て
公

証
関

係
で

も
社

会

化
さ

れ
る

。
法

律
と

政
令

し
か

な
い

た
め

、
公

証
関

係
の

枠
組

み
の

整
備

、
現

行
法

の
見

直
し

と
改

正
、

下

位
文

書
制

定
に

関
す

る
協

力
を

願
い

た
い

。
法

律
よ

り
下

位
の

通
達

を
編

纂
し

、
20

10
年

ま
で

の
公

証
に

関

す
る

計
画

を
策

定
し

て
い

る
最

中
で

あ
る

。
日

本
の

公
証

関
係

の
経

験
に

関
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

セ
ミ

ナ

ー
の

開
催

支
援

、
例

え
ば

資
料

の
翻

訳
、

日
本

の
専

門
家

の
派

遣
、

開
催

費
用

の
支

援
を

願
い

た
い

。
実

際

の
と

こ
ろ

は
公

証
業

務
の

社
会

化
が

進
む

な
か

で
、

民
間

公
証

人
、

国
家

公
証

人
の

能
力

は
高

く
な

い
の

で

能
力

強
化

、
短

期
中

期
の

研
修

、
公

証
人

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

編
集

に
つ

い
て

お
願

い
し

た
い

。
フ

ラ
ン

ス
な

ど

へ
の

視
察

を
行

っ
た

が
、

日
本

へ
の

調
査

の
支

援
を

お
願

い
し

た
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

公
証

業
務

は
20

05
年

日
本

が
支

援
し

た
民

法
の

な
か

に
も

公
証

人
に

関
す

る
規

定
が

あ
り

、
公

証
人

が
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

新
し

い
民

法
が

役
割

を
果

た
し

て
い

く
こ

と
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

重
要

で

あ
る

と
認

識
し

て
い

る
。

司
法

行
政

管
理

局
と

同
様

に
、

多
く

の
要

望
が

あ
る

な
か

で
、

ど
の

よ
う

な
優

先

順
位

を
つ

け
て

い
く

の
か

と
い

う
こ

と
を

協
議

し
て

い
き

た
い

。
公

証
業

務
に

関
し

て
は

日
本

の
制

度
と

ベ

ト
ナ

ム
の

制
度

は
か

な
り

違
う

。
ベ

ト
ナ

ム
の

制
度

は
よ

り
フ

ラ
ン

ス
の

影
響

が
強

い
。

そ
の

な
か

で
、

日

本
の

支
援

の
意

義
が

で
き

る
だ

け
大

き
い

分
野

に
つ

い
て

協
力

を
行

い
た

い
と

考
え

て
い

る
。

日
本

の
公

証

人
が

日
本

の
事

例
を

紹
介

す
る

こ
と

が
ど

れ
だ

け
意

味
が

あ
る

の
か

、
こ

の
点

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

た

い
と

考
え

る
。

制
度

上
の

違
い

が
判

明
す

る
の

み
で

は
支

援
の

効
果

は
大

き
い

と
は

い
え

な
い

の
で

、
日

本

の
制

度
か

ら
何

が
学

び
た

い
か

教
え

て
も

ら
い

た
い

。
 

 Li
n

局
長

：
公

証
は

最
近

扶
助

局
に

移
行

さ
れ

た
分

野
で

あ
る

の
で

、
ま

だ
日

本
の

公
証

制
度

に
つ

い
て

詳
し

く

理
解

し
て

い
な

い
。

日
本

の
制

度
が

何
ら

か
の

形
で

ベ
ト

ナ
ム

の
制

度
に

役
立

つ
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て

要
望

し
た

も
の

で
あ

る
。

司
法

扶
助

分
野

で
そ

の
他

の
重

要
な

も
の

は
、

財
産

の
競

売
、

国
家

財
産

の
競

売
、

司
法

鑑
定

な
ど

あ
り

、
鑑

定
に

つ
い

て
は

法
律

の
制

定
も

検
討

さ
れ

て
い

る
。

公
証

関
係

に
つ

い
て

は
、

不

動
産

登
記

制
度

に
関

し
て

日
本

は
多

く
の

支
援

を
し

て
き

て
お

り
、

こ
の

不
動

産
登

記
と

公
証

は
密

接
な

関

係
が

あ
り

、
ベ

ト
ナ

ム
の

不
動

産
登

記
へ

の
支

援
の

一
環

と
し

て
公

証
業

務
も

採
り

入
れ

て
も

ら
え

ば
よ

い

と
考

え
る

。
 

 佐
藤

：
不

動
産

登
記

に
関

し
て

も
公

証
業

務
が

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

前
提

と
な

る
。

日
本

の
制

度
と

は
こ

の

点
が

異
な

る
こ

と
で

あ
る

。
こ

の
点

も
勘

案
し

つ
つ

、
優

先
順

位
を

考
え

て
い

き
た

い
。

 
 弁

護
士

連
合

会
 

佐
藤

：
今

後
弁

護
士

連
合

会
と

の
協

議
に

は
司

法
扶

助
局

職
員

の
同

席
は

必
要

な
い

の
か

？
 

 Li
n

局
長

：
既

に
弁

護
士

連
合

会
が

設
立

さ
れ

、
協

会
は

独
自

に
活

動
し

て
い

る
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

側
は

必

要
に

応
じ

て
同

席
す

る
。

M
O

J
は

弁
護

士
連

合
会

憲
章

や
手

続
き

を
行

っ
て

い
る

の
で

、
必

要
が

あ
れ

ば
コ

ン
タ

ク
ト

し
て

ほ
し

い
。

 
 D

uo
ng

氏
：

統
一

弁
護

士
連

合
会

の
設

立
は

司
法

大
臣

が
認

証
し

て
正

式
に

発
効

す
る

。
選

挙
の

結
果

を
承

認
さ

れ
て

正
式

に
設

立
さ

れ
る

。
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佐
藤

専
門

員
：

弁
護

士
法

で
は

、
大

会
で

設
立

さ
れ

た
連

合
会

に
つ

い
て

の
設

立
申

請
を

M
O

J
が

受
領

し
た

後
、

30
日

以
内

に
発

効
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
の

で
6
月

中
に

は
発

効
す

る
と

理
解

し
て

い
る

。
 

 D
uo

ng
氏

：
承

認
待

ち
の

状
況

で
あ

る
が

、
既

に
各

部
署

で
は

活
動

を
開

始
し

て
い

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
弁

護
士

実
務

の
改

善
へ

の
取

り
組

み
に

協
力

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

弁
護

士
法

で
は

、
実

務
の

改
善

も
目

的
に

入
っ

て
い

る
。

実
務

の
改

善
を

行
う

部
局

は
あ

る
の

か
？

 
 D

uo
ng

氏
：

弁
護

士
連

合
会

と
し

て
は

4
つ

の
委

員
会

（
①

国
際

関
係

委
員

会
、

②
研

修
業

務
指

導
委

員
会

、
③

監
督

懲
戒

、
③

弁
護

士
の

合
法

的
な

権
利

利
益

を
保

護
す

る
委

員
会

）
か

ら
成

る
。

研
修

に
関

し
て

は
研

修

業
務

指
導

委
員

会
、

国
際

関
係

委
員

会
が

国
際

関
係

を
担

当
し

て
お

り
、

具
体

的
な

活
動

は
研

修
業

務
指

導

委
員

会
と

直
接

や
り

と
り

す
る

こ
と

に
な

る
。

ま
た

、
D

uo
ng

氏
が

国
際

関
係

の
窓

口
に

な
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

現
在

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

枠
組

み
で

は
SP

C
と

SP
P
と

バ
ク

ニ
ン

省
と

共
同

し
、

バ
ク

ニ
ン

省

の
裁

判
実

務
の

改
善

に
あ

た
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

。
バ

ク
ニ

ン
省

で
省

級
研

究
裁

判
所

、
検

察
院

と
と

も

に
実

際
の

実
務

改
善

方
法

を
検

討
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
活

動
に

弁
護

士
連

合
会

か
ら

の
参

加
も

可
能

か
？

 
バ

ク
ニ

ン
省

の
弁

護
士

が
少

な
い

こ
と

も
知

っ
て

い
る

が
、

ハ
ノ

イ
か

ら
バ

ク
ニ

ン
省

に
赴

き
、

一

緒
に

裁
判

実
務

の
改

善
に

従
事

す
る

こ
と

は
可

能
か

？
 

あ
る

い
は

バ
ク

ニ
ン

省
は

遠
隔

地
の

た
め

難
し

い

の
か

？
 

 D
uo

ng
氏

：
弁

護
士

連
合

会
と

し
て

は
歓

迎
し

て
お

り
、

内
容

を
持

ち
帰

り
1
人

か
2
人

の
弁

護
士

を
活

動
に

派

遣
し

た
い

と
考

え
る

。
ハ

ノ
イ

弁
護

士
会

は
長

い
経

験
を

有
し

て
お

り
、

訴
訟

分
野

で
の

幾
つ

か
の

問
題

を

把
握

し
て

い
る

た
め

、
い

く
つ

か
の

改
善

を
提

言
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
裁

判
実

務
の

改
善

に
あ

た
っ

て
弁

護
士

の
意

見
を

反
映

し
て

い
く

こ
と

は
重

要
と

考
え

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

も
バ

ク
ニ

ン
省

の
活

動
に

あ
た

り
、

弁
護

士
の

意
見

を
聞

き
た

い
と

考
え

て
い

た
。

中
央

の
弁

護

士
連

合
会

が
吸

収
し

、
将

来
的

に
地

方
の

組
織

の
実

務
改

善
に

生
か

せ
れ

ば
と

考
え

る
。

業
務

指
導

部
局

の

担
当

の
会

長
な

ど
は

い
る

の
か

？
 

 D
uo

ng
氏

：
4
人

の
副

会
長

の
う

ち
、

1
人

が
常

任
副

会
長

で
あ

る
。

弁
護

士
連

合
会

と
協

力
す

る
場

合
、

合
意

す
る

相
手

は
常

任
副

会
長

を
通

じ
て

行
う

。
一

日
も

早
く

組
織

機
構

を
整

備
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
 

 担
保

登
録

取
引

局
 

V
u 

D
uc

 L
on

g
局

長
、

Tr
an

 D
on

g 
Tu

ng
副

局
長

、
H

oa
ng

 T
hu

 H
a
専

門
家

、
K

ha
ng

 T
hu

専
門

家
 

 Tu
ng

副
局

長
：

不
動

産
登

記
法

の
成

立
を

見
込

み
、

JI
C

A
と

協
力

し
、

20
07

年
1
月

か
ら

20
08

年
9
月

ま
で

7
回

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
W

S）
を

開
催

し
た

。
20

07
年

1
月

か
ら

は
不

動
産

登
記

法
律

に
関

す
る

コ
ン

セ

ン
サ

ス
を

得
る

た
め

の
W

S、
20

08
年

8
月

か
ら

9
月

は
、

ド
ラ

フ
ト

へ
の

コ
メ

ン
ト

聴
取

に
係

る
ワ

ー
ク

シ

ョ
ッ

プ
で

あ
っ

た
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
は

、
ハ

ノ
イ

、
カ

イ
ン

ホ
ア

、
ホ

ー
チ

ミ
ン

市
（

H
C

M
）

な
ど

で
開

催
し

、
弁

護
士

会
、

法
律

家
協

会
、

国
会

議
員

も
招

待
し

た
。

国
会

議
員

は
す

べ
て

の
W

S
に

参
加

し
て

は
い

－158－ 
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な
い

が
、

参
加

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

法
律

の
内

容
を

理
解

し
、

法
律

制
定

を
応

援
す

る
こ

と
に

な
っ

た
と

い

え
る

。
 

不
動

産
登

記
法

は
国

会
の

常
任

委
員

会
で

2
回

の
審

議
を

経
た

。
常

任
委

員
会

は
8
月

～
10

月
に

開
催

さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
直

前
に

W
S、

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

残
念

な
が

ら
、

法
律

委
員

会
は

政
府

な
ら

び

に
編

纂
委

員
会

の
考

え
方

の
幾

つ
か

の
点

に
つ

い
て

同
意

し
て

い
な

い
点

が
あ

っ
た

。
自

分
は

国
会

の
審

議

に
参

加
し

た
が

、
成

立
に

あ
た

り
中

心
的

な
役

割
を

果
た

す
委

員
会

で
あ

る
法

律
委

員
会

が
法

律
の

必
要

性

や
い

く
つ

か
の

重
要

点
に

賛
同

し
て

い
な

か
っ

た
。

国
会

の
常

任
委

員
会

も
法

律
委

員
会

の
意

向
を

受
け

、

本
法

案
の

国
会

へ
の

提
出

を
取

り
や

め
た

。
M

O
J
大

臣
も

国
会

質
疑

に
お

い
て

答
弁

を
行

っ
た

が
、

現
状

で

は
20

10
年

の
立

法
計

画
に

組
み

入
れ

ら
れ

て
い

な
い

の
が

現
状

で
あ

る
。

理
由

と
し

て
は

国
会

の
法

律
委

員

会
に

お
い

て
統

一
的

な
見

解
が

と
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
で

あ
る

。
政

府
は

引
き

続
き

20
11

年
の

立
法

計
画

に

取
り

込
む

こ
と

を
指

示
し

て
い

る
。

と
い

う
の

は
、

20
12

年
ま

で
の

立
法

計
画

に
既

に
採

り
入

れ
ら

れ
て

い

る
か

ら
で

あ
る

。
協

力
の

結
果

を
踏

ま
え

る
と

20
05

年
、

20
07

年
の

段
階

で
の

ド
ラ

フ
ト

、
20

07
～

20
08

年
の

編
纂

に
あ

た
っ

て
は

JI
C

A
か

ら
の

支
援

を
受

け
て

き
て

い
た

。
ド

ラ
フ

ト
が

で
き

た
段

階
で

文
面

に
よ

る
コ

メ
ン

ト
や

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
開

催
し

て
も

ら
っ

た
。

現
在

は
8
次

、
9
次

の
ド

ラ
フ

ト
と

な
っ

て
い

る
が

、
こ

の
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
JI

C
A

専
門

家
の

貢
献

を
評

価
し

て
い

る
。

ベ
ト

ナ
ム

の
こ

と
わ

ざ
の

と
お

り
、
「

村
の

意
見

は
聞

か
な

い
が

、
外

国
人

の
意

見
は

よ
く

聞
く

」
の

で
、

外
国

人
で

あ
る

JI
C

A
の

意

見
は

よ
く

聞
く

。
国

会
議

員
の

な
か

で
も

法
律

委
員

会
の

委
員

長
の

（
W

S
へ

の
）

参
加

を
ね

ら
っ

た
が

参
加

に
至

っ
て

は
い

な
い

。
数

回
参

加
す

れ
ば

考
え

方
も

変
わ

る
と

思
っ

た
が

1
回

も
参

加
を

得
ら

れ
な

か
っ

た
。

ド
ラ

フ
ト

の
内

容
は

評
価

で
き

る
が

、
法

律
委

員
会

で
は

よ
く

内
容

を
聞

い
て

も
ら

え
な

い
状

況
で

あ
る

。
 

も
ち

ろ
ん

、
ベ

ト
ナ

ム
の

登
記

関
係

組
織

や
手

続
き

に
は

特
殊

性
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

の
な

か
で

、

日
本

の
専

門
家

の
コ

メ
ン

ト
を

聞
い

て
い

る
の

は
窓

口
を

一
本

化
し

て
登

記
が

可
能

な
シ

ス
テ

ム
を

採
り

入

れ
た

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

ほ
か

サ
ー

ベ
イ

を
20

07
年

か
ら

実
施

し
て

い
る

。
ラ

オ
カ

イ
、

タ
イ

ビ
ン

、
フ

エ
、

ダ
ク

ラ
ク

、
H

C
M
、

カ
マ

ウ
省

な
ど

に
お

い
て

サ
ー

ベ
イ

を
実

施
し

た
。

一
緒

に
行

動
し

た
石

那
田

専
門

家

は
非

常
に

精
力

的
で

、
各

地
で

登
記

の
手

続
き

を
聴

取
し

て
い

た
。

こ
の

よ
う

な
サ

ー
ベ

イ
を

通
じ

て
、

地

方
の

業
務

の
実

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

登
記

活
動

は
都

会
（

H
C

M
、

タ
イ

ビ
ン

な
ど

）
で

は
円

滑
に

行
わ

れ
て

い
る

。
日

本
の

専
門

家
も

サ
ー

ベ
イ

を
通

じ
て

ベ
ト

ナ
ム

の
実

態

を
把

握
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
20

09
年

3
月

に
2
回

目
の

サ
ー

ベ
イ

を
実

施
し

た
。

こ
れ

は
R

IA
調

査
で

あ
る

。
国

会
の

常
任

委
員

会
の

会
合

で
も

法
案

が
立

法
計

画
に

採
り

入
れ

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

そ
の

反

省
会

と
し

て
編

纂
委

員
会

と
協

議
の

場
を

も
っ

た
。

R
IA

の
報

告
書

に
お

い
て

十
分

な
報

告
が

で
き

な
か

っ
た

こ
と

も
一

因
と

認
識

し
て

い
る

。
R

IA
に

関
し

て
は

最
近

の
課

題
で

、
最

近
関

連
政

令
が

整
備

さ
れ

た
。

有
意

義
な

R
IA

を
策

定
す

る
な

ら
ば

、
国

会
議

員
も

制
定

を
支

援
す

る
と

考
え

ら
れ

た
。

国
会

の
常

任
委

員
会

に

参
加

し
、

国
会

議
員

は
ド

ラ
フ

ト
を

読
む

こ
と

が
苦

手
と

の
印

象
を

も
っ

た
。

国
会

の
常

任
委

員
会

は
相

談

役
が

い
な

い
た

め
、

自
ら

多
く

の
ド

ラ
フ

ト
を

読
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
国

会
議

員
が

ド
ラ

フ
ト

を
読

む

際
に

、
非

常
に

セ
ン

シ
テ

ィ
ブ

な
箇

所
、

非
常

に
大

き
な

組
織

機
構

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
懸

念
、

新
し

い
証

明
書

も
（

現
在

は
R

ed
 B

oo
k
土

地
使

用
権

と
そ

の
上

の
建

物
の

所
有

権
証

明
書

Pi
nk

 B
oo

k
が

あ

る
）

ド
ラ

フ
ト

で
は

1
枚

の
証

明
書

で
土

地
の

使
用

権
証

明
書

と
そ

の
上

物
の

所
有

権
証

明
書

を
兼

ね
て

い

た
が

、
国

会
議

員
は

こ
れ

を
、

既
存

の
証

明
に

新
た

に
証

明
書

が
1

枚
追

加
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え

た
。

 
R

ed
 B

oo
k
は

天
然

資
源

省
、

Pi
nk

 B
oo

k
は

建
設

省
が

主
管

で
あ

り
、

新
し

い
証

明
書

の
発

行
は

ど
こ

が
担

う
の

か
と

い
う

問
題

も
あ

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

懸
念

に
対

し
て

大
臣

が
説

明
し

て
も

納
得

し
て

も
ら

え
な

か
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っ
た

。
こ

の
た

め
、

国
会

議
員

に
対

し
て

法
案

よ
り

も
読

み
や

す
い

R
IA

報
告

で
説

明
す

る
こ

と
を

考
え

る
。

サ
ー

ベ
イ

を
ハ

ノ
イ

、
ダ

ナ
ン

、
H

C
M

で
実

施
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

窓
口

の
一

本
化

を
実

現
し

た
都

市

（
土

地
と

上
物

）
で

あ
っ

た
か

ら
で

あ
る

。
 

ベ
ト

ナ
ム

土
地

法
に

よ
る

と
、

土
地

の
使

用
権

（
法

的
な

確
立

さ
れ

た
権

利
）

に
つ

い
て

の
言

及
は

あ
る

が
、

上
物

に
関

し
て

は
規

定
さ

れ
て

い
な

い
。

上
物

の
資

産
の

所
有

、
変

動
は

Pi
nk

 B
oo

ok
で

証
明

さ
れ

る
。

法
律

の
規

定
に

よ
る

と
、

販
売

に
あ

た
っ

て
2

つ
の

機
関

に
行

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
こ

で
ダ

ナ
ン

市

で
は

土
地

法
を

運
用

し
て

、
土

地
使

用
権

と
建

物
の

所
有

権
を

一
緒

に
し

て
、

土
地

と
そ

の
密

着
し

た
財

産

を
記

入
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 
20

08
年

8
月

～
9

月
に

ハ
ノ

イ
で

も
窓

口
の

一
本

化
を

行
っ

た
。

確
か

に
こ

の
や

り
方

で
は

土
地

法
と

住

宅
法

に
は

抵
触

す
る

が
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
エ

リ
ア

と
し

て
実

施
し

て
お

り
、

国
民

に
は

歓
迎

さ
れ

て
い

る
。

こ

の
た

め
R

IA
レ

ポ
ー

ト
作

成
の

た
め

に
、

そ
の

イ
ン

パ
ク

ト
を

評
価

す
べ

く
サ

ー
ベ

イ
を

実
施

し
た

わ
け

で

あ
る

。
 

 鳥
居

課
長

：
こ

れ
ま

で
の

内
容

の
イ

ン
プ

ッ
ト

に
加

え
て

、
今

年
度

の
本

邦
研

修
で

の
期

待
は

ど
こ

に
あ

る
の

か
？

 
 Tu

ng
副

局
長

：
前

も
っ

て
JI

C
A

専
門

家
と

協
議

し
た

が
、

担
保

取
引

に
関

す
る

本
邦

研
修

に
つ

い
て

、
今

回
は

2
つ

の
方

向
で

提
案

し
た

い
と

考
え

る
。

①
現

状
打

開
の

た
め

に
、

国
会

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
を

巻
き

込
ん

で
研

修
を

行
う

こ
と

。
具

体
的

に
は

M
O

J
の

指
導

部
（

指
導

部
の

次
官

）
と

共
に

国
会

の
各

委
員

の
委

員
長

、
政

府
の

代
表

か
ら

成
る

グ
ル

ー
プ

を
送

る
。

②
前

者
の

調
査

団
が

難
し

け
れ

ば
、

O
n-

lin
e
に

よ
る

登
記

を
計

画

し
て

お
り

、
こ

れ
に

関
す

る
通

達
も

準
備

し
て

い
る

。
こ

れ
に

関
す

る
本

邦
研

修
で

あ
る

。
ポ

イ
ン

ト
は

、

国
会

で
決

定
権

の
あ

る
人

を
巻

き
込

む
こ

と
で

あ
る

。
 

 鳥
居

課
長

：
支

援
範

囲
が

立
法

化
支

援
の

領
域

に
入

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

ま
で

の
経

緯
も

含
め

て
特

例
的

に
支

援

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
ほ

し
い

。
こ

の
な

か
で

、
決

定
権

限
者

を
本

邦
研

修
に

参
加

頂
く

こ
と

は
前

向

き
に

と
ら

え
て

い
き

た
い

と
考

え
る

。
 

 Tu
ng

副
局

長
：

登
記

官
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
の

結
果

に
つ

い
て

、
20

07
年

12
月

に
登

記
官

の
た

め
の

ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

を
実

施
し

た
。

ベ
ト

ナ
ム

で
は

、
登

記
に

関
す

る
規

定
が

簡
素

化
さ

れ
る

方
向

で
変

更

さ
れ

て
き

た
が

、
M

O
J
の

年
次

計
画

に
沿

っ
て

北
部

と
南

部
に

1
回

訪
問

し
た

り
、

需
要

に
応

じ
て

短
期

間

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

を
実

施
し

て
き

た
。

今
後

は
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
登

記
も

検
討

し
て

い
る

。
 

今
後

不
動

産
登

記
法

が
成

立
す

る
た

め
に

は
以

下
の

こ
と

を
考

え
て

い
る

。
R

IA
レ

ポ
ー

ト
作

成
の

継
続

、

こ
の

ス
コ

ー
プ

は
不

動
産

登
記

法
と

担
保

取
引

登
録

法
の

2
つ

を
含

む
こ

と
に

な
り

、
双

方
の

イ
ン

パ
ク

ト

を
調

査
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

担
保

取
引

に
関

す
る

法
案

は
常

任
委

員
会

に
提

出
さ

れ
て

い
な

い
。

担
保

取
引

に
関

し
て

、
政

令
8

号
に

代
わ

る
新

し
い

政
令

を
制

定
す

る
予

定
。

動
産

、
不

動
産

の
登

記
を

管
轄

す
る

機
関

、
登

記
の

登
録

段
階

に

お
け

る
手

続
き

な
ど

、
そ

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
の

手
続

き
に

つ
い

て
規

定
す

る
。

本
政

令
は

20
10

年
に

発
令

す

る
予

定
で

あ
る

。
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
登

記
に

関
し

て
は

、
通

達
の

制
定

に
つ

い
て

M
O

J
か

ら
指

示
さ

れ
て

い
る

。
オ

ン
ラ

イ
ン

登
記

シ
ス

テ
ム

の
形

成
も

含
め

、
こ

れ
ら

の
活

動
に

つ
い

て
日

本
側

の
支

援
を

期
待

し

て
い

る
。
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佐
藤

専
門

員
：

社
会

主
義

市
場

経
済

発
展

の
た

め
に

も
不

動
産

登
記

法
の

果
た

す
役

割
の

重
要

性
は

認
識

し
て

お

り
、

そ
の

立
法

化
に

向
け

た
支

援
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

担
保

取
引

登
録

法
が

政
令

と
し

て
発

令
さ

れ
る

と

い
う

こ
と

は
、

法
律

の
制

定
と

い
う

の
は

長
く

か
か

る
と

い
う

こ
と

か
？

 
 Tu

ng
副

局
長

：
そ

う
い

う
こ

と
で

あ
る

。
20

12
年

の
計

画
に

は
入

っ
て

い
る

が
20

10
年

の
計

画
に

は
入

っ
て

い
な

い
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
2
に

関
連

し
て

お
り

、
重

要
で

あ
る

。

M
O

J
の

仕
事

の
一

部
を

日
本

側
が

手
伝

っ
た

が
、

日
本

が
手

伝
っ

た
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
り

ど
の

よ
う

な
よ

い
こ

と
が

あ
っ

た
の

か
？

 
よ

り
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

の
や

り
方

が
良

く
な

っ
た

の
か

？
 

理
解

が
進

ん

だ
の

か
？

 
日

本
が

支
援

し
て

い
な

い
業

務
と

比
較

し
て

良
か

っ
た

こ
と

は
な

い
か

？
 

 Tu
ng

副
局

長
：

局
と

し
て

研
修

を
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

法
律

の
規

定
、

実
務

指
導

で
あ

る
。

JI
C

A
の

専
門

家

の
場

合
は

、
そ

の
経

験
、

例
え

ば
、

資
料

の
管

理
の

方
法

、
現

在
は

ハ
ー

ド
の

ペ
ー

パ
ー

で
あ

る
が

（
将

来

は
オ

ン
ラ

イ
ン

が
中

心
で

あ
る

が
）
、

書
類

の
手

順
の

簡
素

化
や

保
管

状
況

が
良

く
な

っ
た

り
し

た
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
研

修
の

参
加

者
が

良
か

っ
た

と
思

う
だ

け
で

は
な

く
、

研
修

の
や

り
方

に
反

映
し

て
い

く
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

 
 持

田
氏

：
書

類
の

手
順

の
簡

素
化

や
保

管
状

況
が

良
く

な
っ

た
り

し
た

と
い

う
、

そ
の

判
断

の
根

拠
は

？
 

 Tu
ng

副
局

長
：

一
例

を
挙

げ
る

と
、

あ
る

登
記

事
務

所
で

は
手

作
業

で
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
入

力
し

て
い

た
が

申
請

書
が

何
枚

に
も

な
り

、
タ

イ
プ

ミ
ス

も
生

じ
て

い
た

。
申

請
者

が
前

も
っ

て
デ

ー
タ

の
形

で
提

出
す

る
こ

と

を
日

本
の

専
門

家
の

ア
ド

バ
イ

ス
で

行
い

、
ミ

ス
も

少
な

く
な

っ
た

。
 

独
自

で
行

っ
て

い
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
も

、
3

地
域

を
一

緒
に

し
て

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
の

で
統

一
的

に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
「

有
限

責
任

」
と

「
有

責
」

と
用

語
の

使
用

に
違

い
が

あ
っ

た
が

、
用

語
の

統
一

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 
R

IA
調

査
の

対
象

は
、

登
記

官
、

国
会

議
員

、
国

民
、

登
録

金
融

機
関

、
地

方
の

資
源

環
境

局
、

M
O

J
の

職
員

、
建

設
局

な
ど

で
あ

り
、

10
人

か
ら

15
人

の
グ

ル
ー

プ
で

質
問

に
回

答
し

て
も

ら
っ

た
り

、
事

前
に

配

布
し

た
質

問
票

を
そ

の
場

で
回

収
し

た
り

し
た

。
質

問
票

に
つ

い
て

は
、

以
前

は
郵

送
方

式
を

と
っ

て
い

た

が
、

回
収

率
が

低
く

、
現

在
は

そ
の

場
で

直
接

回
収

し
て

い
る

。
 

 
以

 
上

 

 
1

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

19
日

（
火

）
13

:3
0～

15
:0

0 
２

．
場

所
：

M
O

J
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

：
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
、

西
村

専
門

家
、

小
幡

専
門

家
、

山
本

調
整

員
、

JI
C

A
ベ

ト

ナ
ム

事
務

所
：

小
林

職
員

も
同

席
）

 
４

．
件

名
：

M
O

J
民

事
判

決
執

行
局

と
の

協
議

 
５

．
内

容
：

 
鳥

居
課

長
よ

り
調

査
趣

旨
を

説
明

。
以

下
ア

ジ
ェ

ン
ダ

に
沿

い
質

問
を

実
施

。
 

 民
事

判
決

執
行

法
 

佐
藤

専
門

員
：

民
事

判
決

執
行

法
の

起
草

支
援

を
行

っ
て

き
た

が
、

国
会

で
成

立
し

た
こ

と
は

大
き

な
成

果
で

あ

っ
た

。
日

本
か

ら
の

コ
メ

ン
ト

が
反

映
さ

れ
た

こ
と

に
つ

い
て

聞
き

た
い

。
 

 Th
uy

次
長

：
本

法
律

が
国

会
に

よ
っ

て
成

立
し

た
が

、
計

画
立

案
か

ら
制

定
ま

で
1
年

と
い

う
迅

速
さ

で
成

立

し
た

。
複

雑
な

18
3

条
文

か
ら

成
っ

て
い

る
法

律
で

あ
り

、
大

き
な

意
味

を
有

し
て

い
る

。
多

方
面

か
ら

の

支
援

を
受

け
た

が
、

JI
C

A
の

皆
さ

ん
か

ら
の

ご
支

援
が

非
常

に
大

き
い

。
本

法
律

に
お

い
て

、
新

し
い

条
文

が
規

定
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

が
、

そ
の

な
か

で
当

事
者

の
資

産
を

確
認

す
る

た
め

の
義

務
規

定
が

設
け

ら

れ
て

い
る

。
新

し
く

成
立

し
た

法
律

で
は

資
産

を
確

認
す

る
機

関
は

執
行

機
関

で
、

資
産

の
証

明
責

任
は

当

事
者

に
あ

る
。

旧
法

で
は

政
府

に
依

存
す

る
特

徴
が

残
っ

て
い

た
。

世
界

各
国

の
シ

ス
テ

ム
を

検
討

し
た

う

え
で

、
ベ

ト
ナ

ム
の

新
法

で
は

、
証

明
責

任
を

当
事

者
に

移
行

す
る

こ
と

に
決

定
し

た
。

こ
の

規
定

を
法

律

に
組

み
入

れ
る

こ
と

は
難

し
く

、
コ

ン
セ

ン
サ

ス
を

得
る

こ
と

が
重

要
だ

っ
た

。
昨

日
法

律
新

聞
の

記
者

の

取
材

を
受

け
た

が
、

こ
の

規
定

を
運

用
す

る
に

は
、

移
行

の
た

め
の

経
過

措
置

が
必

要
で

あ
る

と
認

識
し

て

い
る

。
不

動
産

登
記

法
、

担
保

取
引

登
録

法
は

ま
だ

成
立

し
て

い
な

い
た

め
、

国
民

が
資

産
に

関
す

る
情

報

に
ア

ク
セ

ス
す

る
に

は
ま

だ
時

間
を

要
す

る
。

 
ま

た
、

複
数

の
規

定
は

、
透

明
性

を
高

く
し

、
各

当
事

者
の

権
利

を
よ

り
明

確
に

規
定

し
た

。
以

前
の

規

定
で

は
、

手
続

き
に

長
期

間
を

要
す

る
こ

と
が

あ
っ

た
が

、
新

法
で

は
、

執
行

期
間

に
つ

い
て

以
前

は
30

日

で
あ

っ
た

も
の

を
15

日
に

短
縮

し
た

。
決

定
は

7～
10

日
で

あ
っ

た
が

、
新

規
定

で
は

5
日

間
と

短
縮

さ
れ

た
。

裁
判

所
に

訴
え

る
期

間
も

3
カ

月
か

ら
1

カ
月

に
、

不
服

申
し

立
て

に
つ

い
て

も
短

縮
さ

れ
、

よ
り

効

果
的

な
執

行
が

で
き

る
よ

う
に

改
正

さ
れ

て
い

る
。

資
産

の
執

行
な

ど
日

本
の

経
験

を
学

ん
だ

。
IP

資
産

を

評
価

す
る

規
定

も
追

加
し

た
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
迅

速
、

効
率

性
、

透
明

性
を

高
め

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。

日
本

の
助

言
が

役
に

立
っ

た
こ

と
は

う
れ

し
い

。
質

問
票

回
答

に
あ

る
資

料
の

提
供

と
は

何
か

？
 

 Th
uy

次
長

：
法

律
の

制
定

の
最

中
に

、
当

時
の

執
行

関
係

の
資

料
が

印
刷

さ
れ

、
各

省
に

配
布

さ
れ

た
。

地
方

の
職

員
は

歓
迎

し
、

彼
ら

に
と

っ
て

貴
重

な
資

料
と

な
っ

た
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
新

し
い

法
律

に
従

っ
て

運
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

が
、

新
し

い
法

律
を

施
行

し
て

い
く

た
め

の
活

動
と

し
て

何
が

計
画

さ
れ

て
い

る
の

か
？
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Th
uy

次
長

：
法

律
を

成
立

さ
せ

る
と

同
時

に
国

会
の

第
24

決
議

も
行

っ
た

。
重

要
な

法
律

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、

国
会

の
決

議
が

行
わ

れ
た

。
こ

の
決

議
に

の
っ

と
っ

て
M

O
J
で

も
同

決
議

を
実

施
す

る
た

め
の

計
画

を
作

成

し
た

。
計

画
に

の
っ

と
っ

て
中

央
か

ら
地

方
の

関
係

機
関

に
対

し
て

、
法

律
を

施
行

す
る

た
め

の
計

画
が

立

案
さ

れ
た

。
計

画
に

は
制

度
上

の
問

題
、

人
員

の
見

直
し

、
宣

伝
活

動
な

ど
を

織
り

込
ん

で
い

る
。

そ
の

な

か
で

制
度

づ
く

り
が

重
要

な
活

動
の

ひ
と

つ
と

な
っ

て
い

る
。

M
O

J
大

臣
の

計
画

に
よ

る
と

、
政

令
を

3
本

、

準
備

し
て

い
る

。
す

な
わ

ち
①

執
行

機
関

の
組

織
機

構
に

関
す

る
政

令
、

②
判

決
執

行
の

手
続

き
に

関
す

る

資
料

、
③

民
事

判
決

執
行

に
関

し
て

、
H

C
M

を
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

と
し

た
民

間
執

行
官

に
関

す
る

も
の

。
 

こ
の

ほ
か

通
達

も
あ

る
。

活
動

を
実

施
す

る
た

め
に

は
、

研
修

も
必

要
に

な
る

。
新

し
い

法
律

で
あ

る
た

め
、

い
き

届
い

た
研

修
が

な
け

れ
ば

理
解

や
運

用
に

支
障

を
来

す
。

本
法

律
の

宣
伝

活
動

に
関

し
て

も
あ

る
。

新
し

い
法

律
の

精
神

に
の

っ
と

っ
て

、
新

し
い

職
員

の
再

評
価

を
行

う
必

要
も

あ
る

。
執

行
官

の
任

命
は

試

験
に

よ
る

た
め

、
選

考
委

員
会

が
選

出
す

る
形

式
は

と
ら

な
く

な
る

。
初

め
て

試
験

と
い

う
形

が
と

ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
た

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

執
行

実
務

に
関

し
て

は
、

他
の

部
局

と
の

調
整

も
必

要
に

な
る

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

に
関

す

る
成

果
の

確
認

を
し

た
い

。
執

行
官

に
関

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
ド

ン
ナ

イ
で

行
わ

れ
た

と
あ

る
が

、
昨

年

は
ハ

ノ
イ

で
も

実
施

さ
れ

た
の

で
は

な
い

か
？

 
 Th

uy
次

長
：

20
08

年
12

月
に

ハ
ノ

イ
で

実
施

し
た

も
の

は
セ

ミ
ナ

ー
で

あ
り

、
執

行
に

関
す

る
ス

キ
ル

を
重

視
し

て
い

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

違
う

。
セ

ミ
ナ

ー
は

各
法

規
文

書
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト
、

意
見

、
ま

た
、

対

象
者

も
広

い
。

M
O

J
以

外
に

SP
P、

SP
C
も

参
加

す
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

研
修

に
つ

い
て

は
、

M
O

J
で

た
く

さ
ん

行
わ

れ
て

い
る

と
思

う
が

、

年
に

ど
の

く
ら

い
の

ペ
ー

ス
で

実
施

さ
れ

て
い

る
の

か
？

 
 Th

uy
次

長
：

年
に

1～
2
回

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

開
催

す
る

。
新

規
採

用
の

執
行

官
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
も

あ
れ

ば
、

経
験

の
あ

る
執

行
官

の
た

め
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
も

あ
る

。
例

え
ば

、
新

し
い

民
事

執

行
法

の
た

め
に

は
、

各
地

域
の

県
レ

ベ
ル

の
執

行
機

関
の

長
の

た
め

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

し
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

日
本

の
支

援
に

よ
っ

て
良

か
っ

た
点

は
何

か
？

 
 Th

uy
次

長
：

ド
ン

ナ
イ

で
の

研
修

も
優

れ
て

い
る

点
が

あ
っ

た
、

執
行

関
係

の
ス

キ
ル

を
重

視
し

て
い

る
と

こ

ろ
も

あ
り

、
執

行
官

同
士

が
判

決
執

行
の

経
験

を
交

換
し

た
が

、
そ

の
な

か
に

は
日

本
の

経
験

も
含

ま
れ

る
。

こ
の

と
き

の
参

加
者

は
、

コ
ア

と
な

る
執

行
官

で
あ

り
、

地
元

に
戻

り
、

他
の

執
行

官
の

研
修

を
行

う
こ

と

が
で

き
た

。
た

だ
、

こ
の

よ
う

な
研

修
の

モ
デ

ル
は

20
07

年
の

1
回

だ
け

で
あ

る
。

 
な

お
、

以
前

起
草

担
当

局
が

明
確

で
な

か
っ

た
の

で
、

民
事

経
済

法
局

が
研

修
を

担
当

し
た

こ
と

も
あ

っ

た
が

、
民

事
執

行
法

に
な

っ
た

の
で

、
研

修
関

係
は

民
事

判
決

執
行

局
が

行
っ

て
い

た
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
セ

ミ
ナ

ー
に

も
執

行
官

が
参

加
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
中

は
、

M
O

J
執

行
局

か
ら

新
し

い
考

え
方

を
教

え
る

と
と

も
に

、
現

場
の

執
行

官
の

意
見

を
聞

い
て

、
双

方
向

的
な

セ
ミ

ナ
ー

と
な

っ
て

い
る

と
考

え

 
3

て
よ

い
か

？
 そ

こ
で

得
ら

れ
た

現
場

の
声

の
蓄

積
は

形
と

し
て

残
っ

て
い

る
の

か
？

 
 Th

uy
次

長
：

20
07

年
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
に

関
し

て
、

ま
と

め
て

反
映

し
た

こ
と

は
な

い
が

、
今

後
の

ト

レ
ー

ニ
ン

グ
や

下
位

文
書

に
反

映
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

っ
て

行
わ

れ
た

内
容

は
優

れ
て

い
る

が
、

ま
と

ま
っ

た
文

書
に

蓄
積

さ
れ

普
及

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

に
な

っ
て

い
な

い
。

概
括

的
な

内
容

を
報

告
書

レ

ベ
ル

で
ま

と
め

て
い

る
が

、
1
冊

の
本

に
と

し
て

は
い

な
い

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

1
冊

に
な

ら
な

く
と

も
、

ペ
ー

パ
ー

と
し

て
残

っ
て

い
れ

ば
み

ん
な

で
シ

ェ
ア

で
き

る
の

で
、

そ

の
点

に
も

気
を

つ
け

て
も

ら
え

ば
よ

い
。

H
C

M
関

係
の

政
令

に
つ

い
て

、
H

C
M

を
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
し

て
、

執
行

官
を

対
象

に
し

た
取

り
組

み
を

行
う

と
い

う
こ

と
か

？
 

 Th
uy

次
長

：
民

間
執

行
官

の
、

執
行

活
動

の
社

会
化

の
一

環
と

し
て

実
施

し
た

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
M

O
J
と

も
裁

判
所

と
も

実
施

し
て

き
た

。
裁

判
所

と
一

緒
の

活
動

で
は

バ
ク

ニ
ン

省
の

裁
判

所
で

活
動

を
行

っ
て

き
た

。
JI

C
A

が
バ

ク
ニ

ン
省

の
裁

判
所

と
一

緒
に

行
う

活
動

の
中

で
、

執
行

官
の

方
に

セ
ミ

ナ
ー

の
ゲ

ス
ト

と
し

て
来

て
も

ら
う

、
不

明
な

部
分

な
ど

を
説

明
願

う
こ

と
は

可
能

か
？

 
バ

ク
ニ

ン
省

の
裁

判
所

か
ら

バ
ク

ニ
ン

省
の

執
行

官
に

声
を

か
け

る
こ

と
も

あ
る

と
思

う
が

、
そ

の

点
は

承
知

し
て

お
い

て
ほ

し
い

。
 

 持
田

氏
：
（

質
問

票
の

回
答

に
関

し
て

）
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

（
各

地
の

長
）

が
他

の
執

行
官

に
技

術
移

転
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
背

景
は

？
 

 Th
uy

次
長

：
そ

の
よ

う
な

ア
イ

デ
ア

は
あ

っ
た

が
、

再
研

修
〔

こ
こ

で
は

TO
T（

訓
練

者
の

た
め

の
訓

練
）
〕

が
で

き
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

O
JT

の
よ

う
な

形
で

他
の

執
行

官
に

伝
え

た
り

、
引

き
継

ぎ
の

会
議

の
よ

う
な

形
で

行
わ

れ
て

い
る

。
 

 伊
藤

リ
ー

ダ
ー

/佐
藤

専
門

員
：

こ
れ

ま
で

の
本

邦
研

修
は

起
草

支
援

を
中

心
に

実
施

し
て

き
た

が
、

法
律

成
立

後
の

法
律

の
運

用
の

段
階

で
研

修
を

行
う

の
は

今
回

が
初

め
て

で
あ

る
。

執
行

官
の

実
務

家
の

ト
レ

ー
ニ

ン

グ
研

修
は

初
め

て
で

あ
る

の
で

、
運

用
段

階
の

研
修

が
ど

の
よ

う
な

意
味

が
あ

る
の

か
、

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

と

し
て

見
て

い
き

た
い

。
 

 Th
uy

次
長

：
具

体
化

、
実

施
に

つ
い

て
迷

っ
て

い
る

状
況

に
あ

り
、

成
立

し
て

終
わ

り
で

は
な

く
実

施
に

つ
い

て
も

日
本

の
経

験
を

継
続

的
に

学
ん

で
い

き
た

い
。
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1

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

20
日

（
水

）
14

:0
0～

16
:0

0 
２

．
場

所
：

SP
C
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

：
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
、

西
村

専
門

家
、

小
幡

専
門

家
、

山
本

調
整

員
、

JI
C

A
ベ

ト

ナ
ム

事
務

所
：

小
林

所
員

も
同

席
）

 
４

．
件

名
：

SP
C
と

の
協

議
 

５
．

内
容

：
 

鳥
居

課
長

よ
り

調
査

趣
旨

を
説

明
。

以
下

ア
ジ

ェ
ン

ダ
に

沿
い

質
問

を
実

施
。

 
 西

岡
教

官
：

バ
ク

ニ
ン

省
で

の
活

動
に

つ
い

て
。

裁
判

官
の

W
S
に

検
察

官
や

弁
護

士
が

参
加

し
て

い
る

と
い

う

理
解

で
よ

い
か

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

よ
い

。
共

同
開

催
は

、
検

察
と

共
催

の
場

合
、

裁
判

所
側

、
検

察
側

、
弁

護
士

、
人

数
的

に
も

3
者

が
同

じ
よ

う
な

人
数

と
な

る
と

考
え

る
。

具
体

的
な

計
画

は
、

バ
ク

ニ
ン

省
で

裁
判

所
長

に
詳

細
を

確
認

し
て

ほ
し

い
。

 
 西

岡
教

官
：

W
S
に

お
い

て
、

M
O

J
の

関
連

職
員

の
参

加
も

可
能

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
ま

だ
考

え
て

い
な

い
。

 
 西

岡
教

官
：

例
え

ば
、

裁
判

所
が

主
催

す
る

W
S
に

て
、

地
方

省
の

執
行

部
分

を
聞

い
て

み
た

い
と

い
う

案
な

ど

の
可

能
性

は
あ

る
か

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

あ
る

。
 

 西
岡

教
官

：
模

擬
裁

判
の

実
現

に
つ

い
て

 
 C

uo
ng

局
長

：
バ

ク
ニ

ン
省

の
裁

判
所

長
に

回
答

を
任

せ
た

い
。

 
 西

岡
教

官
：

W
S
開

催
の

折
な

ど
に

、
報

告
書

類
の

作
成

は
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
自

分
自

身
（

C
uo

ng
局

長
）

が
参

加
し

て
い

る
た

め
、

報
告

書
作

成
は

考
え

て
い

な
か

っ
た

。
 

 西
岡

教
官

：
中

央
の

SP
C
が

そ
の

W
S
の

結
果

を
ど

の
よ

う
に

吸
い

上
げ

て
い

る
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
C

uo
ng

局
長

か
Th

an
h
専

門
官

が
現

地
に

行
き

、
そ

の
意

見
を

述
べ

て
も

ら
う

。
私

と
バ

ク
ニ

ン

省
の

Tu
e
所

長
は

日
常

的
に

電
話

連
絡

し
て

い
る

。
 

 西
岡

：
経

験
を

バ
ク

ニ
ン

省
以

外
に

ど
の

よ
う

に
広

め
て

い
こ

う
と

し
て

い
る

の
か

？
 

 
2

C
uo

ng
局

長
：

成
果

を
共

有
す

る
た

め
に

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

を
開

催
す

る
予

定
で

あ
る

。
バ

ク
ニ

ン
省

の
経

験
を

広

め
て

い
く

た
め

に
は

、
バ

ク
ニ

ン
省

の
人

た
ち

自
ら

が
こ

れ
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

準
備

の
た

め
に

、
バ

ク

ニ
ン

省
の

参
加

者
が

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

し
た

り
、

Tu
e
所

長
が

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

し
た

り
し

て

い
る

。
 

 西
岡

教
官

：
バ

ク
ニ

ン
省

は
パ

イ
ロ

ッ
ト

エ
リ

ア
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

裁
判

官
の

判
決

書
の

向
上

な

ど
に

つ
い

て
の

状
況

は
い

か
が

か
。

 
 C

uo
ng

局
長

：
こ

の
よ

う
な

も
の

を
計

測
す

る
こ

と
は

非
常

に
難

し
い

。
バ

ク
ニ

ン
省

か
ら

は
進

捗
、

改
善

の
連

絡
を

受
け

て
は

い
る

。
専

門
家

に
判

決
書

を
読

ん
で

検
証

し
て

ほ
し

い
。

 
 西

岡
教

官
：

JI
C

A
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
入

っ
て

い
な

い
他

省
と

比
較

し
て

ど
う

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
バ

ク
ニ

ン
省

は
他

の
省

と
比

較
し

て
考

え
方

も
進

ん
で

い
る

。
た

だ
、

い
ろ

い
ろ

な
要

素
に

影
響

を
受

け
て

い
る

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

貢
献

度
に

つ
い

て
は

答
え

ら
れ

な
い

。
 

 西
岡

教
官

：
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

2
で

は
、

他
機

関
と

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
他

が
予

定
さ

れ
て

い
た

。
共

同
モ

ニ
タ

リ

ン
グ

を
し

た
と

い
う

実
績

は
あ

る
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
ま

だ
SP

P、
M

O
J
と

の
共

同
で

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

行
っ

て
い

な
い

。
こ

の
点

に
関

し
て

は
、

中
央

で
関

係
省

庁
と

協
議

す
る

こ
と

は
難

し
い

。
お

そ
ら

く
地

方
、

地
元

の
活

動
か

ら
共

同
活

動
を

SP
C

に

報
告

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
と

考
え

る
。

 
 西

岡
教

官
：

質
問

票
に

回
答

さ
れ

て
い

る
非

公
式

な
情

報
提

供
と

は
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
省

裁
判

所
か

ら
情

報
提

供
を

受
け

る
ほ

か
な

い
。

 
 西

岡
教

官
：

弁
護

士
、

検
察

官
が

共
同

し
、

作
成

さ
れ

た
提

言
を

SP
C

が
保

管
す

る
と

い
う

考
え

方
が

あ
る

の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
フ

ァ
イ

ル
に

保
管

す
る

。
本

邦
研

修
の

結
果

報
告

を
保

管
し

て
い

る
。

 
 西

岡
教

官
：

本
邦

研
修

の
報

告
書

に
つ

い
て

、
他

の
地

域
の

人
た

ち
が

触
れ

る
こ

と
は

あ
る

の
か

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

バ
ク

ニ
ン

省
で

の
経

験
な

ど
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
ア

ッ
プ

す
る

な
ら

ば
、

ア
ク

セ
ス

は
広

が
る

。

判
例

関
係

の
研

修
で

発
表

を
行

っ
た

こ
と

が
あ

る
が

、
こ

の
よ

う
な

発
表

を
通

じ
て

地
方

の
底

上
げ

を
期

待

し
て

い
る

。
 

 西
岡

教
官

：
地

方
の

経
験

を
中

央
に

蓄
積

し
、

整
理

発
信

す
る

こ
と

に
つ

い
て

ど
う

考
え

る
か

。
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C
uo

ng
局

長
：

Q
&

A
集

は
3
つ

の
地

域
で

実
施

し
て

い
た

が
こ

れ
は

ひ
と

つ
の

能
力

向
上

の
方

法
と

考
え

る
。

 
こ

れ
以

外
に

、
計

画
と

し
て

既
に

渡
し

て
い

る
と

思
う

が
、

刑
事

事
件

を
解

決
す

る
た

め
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

プ
ロ

セ
ス

、
計

画
表

が
あ

る
。

 
 西

岡
教

官
：

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

の
状

況
を

教
え

て
ほ

し
い

。
 

 C
uo

ng
局

長
：

一
度

書
き

直
し

た
も

の
で

あ
り

、
2～

3
日

に
前

副
長

官
に

提
出

し
た

。
今

月
末

ま
で

に
読

み
終

え
て

印
刷

に
出

す
。

ド
ラ

フ
ト

は
書

き
直

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
5～

6
月

に
印

刷
を

行
う

予
定

。
 

 西
岡

教
官

：
7～

8
月

に
普

及
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

と
の

計
画

に
つ

い
て

、
普

及
セ

ミ
ナ

ー
は

ど
の

よ
う

に
開

催
す

る
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
判

決
書

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

予
定

し
て

い
る

。
参

加
者

の
意

見
を

徴
収

し
、

そ
の

後
使

用
し

て
も

ら
っ

た
の

ち
に

、
必

要
に

応
じ

て
改

訂
を

行
う

。
 

 西
岡

教
官

：
判

決
書

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
訂

に
つ

い
て

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

前
に

行
わ

れ
る

の
か

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

こ
れ

に
対

す
る

回
答

は
今

少
し

時
間

が
必

要
。

 
 西

岡
教

官
：

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
3
に

関
し

て
、

行
政

訴
訟

法
の

起
草

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

ま
だ

起
草

班
し

か
構

成
さ

れ
て

い
な

い
。

起
草

班
は

主
に

裁
判

理
論

研
究

所
職

員
か

ら
成

っ
て

い

る
。

研
究

所
に

は
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

作
成

を
依

頼
し

た
が

、
ま

だ
作

成
さ

れ
て

い
な

い
。

 
 西

岡
教

官
：

行
政

訴
訟

法
の

起
草

に
あ

た
り

サ
ー

ベ
イ

が
行

わ
れ

た
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
前

の
フ

ェ
ー

ズ
で

も
サ

ー
ベ

イ
を

実
施

し
た

。
 

 西
岡

教
官

：
20

08
年

度
に

お
い

て
サ

ー
ベ

イ
は

実
施

し
て

い
な

い
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
20

08
年

の
枠

組
み

の
な

か
で

調
査

を
行

っ
た

。
調

査
票

は
送

付
し

て
い

る
。

伊
藤

専
門

家
も

直

接
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

行
っ

た
。

デ
ー

タ
集

積
の

最
中

で
あ

る
。

 
 西

岡
教

官
：

民
事

訴
訟

法
改

正
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
、

予
定

で
は

行
政

訴
訟

法
よ

り
は

早
い

段
階

で
成

立
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

た
が

、
現

状
を

踏
ま

え
る

と
か

な
り

あ
と

に
な

る
と

理
解

し
て

い
る

。
20

11
年

の
活

動
に

つ

い
て

は
、

民
事

訴
訟

法
関

連
も

あ
る

の
か

？
 

20
11

年
3

月
ま

で
に

民
事

訴
訟

法
、

行
政

訴
訟

法
の

成
立

見

込
み

は
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
行

政
訴

訟
法

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

に
は

ド
ラ

フ
ト

が
起

草
さ

れ
て

い
る

と
思

う
。

い
つ

か
は

分
か

ら
な

い
。

予
定

ど
お

り
で

あ
れ

ば
行

政
訴

訟
法

に
つ

い
て

は
ド

ラ
フ

ト
が

仕
上

が
る

予
定

で
あ

っ
た

。

 
4

立
法

計
画

に
よ

る
が

、
今

年
が

ダ
メ

な
ら

20
10

年
に

な
る

。
民

事
訴

訟
法

は
20

11
年

の
立

法
計

画
に

組
み

入

れ
ら

れ
て

い
る

、
6

月
末

の
決

議
（

国
会

決
議

）
に

お
い

て
民

訴
法

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

計
画

さ
れ

る
。

起
草

班
、

編
集

班
は

設
立

さ
れ

て
い

な
い

。
 

 西
岡

教
官

：
遅

延
の

要
因

は
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
国

会
で

の
立

法
作

業
が

忙
し

く
、

優
先

度
を

つ
け

た
結

果
で

あ
る

。
他

の
部

署
で

作
成

さ
れ

た
も

の
が

先
に

成
立

し
た

こ
と

も
あ

る
。

 
 西

岡
教

官
：

Q
&

A
集

の
問

題
点

の
集

積
は

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

問
題

点
の

集
積

中
で

あ
る

。
Q

&
A
集

は
改

め
て

編
集

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
 

 西
岡

教
官

：
SP

P、
SP

C
、

M
O

J
が

一
堂

に
会

し
た

JC
C
を

開
催

す
る

こ
と

に
対

す
る

考
え

方
は

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

あ
っ

て
も

特
に

問
題

な
し

。
な

い
場

合
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
が

あ
れ

ば
問

題
な

い
。

 
 西

岡
教

官
：

セ
ミ

ナ
ー

に
JA

を
招

待
す

る
こ

と
に

つ
い

て
の

考
え

方
は

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

こ
れ

ま
で

も
JA

に
直

接
招

待
状

を
送

り
、

JA
は

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

に
参

加
し

て
い

る
。

 
 西

岡
教

官
：

SP
C
は

現
在

JA
に

裁
判

官
候

補
生

を
派

遣
し

て
い

る
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
そ

の
と

お
り

。
た

だ
、

今
後

裁
判

官
を

育
成

す
る

機
関

を
JA

か
ら

裁
判

所
に

移
管

す
る

こ
と

に

な
る

。
JA

で
の

研
修

は
今

後
し

な
い

こ
と

に
な

る
。

裁
判

所
か

ら
講

師
と

し
て

JA
で

教
え

て
い

る
裁

判
官

と

JA
の

講
師

と
の

指
導

方
法

は
一

致
し

て
い

な
い

。
JA

の
講

師
は

理
論

的
に

教
え

て
お

り
、
（

実
務

に
基

づ

く
）

SP
C

の
講

師
の

教
え

方
と

マ
ッ

チ
し

て
い

な
い

。
JA

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

法
科

大
学

の
延

長
線

上
に

あ

る
。

だ
か

ら
検

察
院

は
JA

か
ら

離
れ

、
裁

判
所

も
同

様
の

方
向

で
あ

る
。

 
 西

岡
教

官
：

現
在

ど
の

程
度

JA
で

SP
C
の

裁
判

官
候

補
生

が
研

修
し

て
い

る
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
即

答
は

で
き

な
い

。
裁

判
所

を
育

成
す

る
機

関
の

建
物

を
韓

国
国

際
協

力
団

（
K

O
IC

A
）

の
支

援
で

ザ
ー

ラ
ム

に
建

設
中

で
あ

り
、

完
成

後
JA

か
ら

完
全

撤
退

を
行

う
。

同
時

に
裁

判
官

独
自

の
育

成
計

画

を
準

備
中

で
あ

る
。

2
年

後
に

は
、

建
物

が
完

成
し

、
育

成
計

画
も

承
認

さ
れ

る
と

思
う

。
 

 西
岡

局
長

：
判

例
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
は

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

SP
P
だ

け
で

は
な

く
、

他
の

機
関

も
招

待
す

る
予

定
で

あ
る

。
大

学
の

教
育

の
な

か
で

も
判

例
は

適
用

し
て

い
な

い
と

い
う

教
育

を
し

て
い

る
と

こ
ろ

あ
る

。
前

に
マ

ス
コ

ミ
に

判
例

の
使

用
を

批
判

さ
れ

た

こ
と

も
あ

る
。
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西
岡

教
官

：
弁

護
士

会
も

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

に
積

極
的

に
声

を
か

け
る

の
か

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

そ
の

と
お

り
。

SP
C
の

出
身

者
が

弁
護

士
連

合
会

に
お

り
、

声
を

か
け

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
Q

&
A

に
関

す
る

質
問

。
地

方
の

裁
判

所
が

困
り

そ
う

な
問

題
に

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
う

の
が

SP
C

の
役

割
で

あ
る

と
理

解
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

は
、

SP
C

で
作

成
し

地
方

の
裁

判
所

に
渡

し
て

い
た

が
、

今

回
は

作
成

過
程

で
地

方
の

裁
判

官
が

関
与

し
た

。
こ

れ
ら

の
プ

ロ
セ

ス
を

ど
の

よ
う

に
評

価
し

て
い

る
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
非

常
に

よ
か

っ
た

。
中

央
で

は
よ

く
分

か
ら

な
い

の
で

地
方

の
関

与
が

あ
り

よ
か

っ
た

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

こ
の

よ
う

な
ア

プ
ロ

ー
チ

は
SP

C
で

今
後

活
用

可
能

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
条

件
が

整
え

ば
、

継
続

し
た

い
。

あ
る

課
題

に
み

ん
な

が
意

見
を

出
し

て
い

く
こ

と
は

よ
い

。
条

件
と

は
、

財
政

的
な

面
で

の
負

担
が

大
き

い
こ

と
で

あ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

バ
ク

ニ
ン

省
の

Tu
e
所

長
は

判
例

の
W

S
で

SP
C

の
裁

判
官

と
共

に
他

の
地

方
で

も
発

表
を

さ

れ
た

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

は
よ

く
あ

る
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
初

め
て

の
こ

と
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

こ
と

は
、

い
い

こ
と

だ
っ

た
と

思
う

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

地
方

を
活

用
し

、
他

の
地

方
に

紹
介

す
る

と
い

う
こ

と
は

ど
う

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
テ

ー
マ

ご
と

に
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

Tu
e
所

長
か

ら
聞

い
た

話
に

よ
る

と
、

地
方

の
裁

判

所
よ

り
SP

C
の

話
に

よ
く

耳
を

傾
け

る
よ

う
だ

（
地

方
裁

判
所

の
裁

判
官

の
話

は
他

の
地

方
裁

判
所

の
裁

判

官
に

と
っ

て
興

味
は

な
い

？
）
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
今

年
は

、
Q

&
A
集

の
改

訂
と

普
及

が
予

定
さ

れ
て

い
る

。
改

訂
は

ど
こ

で
行

う
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
SP

C
で

行
う

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

こ
の

よ
う

な
活

動
は

SP
C

の
活

動
強

化
に

貢
献

す
る

こ
と

を
ね

ら
っ

て
い

る
が

、
こ

れ
に

よ
り

地
方

が
便

益
を

得
る

と
考

え
る

。
 

 C
uo

ng
局

長
: 
成

果
と

し
て

は
、

裁
判

理
論

研
究

所
で

生
か

し
て

い
る

。
研

究
レ

ベ
ル

で
下

か
ら

吸
い

上
げ

て
い

く
方

法
も

活
用

し
て

い
く

。
例

え
ば

、
理

論
研

究
所

で
は

各
地

方
の

公
文

書
の

作
成

に
つ

い
て

、
以

前
は

問

題
が

あ
れ

ば
記

載
せ

よ
と

指
示

し
て

い
た

が
、

今
で

は
細

か
い

質
問

に
分

け
て

記
載

を
求

め
て

い
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

、
内

容
に

つ
い

て
C

uo
ng

氏
に

任
せ

た
と

い
う

こ
と

だ
っ

た
の

か
？

 
副

長
官

は
今

一
度

中
味

を
吟

味
す

る
の

か
？
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 C
uo

ng
局

長
：

今
度

は
か

な
り

期
待

で
き

る
。

今
後

修
正

す
る

部
分

は
な

い
。

既
に

書
き

直
し

て
い

る
。

以
前

は

修
正

す
る

よ
う

に
命

じ
ら

れ
て

い
た

が
、

そ
の

後
は

書
き

直
し

を
命

じ
ら

れ
た

の
で

意
味

が
違

う
。

今
度

副

長
官

が
同

意
し

な
け

れ
ば

副
長

官
に

執
筆

し
て

も
ら

う
予

定
。

と
い

う
の

は
、

副
長

官
の

指
示

に
基

づ
き

自

分
が

修
正

し
て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

今
は

ベ
ト

ナ
ム

語
版

し
か

な
い

が
、

必
要

に
応

じ
て

提
供

す
る

。
 

副
長

官
は

す
べ

て
に

わ
た

っ
て

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

修
正

を
指

示
し

た
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

サ
ン

プ
ル

と
し

て
掲

載
さ

れ
て

い
る

判
決

書
例

は
維

持
し

た
が

、
そ

れ
以

外
は

簡
素

化
し

た
。

 
 鳥

居
課

長
：

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
活

用
し

た
W

S
は

開
催

す
る

の
か

？
 

そ
れ

に
基

づ
い

た
改

訂
の

予
定

は
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
改

訂
す

る
必

要
が

あ
れ

ば
リ

バ
イ

ズ
す

る
。

修
正

す
る

必
要

が
あ

る
と

し
た

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
終

了
ご

ろ
と

な
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

印
刷

後
の

D
is

se
m

in
at

io
n 

se
m

in
ar

で
の

コ
メ

ン
ト

や
裁

判
官

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
を

取
り

ま
と

め

て
改

訂
の

必
要

が
出

て
き

た
と

き
に

使
え

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。

 
SP

C
と

は
民

訴
、

行
訴

、
判

例
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

た
め

、
改

訂
ま

で
は

難
し

い
と

考
え

る
。

セ

ミ
ナ

ー
か

ら
意

見
を

集
約

し
て

取
り

ま
と

め
る

と
い

う
活

動
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

考
え

て
い

き
た

い
。

 
 伊

藤
リ

ー
ダ

ー
：

印
刷

に
回

す
前

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
回

し
て

ほ
し

い
。

 
 C

uo
ng

局
長

：
了

解
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

現
段

階
で

は
A

4
で

27
0
ペ

ー
ジ

程
度

。
当

初
の

50
0
ペ

ー
ジ

か
ら

か
な

り
減

っ
た

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

判
例

に
関

す
る

活
動

部
分

は
、

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

、
ブ

ル
ー

プ
リ

ン
ト

が
予

定
さ

れ
て

い

る
が

、
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
タ

ー
ム

ズ
・

オ
ブ

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
（

TO
R
）
、

つ
ま

り
、

い
つ

ま
で

に
何

を
や

る
必

要
が

あ
る

の
か

？
 

20
10

年
3
月

ま
で

に
ペ

ー
パ

ー
を

作
る

と
い

う
TO

R
が

あ
る

の
か

？
 

 C
uo

ng
局

長
：

な
し

。
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

・
メ

ン
バ

ー
は

法
規

範
文

書
で

役
割

を
規

定
さ

れ
て

い
る

の
で

は

な
く

、
SP

C
内

で
決

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

研
究

報
告

書
を

ま
と

め
る

こ
と

に
な

る
の

か
？

 
内

部
的

な
計

画
は

？
 

計
画

は
裁

判
所

の
決

定

と
な

る
の

か
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
判

例
に

関
す

る
計

画
案

を
取

り
ま

と
め

る
こ

と
に

な
る

。
今

後
の

計
画

は
SP

C
の

上
層

部
に

よ

る
（

今
後

の
予

定
は

分
か

ら
な

い
）
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
共

産
党

決
議

48
号

と
49

号
で

は
判

例
の

発
展

を
長

い
期

間
の

目
的

の
な

か
で

規
定

し
て

い
る

が
、

現
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

20
11

年
で

終
了

す
る

。
こ

の
た

め
20

11
年

ま
で

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

何
を

一
緒

に

や
っ

て
い

く
の

か
？

 
昨

年
の

判
例

の
本

邦
研

修
は

良
か

っ
た

が
、

今
年

も
同

様
の

研
修

を
期

待
し

て
い

る

の
か

？
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 C
uo

ng
局

長
：

判
例

は
あ

ま
り

に
難

し
い

た
め

裁
判

所
の

全
体

計
画

に
入

れ
な

い
と

い
う

意
見

が
あ

っ
た

。
そ

の

後
、

計
画

の
な

か
に

は
入

れ
な

い
が

引
き

続
き

研
究

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
 

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

判
例

の
発

展
と

い
う

こ
と

で
、

ド
ラ

フ
ト

で
も

で
き

れ
ば

よ
い

と
考

え
る

。
判

例
適

用
の

意
義

、
方

法
論

、
方

策
な

ど
を

記
載

し
、

指
導

部
に

提
案

す
る

。
承

認
さ

れ
る

と
、

実
施

す
る

こ
と

に

な
る

。
 

ベ
ト

ナ
ム

の
法

実
務

な
ど

に
判

例
が

伴
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

難
し

い
。

裁
判

官
が

判
例

を
使

い
や

す
く

な
る

よ
う

な
提

言
を

ま
と

め
る

こ
と

も
一

案
で

あ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

弁
護

士
連

合
会

に
関

し
て

、
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

法
曹

三
者

が
互

い
に

協
力

、
切

磋
琢

磨
す

る

こ
と

を
期

待
し

て
お

り
、

共
同

活
動

も
含

め
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

後
半

で
は

共
同

活
動

を
積

極
的

に

行
い

た
い

。
SP

C
か

ら
の

期
待

は
？

 
全

国
の

弁
護

士
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

な
ど

い
か

が
？

 
 C

uo
ng

局
長

：
弁

護
士

連
合

会
が

で
き

る
と

専
門

委
員

会
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
ス

キ
ル

の
レ

ベ
ル

に
も

関
心

を
も

つ
こ

と
に

な
る

と
思

う
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
弁

護
士

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

意
識

に
つ

い
て

他
の

法
曹

か
ら

学
ぶ

こ
と

も
あ

る
。

 
 持

田
氏

：
統

計
デ

ー
タ

に
つ

い
て

聞
き

た
い

。
 

 C
uo

ng
局

長
：

行
政

訴
訟

事
件

の
数

は
あ

ま
り

多
く

な
い

た
め

、
6～

7
省

程
度

に
70

0
票

を
配

布
し

回
収

率
は

20
％

程
度

で
あ

っ
た

。
民

訴
、

刑
訴

は
バ

ク
ニ

ン
そ

の
他

の
省

6
省

に
送

っ
て

お
り

、
回

収
率

は
か

な
り

良

か
っ

た
と

考
え

る
。

先
に

説
明

し
た

SP
C

が
独

自
に

行
っ

た
調

査
で

は
、

書
面

に
よ

る
送

付
で

郵
送

方
式

あ

る
い

は
メ

ー
ル

送
付

方
式

を
採

っ
て

い
た

が
回

収
率

は
70

か
ら

80
％

。
 

以
 

上
 

 

 
1

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

20
日

（
水

）
9:

00
～

11
:0

0 
２

．
場

所
：

SP
P
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

：
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
、

小
幡

専
門

家
、

山
本

調
整

員
、

JI
C

A
ベ

ト
ナ

ム
事

務
所

：

小
林

所
員

、
M

s.
 K

ha
nh

も
同

席
）

 
４

．
件

名
：

SP
P 

と
の

協
議

 
５

．
内

容
：

 
鳥

居
課

長
よ

り
調

査
趣

旨
を

説
明

。
以

下
ア

ジ
ェ

ン
ダ

に
沿

い
質

問
を

実
施

。
 

 西
岡

教
官

：
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

1
に

関
連

し
、

バ
ク

ニ
ン

省
の

裁
判

所
と

の
共

同
W

S
な

ど
の

開
催

計
画

は
？

 
 M

oc
副

所
長

：
共

同
で

実
施

す
る

こ
と

は
こ

れ
ま

で
に

は
な

か
っ

た
が

、
ど

ち
ら

が
主

催
に

し
て

も
他

の
機

関

（
弁

護
士

な
ど

）
も

参
加

し
て

い
る

。
バ

ク
ニ

ン
省

に
て

日
常

業
務

、
W

S
な

ど
で

円
滑

な
業

務
実

施
を

遂
行

す
べ

く
協

議
し

て
い

る
。

 
 西

岡
教

官
：

M
O

J
の

職
員

の
参

加
は

？
 

 M
oc

副
所

長
：

中
央

の
職

員
あ

る
い

は
地

方
の

司
法

局
の

職
員

の
参

加
か

？
 

地
方

省
の

場
合

、
業

務
上

で
の

参
加

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ベ

ー
ス

で
の

参
加

、
そ

れ
ぞ

れ
あ

り
得

る
も

の
の

、
今

後
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

枠

組
み

の
な

か
で

地
方

省
司

法
局

職
員

の
参

加
を

得
た

W
S
が

開
催

さ
れ

る
の

か
否

か
は

、
断

言
は

で
き

な
い

。
 

 西
岡

教
官

：
司

法
局

職
員

と
実

施
す

る
W

S
な

ど
の

テ
ー

マ
と

し
て

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
り

得
る

の
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

自
分

が
知

っ
て

い
る

限
り

、
中

央
か

ら
の

指
導

の
下

で
、

毎
月

、
3
カ

月
ご

と
に

、
引

き
継

ぎ
の

共
同

会
議

が
あ

り
、

す
べ

て
の

関
係

す
る

分
野

に
つ

い
て

協
議

が
行

わ
れ

て
い

る
。

直
面

す
る

問
題

の
解

決

の
た

め
に

そ
の

よ
う

な
W

S
が

開
催

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。
例

え
ば

、
あ

る
事

件
の

処
理

が
誤

っ
て

い
た

場
合

、

間
違

っ
た

内
容

を
反

省
し

、
経

験
を

蓄
積

す
る

。
ま

た
あ

る
仕

事
に

つ
い

て
、

内
政

に
関

与
す

る
機

関
と

共

同
で

作
業

を
す

る
際

に
、

そ
れ

ら
の

政
府

機
関

が
協

議
す

る
こ

と
も

あ
る

。
中

央
レ

ベ
ル

で
も

同
様

と
考

え

る
。

特
に

地
方

で
は

、
裁

判
所

と
検

察
院

は
人

民
委

員
会

に
直

属
す

る
機

関
で

は
な

い
が

、
人

民
委

員
会

も

会
議

に
参

加
す

る
。

 
W

S
に

関
し

て
バ

ク
ニ

ン
省

で
の

検
察

院
は

報
告

書
を

作
成

し
、

製
本

の
形

で
保

管
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
セ

ミ
ナ

ー
で

活
用

し
、

中
央

で
保

管
し

、
必

要
に

応
じ

て
関

連
部

署
に

送
る

。
W

S
の

具
体

的
な

内
容

は
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

や
検

察
の

印
刷

物
に

掲
載

す
る

こ
と

も
あ

る
。

 
 西

岡
教

官
：

能
力

向
上

の
状

況
は

？
 

 M
oc

副
所

長
：

計
量

で
き

る
も

の
で

は
な

い
の

で
答

え
る

こ
と

が
難

し
い

が
、

W
S、

セ
ミ

ナ
ー

を
介

し
て

検
察

の
実

務
、

公
訴

権
の

行
使

に
役

立
っ

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

セ
ミ

ナ
ー

で
バ

ク
ニ

ン
検

察
院

が
抱

え
て

い

る
問

題
な

ど
を

協
議

す
る

。
実

務
上

の
経

験
、

課
題

を
書

か
せ

て
、

W
S、

セ
ミ

ナ
ー

で
発

表
さ

せ
る

こ
と

に
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し
て

い
る

。
一

人
ひ

と
り

の
経

験
が

参
加

者
間

で
共

有
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

こ
れ

に
よ

り
検

察
官

の
知

識
、

ス
キ

ル
が

向
上

す
る

。
検

察
ス

キ
ル

に
つ

い
て

は
例

え
ば

、
検

察
記

録
の

整
理

の
方

法
を

教
え

、
そ

の
整

理

方
法

の
向

上
に

よ
っ

て
、

解
決

し
な

け
れ

ば
記

録
の

所
在

が
す

ぐ
に

分
か

る
よ

う
に

な
り

、
論

告
の

ス
キ

ル

（
経

験
や

自
分

の
書

い
た

論
告

の
反

省
、

対
応

な
ど

）
、

ほ
か

の
検

察
官

の
ス

キ
ル

向
上

に
寄

与
し

て
い

る
と

考
え

る
。

 
 西

岡
教

官
：

バ
ク

ニ
ン

省
の

模
擬

裁
判

は
必

要
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

的
な

も
の

は
行

っ
て

い
な

い
が

、
実

際
の

公
判

廷
で

模
擬

裁
判

的
な

こ
と

は
行

っ
て

い
る

。
20

09
年

の
活

動
を

例
示

す
る

と
、

検
察

官
は

公
訴

権
を

、
裁

判
官

は
裁

判
官

の
任

務
を

公

判
廷

に
お

い
て

行
い

、
傍

聴
席

に
は

経
験

豊
か

な
多

く
の

検
察

官
、

裁
判

官
が

座
っ

て
傍

聴
す

る
。

こ
れ

は

実
際

の
裁

判
で

あ
り

、
こ

の
の

ち
、

裁
判

官
と

検
察

官
が

公
判

廷
に

つ
い

て
協

議
す

る
。

こ
の

よ
う

な
反

省

会
の

場
に

は
弁

護
士

が
参

加
し

、
互

い
に

検
証

す
る

こ
と

を
行

っ
て

い
る

が
、

弁
護

士
は

参
加

す
る

こ
と

も

あ
る

し
そ

う
で

は
な

い
場

合
も

あ
る

。
司

法
改

革
の

核
は

裁
判

と
考

え
て

お
り

、
弁

論
主

義
が

多
く

反
映

さ

れ
る

よ
う

に
公

判
廷

を
開

き
た

い
と

考
え

て
お

り
、

こ
の

た
め

に
は

検
察

官
の

質
を

向
上

さ
せ

、
弁

護
側

と

バ
ラ

ン
ス

さ
せ

、
裁

判
の

説
得

力
の

向
上

が
大

切
と

考
え

る
。

 
 西

岡
教

官
：

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
2
に

つ
い

て
は

、
SP

P
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

記
録

を
ま

と
め

た

り
、

問
い

合
わ

せ
が

あ
れ

ば
そ

れ
に

答
え

る
と

い
う

形
で

実
施

し
て

い
る

の
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

そ
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 西
岡

教
官

：
質

問
票

に
つ

い
て

、
裁

判
評

議
会

の
決

議
と

は
？

 
 M

oc
副

所
長

：
SP

C
の

裁
判

官
に

よ
る

評
議

会
の

議
決

や
公

文
書

の
形

で
、

裁
判

執
務

を
指

導
し

て
い

る
が

、

こ
の

議
決

に
あ

た
り

SP
P
も

関
与

す
る

こ
と

に
な

り
（

SP
C

の
照

会
に

答
え

る
と

い
う

形
と

考
え

ら
れ

る
）
、

検
察

院
も

議
決

の
趣

旨
に

従
い

活
動

し
て

い
る

。
ま

た
、

地
方

の
経

験
が

議
決

に
反

映
さ

れ
て

い
る

。
例

え

ば
、

地
方

か
ら

の
「

危
険

な
凶

器
」

の
定

義
に

つ
い

て
の

照
会

に
対

す
る

SP
P

の
回

答
や

、
窃

盗
罪

に
関

し

て
、

常
習

犯
の

場
合

の
被

害
額

の
構

成
要

件
上

の
考

え
方

な
ど

で
あ

る
 

裁
判

分
野

だ
け

で
は

な
く

、
検

察
、

弁
護

士
に

も
影

響
を

与
え

て
い

る
。

SP
C

の
裁

判
協

議
会

の
議

決
は

法
的

拘
束

力
が

あ
る

。
法

律
解

釈
は

国
会

の
常

任
委

員
会

で
は

実
施

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
SP

C
の

議
決

は

法
律

の
解

釈
を

与
え

る
も

の
と

理
解

し
て

い
る

。
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
議

決
の

質
的

な
向

上
な

ど

に
関

連
す

る
が

、
SP

C
が

議
決

の
際

に
当

方
に

照
会

し
た

り
す

る
。

裁
判

所
の

問
題

は
検

察
の

問
題

で
も

、

弁
護

士
の

問
題

で
も

あ
る

。
し

た
が

っ
て

常
に

意
見

の
照

会
を

受
け

る
。

検
察

院
の

考
え

方
が

合
理

的
な

場

合
は

、
裁

判
所

の
見

解
を

修
正

す
る

こ
と

も
あ

る
。

コ
ン

セ
ン

サ
ス

を
得

ら
れ

た
も

の
を

使
っ

て
い

る
。

 
 西

岡
教

官
：

検
察

官
の

ア
ド

バ
イ

ス
に

今
回

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

結
果

が
反

映
さ

れ
た

経
験

は
？

 
 M

oc
副

所
長

：
バ

ク
ニ

ン
で

の
経

験
は

常
に

検
察

分
野

の
す

べ
て

の
関

係
部

署
に

周
知

す
る

よ
う

に
な

る
。

検

察
職

員
研

修
所

の
所

長
（

以
前

の
バ

ク
ニ

ン
の

次
席

検
事

）
が

、
バ

ク
ニ

ン
で

の
経

験
を

研
修

テ
キ

ス
ト

に
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反
映

し
て

い
る

。
 

 西
岡

教
官

：
検

察
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

1
巻

は
完

成
し

て
い

る
が

、
現

場
の

検
察

官
が

使
用

し
て

い
る

か
？

 
検

察

官
に

よ
る

使
用

後
の

感
想

は
ど

う
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

会
議

と
か

、
意

見
交

換
会

で
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
中

の
考

え
方

に
つ

い
て

評
価

し
て

い
る

。
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

有
益

な
活

動
で

あ
っ

た
。

今
の

と
こ

ろ
、

裁
判

官
、

弁
護

士
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
捜

査
官

マ
ニ

ュ
ア

ル

が
作

成
さ

れ
て

い
る

が
、

検
察

官
に

つ
い

て
は

1
巻

に
と

ど
ま

っ
て

お
り

、
現

在
第

2
巻

を
編

纂
中

で
あ

る
。

す
べ

て
の

検
察

実
務

の
活

動
を

カ
バ

ー
し

て
い

る
。

第
1

巻
に

つ
い

て
は

前
フ

ェ
ー

ズ
の

森
永

専
門

家
が

す

べ
て

の
会

合
に

参
加

し
、

同
専

門
家

か
ら

複
数

の
コ

メ
ン

ト
を

も
ら

っ
た

。
2

巻
目

は
伊

藤
専

門
家

に
そ

の
役

割
が

代
わ

り
、

控
訴

審
、

監
督

審
、

再
審

ま
で

終
了

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
伊

藤
専

門
家

も
精

力
的

に
サ

ポ

ー
ト

し
て

く
れ

て
い

る
。

伊
藤

専
門

家
の

帰
国

前
に

終
了

し
、

印
刷

し
た

い
（

協
議

後
確

認
し

た
と

こ
ろ

、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
に

行
い

た
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

）
。

判
決

執
行

ま
で

は
情

報
を

収
集

し
て

い
る

が
、

編
纂

ま
で

は
い

っ
て

い
な

い
。

検
察

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
第

1
巻

に
つ

い
て

は
、

普
及

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

は

行
っ

て
い

な
い

が
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

す
べ

て
の

検
察

官
に

配
布

し
て

い
る

。
検

察
大

学
校

に
は

配
布

し
、

同

校
で

は
こ

れ
を

参
考

と
し

、
テ

キ
ス

ト
に

反
映

し
教

材
と

し
て

活
用

し
て

い
る

。
ま

た
、

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

で

関
連

事
項

が
あ

れ
ば

、
同

マ
ニ

ュ
ア

ル
か

ら
抜

粋
す

る
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
だ

け
に

ト
ピ

ッ
ク

を
絞

っ
た

セ
ミ

ナ

ー
は

、
コ

ス
ト

高
に

な
る

た
め

開
催

し
て

い
な

い
。

検
察

官
は

8,
00

0
人

い
る

の
で

、
す

べ
て

の
検

察
官

を
網

羅
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
は

難
し

い
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

ベ
ー

ス
に

し
た

勉
強

会
と

し

て
、

新
し

い
法

律
文

書
が

出
る

場
合

は
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
を

実
施

す
る

こ
と

も
あ

る
。

地
方

検
察

院

か
ら

は
代

表
を

1～
2

名
を

派
遣

し
、

そ
の

代
表

が
省

に
戻

り
後

日
研

修
で

得
た

知
識

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す

る
。

 
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

訂
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画

の
一

環
と

し
て

計
画

し
て

い
る

。
20

09
年

に
改

訂
を

計

画
し

て
い

る
。

今
年

で
第

2
巻

の
作

成
を

終
了

し
、

第
1

巻
の

改
訂

に
取

り
組

む
が

、
あ

る
い

は
改

訂
は

法

律
の

改
正

を
に

ら
み

な
が

ら
考

え
て

い
く

。
 

 西
岡

教
官

：
20

03
年

刑
訴

の
改

正
と

検
察

院
組

織
法

の
改

正
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
は

？
 

 M
oc

副
所

長
：

20
03

年
刑

訴
の

幾
つ

か
の

条
文

を
改

正
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
そ

の
後

中
央

委
員

会
の

判
断

で
、

刑
訴

の
全

面
的

な
改

正
を

行
う

こ
と

に
な

っ
た

。
SP

P
と

し
て

も
20

11
年

末
（

12
会

期
）

に
成

立
を

考

え
て

い
た

が
、

お
そ

ら
く

無
理

で
あ

る
。

刑
訴

法
の

改
正

で
い

ろ
い

ろ
と

処
理

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
問

題

が
あ

る
。

憲
法

が
ら

み
の

問
題

、
例

え
ば

、
憲

法
で

は
複

数
の

裁
判

官
に

よ
る

裁
判

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

と
規

定
し

て
い

る
が

、
刑

訴
で

は
1

人
で

も
可

と
し

て
い

る
こ

と
や

、
裁

判
の

手
続

き
の

改
正

、
職

権
主

義

と
当

事
者

主
義

の
組

み
合

わ
せ

に
関

心
を

も
っ

て
い

る
の

で
、

一
朝

一
夕

に
は

い
か

な
い

。
20

11
年

以
降

（
13

会
期

）
に

な
る

と
考

え
て

い
る

。
な

お
、

20
03

年
刑

訴
法

の
改

正
に

向
け

た
起

草
班

、
編

集
班

も
組

成

さ
れ

て
お

り
、

改
正

に
向

け
て

動
き

出
し

て
い

る
。

 
刑

訴
法

に
つ

い
て

は
こ

れ
ま

で
複

数
の

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

て
き

た
。

セ
ミ

ナ
ー

で
は

お
互

い
熱

の
入

っ

た
議

論
が

行
わ

れ
て

お
り

。
基

本
的

理
論

を
模

索
し

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
今

回
の

改
正

は
司

法
改

革
の

考

え
方

を
反

映
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
今

年
検

察
官

に
関

す
る

国
会

令
の

幾
つ

か
の

条
文

を
改

正
予

定
で

あ
る

が
、

20
11

年
の

末
に

は
、

同
国

会

－166－ 



 
4

令
に

つ
い

て
全

面
改

正
を

予
定

し
て

い
る

。
（

将
来

的
に

は
）

検
察

官
組

織
法

と
検

察
官

に
関

す
る

国
会

令
に

つ
い

て
2

つ
を

合
体

す
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

。
前

者
は

機
能

、
任

務
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
。

検
察

官

に
な

る
た

め
の

任
期

な
ど

に
つ

い
て

も
見

直
し

て
い

る
。

司
法

改
革

の
た

め
の

一
貫

性
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

司
法

分
野

の
す

べ
て

に
一

貫
性

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

裁
判

所
、

検
察

院
の

組
織

に
関

し
て

は
、

20
11

年
末

に
改

正
を

期
待

し
て

い
る

が
、

厳
し

い
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
で

あ
る

。
こ

れ
は

一
貫

性
の

問
題

で
あ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
終

了
す

る
20

11
年

3
月

ま
で

に
は

、
検

察

院
組

織
法

に
関

し
て

は
ド

ラ
フ

ト
ま

で
は

で
き

る
が

、
刑

訴
に

つ
い

て
は

2
次

、
3
次

素
案

の
段

階
と

考
え

る
。

 
検

察
組

織
法

も
編

纂
委

員
会

は
既

に
組

成
さ

れ
て

い
る

。
検

察
の

組
織

形
態

の
モ

デ
ル

に
つ

い
て

も
計

画

が
立

案
さ

れ
て

い
る

。
 

 西
岡

教
官

：
JC

C
に

つ
い

て
の

見
通

し
は

？
 

 M
oc

副
所

長
：

JC
C

は
必

要
に

応
じ

て
（

問
題

が
出

て
き

た
段

階
で

）
開

催
す

べ
き

と
考

え
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

動
き

出
す

段
階

で
1

回
、

実
施

機
関

に
何

ら
か

の
課

題
が

出
て

き
た

場
合

は
、

各
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン

ト
は

明
確

で
あ

り
、

成
果

の
評

価
な

ど
、

具
体

的
に

意
見

交
換

す
べ

き
と

き
に

初
め

て
開

催
す

べ
き

で
あ

る
。

関
係

機
関

間
で

の
日

頃
の

情
報

共
有

、
調

整
は

常
に

行
っ

て
い

る
。

検
察

の
活

動
に

限
っ

て
JC

C
は

あ
ま

り

必
要

な
い

。
 

 鳥
居

課
長

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
間

の
情

報
共

有
と

連
携

を
重

要
視

し
て

い
る

の
で

、
各

機

関
の

責
任

者
に

よ
る

情
報

交
換

は
意

味
の

あ
る

こ
と

で
あ

る
。

半
年

か
1
年

に
1
回

、
通

常
の

JI
C

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

場
合

は
JC

C
を

設
け

て
い

る
。

各
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
独

立
性

は
高

い
が

、
そ

れ
ら

を
ま

と
め

て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

向
け

た
状

況
を

確
認

し
た

り
、

PD
M

の
調

整
を

図
る

場
と

し
て

JC
C

を
活

用

し
て

ほ
し

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

観
点

か
ら

JC
C
の

開
催

を
望

む
。

 
 M

oc
副

所
長

：
了

解
。

 
 西

岡
教

官
：

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
の

1
と

2
に

関
連

す
る

が
、

JA
の

教
官

を
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

招
く

こ
と

に

つ
い

て
考

え
て

い
る

か
？

 
 M

oc
副

所
長

：
そ

の
よ

う
な

セ
ミ

ナ
ー

に
あ

た
っ

て
は

、
M

O
J
全

体
を

招
待

し
て

お
り

、
JA

の
招

待
は

M
O

J
次

第
で

あ
る

。
と

い
っ

て
も

、
実

際
に

は
複

数
回

JA
の

教
官

が
参

加
し

て
い

る
。

手
続

き
と

し
て

は
M

O
J

を
介

し
て

の
参

加
で

あ
り

、
SP

P
か

ら
JA

を
直

接
招

待
す

る
と

い
う

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
は

行
わ

な
い

。
 

 西
岡

教
官

：
検

察
官

の
養

成
に

つ
い

て
の

状
況

を
教

え
て

ほ
し

い
。

 
 M

oc
副

所
長

：
SP

P
は

自
分

た
ち

の
検

察
官

を
自

ら
育

成
す

る
こ

と
に

し
た

。
19

70
年

か
ら

40
年

間
の

育
成

経

験
が

あ
り

、
こ

れ
は

裁
判

官
も

同
様

で
あ

る
。

一
方

、
JA

は
設

立
さ

れ
た

ば
か

り
で

あ
る

。
裁

判
所

と
検

察

院
は

、
そ

れ
ぞ

れ
裁

判
官

、
検

察
官

を
自

ら
育

成
し

た
い

と
考

え
て

お
り

、
検

察
職

員
研

修
所

を
今

後
検

察

学
院

と
し

、
検

察
官

を
育

成
す

る
場

も
で

き
る

。
犯

罪
学

研
究

セ
ン

タ
ー

な
ど

も
こ

こ
に

置
く

。
な

お
、

JA
の

研
修

体
制

は
今

後
ど

の
よ

う
に

な
る

の
か

不
明

で
あ

る
 

 
5

佐
藤

専
門

員
：

裁
判

官
評

議
会

の
決

議
に

つ
い

て
、
「

危
険

な
凶

器
」

や
「

常
習

犯
の

場
合

に
窃

盗
金

額
が

50
万

ド
ン

以
上

」
の

場
合

と
い

っ
た

、
こ

の
よ

う
な

テ
ー

マ
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
枠

組
み

の
な

か
で

、
バ

ク
ニ

ン

省
に

お
い

て
協

議
し

た
こ

と
は

あ
る

の
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
で

は
な

く
、

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

で
議

論
し

て
い

た
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
地

方
の

検
察

官
が

悩
む

こ
と

に
つ

い
て

、
SP

P
長

官
か

ら
の

指
示

や
地

方
か

ら
の

意
見

伺
い

に
よ

る
対

応
も

あ
る

と
考

え
る

。
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
よ

う
な

問
題

が
裁

判
官

評
議

会
の

議
決

で
扱

わ
れ

、
SP

P
長

官
の

指
示

に
よ

っ
て

扱
わ

れ
る

の
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

裁
判

官
評

議
会

決
議

は
、

裁
判

所
だ

け
で

な
く

他
の

機
関

も
共

有
す

る
こ

と
に

な
る

。
検

察
の

問
題

点
は

い
ろ

い
ろ

な
レ

ベ
ル

が
あ

る
が

、
地

方
か

ら
の

問
題

は
、

SP
P
に

送
ら

れ
、

検
察

理
論

研
究

所
の

専

門
家

が
回

答
す

る
。

雑
誌

や
新

聞
で

回
答

す
る

こ
と

も
あ

る
。

公
文

書
の

形
も

あ
る

。
地

方
か

ら
の

問
題

が

目
立

っ
て

い
る

よ
う

で
あ

れ
ば

、
す

な
わ

ち
、

頻
繁

に
同

じ
問

題
の

照
会

が
あ

る
場

合
は

、
SP

P
の

指
導

部
で

当
該

問
題

に
対

し
て

明
確

に
す

る
た

め
、

統
一

的
な

回
答

を
発

出
す

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
SP

P
の

指
導

部
の

指
導

を
改

善
す

る
余

地
が

あ
る

の
か

、
現

場
で

の
活

動
か

ら
の

吸
い

上
げ

に
よ

り
、

現
場

に
は

指
導

部
が

考
え

て
い

た
こ

と
と

は
違

う
問

題
が

あ
っ

た
と

い
う

よ
う

な
意

味
で

、
「

気
づ

き
」

が
SP

P
に

は
あ

っ
た

の
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

中
央

レ
ベ

ル
、

SP
P
レ

ベ
ル

で
は

範
囲

は
概

括
的

に
な

る
（

吸
い

上
げ

る
経

験
の

範
囲

は
よ

り
広

が
り

が
で

て
く

る
こ

と
か

ら
、

一
概

に
バ

ク
ニ

ン
省

で
の

活
動

か
ら

の
気

づ
き

と
は

い
え

な
い

と
い

う
意

味

と
解

さ
れ

る
）
。

バ
ク

ニ
ン

省
の

経
験

は
あ

く
ま

で
も

64
省

の
1

つ
の

も
の

に
す

ぎ
な

い
。

確
か

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

協
力

に
よ

り
バ

ク
ニ

ン
省

の
情

報
が

上
が

り
、

全
国

に
広

が
っ

て
い

く
。

バ
ク

ニ
ン

省
を

は
じ

め

各
地

域
の

問
題

を
ま

と
め

、
指

導
部

に
上

げ
、

指
導

部
の

指
導

の
改

善
に

貢
献

さ
せ

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
日

々
の

回
答

を
行

う
業

務
の

改
善

に
生

か
し

て
も

ら
い

た
い

と
考

え
て

い
る

。
 

 M
oc

副
所

長
：

も
ち

ろ
ん

経
験

、
勉

強
に

な
る

。
研

究
所

と
し

て
も

バ
ク

ニ
ン

省
検

察
院

で
も

、
自

ら
の

経
験

を
広

報
し

た
り

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

改
善

し
て

い
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

研
究

所
で

の
今

後
の

活
動

と
し

て
、

バ
ク

ニ
ン

省
の

人
た

ち
に

も
、

研
究

所
に

も
役

に
立

ち
、

そ

れ
に

よ
っ

て
他

の
地

方
の

役
に

立
つ

と
い

う
こ

と
を

ね
ら

っ
て

い
る

。
 

 M
oc

副
所

長
：

セ
ミ

ナ
－

、
W

S
の

結
果

を
ま

と
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
検

察
官

職
員

研
修

所
が

検
察

学
院

に
な

る
と

い
う

こ
と

だ
が

、
改

善
さ

れ
る

点
は

何
か

？
 

 M
oc
：

H
C

M
と

ハ
ノ

イ
の

検
察

学
校

で
は

育
成

の
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
し

て
い

る
。

20
09

年
6
月

に

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
予

定
。

デ
ン

マ
ー

ク
国

際
開

発
庁

（
D

A
N

ID
A
）

の
枠

組
み

で
行

う
。

検
察

学
院

の
設

－167－ 
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立
に

向
け

て
の

作
業

の
一

貫
と

し
て

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

整
備

で
あ

る
。

 
西

岡
教

官
：

今
回

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
の

、
地

方
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

機
能

に
つ

い
て

改
善

の
方

向
性

は
？

 
 M

oc
副

所
長

：
SP

P
は

正
確

な
法

律
相

談
を

行
い

た
い

。
更

に
正

確
か

つ
迅

速
な

対
応

を
と

る
べ

く
改

善
し

て
い

き
た

い
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
弁

護
士

連
合

会
の

設
立

に
よ

っ
て

SP
P

は
影

響
を

受
け

る
か

？
 

弁
護

士
の

窓
口

が
1
つ

に
な

り
SP

P
は

連
携

が
と

り
や

す
く

な
る

の
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

弁
護

士
会

の
設

立
は

理
屈

の
通

っ
た

も
の

と
考

え
て

い
る

。
弁

護
士

の
陣

容
の

成
長

を
表

し
て

お
り

、
法

律
改

正
、

権
利

を
守

る
た

め
の

も
の

で
あ

る
。

司
法

機
関

が
迅

速
か

つ
公

平
に

活
動

す
る

こ
と

に

貢
献

す
る

こ
と

に
な

る
。

文
明

社
会

の
な

か
で

訴
追

に
対

し
て

、
弁

護
す

る
側

も
存

在
す

る
こ

と
を

期
待

し

て
い

る
。

検
察

も
冤

罪
を

起
こ

し
た

り
し

た
く

な
い

し
、

裁
判

官
、

控
訴

院
の

裁
判

官
も

自
ら

の
裁

判
が

正

確
な

も
の

で
あ

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。
弁

護
士

の
陣

容
が

拡
大

す
る

ほ
ど

、
正

確
な

裁
判

が
で

き
る

こ

と
に

貢
献

す
る

。
司

法
改

革
の

流
れ

に
沿

っ
て

弁
護

士
の

権
限

の
拡

大
を

歓
迎

し
て

い
る

。
証

拠
収

集
と

証

拠
評

価
に

つ
い

て
。

弁
護

士
協

会
の

設
立

は
弁

護
士

の
成

長
の

起
点

と
し

て
評

価
し

て
い

る
。

設
立

は
検

察

官
の

陣
容

に
も

影
響

を
与

え
る

。
検

察
官

は
自

ら
の

知
識

を
高

め
な

け
れ

ば
な

ら
ず

良
い

影
響

を
与

え
る

と

思
う

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

3
者

間
の

活
動

が
増

え
て

い
く

と
思

う
の

で
よ

ろ
し

く
協

力
お

願
い

し
た

い
。

 
 西

岡
教

官
：

JA
に

つ
い

て
今

後
、

検
察

官
の

候
補

生
は

送
ら

な
い

と
い

う
理

解
で

よ
い

か
？

 
 M

oc
副

所
長

：
よ

い
。

 
 西

岡
教

官
：

検
察

官
を

非
常

勤
で

JA
に

送
っ

て
い

た
が

、
今

は
ど

う
か

？
 

 M
oc

副
所

長
：

JA
が

個
人

に
対

し
て

要
請

し
て

い
る

こ
と

で
SP

P
と

し
て

は
制

限
し

て
い

な
い

。
検

察
官

が
JA

で
教

鞭
を

と
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

れ
ば

、
そ

れ
は

歓
迎

し
て

い
る

。
 

 持
田

氏
：

指
標

に
関

す
る

質
問

票
の

4、
5
と

い
う

二
重

の
回

答
に

つ
い

て
 

 M
oc

副
所

長
：

起
訴

状
、

論
告

に
つ

い
て

は
、

大
部

分
は

よ
く

執
筆

さ
れ

て
い

る
と

考
え

て
い

る
が

、
不

備
な

ケ
ー

ス
も

な
く

は
な

い
の

で
、

10
0％

に
は

行
か

ず
、

70
～

90
％

の
意

味
で

記
載

し
た

。
第

一
審

後
の

控
訴

審
、

監
督

審
で

行
う

ケ
ー

ス
も

あ
る

。
起

訴
状

に
問

題
が

あ
っ

た
り

、
人

定
の

と
こ

ろ
に

問
題

が
あ

っ
た

り
、

起

訴
状

に
つ

い
て

も
地

名
、

氏
名

な
ど

の
間

違
い

が
あ

っ
た

り
し

て
捜

査
を

や
り

直
す

こ
と

が
あ

る
。

ま
た

、

評
価

指
標

に
つ

い
て

は
、

数
学

的
に

数
量

を
分

析
す

る
の

で
あ

れ
ば

よ
い

が
、

法
理

論
に

適
用

で
き

る
の

か

は
難

し
い

と
考

え
て

い
る

。
事

実
を

デ
ー

タ
と

し
て

評
価

す
る

こ
と

は
難

し
い

と
考

え
る

。
 

以
 

上
 

 
1

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

21
日

（
木

）
14

:0
0～

16
:1

5 
２

．
場

所
：

バ
ク

ニ
ン

省
人

民
裁

判
所

 
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

：
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
、

西
村

専
門

家
、

小
幡

専
門

家
、

山
本

調
整

員
、

JI
C

A
ベ

ト
ナ

ム

事
務

所
：

小
林

所
員

も
同

行
）

 
４

．
件

名
：

バ
ク

ニ
ン

省
 人

民
裁

判
所

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
５

．
内

容
：

 
冒

頭
Tu

e
所

長
よ

り
先

方
出

席
者

の
紹

介
、

次
に

佐
藤

専
門

員
よ

り
調

査
趣

旨
の

説
明

、
調

査
団

の
紹

介
。

質

疑
応

答
は

以
下

の
と

お
り

。
 

 西
岡

教
官

：
バ

ク
ニ

ン
省

で
の

活
動

の
概

略
の

説
明

を
お

願
い

し
た

い
。

 
 Tu

e
所

長
：

2
年

間
に

わ
た

り
11

回
程

度
の

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
20

07
年

6
回

、
20

08
年

5
回

）
を

行

い
、

実
務

上
に

反
映

す
る

こ
と

の
で

き
る

多
く

の
技

術
移

転
が

行
わ

れ
た

。
そ

こ
で

は
民

事
・

刑
事

す
べ

て

の
問

題
を

扱
っ

た
。

Q
&

A
の

出
発

点
は

バ
ク

ニ
ン

の
セ

ミ
ナ

ー
、

W
S

で
あ

る
。

ベ
ト

ナ
ム

の
他

の
地

域
に

も
普

及
予

定
で

あ
り

、
大

き
な

成
果

を
上

げ
た

と
考

え
る

。
ま

た
、

判
決

書
き

の
ス

キ
ル

、
民

事
事

件
の

受

理
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
、

比
較

法
の

観
点

か
ら

民
事

、
刑

事
訴

訟
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
も

も
た

れ
た

。
さ

ら
に

日

本
の

本
邦

研
修

に
4

名
参

加
し

、
刑

・
民

訴
の

他
に

判
例

に
つ

い
て

も
学

ぶ
機

会
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。

JI
C

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
グ

ル
ー

プ
は

ベ
ト

ナ
ム

各
地

に
お

い
て

判
例

制
度

の
発

表
を

行
っ

て
き

た
（

Tu
e
所

長

も
テ

ー
マ

は
不

明
で

あ
る

が
、

他
地

域
の

セ
ミ

ナ
ー

に
出

席
し

た
由

）
。

バ
ク

ニ
ン

省
で

の
成

果
は

こ
の

2
年

間
の

成
果

と
い

え
る

。
た

だ
こ

れ
は

、
バ

ク
ニ

ン
省

裁
判

所
長

と
し

て
の

評
価

で
あ

り
、

自
分

た
ち

は
司

法

改
革

の
ニ

ー
ズ

に
沿

い
、

裁
判

実
務

の
能

力
強

化
の

た
め

に
能

率
的

に
活

動
を

行
っ

て
き

た
と

考
え

る
。

セ

ミ
ナ

ー
、

W
S
に

お
け

る
日

本
の

専
門

家
の

役
割

も
大

き
い

。
 

 西
岡

教
官

：
大

き
な

成
果

と
考

え
る

が
、

セ
ミ

ナ
ー

の
報

告
書

な
ど

は
作

成
さ

れ
て

い
る

の
か

？
 

そ
の

報
告

書

が
中

央
の

SP
C
に

伝
わ

る
こ

と
は

あ
る

の
か

？
 

 Tu
e

所
長

：
セ

ミ
ナ

ー
の

準
備

は
バ

ク
ニ

ン
省

で
行

っ
た

が
、

そ
の

レ
ポ

ー
ト

は
作

成
し

て
い

な
い

。
中

央
の

SP
C

も
参

加
し

て
い

る
た

め
、

SP
C

に
報

告
す

る
た

め
の

レ
ポ

ー
ト

は
作

成
し

て
い

な
い

。
SP

C
と

バ
ク

ニ

ン
省

裁
判

所
で

は
常

に
連

絡
を

取
り

合
い

、
変

更
が

生
じ

た
場

合
の

対
応

も
含

め
、

連
携

し
て

い
る

。
 

 西
岡

教
官

：
バ

ク
ニ

ン
省

で
の

活
動

が
中

央
に

伝
わ

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

よ
い

か
？

 
他

の
地

域
と

比
較

し

た
場

合
に

こ
れ

だ
け

の
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

で
き

る
の

か
？

 
 Tu

e
所

長
：

報
告

は
中

央
に

伝
わ

っ
て

い
る

。
た

だ
、

他
の

省
が

こ
の

よ
う

な
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

こ
と

は
、

開
催

で
き

る
環

境
に

な
い

た
め

で
き

な
い

と
思

う
。

 
 西

岡
教

官
：

バ
ク

ニ
ン

省
の

知
識

が
中

央
を

通
じ

て
他

に
伝

わ
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
よ

い
か

？
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Tu
e
所

長
：

よ
い

。
 

 西
岡

教
官

：
バ

ク
ニ

ン
省

を
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
と

す
る

意
向

は
あ

る
の

か
？

 
 Tu

e
所

長
：

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

と
な

り
得

る
と

考
え

る
が

、
こ

れ
は

ベ
ト

ナ
ム

3
地

域
で

の
セ

ミ
ナ

ー
や

他
の

地
域

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

に
よ

っ
て

自
分

が
感

じ
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 

 西
岡

教
官

：
セ

ミ
ナ

ー
に

他
の

弁
護

士
な

ど
が

関
与

す
る

こ
と

は
あ

る
の

か
？

 
 Tu

e
所

長
：

常
に

弁
護

士
や

検
察

院
を

招
待

し
て

い
る

。
検

察
院

で
主

催
し

て
い

る
場

合
に

、
自

分
た

ち
が

資
料

を
執

筆
す

る
こ

と
も

あ
る

。
20

09
年

よ
り

共
同

主
催

を
行

う
予

定
で

あ
る

。
 

 西
岡

教
官

：
相

互
交

流
は

、
バ

ク
ニ

ン
省

に
特

徴
的

な
こ

と
か

？
 

 Tu
e
所

長
：

一
般

的
に

JI
C

A
以

外
の

会
合

は
専

門
的

な
会

合
で

あ
る

が
あ

ま
り

多
く

な
い

。
裁

判
所

は
独

立
性

が
あ

り
、

弁
論

を
運

営
す

る
と

い
う

役
割

を
担

い
、

中
立

的
な

立
場

に
立

っ
て

判
決

を
出

す
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
が

な
け

れ
ば

、
検

察
官

と
一

緒
に

セ
ミ

ナ
ー

を
や

る
こ

と
は

な
い

。
そ

の
意

味
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

相

互
交

流
を

促
進

し
た

と
い

う
意

見
に

賛
成

で
あ

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
引

き
継

ぎ
な

ど
で

共
同

の
活

動
を

し
た

こ
と

は
あ

る
と

理
解

し
て

い
る

が
。

 
 Tu

e
所

長
：

専
門

的
な

テ
ー

マ
を

共
同

で
扱

っ
た

こ
と

は
な

い
が

、
特

定
の

重
要

事
件

な
ど

で
は

あ
る

。
例

え
ば

、

ば
く

ち
違

反
事

件
の

迅
速

な
解

決
の

た
め

に
、

手
続

き
な

ど
の

検
討

に
あ

た
っ

て
3

機
関

が
集

ま
る

こ
と

は

あ
る

。
 

 西
岡

教
官

：
検

察
官

と
弁

護
士

が
参

加
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

司
法

局
の

職
員

の
参

加
は

あ
っ

た
の

か
？

 
執

行
関

係
の

人
に

意
見

を
求

め
る

セ
ミ

ナ
ー

は
？

 
 Tu

e
所

長
：

判
決

執
行

す
る

場
合

は
既

に
判

決
が

下
り

た
あ

と
で

あ
り

、
例

え
ば

、
確

定
し

た
判

決
で

あ
り

な
が

ら
執

行
官

と
し

て
執

行
し

づ
ら

い
も

の
が

あ
れ

ば
、

裁
判

官
も

執
行

に
つ

い
て

検
討

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

場
合

は
、

監
督

審
で

見
直

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
、

手
続

き
が

異
な

る
と

い
え

る
。

 
 西

岡
教

官
：

裁
判

官
と

執
行

官
の

関
係

は
深

い
と

思
っ

て
い

た
が

。
 

 Tu
e
所

長
：

10
年

前
は

、
執

行
官

は
裁

判
所

に
属

し
て

い
た

が
、

10
年

前
に

民
事

執
行

官
は

裁
判

所
か

ら
分

離

し
た

。
 

 西
岡

教
官

：
公

証
の

関
係

で
M

O
J
の

職
員

と
活

動
す

る
内

容
は

？
 

 Tu
e
所

長
：

認
証

す
る

場
合

に
は

公
証

人
と

の
活

動
は

あ
る

。
 

 
3

西
岡

教
官

：
検

察
官

、
弁

護
士

と
の

活
動

は
今

後
も

あ
る

と
思

う
が

、
M

O
J
と

の
関

係
は

い
か

が
？

 
司

法
局

職
員

が
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
に

参
加

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
ど

う
か

？
 

こ
れ

は
PD

M
上

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

た

め
確

認
し

た
い

。
 

 Tu
e
所

長
：

計
画

に
つ

い
て

考
え

て
い

た
。

裁
判

所
と

検
察

院
関

係
、

そ
し

て
今

年
の

後
半

は
司

法
補

助
、

弁
護

士
と

の
W

S
も

考
え

て
い

き
た

い
。

 
 西

岡
教

官
：

ト
ピ

ッ
ク

と
し

て
は

何
が

あ
る

の
か

？
 

 Tu
e
所

長
：
（

司
法

補
助

に
つ

い
て

）
実

際
に

は
、

裁
判

所
と

の
関

係
で

は
鑑

定
人

と
の

関
係

が
多

い
。

例
え

ば
、

鑑
定

結
果

に
つ

い
て

疑
い

が
あ

る
場

合
は

裁
判

所
に

呼
ん

で
確

認
す

る
。

鑑
定

人
に

関
す

る
質

問
を

Q
&

A
集

に
掲

載
し

て
い

る
。

 
 西

岡
教

官
：

鑑
定

人
は

M
O

J
の

職
員

が
含

ま
れ

る
の

か
？

 
 Tu

e
所

長
：

M
O

J
の

職
員

で
は

な
く

、
鑑

定
機

関
に

属
し

て
い

る
が

、
鑑

定
に

従
事

し
て

い
る

場
合

は
司

法
機

関
に

属
し

て
い

る
。

 
 西

岡
教

官
：

模
擬

裁
判

は
行

わ
れ

て
い

な
い

よ
う

で
あ

る
が

。
 

 Tu
e
所

長
：

模
擬

裁
判

は
行

わ
ず

、
実

際
の

裁
判

を
用

い
、

模
擬

裁
判

を
行

っ
て

い
る

。
実

際
に

、
グ

ル
ー

プ
を

つ
く

り
、

公
判

廷
に

参
加

し
、

合
議

体
に

対
し

て
反

省
点

を
述

べ
る

。
意

見
交

換
を

通
じ

て
、

裁
判

官
の

み

な
ら

ず
、

検
察

官
の

実
務

に
も

向
上

し
て

い
る

。
弁

護
士

は
集

団
と

し
て

参
加

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
く

、

そ
の

意
見

は
文

書
の

形
で

提
供

さ
れ

る
。

 
 西

岡
教

官
：

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

で
W

S
を

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

と
聞

い
て

い
る

が
、

こ
の

反
応

は
？

 
 Tu

e
所

長
：

検
察

官
が

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

ド
ラ

フ
ト

）
を

借
り

読
ん

で
み

て
感

銘
を

受
け

た
と

聞
い

て
い

る
。

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
裁

判
所

が
迅

速
に

問
題

を
見

つ
け

る
の

に
寄

与
し

て
お

り
、

裁
判

官
も

評
価

し
て

い
る

。
 

 西
岡

教
官

：
セ

ミ
ナ

ー
を

展
開

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

や
は

り
活

動
の

一
環

と
し

て
み

て
よ

い
か

？
 

 Tu
e
所

長
：

よ
い

。
 

 西
岡

教
官

：
判

決
書

の
内

容
や

尋
問

が
変

わ
っ

た
こ

と
は

あ
っ

た
の

か
？

 
 Tu

e
所

長
：

よ
い

。
そ

の
検

証
は

実
際

の
裁

判
を

見
に

行
っ

た
り

、
判

決
を

見
た

り
し

て
評

価
で

き
る

。
 

 西
岡

教
官

：
個

々
の

裁
判

官
の

意
識

が
変

わ
っ

て
い

る
と

考
え

て
よ

い
か

？
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Tu
e
所

長
：

SP
C

は
地

方
の

裁
判

官
に

対
す

る
指

導
を

行
っ

て
お

り
、

そ
の

た
め

に
執

務
参

考
資

料
を

出
し

て
い

る
。

今
回

は
Q

&
A

集
を

作
る

プ
ロ

セ
ス

に
バ

ク
ニ

ン
省

の
裁

判
所

が
関

与
し

た
。

こ
の

よ
う

な
ケ

ー
ス

は
初

め
て

と
SP

C
の

C
uo

ng
局

長
か

ら
聞

い
て

い
る

。
 

 西
岡

教
官

：
こ

の
や

り
方

に
つ

い
て

ど
う

考
え

る
か

？
 

特
に

苦
労

し
た

点
な

ど
は

？
 

 Tu
e
所

長
：

特
に

苦
労

し
た

段
階

が
あ

っ
た

の
で

は
な

く
、

日
常

的
に

遭
遇

し
て

い
る

問
題

な
ど

に
つ

い
て

扱
っ

て
い

る
。

い
ろ

い
ろ

な
活

動
に

お
い

て
問

題
点

を
抽

出
す

る
こ

と
に

な
る

。
解

決
策

に
つ

い
て

SP
C

で
い

ろ

い
ろ

検
討

す
る

。
Q

&
A

集
は

あ
く

ま
で

も
参

考
資

料
と

し
て

3
地

域
の

セ
ミ

ナ
ー

に
て

紹
介

し
た

。
た

だ
、

Q
&

A
集

が
SP

C
の

正
式

文
書

と
し

て
発

効
す

る
た

め
に

は
、

SP
C
の

決
議

が
必

要
に

な
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

SP
C

と
バ

ク
ニ

ン
省

の
共

同
作

業
を

通
じ

て
執

務
資

料
が

よ
り

良
く

な
っ

た
と

い
う

点
が

あ
れ

ば
紹

介
し

て
ほ

し
い

。
 

 Tu
e
所

長
：

刑
訴

法
や

民
訴

法
の

改
正

が
必

要
な

点
な

ど
、

SP
C

の
決

議
に

よ
っ

て
解

決
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
問

題
も

あ
る

。
Q

&
A

集
が

出
版

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

と
、

裁
判

所
だ

け
で

は
な

く
他

の
機

関
の

参
考

に
な

る
と

考
え

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
判

例
制

度
の

発
展

に
関

す
る

バ
ク

ニ
ン

省
の

貢
献

に
つ

い
て

、
Tu

e
所

長
に

W
S
の

議
長

を
し

て

も
ら

う
こ

と
も

あ
る

と
聞

い
て

い
る

。
判

例
制

度
の

発
展

に
つ

い
て

は
長

い
期

間
を

か
け

て
行

う
こ

と
に

な

る
。

SP
C

も
難

し
く

て
悩

ん
で

い
る

が
、

現
場

で
も

悩
ん

で
い

る
。

現
場

の
考

え
方

は
SP

C
に

伝
わ

っ
て

行

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
判

例
制

度
の

発
展

に
関

す
る

W
S
へ

の
貢

献
を

引
き

続
き

お
願

い
し

た
い

。
判

例
制

度

の
発

展
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
は

？
 

 Tu
e
所

長
：

判
例

に
関

し
て

は
ま

ず
JI

C
A

と
の

間
で

ま
と

め
ら

れ
た

判
例

に
関

す
る

研
究

が
あ

り
、

判
例

に
関

す
る

3
地

域
で

の
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
、

判
例

制
度

の
発

展
に

貢
献

し
た

と
考

え
る

。
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
を

通
じ

て

判
例

に
関

す
る

認
識

が
変

化
す

る
。

判
例

の
導

入
に

つ
い

て
は

ま
ず

や
っ

て
み

る
こ

と
、

そ
の

よ
う

な
マ

イ

ン
ド

が
重

要
と

考
え

る
。

地
域

で
判

例
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
活

動
を

行
っ

た
こ

と
が

有
意

義
と

考
え

る
。

SP
C

が
一

方
的

に
言

う
の

で
は

な
く

、
現

場
で

働
く

人
が

セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
し

て
話

す
こ

と
か

ら
、

よ
り

説

得
力

が
生

ま
れ

る
。

日
本

の
判

例
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
日

本
で

の
研

修
で

説
明

し
て

も
ら

っ
た

が
、

こ
れ

が

他
の

地
域

で
の

活
動

の
資

本
に

な
っ

て
い

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
SP

C
が

判
例

に
つ

い
て

明
確

に
指

導
し

て
い

な
い

状
況

で
、

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
前

と
あ

と

で
、

先
例

の
使

い
方

が
変

わ
っ

た
こ

と
は

あ
る

の
か

？
 

 Tu
e
所

長
：

変
化

は
あ

っ
た

と
認

め
る

。
判

例
に

つ
い

て
今

後
も

連
携

体
制

を
固

め
、

判
例

整
備

に
つ

い
て

引
き

続
き

セ
ミ

ナ
ー

を
続

け
て

い
く

体
制

が
必

要
と

考
え

る
。

 
 西

岡
教

官
：

判
決

書
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
セ

ミ
ナ

ー
資

料
と

し
て

配
布

さ
れ

て
い

る
の

か
？
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Tu
e
所

長
：

第
3
次

ド
ラ

フ
ト

に
い

ろ
い

ろ
コ

メ
ン

ト
し

た
。

 
 西

岡
教

官
：

実
務

の
参

考
に

使
用

し
て

い
る

こ
と

は
あ

る
の

か
？

 
 Tu

e
所

長
：
（

公
式

で
は

な
く

）
参

考
資

料
と

し
て

日
常

業
務

に
使

用
し

て
い

る
。

 
 持

田
氏

：
JI

C
A

の
支

援
が

な
け

れ
ば

他
の

地
域

で
セ

ミ
ナ

ー
、

W
S

は
開

催
で

き
な

い
で

あ
ろ

う
と

の
コ

メ
ン

ト
が

あ
っ

た
が

、
そ

れ
は

な
ぜ

か
？

 
 Tu

e
所

長
：

JI
C

A
支

援
い

か
ん

に
か

か
わ

ら
ず

、
わ

れ
わ

れ
は

司
法

制
度

改
革

を
継

続
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

JI
C

A
の

存
在

は
専

門
家

と
い

う
案

内
者

が
い

た
こ

と
か

ら
、

よ
り

迅
速

に
改

革
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

JI
C

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

な
け

れ
ば

、
よ

り
時

間
が

か
か

っ
た

で
あ

ろ
う

と
い

う
こ

と
を

言
っ

て
い

る
。

 
 持

田
氏

：
他

の
援

助
機

関
の

セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
し

た
こ

と
は

？
 

他
の

援
助

機
関

と
比

較
し

て
ど

う
で

あ
っ

た
の

か
？

 
 Tu

e
所

長
：

他
の

援
助

機
関

の
セ

ミ
ナ

ー
に

参
加

し
た

こ
と

は
あ

る
。

バ
ク

ニ
ン

を
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

と
し

て
選

定
し

た
の

は
SP

C
で

あ
る

。
セ

ミ
ナ

ー
の

比
較

は
、

そ
の

特
殊

性
と

か
や

り
方

と
か

で
比

較
す

る
の

で
は

な

く
、

そ
の

効
果

で
比

較
す

べ
き

と
考

え
る

。
そ

の
効

果
と

し
て

は
、

こ
の

2
年

間
の

活
動

に
よ

っ
て

他
地

域

か
ら

の
照

会
を

受
け

る
よ

う
に

な
る

な
ど

、
バ

ク
ニ

ン
省

の
信

用
力

が
高

ま
っ

た
と

い
う

効
果

が
あ

る
。

 
JI

C
A

専
門

家
は

刑
訴

・
民

訴
も

支
援

し
て

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
法

律
の

基
礎

的
な

部
分

に
つ

い
て

イ
ン

プ
ッ

ト
を

受
け

た
こ

と
も

異
な

る
。

例
え

ば
、

家
庭

内
暴

力
に

関
す

る
テ

ー
マ

を
扱

っ
て

い
る

援
助

機
関

か

ら
の

イ
ン

プ
ッ

ト
は

、
JI

C
A
の

イ
ン

プ
ッ

ト
と

異
な

る
と

考
え

る
。

 
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

必
要

性
に

応
じ

て
変

わ
る

。
刑

訴
・

民
訴

は
バ

ク
ニ

ン
省

側
に

関
心

が

あ
る

の
で

、
そ

の
効

果
の

現
れ

方
に

も
そ

の
違

い
は

で
て

く
る

。
 

 持
田

氏
：

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

現
場

の
実

務
上

の
問

題
を

中
央

が
吸

収
し

、
地

方
の

指
導

に
生

か
す

と
い

う
ア

プ

ロ
ー

チ
が

と
ら

れ
て

い
る

。
ベ

ト
ナ

ム
の

他
の

地
域

で
開

催
さ

れ
た

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

に
出

席
さ

れ
た

と
の

こ

と
で

あ
る

が
、

こ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

、
汎

用
性

の
あ

る
指

導
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

考
え

る
か

？
 

 Tu
e
所

長
：

Q
&

A
集

は
こ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
と

っ
て

作
成

さ
れ

た
成

果
で

あ
る

。
重

要
な

点
は

、
的

確
に

相
手

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

こ
と

で
あ

る
。

他
の

裁
判

所
も

同
様

の
問

題
に

直
面

し
て

い
る

と
考

え
て

お
り

、
バ

ク

ニ
ン

に
お

い
て

見
い

だ
さ

れ
な

か
っ

た
問

題
も

、
他

の
地

域
で

の
サ

ー
ベ

イ
を

通
じ

て
吸

収
し

て
い

る
。

Q
&

A
集

は
、

バ
ク

ニ
ン

省
で

見
い

だ
さ

れ
た

問
題

を
集

約
し

て
作

成
し

、
さ

ら
に

他
の

地
域

の
問

題
点

も
集

約
し

て
い

る
。

 
 持

田
氏

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
費

は
？

 
 Tu

e
所

長
：

個
別

の
活

動
に

対
応

し
た

予
算

は
な

い
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ベ
ー

ス
で

活
動

を
行

っ
て

い
る

と
考

え
て

－170－ 



 
6

よ
い

。
 

 持
田

氏
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

な
ど

を
測

る
指

標
と

し
て

考
え

ら
れ

る
指

標
は

？
 

 Tu
e
所

長
：

破
棄

、
修

正
、

誤
っ

た
判

決
な

ど
を

挙
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

よ
う

な
指

標
は

、
一

概
に

質
の

向
上

を
示

し
て

い
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 持
田

氏
：

バ
ク

ニ
ン

省
裁

判
所

が
主

催
し

た
W

S
な

ど
へ

の
他

の
機

関
の

参
加

者
数

は
？

 
 Tu

e
所

長
：

代
表

者
が

1
人

出
席

す
る

。
共

同
活

動
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

ぞ
れ

同
人

数
の

参
加

者
が

出
席

す
る

こ
と

に
な

る
。

 
供

与
さ

れ
た

パ
ソ

コ
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

は
よ

く
利

用
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

終
了

時

ま
で

専
門

家
が

交
代

す
る

と
な

る
と

、
新

た
な

引
き

継
ぎ

業
務

も
必

要
に

な
る

の
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

終

了
ま

で
専

門
家

に
は

継
続

し
て

滞
在

し
て

も
ら

う
こ

と
を

望
む

。
 

 
以

 
上

 

 
1

会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

21
日

（
木

）
9:

20
～

11
:3

0 
２

．
場

所
：

バ
ク

ニ
ン

省
人

民
検

察
院

 
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

：
伊

藤
リ

ー
ダ

ー
、

西
村

専
門

家
、

小
幡

専
門

家
、

山
本

調
整

員
、

JI
C

A
ベ

ト

ナ
ム

事
務

所
：

小
林

所
員

も
同

行
）

 
４

．
件

名
：

バ
ク

ニ
ン

省
 人

民
検

察
院

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
５

．
内

容
：

 
M

oc
副

所
長

よ
り

調
査

に
関

す
る

説
明

紹
介

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

を
設

定
し

た
JI

C
A
に

よ
る

新
し

い
ア

プ
ロ

ー

チ
な

ど
の

言
及

。
 

 H
oa

t検
事

正
（

2
カ

月
前

、
本

邦
研

修
に

参
加

）
に

よ
る

バ
ク

ニ
ン

省
に

関
す

る
2
年

間
の

総
括

的
説

明
以

下
の

と
お

り
。

 
 

20
07

年
か

ら
20

08
年

の
2
年

間
、

SP
P
と

JI
C

A
専

門
家

と
さ

ま
ざ

ま
な

活
動

を
行

っ
て

き
た

。
刑

訴
関

係

で
複

数
の

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
。

検
察

実
務

と
関

連
性

が
高

く
、

内
容

も
豊

富
で

あ
っ

た
。

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

を
介

し

て
法

律
の

規
定

に
つ

い
て

理
解

が
深

ま
っ

た
。

ま
た

、
日

本
の

専
門

家
を

通
じ

て
、

日
本

の
刑

訴
の

理
解

が
高

ま

り
、

多
く

の
経

験
を

積
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
こ

れ
に

よ
っ

て
今

後
改

正
が

予
定

さ
れ

て
い

る
、

刑

訴
の

改
定

内
容

に
も

あ
る

程
度

理
解

を
も

ち
貢

献
で

き
る

と
考

え
る

。
 

公
訴

権
の

行
使

の
能

力
や

監
督

機
能

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
20

07
年

に
「

刑
事

事
件

に

お
け

る
証

拠
と

立
証

」
に

関
し

て
理

論
と

実
態

に
関

連
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

初
め

て
開

催
し

た
。

60
人

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

側
の

記
録

と
は

若
干

異
な

る
。

以
下

同
様

）
の

参
加

者
が

20
07

年
8
月

30
日

～
31

日
の

2
日

間
の

セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
し

た
。

非
常

に
良

い
結

果
で

あ
っ

た
。

刑
事

事
件

の
証

拠
、

証
明

は
そ

の
中

核
を

成
す

部

分
で

あ
り

、
セ

ミ
ナ

ー
を

介
し

て
参

加
者

の
認

識
が

高
め

ら
れ

直
接

的
な

効
果

が
で

た
と

考
え

る
。

次
に

、
同

年

10
月

11
日

～
12

日
に

「
起

訴
状

と
論

告
の

作
成

」
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
日

本
と

ベ
ト

ナ
ム

の
起

訴
状

、
起

訴
時

期
に

つ
い

て
は

異
な

る
が

、
起

訴
状

、
論

告
書

き
の

ス
キ

ル
が

高
ま

っ
た

（
参

加
者

は
60

人
）

。

「
刑

事
事

件
の

記
録

作
成

（
刑

事
捜

査
書

類
作

成
）

」
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
に

は
60

人
が

参
加

し
、

20
07

年
11

月
14

日
～

15
日

に
実

施
し

た
。

 
20

08
年

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

「
現

場
検

証
と

検
視

に
関

す
る

捜
査

実
務

」
を

扱
い

、
20

08
年

7
月

30
日

に
開

催
し

た
。

20
08

年
9
月

9
日

～
10

日
（

事
務

所
の

記
録

で
は

9
月

8
日

～
9
日

）
に

60
人

が
参

加
し

た

「
刑

事
訴

訟
比

較
法

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

（
日

越
刑

事
訴

訟
手

続
き

の
比

較
）

」
を

開
催

。
刑

事
訴

訟
関

係
の

法

律
に

と
ど

ま
ら

ず
、

日
本

と
ベ

ト
ナ

ム
の

関
係

に
大

き
な

意
義

が
あ

り
、

両
国

間
の

共
通

点
を

認
識

し
た

。
一

定

の
異

な
っ

た
点

が
あ

る
が

、
両

国
間

の
刑

訴
は

改
正

を
検

討
さ

れ
て

お
り

、
立

法
の

観
点

か
ら

考
え

て
み

て
も

有

意
義

で
あ

っ
た

。
現

代
の

文
明

社
会

に
マ

ッ
チ

す
る

よ
う

に
、

日
本

の
幾

つ
か

の
関

連
規

定
を

参
照

し
、

ベ
ト

ナ

ム
の

刑
訴

の
改

正
活

動
に

生
か

し
て

い
き

た
い

。
そ

れ
に

よ
り

刑
訴

の
不

備
な

箇
所

を
改

正
し

、
民

主
主

義
に

貢

献
し

た
い

。
さ

ら
に

、
「

刑
事

事
件

の
第

一
審

公
判

廷
に

お
け

る
検

察
官

の
弁

論
の

改
善

」
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー

は
20

08
年

12
月

8
日

～
9
日

に
実

施
し

た
が

、
60

人
が

参
加

し
た

。
弁

論
主

義
に

関
し

て
は

、
ベ

ト
ナ

ム
刑

訴

は
一

定
の

範
囲

で
の

み
弁

論
主

義
を

規
定

し
て

い
る

に
す

ぎ
な

い
。

司
法

改
革

の
一

環
と

し
て

、
検

察
官

の
弁

論

能
力

を
高

め
、

改
正

刑
訴

の
な

か
で

よ
り

具
体

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
今

後
の

改
正

の
な

か
に

日
本

の
経

験

が
参

考
に

さ
れ

、
弁

論
主

義
が

よ
り

進
む

こ
と

に
な

る
と

考
え

て
い

る
。

2
年

の
成

果
と

し
て

は
、

こ
れ

ま
で

が
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ん
ば

っ
て

き
た

成
果

と
考

え
る

。
 

ま
た

本
邦

研
修

に
4
人

が
参

加
し

た
こ

と
は

、
日

本
の

法
律

や
公

判
廷

へ
直

接
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

て
、

と
て

も
良

い
機

会
で

あ
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
成

果
が

得
ら

れ
、

困
難

を
克

服
し

て
き

た
。

 
パ

イ
ロ

ッ
ト

活
動

を
評

価
す

る
た

め
の

活
動

を
実

施
し

て
き

た
。

評
価

方
法

と
し

て
は

、
県

級
検

察
院

、
省

級
検

察
院

の
検

察
官

を
対

象
に

「
優

れ
た

検
察

官
の

試
験

」
を

実
施

し
た

。
ベ

ト
ナ

ム
の

検
察

の
な

か
で

は
な

か

っ
た

モ
デ

ル
で

あ
る

。
バ

ク
ニ

ン
省

か
ら

突
破

口
を

開
い

た
と

い
え

る
。

省
級

、
県

級
の

検
察

官
の

ほ
ぼ

す
べ

て

が
参

加
し

た
テ

ス
ト

で
あ

り
、

テ
ス

ト
に

は
検

察
官

の
知

識
に

関
す

る
問

題
が

か
な

り
含

ま
れ

て
い

た
。

検
察

官

の
任

務
を

誠
実

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

、
こ

の
意

味
で

①
す

べ
て

の
分

野
（

民
事

、
刑

事
、

経

済
、

刑
務

所
の

監
督

な
ど

）
を

扱
っ

た
範

囲
の

広
い

、
選

択
式

の
一

般
科

目
試

験
、

②
起

訴
状

、
論

告
書

に
関

す

る
試

験
、

③
刑

事
事

件
に

関
す

る
報

告
、

と
い

う
3
タ

イ
プ

の
試

験
を

実
施

し
た

。
バ

ク
ニ

ン
省

で
の

試
験

は

20
08

年
9
月

に
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

に
つ

い
て

、
84

％
は

良
、

16
％

が
可

の
レ

ベ
ル

で
あ

っ
た

。
最

終
選

考

に
て

、
27

人
が

3
番

目
の

試
験

を
受

験
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
（

本
試

験
で

は
お

そ
ら

く
最

初
の

①
②

の
試

験
で

高
得

点
を

と
っ

た
検

察
官

に
、

③
の

試
験

の
受

験
資

格
が

与
え

ら
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
）

。
こ

の

テ
ス

ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
ご

ろ
か

ら
準

備
を

実
施

し
て

き
た

が
、

こ
の

試
験

を
開

催
し

た
意

義
は

そ
れ

以

上
に

大
き

い
も

の
で

あ
っ

た
。

つ
ま

り
、

検
察

官
の

作
業

に
対

す
る

意
識

の
点

で
よ

り
効

果
が

高
か

っ
た

。
テ

ス

ト
の

終
了

式
と

詳
細

な
報

告
も

作
成

し
て

い
る

。
テ

ス
ト

開
始

か
ら

終
了

ま
で

ビ
デ

オ
に

収
め

、
C

D
-R

om
に

記

録
し

て
い

る
。

 
刑

事
事

件
に

お
け

る
検

察
の

能
力

評
価

の
た

め
の

活
動

と
し

て
、

20
07

年
か

ら
こ

れ
ま

で
指

導
部

を
は

じ
め

各
階

級
で

18
の

刑
事

事
件

の
公

判
廷

の
調

査
を

実
施

（
実

際
に

公
判

廷
を

傍
聴

し
て

調
査

）
し

、
公

判
廷

の
の

ち
に

た
だ

ち
に

検
察

官
、

弁
護

士
、

裁
判

官
と

検
討

を
行

っ
た

。
こ

れ
を

通
じ

て
お

の
お

の
の

検
察

官
の

能
力

を

評
価

し
た

。
こ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

検
察

官
の

能
力

評
価

の
た

め
の

研
修

計
画

を
立

て
る

こ
と

と
な

っ
た

。
検

察

官
能

力
と

責
任

を
高

め
る

た
め

に
実

施
し

て
き

た
活

動
で

あ
る

。
 

20
08

年
に

お
い

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

と
パ

ソ
コ

ン
の

供
与

が
あ

り
、

セ
ミ

ナ
ー

、
日

常
実

務
の

円
滑

な
実

施

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

20
09

年
の

計
画

は
既

に
SP

P
と

JI
C

A
側

が
作

成
済

み
で

あ
る

。
刑

事
事

件
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
た

が
、

セ
ミ

ナ
ー

は
20

09
年

末
ま

で
3
回

の
セ

ミ
ナ

ー
を

残
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
結

果
を

踏
ま

え
て

20
09

年
、

20
10

年
に

決
め

ら
れ

た
計

画
、

目
標

の
達

成
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

 
 佐

藤
専

門
員

よ
り

調
査

の
概

要
説

明
と

調
査

団
の

説
明

。
実

務
改

善
に

取
り

組
む

新
し

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

あ
り

、

大
き

な
成

果
が

で
て

い
る

と
理

解
し

て
い

る
こ

と
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

の
調

査
趣

旨
に

つ
い

て
説

明
。

 
 西

岡
教

官
：

セ
ミ

ナ
ー

、
コ

ン
テ

ス
ト

、
公

判
廷

の
見

学
調

査
に

つ
い

て
質

問
し

た
い

。
セ

ミ
ナ

ー
、

W
S

に
対

し
て

、
SP

C
、

弁
護

士
が

参
加

し
て

い
る

も
の

に
は

何
が

あ
っ

た
の

か
？

 
 検

事
正

：
す

べ
て

の
セ

ミ
ナ

ー
に

は
省

レ
ベ

ル
の

裁
判

所
、

弁
護

士
が

参
加

し
た

。
20

07
年

の
証

拠
と

証
明

に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
に

裁
判

官
が

出
席

し
た

が
、

捜
査

機
関

も
参

加
し

、
発

表
も

行
っ

た
。

 
 西

岡
教

官
：

そ
の

反
応

は
？

 
一

方
的

に
主

催
者

側
が

発
表

す
る

の
で

は
な

く
、

双
方

向
的

な
セ

ミ
ナ

ー
と

考
え

て
よ

い
か

？
 

 検
事

正
：

よ
い

。
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西
岡

教
官

：
弁

護
士

に
は

ど
の

よ
う

に
声

を
か

け
る

か
？

 
 検

事
正

：
地

理
的

に
近

い
の

で
直

接
的

に
声

を
か

け
、

発
表

の
依

頼
も

行
う

。
 

 西
岡

教
官

：
バ

ク
ニ

ン
省

の
弁

護
士

数
は

？
 

 検
事

正
：

13
0
人

程
度

（
弁

護
人

総
数

で
あ

り
、

資
格

の
あ

る
弁

護
士

は
36

人
。

お
そ

ら
く

36
人

は
13

0
人

の

内
数

）
で

あ
り

、
会

長
と

連
絡

し
、

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

派
遣

要
請

を
行

う
。

裁
判

所
、

弁
護

士
会

と
の

関
係

は

良
好

で
あ

り
、

こ
れ

は
こ

の
よ

う
な

関
係

を
築

く
こ

と
は

正
し

く
検

察
官

を
評

価
す

る
た

め
の

方
法

と
な

る
。

 
 西

岡
教

官
：

発
表

し
た

弁
護

士
の

今
後

の
参

加
意

欲
は

？
 

 検
事

正
：

検
察

官
の

良
い

点
、

悪
い

点
を

指
摘

し
、

弁
護

士
自

身
も

再
評

価
す

る
。

互
い

に
、

意
見

交
換

す
る

こ

と
に

よ
り

互
い

が
学

習
す

る
こ

と
に

な
る

。
弁

護
士

、
裁

判
所

と
の

間
に

関
係

が
構

築
さ

れ
た

。
た

だ
し

、

検
察

官
と

捜
査

機
関

と
の

関
係

が
よ

り
広

範
囲

に
わ

た
る

こ
と

か
ら

、
引

き
継

ぎ
の

た
め

な
ど

、
両

者
の

会

議
が

よ
く

も
た

れ
る

。
な

お
、

公
安

を
含

め
た

4
つ

の
機

関
で

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

も
行

い
、

交
流

を
深

め

て
い

る
。

 
 西

岡
教

官
：

こ
の

よ
う

な
セ

ミ
ナ

ー
に

は
中

央
か

ら
SP

P
も

参
加

し
て

い
る

の
か

？
 

 検
事

正
：

そ
の

と
お

り
。

こ
の

活
動

は
他

の
地

域
に

も
紹

介
さ

れ
て

い
る

。
バ

ク
ニ

ン
・

テ
レ

ビ
や

新
聞

に
も

活

動
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

 
 西

岡
教

官
：

他
の

省
が

見
習

っ
て

い
る

例
は

？
 

 検
事

正
：

多
く

の
省

が
バ

ク
ニ

ン
の

例
を

見
習

っ
て

い
る

。
全

国
の

省
か

ら
電

話
な

ど
で

資
料

の
提

供
依

頼
が

あ

る
。

コ
ン

テ
ス

ト
に

つ
い

て
も

SP
P

に
て

全
国

レ
ベ

ル
で

の
活

動
と

し
て

計
画

さ
れ

て
い

る
。

バ
ク

ニ
ン

の

ケ
ー

ス
が

モ
デ

ル
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
は

な
い

が
、

非
常

に
実

の
あ

る
も

の
に

な
っ

て
い

る
。

突

破
口

を
開

い
た

と
い

う
自

負
は

あ
る

。
2

回
目

に
コ

ン
テ

ス
ト

を
実

施
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
よ

り
良

い
も

の
に

し
て

い
き

た
い

。
 

 西
岡

教
官

：
検

察
官

の
数

は
？

 
 検

事
正

：
省

級
で

32
人

、
県

級
で

52
人

、
合

計
84

人
で

あ
る

。
テ

ス
ト

に
は

、
う

ち
70

人
が

参
加

し
た

。
最

終
優

勝
者

は
省

級
の

女
性

検
察

官
で

あ
り

、
最

高
得

点
で

あ
っ

た
が

、
彼

女
は

省
人

民
検

察
院

の
官

房
次

長

に
昇

格
し

た
。

コ
ン

テ
ス

ト
の

発
想

は
、

い
ろ

い
ろ

な
ア

イ
デ

ア
が

出
て

い
た

が
、

1
つ

は
ベ

ト
ナ

ム
の

検
察

並
び

に
全

国
の

関
係

機
関

は
ホ

ー
・

チ
・

ミ
ン

主
席

の
道

徳
を

目
標

に
学

習
す

る
こ

と
を

め
ざ

し
て

い
る

こ

と
、

今
1
つ

は
実

務
の

実
態

の
ニ

ー
ズ

か
ら

出
て

い
る

。
コ

ン
テ

ス
ト

を
開

催
で

き
た

条
件

づ
く

り
は

JI
C

A
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
あ

る
。
（

テ
ス

ト
の

内
容

は
）

す
べ

て
そ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
研

究
や

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
コ

ン
テ

ス
ト

は
、

硬
直

化
、

研
究

に
対

す
る

熱
心

な
態

度
が

な
く

な

－172－ 
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る
こ

と
に

対
す

る
防

止
を

ね
ら

っ
た

も
の

で
あ

る
。

結
果

は
と

も
か

く
、

常
に

学
習

す
る

運
動

と
し

て
つ

く

っ
て

い
き

た
か

っ
た

。
学

習
は

各
自

の
自

覚
心

を
基

に
行

っ
て

ほ
し

か
っ

た
。

検
察

官
の

業
務

は
日

増
し

に

良
く

な
る

と
考

え
る

。
 

 西
岡

教
官

：
今

後
コ

ン
テ

ス
ト

の
開

催
は

？
 

 検
事

正
：

SP
P
へ

の
提

案
と

し
て

は
、

5
年

に
1
回

全
国

レ
ベ

ル
の

テ
ス

ト
を

行
い

、
地

方
は

3
年

に
1
回

、
省

は
2
年

に
1
回

の
開

催
を

提
案

し
て

い
る

。
ま

た
、

手
続

き
に

つ
い

て
も

予
算

の
手

当
て

を
提

案
し

た
。

 
 西

岡
教

官
：

18
の

刑
事

事
件

の
公

判
廷

の
傍

聴
に

つ
い

て
聞

き
た

い
。

 
 検

事
正

：
複

雑
な

事
件

は
選

定
し

な
い

。
弁

護
士

が
参

加
す

る
事

件
を

注
視

し
て

い
る

。
参

加
者

と
し

て
、

3
者

が
参

加
し

て
い

る
。

刑
事

事
件

の
公

判
廷

の
傍

聴
調

査
は

、
バ

ク
ニ

ン
省

に
特

有
の

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

あ

と
で

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
も

つ
が

、
一

緒
に

協
議

を
行

う
と

客
観

性
が

保
た

れ
な

い
た

め
各

機
関

で

そ
れ

ぞ
れ

協
議

し
、

残
り

の
機

関
に

そ
の

協
議

結
果

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

形
を

と
っ

て
い

る
。

省
級

レ

ベ
ル

で
も

県
レ

ベ
ル

も
参

加
で

き
る

。
そ

の
結

果
に

つ
い

て
は

、
ま

と
め

て
報

告
書

を
作

り
、

テ
ー

マ
別

に

中
央

に
送

る
。

 
現

在
、

公
判

廷
に

関
し

て
、

調
査

表
に

よ
る

調
査

を
検

討
し

て
い

る
。

調
査

票
は

調
査

に
参

加
す

る
各

自

に
配

布
す

る
。

そ
の

中
に

い
ろ

い
ろ

な
質

問
を

記
入

し
、

こ
れ

を
ま

と
め

て
全

体
の

報
告

書
を

作
る

。
時

間

の
節

約
に

な
る

と
と

も
に

、
参

加
者

の
考

え
方

を
十

分
吸

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 持

田
氏

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

評
価

に
活

用
で

き
る

統
計

関
係

の
資

料
の

提
供

の
可

能
性

は
？

 
 検

事
正

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
係

す
る

統
計

的
な

調
査

、
刑

事
事

件
を

処
理

し
た

件
数

、
不

備
の

件
数

に
つ

い
て

は
提

供
で

き
る

。
こ

れ
ま

で
の

活
動

に
つ

い
て

は
、

SP
P
と

地
方

の
人

民
委

員
会

も
評

価
し

て
い

る
。

冤
罪

の

件
数

も
減

少
す

る
傾

向
に

あ
る

。
検

察
官

の
責

任
感

を
高

め
、

受
け

身
で

は
な

く
積

極
的

に
学

習
し

て
い

き

た
い

と
考

え
て

い
る

。
こ

れ
は

、
JI

C
A

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
限

っ
た

こ
と

で
は

な
く

、
一

人
ひ

と
り

の
開

拓
心

の
向

上
を

指
導

し
て

い
る

。
 

 持
田

氏
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

費
に

つ
い

て
は

？
 

 検
事

正
：

節
約

し
た

い
と

考
え

つ
つ

も
、

多
少

の
コ

ス
ト

は
生

じ
て

い
る

。
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
職

員
に

対
す

る

報
酬

を
支

払
っ

て
い

る
。

セ
ミ

ナ
ー

の
準

備
費

用
の

た
め

の
コ

ス
ト

、
調

査
費

用
、

会
場

、
資

料
の

印
刷

、

参
加

者
の

た
め

の
準

備
費

、
交

通
費

、
宿

泊
費

な
ど

で
あ

る
。

 
今

後
は

、
県

レ
ベ

ル
の

公
判

廷
の

調
査

を
行

え
ば

よ
い

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

県
レ

ベ
ル

の
裁

判
関

連

予
算

を
増

や
し

て
い

き
た

い
。

省
レ

ベ
ル

、
県

レ
ベ

ル
で

AV
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

検
察

研
究

レ
ベ

ル
、

公

判
廷

に
つ

い
て

全
体

を
、

AV
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
て

傍
聴

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

20
10

年
度

で
終

了
す

る
が

、
W

S、
セ

ミ
ナ

ー
を

ま
と

め
て

1
冊

の
報

告
を

作
っ

て

い
き

、
そ

れ
を

他
の

地
域

に
広

げ
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

直
接

本
邦

研
修

に
参

加
で

き
て

良
か

っ
た

。
 

 

 
5

持
田

氏
：

他
の

援
助

機
関

の
セ

ミ
ナ

ー
と

比
較

し
、

JI
C

A
の

セ
ミ

ナ
ー

は
ど

の
よ

う
に

異
な

る
か

？
 

 検
事

正
：

バ
ク

ニ
ン

省
で

活
動

し
て

い
る

援
助

機
関

は
JI

C
A

の
み

で
あ

る
。

他
の

地
域

で
他

の
援

助
機

関
の

セ

ミ
ナ

ー
な

ど
に

参
加

し
た

こ
と

は
あ

る
が

、
短

時
間

で
あ

っ
た

の
で

比
較

し
、

説
明

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

法
体

系
が

異
な

る
た

め
似

て
い

る
部

分
も

あ
る

し
そ

う
で

な
い

部
分

も
あ

る
。
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会
 

議
 

録
 

１
．

日
時

：
20

09
年

5
月

22
日

（
金

）
10

:2
0～

11
:3

0 
２

．
場

所
：

M
O

J
会

議
室

 
３

．
参

加
者

：
面

談
者

リ
ス

ト
の

と
お

り
 

４
．

件
名

：
JA

と
の

協
議

 
５

．
内

容
：

 
鳥

居
課

長
よ

り
調

査
趣

旨
を

説
明

。
日

程
確

認
後

、
Th

u
校

長
と

の
質

疑
応

答
以

下
の

と
お

り
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
達

成
で

き
た

成
果

の
部

分
か

ら
質

問
し

た
い

。
執

行
官

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

2
つ

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

つ
い

て
の

評
価

は
い

か
が

？
 

 Th
u
校

長
：

JI
C

A
の

協
力

、
長

期
専

門
家

の
貢

献
に

感
謝

す
る

。
20

08
年

の
活

動
が

遅
れ

気
味

の
部

分
も

あ
る

。

執
行

官
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
完

成
し

て
お

り
、

専
門

家
に

既
に

送
付

し
て

い
る

。
こ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
出

版
さ

れ

る
と

、
指

導
す

る
側

に
と

っ
て

も
有

益
で

あ
る

。
弁

護
士

の
た

め
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
は

現

在
編

纂
中

で
あ

る
。

先
日

も
説

明
し

た
と

思
う

が
、

弁
護

士
の

研
修

に
問

題
が

生
じ

て
い

る
。

研
修

期
間

は
4

カ
月

で
あ

っ
た

が
、

M
O

J
の

制
定

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
き

変
更

し
た

た
め

、
遅

れ
が

生
じ

て
き

て
い

る
。

執
筆

方
法

の
変

更
、

読
み

や
す

さ
に

つ
い

て
配

慮
し

た
こ

と
な

ど
も

あ
り

、
JI

C
A

専
門

家
に

は
20

09
年

5
月

に
、

で
き

た
も

の
を

送
付

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
今

後
の

PD
M

に
は

教
科

書
の

改
訂

が
あ

る
。

そ
の

前
提

と
し

て
、

実
務

上
の

問
題

が
解

決
で

き

る
よ

う
な

形
で

改
訂

を
お

手
伝

い
し

た
い

。
こ

の
た

め
バ

ク
ニ

ン
省

、
M

O
J、

SP
C
、

SP
P

の
活

動
に

JA
の

教
官

の
参

加
を

求
め

た
い

。
そ

こ
か

ら
得

ら
れ

た
問

題
点

を
JA

の
活

動
に

反
映

す
る

こ
と

、
教

科
書

に
反

映

す
る

こ
と

を
考

え
て

い
き

た
い

。
 

 Th
u
校

長
：

改
訂

に
あ

た
り

調
査

を
行

っ
て

い
る

。
テ

キ
ス

ト
使

用
者

に
調

査
票

を
送

付
し

、
回

答
を

依
頼

し
て

い
る

。
そ

の
後

、
専

門
家

と
の

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
契

約
を

締
結

し
、

執
筆

者
に

送
付

す
る

。
2

つ
の

テ
キ

ス
ト

を
編

集
す

る
た

め
の

編
集

委
員

会
を

組
成

す
る

が
、

20
09

年
中

に
は

終
了

す
べ

く
考

え
た

い
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
1
と

2
へ

の
参

加
を

お
願

い
し

た
い

。
ま

た
、

2
冊

の
教

科
書

に
関

す
る

回

答
と

は
、

刑
事

事
件

の
処

理
ス

キ
ル

と
民

事
事

件
の

処
理

ス
キ

ル
の

2
冊

を
指

し
て

い
る

の
か

？
 

 Th
u
校

長
：

そ
の

と
お

り
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
前

フ
ェ

ー
ズ

で
は

民
法

と
民

事
訴

訟
法

の
教

科
書

も
支

援
し

て
い

た
。

民
法

、
民

訴
の

改
正

が
あ

る
と

い
う

こ
と

だ
が

、
そ

の
改

正
の

タ
イ

ミ
ン

グ
と

教
科

書
の

改
訂

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
ど

の
よ

う
に

計
っ

て

い
く

の
か

？
 

 Th
u
校

長
：

ど
の

よ
う

な
テ

キ
ス

ト
も

出
版

1
年

後
に

は
改

訂
が

必
要

と
な

り
、

ま
た

新
法

が
出

れ
ば

改
訂

を
行

う
こ

と
に

な
る

。
教

科
書

を
使

用
し

て
い

る
人

た
ち

は
、

使
用

結
果

に
基

づ
い

て
使

用
状

況
の

コ
メ

ン
ト

を

出
す

の
で

、
教

科
書

の
改

訂
は

法
律

の
改

正
の

あ
る

な
し

に
か

か
わ

ら
ず

、
行

っ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な

 
2

い
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
モ

デ
ル

授
業

は
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

方
式

の
教

授
法

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
活

動
は

既
に

JA
で

、

カ
ナ

ダ
国

際
開

発
庁

（
C

ID
A
）

の
支

援
を

受
け

て
実

施
し

て
い

る
と

聞
い

て
い

る
。

C
ID

A
の

活
動

は
JI

C
A

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
PD

M
上

の
モ

デ
ル

授
業

と
か

な
り

重
複

し
て

い
る

。
JA

教
官

が
多

忙
な

な
か

で
、

こ
れ

を
実

施
す

る
必

要
は

あ
る

の
か

？
 

 Th
u
校

長
：

Li
en

か
ら

の
報

告
を

踏
ま

え
、

モ
デ

ル
授

業
を

PD
M

か
ら

取
り

外
す

こ
と

に
つ

い
て

合
意

す
る

。

日
本

側
の

リ
ソ

ー
ス

の
問

題
も

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
JA

の
講

師
は

さ
ま

ざ
ま

な
機

関
か

ら
来

て
お

り
、

サ

ン
プ

ル
講

義
（

モ
デ

ル
授

業
）

は
そ

の
内

容
が

統
一

で
き

る
こ

と
を

ね
ら

っ
て

い
る

。
た

だ
、

実
施

は
大

変

で
あ

り
、

そ
の

ほ
か

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

こ
と

を
考

え
る

と
更

に
大

変
で

あ
る

。
C

ID
A

と
は

教
授

法
の

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

、
裁

判
官

に
対

象
を

絞
っ

て
い

る
。

ま
た

公
証

人
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

に
つ

い
て

も
同

様

に
支

援
対

象
か

ら
除

外
す

る
こ

と
に

合
意

。
 

 鳥
居

課
長

：
公

証
人

に
つ

い
て

は
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
の

問
題

が
あ

り
、

モ
デ

ル
授

業
に

つ
い

て
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

残
り

の
期

間
に

お
け

る
リ

ソ
ー

ス
の

制
約

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
JA

は
法

曹
三

者
に

対
す

る
教

育
を

行
い

、

20
13

年
に

向
け

て
こ

れ
を

拡
大

し
て

い
く

と
考

え
て

い
る

が
、

こ
の

点
に

つ
い

て
は

ベ
ト

ナ
ム

側
の

政
策

に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

ベ
ト

ナ
ム

の
変

更
に

対
応

す
る

形
で

協
力

を
考

え
て

い
き

た
い

。
 

 Th
u
校

長
：

JA
の

こ
れ

ま
で

の
回

答
と

変
更

は
な

い
。

SP
C
、

SP
P
に

関
し

て
も

こ
れ

ま
で

と
同

様
の

回
答

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
JA

は
法

曹
育

成
の

第
一

の
機

関
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

る
が

、
ベ

ト
ナ

ム
首

相
が

行
っ

た

設
立

に
関

す
る

こ
の

決
定

を
破

棄
す

る
決

定
は

こ
れ

ま
で

に
行

わ
れ

て
お

ら
ず

、
SP

P
が

検
察

官
の

育
成

を
強

化
す

る
決

定
も

な
い

。
SP

P
に

関
す

る
検

察
院

組
織

法
で

は
、

検
察

実
務

の
研

修
、

更
新

教
育

を
行

う
こ

と
も

あ
る

と
規

定
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
の

規
定

に
基

づ
き

過
去

2
年

間
、

SP
P
は

JA
に

研
修

生
を

送
ら

ず
、

自
ら

育
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
SP

P
は

検
察

職
員

の
能

力
強

化
に

関
す

る
提

案
を

行
っ

て
い

る
。

 
ま

た
、

SP
C

も
同

様
で

あ
る

。
SP

C
は

韓
国

か
ら

の
援

助
を

受
け

ザ
ー

ラ
ム

で
施

設
を

建
設

し
て

い
る

。

現
在

は
、

SP
C

は
JA

の
裁

判
官

コ
ー

ス
に

研
修

生
を

送
っ

て
い

る
。

11
回

目
（

第
11

期
？

）
の

コ
ー

ス
は

修
了

し
、

こ
の

6
月

に
第

12
期

の
コ

ー
ス

が
開

始
さ

れ
る

。
JA

で
は

弁
護

士
と

裁
判

官
を

現
在

育
成

し
、

検

察
院

は
、

こ
こ

2
年

間
は

研
修

生
を

送
っ

て
い

な
い

と
い

う
現

状
で

あ
る

。
な

お
M

O
J
の

提
案

で
は

、
JA

は

法
曹

三
者

、
執

行
官

、
公

証
人

の
研

修
を

行
っ

て
い

る
。

20
13

年
を

目
標

年
と

し
た

セ
ン

タ
ー

計
画

に
関

す

る
M

O
J
の

提
案

は
政

府
に

提
出

さ
れ

て
い

る
が

、
ま

だ
承

認
さ

れ
て

い
な

い
。

こ
れ

は
日

本
の

司
法

制
度

、

司
法

修
習

生
制

度
の

よ
う

な
提

案
で

あ
る

。
 

 佐
藤

専
門

員
：

JA
の

教
材

や
指

導
方

法
の

共
有

は
行

わ
れ

て
い

る
の

か
？

 
 Th

u
校

長
：

SP
P
は

検
察

官
教

育
に

あ
た

り
、

JA
を

招
へ

い
し

て
い

な
い

。
JA

で
は

こ
こ

2
年

間
は

検
察

官
関

係
の

活
動

は
全

く
行

っ
て

お
ら

ず
、

検
察

官
関

連
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
ペ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

状
況

で
あ

る
。

 
 佐

藤
専

門
員

：
共

有
化

が
重

要
と

考
え

て
い

る
。
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3

Th
u
校

長
：

成
果

を
共

有
す

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
が

、
共

有
し

な
く

と
も

他
の

機
関

は
既

に
教

材
を

持
っ

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

 
佐

藤
専

門
員

：
他

機
関

が
JA

と
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
を

い
か

に
共

有
し

て
い

く
か

？
 

に
つ

い
て

考
え

て
い

き
た

い
。

 
 西

岡
教

官
：

昨
年

卒
業

生
は

？
 

 Th
u
校

長
：

50
0
人

（
裁

判
官

コ
ー

ス
）

で
あ

る
。

毎
年

定
員

は
50

0
人

と
し

て
い

る
が

、
昨

年
の

場
合

は
、

裁

判
所

か
ら

の
研

修
生

は
50

0
人

に
至

っ
て

い
な

い
。

弁
護

士
は

3,
00

0
人

が
入

学
し

、
1,

60
0
人

が
卒

業
し

た
。

前
年

度
か

ら
残

っ
て

い
る

も
の

（
不

合
格

者
？

留
年

？
）

も
い

る
の

で
、

3,
00

0
人

が
受

講
し

、
毎

年
1,

60
0

人
が

卒
業

し
て

い
る

。
 

 西
岡

教
官

：
公

証
人

は
？

 
 Th

u
校

長
：

M
O

J
が

管
理

し
て

い
る

法
曹

は
弁

護
士

、
執

行
官

で
あ

る
。

 
 持

田
氏

：
指

標
に

つ
い

て
コ

メ
ン

ト
を

頂
き

た
い

。
 

 Th
u
校

長
：

能
力

向
上

を
図

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

定
量

的
な

評
価

は
難

し
い

、
何

人
合

格
し

た
か

、
何

人
落

ち
た

の
か

と
い

う
こ

と
で

、
質

の
向

上
に

対
す

る
評

価
は

難
し

い
。

 
①

研
修

に
あ

た
っ

て
は

、
a）

優
れ

た
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

有
し

て
い

る
こ

と
、

b）
そ

れ
に

伴
い

一
連

の
テ

キ
ス

ト
が

作
成

さ
れ

る
よ

う
に

な
る

こ
と

、
c）

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

実
施

の
た

め
の

参
考

資
料

、
試

験
問

題
の

傾
向

な
ど

あ
り

、
研

修
で

は
こ

れ
ら

が
重

要
な

要
素

で
あ

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
テ

キ
ス

ト
、

資
料

の
3

要
素

を
達

成
す

る
た

め
に

JI
C

A
の

協
力

は
こ

れ
ら

の
重

要
な

分
野

に
集

中
し

て
い

た
と

考
え

て
い

る
。

こ

れ
ら

が
揃

っ
て

初
め

て
教

育
の

質
が

高
ま

っ
て

く
る

。
②

教
え

る
講

師
の

能
力

で
あ

り
、

専
門

性
を

有
し

て
い

る
こ

と
、

教
え

る
方

法
で

あ
る

が
、

こ
の

点
は

JI
C

A
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

十
分

で
は

な
い

。
つ

ま

り
人

材
育

成
は

十
分

で
は

な
い

。
研

修
ブ

ッ
ク

も
も

ち
ろ

ん
あ

る
が

、
C

ID
A

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て

も
教

え
方

に
つ

い
て

も
含

ま
れ

て
い

た
。

昨
今

（
JA

の
講

師
を

対
象

と
し

た
）

本
邦

研
修

が
行

わ
れ

な
く

な
っ

た
こ

と
は

残
念

で
あ

る
。

本
邦

研
修

は
一

生
印

象
に

残
る

。
本

な
ど

必
要

な
く

、
す

べ
て

を
把

握
で

き
る

も
の

で
あ

る
。

③
勉

強
す

る
人

々
（

JA
の

生
徒

）
に

つ
い

て
は

JI
C

A
の

活
動

の
支

援
は

な
い

。
④

も

う
ひ

と
つ

、
教

育
に

必
要

な
施

設
に

つ
い

て
も

、
機

材
な

ど
が

な
け

れ
ば

良
い

研
修

が
で

き
な

い
。

 
こ

の
4

つ
の

要
素

を
発

展
さ

せ
て

い
く

と
質

的
な

向
上

を
見

込
む

こ
と

が
で

き
る

。
ぜ

ひ
教

育
研

修
の

支

援
を

セ
ッ

ト
と

し
て

考
え

て
頂

き
た

い
。

専
門

家
の

役
割

は
指

導
す

る
役

割
で

よ
い

。
例

え
ば

、
テ

キ
ス

ト

を
作

成
す

る
場

合
は

、
そ

れ
ら

を
英

語
や

日
本

語
に

翻
訳

し
読

ん
で

も
ら

う
必

要
は

な
い

。
報

告
の

ア
イ

デ

ア
や

方
法

を
提

供
す

る
必

要
は

な
い

。
一

緒
に

TO
R

を
作

成
し

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

執
筆

者
が

テ
キ

ス
ト

を

執
筆

す
る

が
、

こ
れ

は
日

本
人

向
け

で
は

な
く

、
ベ

ト
ナ

ム
人

向
け

で
あ

る
。

カ
ナ

ダ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で

は
専

門
家

が
派

遣
さ

れ
、

カ
ナ

ダ
の

テ
キ

ス
ト

の
執

筆
の

経
験

を
伝

え
る

。
そ

れ
に

基
づ

き
、

テ
キ

ス
ト

の

大
綱

を
作

り
、

編
纂

し
て

い
く

。
日

本
の

専
門

家
は

優
れ

て
お

り
、

テ
キ

ス
ト

作
成

に
つ

い
て

は
有

益
な

コ

メ
ン

ト
を

入
手

し
た

が
、

あ
ま

り
日

本
語

に
翻

訳
す

る
必

要
は

な
い

。
そ

れ
は

あ
く

ま
で

コ
メ

ン
ト

だ
か

ら

で
あ

る
。

翻
訳

は
正

し
い

と
は

必
ず

し
も

い
え

な
い

。
 

以
 

上
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